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ま　　え　　か　　き


わが国の農林水産業，食品産業等の今後の発展を図るためには，バイオテクノロジー等


先端技術の開発を積極的に推進していくことが不可欠であり，今後はその基盤である生物


遺伝資源の確保はますます重要となっている。


しかしながら，現在わが国が収集・保存している生物遺伝資源は，今後の利用範囲の拡


大に的確に応えていくためには不十分であり，また欧米諸国に比して立ち遅れている状況


にある。さらに地球的視野で生物遺伝資源の斌存状況をみた場合，品種の均一化，熱帯林


の減少等により，貴重な生物遺伝資源が急激に滅失してしまう恐れがあり，生物遺伝資源


の保存が緊急の課題となっている。


このため昭和60年度から，植物，動物，微生物，水産生物（林木については昭和62年度


から）の農林水産生物遺伝資源全般について，全国の試験研究機関，種苗管理センター，


種畜牧場および林木育種場の機関の機能と立地条件を生かし，これらの各機関の有機的，


組織的連携協力の下に国内外の遺伝資源の探索導入および保存を行うとともに，それらの


遺伝資源の特性を調査評価してデータベース化し，遺伝資源および遺伝育種情報を国公立


試験研究機関，民間，大学等に提供する総合的管理利用システム（農林水産ジーンバンク）


の整備を進め，遺伝資源，遺伝育種情報の収集，管理の充実強化を図っているところであ


る。


本報告書は，この農林水産省ジーンバンク事業のうち，動物遺伝資源部門について平成


元年度の事業実績を取りまとめたものである。今後の事業の円滑な推進，技術指導に役立


てていただければ幸いである。


おわりに，とりまとめに当たって執筆に御協力いただいた各位に深く謝意を表する次第


である。


平成3年3月


農業生物資源研究所長


日　野　稔　彦
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1．平成元年度の会議の開催及び検討事項


（1）動物遺伝資源部会


1．挨拶


部　　会　　長　日野農業生物資源研究所所長


副　部　会　長　森地畜産試験場場長


技術会議事務局　片山課長補佐
連絡調整課


開催年月日：平成2年2月23日


開催場所：農業生物資源研究所


2．議事


1）経過報告


技術会議事務局より平成元年度のジーンバンク事業の実施経過と実施要領の一部


改正が報告され，また，第1回，2回のワーキンググループ打合せ会議の議事録が


報告され，了承された。


2）平成元年度の事業実績について


ほぼ計画通りの収集が実施されたとの各場所皐り説明がなされた。その結果，平


成元年度においては収集受入12点，移管1点，廃棄4点となり，元年度末の総計は


、518点になること，遺伝資源の評価では1次が466点，2次が59点，3次が61点にな


ること等が，いずれも承認された。また，情報の管理・運営について畜産試験場か


ら，導入および登録遺伝資源の特性調査成績（中間報告）をまとめ，印刷物を発行


する予定（平成2年3月）との報告がされた。


3）平成2年度事業計画について


平成2年度の事業計画について，各場所から提案がなされた。特に，十勝種畜牧


場では木曾馬（♂1，♀2）の導入計画があることが報告された。また，家畜衛生


試験場からはリコンビナント近交系マウスの収集導入計画があることが追加提案さ


れ，いずれも承認された。遺伝資源の評価計画も各場所から提案がなされ，特に，


畜産試験場の対馬地鶏と土佐地鶏は特性評価がほぼ終了するので，3年度にはベー
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スコレクションに移す予定であること，蚕昆研からは配布状況を印刷物として発行


予定であることが示された。さらに，保存点数が伸び悩みの状況にあるので，一層


の関係各位の努力を必要とする旨の報告が事務局より提示された。


4）ジーンバンク事業運営上の問題点及び改善報告について


技術会議事務局より資料が提示され，討議を行った。


（1）収集・保存について


・生殖質保存へシフトしていくことについて，凍結保存が可能な動物種では基本


的には了解された。しかし，収集した遺伝資源の中には近交がかなり進んで繁


殖性が低下していることが多いので，当面は二重保存とすることが了承された。


．精子だけを収集した場合，雄がXY型の家畜では両タイプの染色体上に位置す


る遺伝子の保存が図れるが，雌がZW型の鶏においては，雄ではZZ型のみに


しか遺伝子の保存が図れないので，胚の凍結保存が不可能な鶏では，雌の生体


保存が必須条件になるとの意見があった。


・蚕では保存する内容のより一層の正確性が求められると同時に，重要な遺伝子


だけを保存する手法の確立も必要なのではないかと指摘された。


・収集計画については，基本的な考えを重要視する必要があるのではないかと指


摘されたが，実施上の困難性が伴う場合が多いので，柔軟な態勢をとらざるを


得ないとの説明がなされた。


・現地で種の保存ができるような技術援助を，ジーンバンクとしても積極的に対


応する必要があることが示された。


（2）特性評価について


・ベースコレクション化については，協議の上，推進していくことが了承された。


・特性の評価期間については原則として，1次特性は1年，2・3次特性は3年


程度とし，動物種に応じてそれぞれ1年程度延長することについては，若干の


補正が必要とされるとの補足意見を含めて承認された。


・予算配分法については，センターバンクで予算配分案を作成することが承認さ


れた。


5）特性評価項目の仕分けと関連事項について


特性評価項目の必須・選択項目の考え方が提案され，平成2年6月までに一応の


結論を出すべく作業に着手することが承認された。
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6）海外フィールド・サーベイの報告と計画について


・生物研建部チーム長から，インドにおける動物遺伝資源の保存と利用に関する


調査報告がなされた。


・平成2年度の海外フィールド・サーベイは，蚕昆研の東南アジア産蚕等有用昆


虫の調査を予定していることが承認された。


遺伝資源の収集


平成元年度動物遺伝資源事業実施実績


動　 物 品種系統 保　 存　 形　 態 機　　　　 関 導入先 備　　　 考


牛 ブラーマン種 生殖細胞 （精液） 農業生物資源研究所 オーストラリア 東北農試より分譲東


牛 サンタ・ガート炉ディス種 生殖細胞 （精液） 農業生物資源研究所 オ「ス再リア 北農試験より分譲


購　　　 入


牛 黒毛和種 生体、生殖細胞 （精液） 鳥取種畜牧場 鳥 取


水　 牛 沼沢水牛 r　生殖細胞 （精液） 畜産試験場 こ 沖　 縄


馬 こ対州馬 ． 生　　　 体 十勝種畜牧場 長　 崎 購　 入


山　 羊 ピグミーヤギ ．生　　　 体 長野種畜牧場 家衛試より管理換


マウス C57BL／6-bg 生　　　 体 家畜衛生試験場 国立予衛研 分　　　 譲


蚕 891 m36 受　 精　 卵 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 国　 内 分　　　 譲


蚕 891　t70 受　 精　 卵 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 国　 打 分　　　 譲


蚕 891 Xt800 受　 精　 卵 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 国　 内 分　　　 譲


蚕 891 Nxt80 受　 精　 卵 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 国　 内 分　　　 譲


蚕 891　N40 受　 精　 卵 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 国　 内 分　　　 譲


蚕 Sm－n 受　 精　 卵 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 国　 内 分　　　 譲


蚕 日 145号 受　 精　 卵 蚕糸 ・畠虫農業技術研究所 国　 内 分 ． ．譲


蚕 支 146号 受　 精　 卵 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 国　 内 分　　 譲
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（2）ワーキンググループ打合せ会議


第1回打合せ会議


開催年月日：平成元年10月11日


開催場所：農業生物資源研究所


1．挨拶


生　　物　　研　川口遺伝資源調整官


技術会議事務局　片山課長補佐
連絡調整課　　（平成2年度予算要求にもふれた）


2．議事


1）経過報告


前回の議事録が報告され，ワーキンググループメンバーの役割の一部追加が提案


され，了承された。


2）元年度事業実施計画について


各場所より報告された。主な内容としては，生物研ではブラーマン，サンタガー


トルーデイスの凍結精液の導入を計画している。畜試では沼沢水牛の精液の購入，


蚕昆研ではアクチブコレクションを再検討している。家衛試ではピグミーゴートを


長野種畜牧場へ3対，管理換をする。種畜牧場では対州馬を十勝種牧で購入する。


♀2頭については内定しているが，♂については現在交渉中である。長野種牧では


兎（日本白色種）をSPF化している。


3）ジーンバンク事業運営上の問題点について


技術会議事務局より資料が提示され，問題点の検討を行った。


（1）収集、保存について


◎収集と保存に分けて，長期保存は生殖質にシフトさせたらどうか。


◎動物園は公立や私立が多く，国立のものはない。連携といっても具体的には困


難な問題が多い。また，動物園は増殖や繁殖の対象となっていない。


◎現地での生殖質による収集をどうするか。個体的にクセがあり，馴致を要する。


また，豚や鶏など技術的に未解決の畜種もある。
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◎ゲッシ類は凍結受精卵作成が可能である。遺伝研，医科研，放医研では，一系


統300胚を保存している。


◎ミツバチでは，精子の凍結保存は可能である。


◎蚕では，受精卵を0℃～2．5℃で1ヶ年保存している。受精卵の凍結保存は困難，


卵巣，精巣では技術的に可能である。


結論として，畜種ごとにケースバイケースで対応せざるを得ない。


（2）特性評価について


◎鶏ならこの案でよいが，大家畜はこういう短い年数で終わらせるのは難しい。


既存の評価データを活用すること。2～3次形質を評価しないとベースコレク


ションへ移行させ難い。点数の計算も難しい。


◎大家畜については個体間バラツキも大きく，調査に問題がある。


◎純系マウスでは，1～2次形質については，他のデータを借用してもよい。


3次形質については，独自の調査が必要と思う。


◎蚕についても変質があるが，1次特性については幅をもった評価をしている。


◎畜種ごとに収集，評価，保存のマニュアルが必要だと思う。


◎畜種ごとに，何年間予算をっけるという原則をもってもよいと思う。


結論として，今後，実施の方向で前向きに検討することになった。


4）フィールドサーベイの実施について


平成2年度以降の計画について論議がなされたが，次回までの継続審議となった。


5）その他


畜試より特性評価結果の畜試分について，中間報告として印刷していく旨の申し


入れがあった。扱いは，内部資料とし，ジーンバンク事業参加機関及び公立機関に


配布することを考えている。


次回は，特性評価のまとめ方について検討したい。
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第2回打合せ会議


1．挨拶


生　　物　　研　川口遺伝資源調整官


技術会議事務局　片山課長補佐
連絡調整課


開催年月日：平成2年2月14日


開催場所：農業生物資源研究所


2．議事


1）経過報告


前回の議事録が報告され，了承された。また，ジーンバンク事業実施要領の一部


改正があったことが報告された。


2）平成元年度事業実績及び平成2年度実施計画について


各場所より報告がなされた。平成元年度事業の主なものとしては，凍結精液でブ


ラーマンとサンタガートルデス（生物研），沼沢水牛（畜試），生体でC57BL／6－bg


マウス（家衛試），対州馬（十勝種牧），鳥取系黒毛和種（鳥取種牧），家衛試よ


り管理換のピグミー山羊（長野種牧）等がそれぞれ導入または導入予定である。ま


た，蚕昆研からは，蚕の収集が8，廃棄が3品種あること，平成2年度ではさらに


5品種を導入予定であるが，これまでに収集した品種の中で12品種は遺伝的に類似


性がきわめて強いので廃棄したい旨の報告がなされた。また，畜産試験場からは，


導入および登録遺伝資源の特性調査成績（中間報告）をまとめ，現在，印刷中であ


るとの報告がされた。平成2年度の収集予定動物についても，それぞれの場所から


提案がなされた。


3）ジーンバンク事業運営上の問題点および改善方向について


技術会議事務局より資料が提示され，問題点の検討を行った。


（1）収集・保存について


・生殖質保存へとシフトさせて行くことについて，可能な動物種では基本的には


了解された。しかし，生殖質保存だけでは採取出来ない個体もあるので，ある


程度の二重保存も必要であるとの共通の意見であった。
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・南米のロバ豚等の単蹄豚の導入希望があるが，家畜防疫上の問題点が多い。


・収集対象の順位については限られた予算の中で有効利用を図っていく。


（2）特性評価について


・特性の評価期間については原則として，1次特性は1年，2・3次特性は3年


程度とし，動物種に応じてそれぞれ1年程度延長することについては，特に異


論がなかった。しかし，年度の後半に収集されたものや生殖質で導入されたも


のなどについては若干の調整が必要との補足意見があった。


・ベースコレクション化について，1次特性だけでは特に大動物ではデータの信


頼性が低いので，2・3次特性の情報も必要である。蜜蜂では1コロニーが1


頭単位となるので，信頼できるデータを出すには数をこなすのが大変である。


・純系マウスでは，1次特性終了後ベースコレクヨン化しても問題は少ない。


・必須項目をどのくらいこなしているかでベースコレクション化し，配布に対し


て責任の持てる信頼性の高いものにすべきである。


・結論として，ベースコレクション化の基準については慎重に再考する。


4）特性評価項目の仕分けと関連事項について


・動物遺伝資源評価のマニュアル（未定稿）を基本にすることが承認され，デー


タベース化が可能になるような書式を設定していくことが望ましいとの，基本


的な合意がなされた。


・それぞれの場所から担当する動物種ごとの1～3次特性の必須，選択項目につ


いて提案がなされた。乳・肉・卵等の用途別によって若干の項目の違いが認め


られたが，基本的にはほぼ共通しているとの意見であった。


・必須と選択項目については，用途の如何を問わず最も基本的かつ重要なものを


Aランク，用途別の特性を意識したものをBランク，あった方が望ましいもの


をCランクとして整理して考えたい。


・実験動物からは，系統名とSPF等の飼養形態の情報も必要なのではとの意見


が出された。


・項目の調整については，各担当機関と密接に連絡をとり，平成2年6月までに


一応の結論を出すべく作業に努めるとの報告がなされた。


5）フィールド・サーベイの報告と計画について


・生物研建部チーム長から，インドにおける動物遺伝資源の保存と利用に関する


－7－







調査報告がなされた。


・平成2年度の海外フィールド・サーベイは，蚕昆研の東南アジア産蚕等有用昆


虫の調査を予定していることが承認された。
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2．事業の運営体制


動物遺伝資源部会運営体制


管理運営会議


動物遺伝資源部会


部会長　　農業生物資源研究所長


副部会長　畜産試験場長


〃　　　遺伝資源調整官


センターバンク


農業生物資源研究所


サブバンク


畜産試験場 育種部，繁殖部 牛，豚，めん羊，兎
山羊，鶏，蜜蜂


蚕糸・昆虫農業技術研究所 蚕育種部


家畜衛生試験場 研究第1部，製剤部，
鶏病支場


実験用動物


事務局


事務局長　遺伝資源調整官


生物研遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


畜試育種部長


生物研動物探索評価研究チーム長


動物保存研究チーム長


畜試育種資源研究室長


※必要に応じて関係場所の担当官を


参加させることができる


ワーキンググループ


生物研動物探索評価研究チーム


動物保存研究チーム


畜試育種第一研究室


育種第二研究室


育種第三研究室


育種資源研究室


生殖細胞移植研究室


蚕試遺伝素材研究室


遺伝子工学研究室


家衛試実験動物研究室


白河種畜牧場茨城支場


白河種畜牧場茨城支場


長野種畜牧場


岡崎種畜牧場


兵庫種畜牧場


鳥取種畜牧場


中国種畜牧場


宮崎種畜牧場


（十勝種畜牧場）


（日高種畜牧場）


（新冠種畜牧場）　′


（奥羽種畜牧場）


（岩手種畜牧場）


（福島種畜牧場）


（白河種畜牧場）


（熊本種畜牧場阿蘇支場）


（宮崎種畜牧場鹿児島支場）


豚


兎，（山羊）
鶏


鶏


牛（肉用牛）


豚


めん羊，（豚）


（馬，めん羊）


（牛（乳用牛））


（牛（乳用牛））
（牛（肉用牛））


（めん羊）


（牛（乳用牛））


（鶏）
（牛（肉用牛））


（牛（肉用牛））


（）：当初カウント分


CD


蚕







（1）動物遺伝資源部全委員


所　　　属　　　　　　　職　　　名　　　　　　　　氏　　　名


〔学識経験者〕


国立遺伝学研究所


茨城大学農学部


日本実験動物協会


〔場　　　所〕


畜産試験場


′′


′′


蚕糸・昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


十勝種畜牧場


長野種畜牧場


岡崎種畜牧場


鳥取種畜牧場


茨城種畜牧場


農業生物資源研究所


〃


′′


／′


助教授


教　　授


副会長


村上　昭雄


正閏　陽一


上松　嘉男


場　　長　　　（副部会長）森地　敏樹


育種部長


繁殖部長


遺伝育種部長


研究第一部長


場　　長


′′


′′


′′


′′


村松　　肯


花田　　章


大槻　良樹


国安　主税


中野　秀治


芦田　昌保


鶴見　昇三


三滴　　昇


尾形　真二


所　　長　　　　（部会長）日野　稔彦


遺伝資源調整官（副部会長）川口　敏美


遺伝資源第一部長　　　　　鈴井　孝仁


遺伝資源第二部長　　　　　田中　弘敬
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（2）ワーキング・グループ構成員


氏　 名 所属 ・職名 電　　　 話 大動物 中動物 小動物
実　 験


動　 物
昆　 虫


探　 索


導　 入
保　 存 評　 価 情　 報


建部　　 晃 生物研動物探索評価


研究チーム長


0 298－38－7041 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○


居在家義昭 生物研動物保存


研究チー ム畏


／／　　 7447 ○ ○　 ＿ ○ ○ ○


小畑　 太郎 畜試育種 第一研究室長 ′／　　 8623 ○ ○


西田　　 郎 畜試育種 第二研究室 長 〝　　　 8625 ○ ○


奥村　 隆 史 畜試育種苓三研究室長 〝　　　 8626 ○ ○


大石　 孝雄 畜試育種資源研究室長 〝　　　 86 22 ○ ○ ○ ○


小栗　 紀彦 畜試生殖細胞移植


研究室長


′′　　 86箪 ○ ○ ○


青木　 秀夫 蚕昆研遺伝素材


研究室長


0551－36－2046


2266


O　 t ○ ○ ○


田村　 俊樹 蚕毘研遺伝子工学


研究室長


0298－38－6091


6092


○ ○


福田　 勝洋 家衡試実験動物


研究室 長


〝　　　 7902 ○ ○ ○ ○ ○


分部喜久雄 白河種畜牧場


茨城支場家畜育 種官


029637－　65 11


65 12


Fax ／／　　 4928


○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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3．平成元年度事業実績


（1）農林水産省ジーンバンク事業の実績状況


1）平成元年度農林水産省ジーンバンク事業の実施経過及び今後の取り組み


時　　　 期 事　　　　　　　　 項 内　　　　　　　　 ．容


（平成元年 3 月20 日 ・　 微生物遺伝資源配布目録（初版）
の発行


’ （品 豊 畳 謂 碧 甥 誌瀧 ）


138株等）


4 月 1 日 ・　 農業生物資源研究所試験研究用
植物遺伝資源配布規程及び農業生
物資源研究所試験研究用微生物遺
伝資源配布規程の一部改正


・　 消費税法の施行に伴 う．遺伝資源配
布価格の見直 し


○植物遺伝資源　 5，000円→ 5，100 円
○微生物遺伝資源 6，000円→ 6，100 円


7 月12日 ・　 ジー ンバンク管理運営会議 ・　 元年度ジーンバンク事業の実施計画等
について関係部局内での調整を行 った。


7 月18 日 ・　 農林水産省 ジーンバ ンク事業実
施要領の一部改正


・　 中央水産研究所の組織改編による改正


8 月～
10月


・　 元年度ジーンバ ンク事業実施計
画の策定，通知


・　 農産園芸局　　　　　　　　 10月 2 日
畜産局　　　　　　　　　　 10月 17 日
農林水産技術会議事務局　　 8 月24 日
林野庁　　　　　　　　　　　 9 月19 日
水産庁　　　　　　　　　　　 9 月26 日


平成 2 年 1 月30 日
2 月 9 日
2 月 16 日
2 月21 日
2 月23 日


・　 林木遺伝資源部会の開催


・　 微生物遺伝資源部会の開催
・　 植物遺伝資源部会の開催
・　 水産生物遺伝資源部会の開催
・　 動物遺伝資源部会の開催


・　 平成元年度事業実績見込み，平成 2
年度事業実施計画等について検討


2）平成2年度予算について　　　　　　　　　　　　　　　　　2年度（元年度）


農林水産生物遺伝資源・遺伝育種情報の総合的管理利用　　　　533（513）百万円


システムの整備


（1）遺伝資源の管理運営に要する総合調整


（2）遺伝資源の探索導入及び導入施設の運営


（3）遺伝資源の分類・同定・評価・素材化


（4）遺伝資源の維持配布


（5）遺伝資源情報の管理運営


（6）遺伝資源の普及及び利用促進


（7）遺伝資源保存管理施設の維持運営


3）遺伝資源海外調査報告会
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（2）農業生物資源研究所における事業実績


1）遺伝資源の収集


機 関 ， 部 ， 室 動　 物 品種 ，系 統 導 入形 態 ，点 数 導　 入　 先 備　　 考


東　 北　 農　 試


畜　 産　 部


〃


牛


〃


ブ ラ ー マ ン


サ ンタ ・ガ ー ト


ル ー デ ィ ス


生 殖細 胞 ， 1


（凍結 精 液 ）


〃　 ，


〃


オ ー ス トラ リア


〃


購　　 入


〃


注）平成元年11月30日に凍結精液各11本を生物研に分譲


2）遺伝資源の評価


3）遺伝資源の維持


動　 物 品 種 ， 系統 担 当 ，部 ，室
ワー キ ング
形態　　 点数


ベ　 －　ス
形態　　 点数


ア クテ ィ　ブ
形態　　 点数


豚 ランドレース 生物研，遺資 2 生殖　　 1


ハロセン陽性 動物保存研 細胞
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（3）畜産試験場における事業実績


1）遺伝資源の収集


機関，部，室 動　 物 品種，系統 導入形態，点数 導入先 備　　　　 考


畜 試 ， 繁 殖 水　 牛 沼　 沢 生殖細胞 （精液） 1 沖縄県 購　　　　 入


2）遺伝資源の評価


動　 物 品　 種，系　 統
相　 当　 機　 関，


部 ，　 室


特　性　調　査
主要特性調査項 目


1 次 2 次 3 次


牛


山　 羊


豚


鶏


ミツバチ


口之島


トカラ


ランドレース
（ハロセン　陽性）


梅山豚


対馬地鶏


土佐地鶏


アロウカナ


日本蜂


畜試，繁殖


畜試，育種，動 1 管理室


畜試，育種，動 3 管理室


畜試，動 3 管理室他


畜試，育種，動 2 管理室
育種資源研


〝


〝


畜試，育種，育種 3 研


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


形態，体重，体型，繁
殖性 （文献）


形態，体重，体型


ハロセン感受性，繁殖
性，産肉性


体重，体 型，生理特性
血液型，繁殖性


体重，体型，生理特性
繁殖性，産卵性，産肉
性


体重，体型，生理特性
繁殖性，産卵性


〃


体重，舌長，前廻長，
後翅鉤 数
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3）遺伝資源の維持


動　　 物 品　 種，系　 統 担 当機関，郡，室
ワーキ ング ベース ア クティブ


形態 点数 形態 点数 形態 点数


年


末　 牛


山　　 羊


め ん 羊


・豚


鶏


ウ ズ ラ


ウ サ ギ


ミツバ チ


口之 牢


沼　 沢


ソ バ


トカラ


フィニ ッシュラン ドレース


ラ ン ドレース （ハロセン　陽性）


種 山豚 1


対馬地鶏


土佐地 鶏 ．


ア ロウカナ


ファヨウ ミ


白色 レグホー ン （卵殻質）


白色 レグホー ン （d w ）


白色 レクホー ン （D W ）


家禽系


野生系


先天性神経異常系


ニ ュージーラ ン ドホワイ ト


ダ ッチ


西洋蜂


日本蜂


畜試，繁殖


〝


畜試，育種，動 1管理室


／／


／／


畜試，育種，動 3 管理室


〝


畜試 ，育種，動 2 管理室


／／－


／／


／／


／／


／／


／／


畜試，育種 ，動 2 管理質


〃


／／


畜試，育種 ，動 2 管理室


／／


畜試，育種，育種 3 研


／／


生殖
細胞


／／


個体


個体


／／


／／


／／


／／


個体


1


1


1


1


1


1


1


1


1


個体


個体


個体


／／


／／


／／


〝


〝


／／


／／


／／


／／


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


4）情報の管理・運営


導入および登録遺伝資源の特性調査成績（中間報告）をまとめ，印刷物を発行した。
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（4）家畜衛生試験場における事業実績


1、）遺伝資源の収集


機関 ・部 ・室 動　 物 品種 ・系統 導入形態，点数 導　 入　 先 備　 考


家畜衛試 ・研一部
実験動物研究室


マ ウス C57BL／6－bg 個体 ，　 1 国立予防衛生研究所 分　 与


2）遺伝資源の評価


動　 物 品種 ・系統


相 当 機 関 l


・部 ・室 l


特　性　調　 査
主要特性調査項目


1次 2 次 3 次


イ　 ヌ 無毛ビーグル 家畜衛試 ・研一部
実験動物研
研二部 ・分子免疫研


○


○


リンパ球の幼若化反応，
皮膚移植拒絶反応
抗体産生能，遅延型過敏
症反応


マメジカ ジャワマメジカ 家畜衛試 ・研一部
実験動物研


○ 成長


スナネズミ 家畜衛試 ・研一部
寄生虫研


○ Strongy l0 ides rat ti に
対する感受性


ハムスター アルビノ長毛 家畜衛試 ・北海道支
場


○ Herpes v in lS　tyPe l に
対する致死作用


マウス S S 家畜衛試 ・製剤部
細菌製剤部


○ Streptococ cus stIis　ty－
pe 2　に対する感受性


－16－







3）遺伝資源の維持


動　 物 品 種 ， 系 統 機 関 ・部 ・室
ワ ーキ ング ベ ース ア クテ ィ ブ


備　　　　 考
形 態 点 数 形 態 点 数 形 態 点 数


1 マ ウス C3 H／He Jah


家畜 衛 試


研 1 部


実 験 動 物研


個 体 1 個 体 1


2 ／／ C57 B L／6 Ja h 〝 1 ／／ 1


3 ／／ CFW ／Jah ／／ 1 ／／ 1


4 ／／ CF# 1／Ja h ／／ 1 ／／ 1


5 ／／ BA LB／cC rJm s ／／ 1 ／／ 1 60年 度 導 入


6 〝 AA／Ja h ／／ 1 ／／ 1


7 ／／ DDP ／J ah ／／ 1 ／／ 1


8 ／／ DDK ／J ah ／／ 1 繁 殖 困 難


9 ／／ DSD／J ah ／／ 1 繁 殖 困 難


10 ／／ DDY ／J ah 繁 殖 困 難 の た め廃 棄


1 1 ／！ K K／Ja h 個 体 1 個 体 1


12 ／／ N C／Ja h ／／ 1 〝 1


13 ・ ／／ R R／Jah ／／ 1 ／／ 1


14 ／／ S S／Jah ／／ 1 ／／， 1


15 ／／ N C－brp ／／ 1 ／／ 1


16 ／／ C 3H／lIeJ－bg 2J ／／ 1 〝 1 6 0年 度 導 入


17 ／／ B AL B／C－n l ／／ 1 ／／ 1


18 ／／ K SN ／／ 1 ／／ 1 6 0年 度 導 入


19 ／／ Dh ／／ 1 6 1年 度 導 入 （La sa t）


20 ／／ N ZB／N ／／ 1 6 2年 度 導 入


2 1 ／／ N ZW／k l ／／ 1 6 2年 度 導 入


22 ／／ C 57 BL／6－bg 個体 1 元 年 度 導 入


23 シリアンハムスター 長 毛 個 体 1 個 体 1


24 バ ク ネズ ミ 菅 平 ／／ 1 ／／ 1


25 ／／ 荒 川 ／／ 1 ／／ 1


26 ／／ 利 根 川 ／／ 1 ／／ 1


27 カ ヤネ ズ ミ 事 故 の た め 途絶


28 ス ナネ ズ ミ 〝 ・〝 ・寄 生 虫 研 個 体 1 6 3年 度 導 入


29 モル モ ッ ト S tra in 2 ／′・製 剤 部 疾 病 の た め 廃棄 ．


30 イ　 ヌ ヘアレスビーグル
l


′′・研 － 部


実験 動 物 研


個 体 1 6 0年 度 導 入


31 ヤ　 ギ ピグ ミー 長 野 種 牧 へ 移管


32 マ メ ジカ 個 体 1 6 3年 度 導 入


33 ニ ワ トリ 1 5 1
家 畜 衛 試


鶏 病 支 場


個 体 1


34 ／／ B K ／／ 1


35 ／／ P D L － 1 ／／ 1


計 3 5 － 4 4 2 7 1 9 4 廃 棄 ， 移 管 な ど
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（5）蚕糸・昆虫農業技術研究所における事業実績


1）遺伝資源の収集


機 関 ・部 ・室 動物 品　 種　　 系　 統 導入形態 ・点数 導 入 先 備　 考


蚕糸 ・
昆虫農業技術研究所
遺伝育種郡


遺伝素材研究室


891 m36


〝　　 t　70


／！　 xt　800


／／　 Nxt　80


／／　 N 40


Smーn


日　 145号


支　 146号


受精卵　 1


／／　　　 1


／／　　　 1


〝　　　 1


／／　　　 1


／／　　　 1


／／　　　 1


／／　　　 1


蚕昆研 （遺伝 素材研）


〝　　　　　　　　　　／／


／／　　　　　　　　　／／


／／　　　　　　　　　／／


／／　　　　　　　　　／／


〝　 （育種素材研）


蚕昆研 （松本支所）


〝　 （松本支所）


突然変異種


／／


／／


／／


／／


〝


日　 改良種


中　 改良種


合　　　 計 8 品種 8


2）遺伝資源の破棄


蚕糸 ・


昆虫農業技術研究所


遺伝育種部
遺伝素材研究室


Sm－n


日　 145号


支　 146号


蚕昆研 （遺伝 素材研）


〝　 （松本支所）


／／　　　　　　　　　／／


突然変異種


目　 改良種


中　 改良種


合　　　 計 3 品種
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3）遺伝資源の評価


動 物 品 種　 系統　 品 種 数
担　 当　 機　 関


部　 ・　 室


特　 性　 調　 査
主 要 特 性調 査項 目


1 次 2 次 3 次


蚕


日本 種　 在 来種　 39


遺 伝 育 種 部


遺 伝素 材 研 究 室 ○


○


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


越 年 卵 色 ，蟻色 ，幼 虫 斑 紋 ，繭 色 な ど


〝　　　　 〝　　 10 ○ 低 温 適 性 ，生存 率 ，繭 の 量 的 形 質 な ど


〝　　 改 良種　 4 1 ○ 越 年 卵 色 ，蟻 色 ，幼 虫 斑 紋 ，繭 色 な ど


／／　　　 ／／　 11 ○ 低 温 適 性 ，生存 率 ，繭 の量 的 形 質 な ど


中 国 種　 在 来種　 41 ○ 越 年 卵 色 ，蟻 色 ，幼 虫 斑 紋 ，繭 色 な ど


／／　　　 〝　　 10 ○ 低 温 適 性 ，生存 率 ，繭 の量 的 形 質 な ど


〝　　 改良 種　 54 ○ 越 年 卵 色 ，蟻 色 ，幼 虫 斑 紋 ，繭 色 な ど


〝　　　　 〝　　 15 ○ 低 温 適 性 ，生 存率 ，繭 の量 的 形 質 な ど


欧 州 種　 在 来種　 27 ○ 越 年 卵 色 ，蟻 色 ，幼 虫 斑 紋 ，繭 色 な ど


〝　　 改 良 種 14 ○ 〃／


〝　　　　 〝　　　 5 ○ 低 温 通 性 ，生 存率 ，繭 の量 的 形 質 な ど


東 南 ア ジア種　　 6 〇 休 眠 性 な ど


眠 性 種　　　　　 21 ○ 眠 性 な ど


突 然 変 異種 原 系 127 ○ 幼 虫 体 色 ， 斑 紋 ，遺 伝 様 式 な ど


〝　　 複 合型　 42 ○ ／／


合　　　 計　 4 63 463 51 51


4）遺伝資源の維持


動 物 品 種　　 系 統
担　 当　 機　 関


・　 部　 ・　 室


ワ ー キ ン グ ベ　 ー　 ス ア ク テ ィ ブ


形　 態 点　 数 系　 統 点　 数 系　 統 点　 数


蚕 日 本 種　　 在 来 種 蚕 糸 昆 虫 研 受 精 卵


5


受 精 卵 4 9 受 精 卵 4 9


／／　　 改 良 種 遺 伝 育 種 ／／ ／／ 5 2 ／／ 2 7


中 国 種　　 在 来 種 遺 伝 素 材 研 ／／ ／／ 5 1 ／／ 5 1


〝　　　 改 良 種 ／／ ／／ 6 9 ／／ 3 5


欧 州 種　　 在 来 種 ／／ ／／ 2 7 ／／ ‘2 7


〝　　　 改 良 種 ／／ ／／ 19 ／／ 16


東 南 ア ジ ア 種 ／／ ／／ 6 ／／ 6


眠 性 種 ／／ 〃／ 2 1 ／／ 18


突 然 変 異 原 形 ／／ ／／ 12 2 ／／ 1 13


〝　 複 合 型 ／／ ／／ 4 2 ／／ 4 4


合　　 計 5 4 5 8 3 7 9


5）情報の管理・運営


①　昭和63年度蚕種の分譲　　45件　　237品種　　421蛾


②　評繭の分譲　　　　　　　2件　　14品種　140粒


③　蚕遺伝資源のデータベース化


④　一蚕遺伝資源特性調査マニュアルの策定
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（6）種畜牧場における事業実績


1）遺伝資源の収集


牧　 場　 名 動　 物 品　　　 種 導入形感 ・点数 導　 入　 先 傭　　　 考


十　 勝 馬 対州馬 個体 （♂1 ♀2 ）　 1 長　 崎　 県 購　　　　 入


鳥　 取 牛 黒毛和種 豊 寿品 鵠 液）） 1 鳥　 取　 県 ／／


長　 野 山　 羊 ピグミーヤギ 個体 （♂2 ♀2 ）　 1 家衛試より管理換


2）遺伝資源の評価及び維持


動　 物 品　　　 種 牧場名
特　 性　 調　 査


主 要 特 性 調 査 項 目


1 次 2 次 3 次


牛


豚


鶏


めん羊


見島牛 鳥　 取 ○ ○ ○ 生理特性 ，繁殖能力，産 肉能力 （交雑種）


無角和種 ／／ ○ ○ ○ ／／　　　　　　　　　　／／


褐毛和種 ／／ ○ ○ ○


○


／／　　　　　　　　　 ／／


黒毛和種 ／／ ○


○


○


○


体型，外貌，生理特性


梅山豚 茨　 城 （交雑試験）


中ヨークシャー ／／ 発育，繁殖能力


バ ークシャー ／／ ○ ○ ○ ／／　　　　　　　／／


三河種 岡　 崎 ○ ○ ○ 発育，産卵率，卵質


名古屋種 ／／ ○ ○ ○ 〝　　　　　　 ／／　　　　　　／／


フ ァイオ ミ ／／ ○ ○ ○ ／／　　　　　　／／　　　　　　／／


ニューハ ンプシャー 兵　 庫 ○ ○ ○ ／／　　　　　　／／　　　　　　／／


白色 プ リマスロ ック ／／ ○


○


．0


○ ○ ／／　　　　　　／／　　　　　　／／


バ ルバ ドス


ブラ ックベ リー種
宮　 崎 ○


○


○


○


発 育，繁殖能力


山　 羊 ピグ ミーヤギ 長　 野 体型，外貌


兎 日本 白色種 ／／ 体重，体長，皮生産量


馬 対州馬 十　 勝 体型，外貌


－20－







3）遺伝資源の維持


動　 物 品　　　 種 牧場名
ワーキング ベ　 ー　 ス アクティブ


形　　 態 点数 形　　 態 点数 形態 点数


牛


豚


鶏


めん羊


山　 羊


兎


馬


見島牛


無角和種


褐毛和種


黒毛和種


梅山豚


中ヨークシャ


バークシャ


三河種


名古屋種


ファイオ ミ


ニューハ ンプシャー


白色プリマスロック


バルバ ドス
ブラックベリー


ピグミーヤギ


日本白色種


対州馬


鳥　 取


〃


／／


〃／


茨 城


〃


／／


岡　 崎


／／


〃


兵　 庫


／／


宮　 崎


長　 野


／／


十　 勝


体 ・生殖細胞


〃


／／


／／


体 ・生殖細胞


〃


個　　 体


／／


／／


〃


〃


〃


／／


／／


個　　 体


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


1


2


1


個体・ 生殖細胞 1


計 1 6 1


4）情報の管理・運営


動物遺伝資源特性調査マニュアル（未定稿）に従って特性調査を実施した。
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（7）事業実績の総括


1）総括表


①　動物種類別
（単位：品種・系統数・点）


区　　　 分


保　 存　 数　 の　 増　 減 元 年 度 保 存 （増 減 ） 形 態 元 年 度 未 保 存 区 分 特　 性　 調　 査


6 3年 度


末　 計


元 年 度


収 集 受 入　 移 管　 廃 棄


元 年 度


末　 計
個 体　 受 精 卵　 生 殖 細 胞　 そ の 他 小 計


保 存


総 数


ワーキング　 ベ ー ス　 アクティブ


コレクション　 コレクション　 コレクション
1 次　 2 次　 3 次


牛 4 3　　　 0　　　 0 17 4　　　　 3　　　　　　 6　　　　 0 13 7 7　　　　 0　　　　 0 5　　　 5　　　 3


水　　　 牛 0 1　　　 0　　　 0 1 0　　　　 0　　　　　 1　　　　 0 1 1 1　　　　 0　　　　 0 0　 ．0　　　 0


馬 0 1　　 0　　 ．0 1 1　　　　 0　　　　　　 0　　　　 0 1 1 1　　　　 0　　　　 0 1　　 0　　　 0


め　 ん　 羊 ・ 山　 羊 5 1　 1　　 0 ． 5 5　　　　 0　　　　　　 0　　　　 0 5 5 3　　　　 2　　　　 0 2　　　 2　　　 1


豚 6 0　　　 0　　　 0 6 5　　　　 0　　　　　　 4　　　　 0 9 6 5　　　　 1　　　　 0 3　　　 4　　　 4


家 き ん ・ う　 さ　 ぎ 2 2 0　　　 0　　　 0 2 2 2 2　　　　 0　　　　　　 0　　　　 0 2 2 2 2 1 0　　　 1 2　　　　 0 5　　 1 0　　 10


実　 験　 用　 動　 物 2 8 1　　　 0　　 1 2 8 2 8　　　 ，0　　　　　　 0　　　　 0 2 8 2 8 4　　　　 2 4　　　 1 9 0　　 1＿　　　 5


昆 虫 （ミ男げ ， 蚕 ） 4 6 0 8　　　 0　　　 3 4 6 5 2　　　 4 6 3　　　　　　 0　　　　 0 4 6 5 4 6 5 6　　　 4 5 9　　　 3 7 9 4 6 4　　 5 1　　 5 1


合　　　 計 5 2 5 1 5　　 1　　 4 5 3 5 67　　　 4 66　　　　 1 1　　　　 0 5 4 4 5 3 5 3 7　　　 4 9 8　　　 3 9 8 4 8 0　　 7 3　　 7 4







②　実施機関別
（単位：品種・系統数・点）


区　　　 分


保　 存　 数　 の　 増　 減 元 年 度 保 存 （増 減 ） 形 態 元 年 度 未 保 存 区 分 特　 性　 調　 査


6 3年 度


末　 計


元 年 度


収 集 受 入　 移 管　 廃 棄


元 年 度


末　 計
個 体　 受 精 卵　 生 殖 細 胞　 そ の 他 小 計


保 存


総 数


ワーキング　 ベ ー ス　 アクティブ


コレクション　 コレクション　 コレクション
1 次　 2 次　 3 次


農 業 生 物 資 源 研 究 所 1 2　　　 0　　　 0 3 0　　　　 0　　　　　　 3　　　　 0 3 3 3　　　　 0　　　　 0 1　　　 0　　　 0


畜　 産　 試　 験　 場 2 0 1　　　 0　　　 0 2 1 1 9　　　　 0　　　　　　 2　　　　 0 2 1 2 1 9　　　 12　　　　 0 3　　　 7　　　 5


蚕 糸 昆 虫 農 業 技 術


研 究 所
4 5 8 8　　　 0　　　 3 4 6 3 0　　　 4 6 3　　　　　　 0　　　　 0 4 6 3 4 6 3 5　　　 4 58　　　 3 7 9 4 6 3　　 5 1　　 5 1


家 畜 衛 生 試 験 場 3 2 1　　 1　　 1 3 1 3 1　　　　 0　　　　　　 0　　　　 0 3 1 3 1 4　　　　 27　　　 19 0　　 1　　　 5


技　 術　 会　 議 5 1 1 1 2　　　 1　　　 4 5 18 5 0　　　 4 6 3　　　　　　 5　　　　 0 5 1 8 5 18 2 1　　 4 9 7　　　 3 9 8 4 6 7　　 5 9　　 6 1


畜　　　 産　　　 局 14 3　　　 0　　　 0 17 17　　　　 3　　　　　　 6　　　　 0 2 6 1 7 16　　　　 1　　　　 0 1 3　　 1 4　　 1 3


合　　　 計 5 2 5 1 5　　　 1　　 4 5 3 5 6 7　　　 4 6 6　　　　　 1 1　　　　 0 54 4 5 3 5 3 7　　　 4 9 8　　　 3 9 8 4 8 0　　 7 3　　 7 4







2）農林水産本省試験研究機関


①　動物種類別
（単位：品種・系統数・点）


区　 分


保　 存　 数　 の　 増　 減 元 年 度 保 存 （増 減 ） 形 態 元 年 度 未 保 存 区 分 特　 性　 調　 査


6 3年 度


末　 計


元 年 度


収 集 受 入　 移 管　 廃 棄


元 年 度


末　 計
個 体　 受 精 卵　 生 殖 細 胞　 そ の 他 小 計


保 存


総 数


ワーキング　 ベ ー ス　 アクティブ


コレクション　 コレクション　 コレクション
1 次　 2 次　 3 次


牛 1 2　　　 0　　　 0 3 0　　　　 0　　　　　　 3　　　　 0 3 3 3 ．　　　 0　　　　 0 1　　 1　　　 0


水　　　 牛 0 1　　 0　　　 0 1 0　　　　 0　　　　　 1　　　　 0 1 1 1　　　　 0　　　　 0 0　　　 0　　　 0


馬 0 0　　　 0　　　 0 0 0　　　　 0　　　　　　 0　　　　　 0 0 0 0　　　　 0　　　　　 0 0　　　 0　　　 0


め　 ん　 羊 ・ 山 ・羊 4 0　　 1　　 0 3 3　　　　　 0　　　　　　 0　　　　 0 3 3 1　　　　 2　　　　 0 1　　 1　　　 0


豚 3 0　　　 0　　　 0 3 2　　　　　 0　　　　　 1　　　　 0 3 3 3　　　　 0　　　　 0 1　　　 2　　　 2


家 き ん ・ う　 さ　 ぎ 1 5 0　　　 0　　　 0 1‾5 15　　　　 0　　　　　 0　　　　 0 1 5 1 5 3　　　 1 2　　　　 0 0　　　 3　　　 3


実　 験　 用　 動　 物 2 8 1　　 0　　 1 28 2 8　　　　 0　　　　　　 0　　　　 0 2 8 2 8 4　　　　 2 4　　　 19 0　　 1　　 5


昆 虫 （ミツパチ， 蚕 ） 4 6 0 8　　　 0　　　 3 4 6 5 2　　　 4 6 3　　　　　　 0　　　　 0 4 65 4 6 5 6　　　 4 5 9　　　 3 7 9 4 6 4　　 5 1　　 5 1


合　　　 計 5 1 1 1 2　　 1　　 4 5 18 5 0　　　 4 6 3　　　　　　 5　　　　 0 5 18 5 18 2 1　　 4 9 7　　　 3 9 8 4 6 7　　 5 9　　 6 1







（動物遺伝資源部門）


（単位：品種・系統数・点）
②　実施機関別


区　　　 分


保 存 数 の 増 減 元 年 度 未 保 存 （増 減 ）形 態 元 年 度 未 保 存 区 分 特 性 調 査


63年 度
末　 計


元 年 度
蚕収 集 受 入　 移 管　 廃 棄


t


元 年 度
末　 計


個 体　 受 精 卵　 生 殖 細 胞　 そ の他 小 計
保 存


総 数


蚕ワ－キング　 ベ － ス　 アクティブコレクション　 コレクション　 コレクション


l


1 次　 2 次　 3 次


農 業 生物 資源 研 究 所 1 2　　　 0 ．　 0 3 0　　　　 0　　　　　　 3　　　　 0 3 3 3　　　　 0　　　　 0 1　　　 0　　　 0


年 2 2 2 2 2 2


豚 1 1 1 1 1 1 1


畜 1産　 試　 験 一場 20 1　　 0　　　 0 21 19　　　　 0　　　　　　 2　　　　 0 2 1 21 9　　　 12　　　　 0 3　　　 7　　　 5


牛 1 1 1 1 1 1 1　　 1


水　　　 牛 1 1 1 1 1 1


め　 ん　 羊 ・ 山　 羊 3 3 3 3 3 1　　　　 2 1　　 1


豚 2 2 2 2 2 2 2　　　 2


家 き ん ・ う　さ　 ぎ 12 12 12 12 12 3　　　　 9 3　　　 3


ミ　 ツ　 バ　 チ 2 2 2 2 2 1　　　 1 ・1


蚕 糸 昆 虫 農 業 技 術
研 究 所


．458 8°　　　 0　　　 3 463 0　　　 463　　　　　 0　　　　 0 463 4 63 5　　　 458　　　 379 463　　 5 1　　 51


蚕 458 8　　　　　　　 3 463 463 463 4 63 5　 ‘458　　　 379 463　　 51　　 51


家 畜 衛 生 試 験 場 32 1　　 1　　 1 3 1 3 1　　　 0　　　　　 0　　　　 0 31 31 4　　　　 27　　　 19 0　　　 1　　　 5


め　 ん　 羊 ・ 山　 羊 1 1 0 0


家 き ん ・ う　さ　 ぎ 3 3 3 3 3 3


実　 験　 用　 動　 物 28 1　　　　　　 1 28 28 28 28 4　　　　 24　　　 19 1　　　 5


合　　　 計 511 12　　 1　　 4 5 18 50　　　 463　　　　　 5　　　　 0 518 518 21　　 497　　　 398 467　　 59　　 61







3）種畜牧場関係
（単位：品種・系統数・点）


区　　 分


保　 存　 数　 の　 増　 減 元 年 度 保 存 （増 減 ） 形 態 元 年 度 未 保 存 区 分 特　 性　 調　 査 種　　　 畜


牧　　　 場


6 3年 度


末　 計


元 年 度


収 集 受 入　 移 管　 廃 棄


元 年 度


末　 計
個 体　 受 精 卵　 生 殖 細 胞　 そ の 他 小 計


保 存


総 数


ワーキング　 ベ ー ス　 アクティブ


コレクション　コレクション　コレクション
1 次　 2 次　 3 次


牛 3 1 4 4　　　　 3　　　　　　 3 10 4 4 4　　　 4　　　 3 鳥 取


馬 1 1 1 1 1 1 1 十 勝


め ん 羊 ・


山　　 羊
1 1 2 2 2 2 2 1　　 1　　 1 宮 崎 ・長 野


豚 3 3 3　　　　　　　　　　　 3 6 3 2　　　 1 2　　　 2　　　 2 茨 城 ・中 国


う　 さ　 ぎ 2 2 2 2 2 2 2　　　 2 長 野


鶏 5 5 5 ‘　 、 5 5 5 5　　　 5　　　 5 岡 崎 ・兵 庫


合　　 計 1 4 3　　　 0　　　 0 17 1 7　　　　 3　　　　　　 6　　　　 0 2 6 17 1 6　　　 1　　　 0 1 3　　 14　　 13







4．海外出張調査報告の要約


（1）平成元年度


1．所属・職名・氏名


農業生物資源研究所


遺伝資源第1部


建　部　　　晃


2．出張国名


インド国


3．出張日的


動物遺伝資源の保存と利用に関する調査


4．出張期間


平成元年11月21日～12月22日


5．訪問日程概要


11月21日　火


22日　水


23日　木


24日　金


25日　土


26日　目


27日　月


成田→バンコック


バンコック→デリー


日本大使館


農業省　インド農業研究会議事務局


本屋等　資料整理


デリー→アグラ


アグラ→マクドゥーム　国立山羊研究所


28日　火　アグラ→ジャイブール


29日　水　ジャイブール→アビカナガー　国立羊と羊毛研究所


30日　木　ジャイブール→デリー


12月1日　金　デリー→カルナル　国立酪農研究所
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2日　土　国立家畜遺伝研究所，国立家畜遺伝資源局


3日　目　カルナル→ヒッサール


4日　月　国立水牛研究所


5日　火　　〃　　　〃，州立豚牧場


6日　水　バリアナ農業大学


7日　木　ヒッサール→ロータック　インド酪農改良センター→デリー


8日　金　日本大使館　本屋等　資料整理


9日　土　動物園，博物館


10日　目　デリー→イザットナガール


11日　月　国立インド獣医学研究所


12日　火　国立養鶏研究所


13日　水　イザットナガール→デリー


14日　木　デリー→バンガロール　国立酪農研究所の南部支所


15日　金　州立家畜牧場


16日　土　国立インド獣医学研究所の南部支所，農業科学大学


17日　目　バンガロール→デリー


18日　月　インド農業研究会議事務局，インド農業研究所


19日　火　日本大使館，本屋


20日　水　デリー→バンコック


21日　木　カセツァート大学　水牛研究センター，JICA


22日　金　バンコック→成田
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インドにおける主な訪問機関







6．調査内容


インドは，中国と並ぶ世界の家畜資源大国である。1983年の統計によれば，牛


18，200万頭（世界に占める百分率，15％），水牛6，300万頭（51％），ラクダ105万頭


（6％），馬90万頭（1％），ロバ100万頭（3％），山羊7，800万頭（16％），羊4，170


万頭（3％），豚860万頭（1％）であり，牛，水牛および山羊の飼育頭数はいずれも


世界第1位である。ちなみに，家畜単位換算値を計算すると，インドの総家畜単位は


22，500万となり，世界の約15％を占める第1位である。第2位以下に中国，ソ連，米


国，ブラジルと続く。このように，飼育家畜種類の多様性とそれぞれの頭数の多さが，


インドの家畜飼育の特徴である。今日のインドにおける家畜の品種資源を数字で言え


ば，牛26品種，水牛7品種，羊40品種，山羊20品種，ラクダ4品種，馬6品種，豚3


品種，鶏18品種であると考える研究者もいるが，いわゆる雑種（mongrel）が多く，純


粋種を同定し保存する系統だった活動は不十分だと言われている。


（牛）


乳用種：Gir，Sahiwal，Red Sindhi and Tharparkar


役用種：Nagori，Bachaur，Kenkatha，Malvi，Kherigarh，Hallikar，


Amritmahal，Khillari，Bargur，Kangayam，Ponwar，Siri，Gaolao


and Krishna Valley


乳役兼用種：Nimari，Dangi，Hariana，Mewati（Kosi），Rath，Ongole，


Kankrej and Deoni


（水牛）


乳用種：Murrah，Nili－Ravi，Surti，Mehsana，Jaffarabadi and Bhadawari


その他：Nagpuri／Pandapuri，Toda and Marathwara


（羊）


毛用種：Grez，Karnah，Bhakarwal，Bhadarwah，Rampur－Bushair，Lohi，


Bikaneri，Kathiawar，Deccani etc．


肉用種：Mandya，Nellore etc．


（山羊）


大型種：Jamunapari，Beetal and Jhakrana


中型種：Sirohi，Marwari，Gohilwadi，Zalawadi，Kutchi，Surti，Sanamneri，
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Osmanabdi, Gaddi, Ganjam and Chegu,


小型種: Bengal


(Jamunapari, Beetal, Jhakrana, Barbari and Surtiは,乳用種,その他は


肉用種)


(ラクダ)


ヒトコブラクダ:Bikaneri, Jaisalmeri, Sindhi,混合品種として


Marwari, Jarori, Merwari, Shekhawati and Kutchi


(馬)


役用種: Kathiawari, Marwari, Bhutia, Manipuri, Spiti and Zanskairi


(鶏)


在来種: Aseel, Kadaknath, Ghagus, Busra, Chittagong(Malay), Miri,


Daothigir, Brown Desi, Danki, Titri, Harringhatta Black,


Kashmir Faverolla, Kalasthi, Lolab, Naked Neck,


Punjab Brown, Tani, Tel1ichery, Ankaleshwar and Nicobari


インド在来牛は，肩峰を有するゼブー牛であり，熱帯地域における耐暑性・抗病性


に優れているものの牛乳の生産能力は低い。宗教上の理由により改良を困難にしてい


るからである。サヒワール，レッドシンディ，タルパルカル，オンゴールなど著名な


品種の年平均乳量は，2，000kg前後のものが多いが，高能力牛では5，000kg以上のもの


もいる。インド在来牛は，アフリカ，中近東，東南アジアにも分布しており，アメリ


カ南部やブラジルにおいて欧州の肉牛と交雑され，亜熱帯気候に適した新品種の造成


に寄与している。インドにおいては，乳量を増すために欧州産の乳牛であるホルスタ


イン，ジャージー，ブラウンスイスなどとの交配種が作出されている。


牛と水牛の飼育頭数は，牛3に対し水牛1の割合であるが，インドで生産される全


乳量の70％は水牛乳によると言われている。インドの水牛は，東南アジアにいる沼沢


水牛とは異なる河川水牛であり，その用途も役・肉利用と乳・役利用と異なっている。


なお，両者は，染色体数が異なるものの雑種生産は可能である。河川水牛は，沼沢水


牛に比べ品種分化が進んでおり，ムラー，ニリラビ，スルデイなどが有名である。平


均乳量は，2，000kg以下であるが，時には4～5，000kg出す優れた個体もいる。また，


乳脂率は，乳牛に比べかなり高く7～8％である。菜食主義者の多いインドにおいて，
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乳及び乳製品は，主要な動物性蛋白質の供給源であり，欧米とは異なる利用体系を作


り出しているとも言われている。


インドのヒンドゥー社会において，ゼブー牛はその中でとりわけ牝牛屠殺（宗教的


生贅，結婚式の宴会用など）を巡ってヒンドゥ教徒とイスラム教徒問の対立が，時と


して浮上し，また牝牛保護法案の制定が政治問題ともなっている。今日，西ベンガル


州とケララ州の2州では，水牛はもちろんのこと，一部の老廃ゼブー牛（牝牛を含む）


も屠殺処理されている。肉の一部は国内消費もされるが，中近東などへ輸出されてい


る。また一方では，豚は，イスラム教徒に忌避され，ヒンドゥ教徒からも不浄な動物


として嫌われている。従って，豚肉は一部の人達（主として指定カースト，指定部族


やキリスト教徒など）にしか食されない。豚の品種資源は，研究としても他の家畜ほ


ど明確にされていないようである。なお，食肉利用のための屠場整理の重要性は認識


され計画も作成されているが，その実行は極めて困難と思われる。


羊は，毛用及び肉用に飼育されており，品種が大変多い。食肉用としての役割が大


きくなっており，少数の山羊と共に遊牧形態で飼育されることも多いようである。各


地の特定の牧畜カーストによって飼育されることが，品種分化を促進したのかもしれ


ない。山羊は，インドにおいて乳・役利用の水牛と牛に次いで重要であり，肉生産に


おいて最も重要な家畜であり，乳利用は少ない。食肉の50％は，山羊が生産しており，


ジャムナパリ，ビークル，バルバリ，ベンガルなどが著名な品種である。様々な体高


の品種が，飼料木も利用する多様な飼育管理の形態に適合しているようである。


養鶏は，欧米で作出された品種による大都市周辺の近代的養鶏と在来主を用いた農


家の庭先養鶏とが共存している。在来種では，アシールとカダクナトゥが著名である


が，固定された特徴を有するものが少なく種々雑多なものが多いようである。養鶏の


研究も利用も，欧米先進国で開発された品種のヘテローシス利用を指向している傾向


が強いようであった。
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事業（動物部門）の推進体制







I　動物遺伝資源部門事業実施体制


1．動物遺伝資源部会開催要領


（1）趣　　旨


農林水産省ジーンバンク事業実施要領第5の3に基づき，動物遺伝資源部門（以下


「部会」という）を設置する。この部会は，動物遺伝資源に関する事業の円滑な推進


に資するため，省内関係者のほか民間，大学等の学識経験者から幅広く意見を聴取し


つつ，事業の運営に関する基本的な事項について協議するために開催する。


（2）構　　成


部会の構成員は，部会長またはサブバンクの長が指名する者及び学識経験者の中か


ら部会長が依頼する。


（3）事務局長


部会の円滑な運営をはかるため，部会に事務局長を置く。事務局長は農業生物資源


研究所遺伝資源調整官とし，部会長を補佐する。


（4）協議事項


部会は，動物遺伝資源の収集，管理，利用などの事業の運営に関する基本的事項に


ついて協議する。


（5）庶　　務


部会の庶務は，農業生物資源研究所企画連絡室において処理する。


2．動物遺伝資源部会ワーキンググループの運営要領・構成


（1）運営要領


1）設置日的


動物遺伝資源部会並びにこの分野の円滑な活動を図るため，ワーキンググループ


（以下，WGと略す）を設ける。


2）構　　成
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WGのメンバーは，部会長が依頼する。原則として筑波の関係試験研究機関の研


究室長等で構成する。WGの事務局長は，動物遺伝資源部会の事務局長とする。


3）WGの活動


WGは，事務局長を補佐し，部会の活動に必要な事項を検討し，部会への提案，


報告等に必要な資料を作成する。また，WGのメンバーは，関係研究機関相互の緊


密な連携を図り，この分野の円滑な活動に資する。


4）事務局長の活動


WGの事務局長は，部会の活動に関する基本的な計画案を部会に提案し，部会の


承認のもとに実施する。計画の詳細等については，事務局長がWGに依頼して検討


を行い部会長の承認を基に実施し部会に報告する。


5）幹部及び検討チーム


WGの事務局長は，必要に応じ若干名の幹事をWGのメンバーから指名すること


ができる。また，特定の問題を解決するために，WGのメンバー及びそれ以外の者


から指名し，検討チームを必要な時期に設けることができる。


6）庶　　務


WGの庶務は，部会の庶務とあわせて農業生物資源研究所企画連絡室で行う。
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1－5　動物遺伝資源部門　動物種類別責任者の設定及びその役割


（趣　　旨）


ジーンバンク事業の動物遺伝資源部門のより円滑な運営には，一定の動物種類区分に


っいて経常的に関与し，また精通している者の積極的な参画が必要である。かかる観点


から，動物遺伝資源部門における研究を推進し，その事業の円滑な運営を図るために，


別添1の5の動物種類につき責任課・室（課・室長を責任者とし，以下「動物種類責任


者」という）を設定する。動物種類責任者は，センターバンクとの密接な連絡の下に，


関与する動物種類についてのジーンバンク事業に係わる企画及び連絡調整の業務を分担


するほか，当該事業と通常の育種事業及び育種研究との接点領域において責任者として


の積極的な役割が期待される。


（選　　出）


1．動物種類別責任者（以下責任者）は，5動物種類別に選出し，当該者は原則とし


ては専門場所の職員で，WGの構成員とする。


（ジーンバンク事業における任務）


2．責任者は，センターバンク（WGを含む）との密接な連絡の下に，ジーンバンク


事業において次のような役割を分担する。


（1）当該年の実績及び次年度計画


（2）予算要求基礎（案）のとりまとめ


（一般的任務）


3．責任者は，当該動物分野の遺伝資源に関する育種事業及び試験研究において，中


心的役割を果たす。具体的には，次のような役割を分担する。


（1）育種動向の調査・把握


（2）遺伝資源の特性評価の推進


（3）増殖計画の立案・実施


（4）センターバンクのカタログ整備・配布事業の協力


（5）その他
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動　物 種　類 動　 物　 群 動　　　　 物　　　　 名


大　　動　　物
牛　　　　 類


牛 タウルス，インディカス，バリ，ヤク　　　　　 その他
水　　　 牛 スワンプ，リバー　　　　　　　　　　　　　 その他


馬　　　　 類 馬 馬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 その他


ラ ク ダ 類 フ　 ク　 ダ ラクダ，ラマ，アルパカ　　　　　　　　　　 その他


シ　 カ　 類 シ　　　 カ シカ，トナカイ，ムース，インパラ　　　　　　 その他


中　動　物 ヤ　 ギ　 類 ヤ　　　 ギ ヤギ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 その他


ヒ　ツ　ジ　類 ヒ　 ツ　 ジ ヒツジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 その他


ブ　 タ　 類 ブ　　　 タ ブタ　　　　　　　　　　　　　　　　 その他


小　　　　　動　　　　　物


鶉　 鶏　 類
ニ ワ トリ ニワトリ　　　　　　　　　　　　　　　　　 その他
ウ　 ズ　 ラ （ニホン）ウズラ，ミフウズラ，ボブホワイト　 その他
キ　 ジ　 類 ニホンキジ，ヤマ ドリ，ホロホロ烏　　　　　 その他


ガン・カモ類
ガ チ　ョ　ウ ガチョウ　　　　　　　　　　　　　　　　 その他


ア　 ヒ　 ル アヒル，バリケン　　　　　　　　　　　　　 その他


ハ　 ト　 類 ハ　　　 ト ハ ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 その他


小　 鳥　 類 小　　　 鳥 ブンチョウ・カナリヤ　　　　　　　　　 その他


七　面 鳥　類 七　 面　 鳥 メレアグリス，ユカタン　　　　　　　　　　 その他


野 生 鳥　類 野 生 鳥 類 ダチョウ，ツグミ　　　　　　　　　　　　　 その他


ゲ　 ッ　シ　類 ウ　 サ　 ギ ウサギ　　　　　　　　　　　　　　　　　 その他


野 生動物類 野生動物類 カピバラ，チンチラ， ミンク，ヌートリア　　 その他


実験動物 イヌ・ネコ類 イヌ・ネコ イヌ・ネコ　　　　　　　　　　　　　　　　 その他


ゲ　 ッ　シ　類 ゲ ッシ類 マウス，ラット，モルモット，ハムスター　　　 その他


野生 動物類 野生動物類 マメジカ，バクネズミ　　　　　　　　　　　 その他


昆　虫　類 ハ　 チ　 類 ミ　ツバ チ ミツバチ，日本蜂，五倍子蜂　　　　　　　　 その他


カ　イ　コ　類 カ　 イ　 コ 日本蚕，中国蚕　　　　　　　　　　　　　 その他


野生 昆虫類 野生昆虫類 天敵昆虫　　　　　　　　　　　　 そ．の他
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事業の運営体制


動物遺伝資源部会


部会長　　農業生物資源研究所長


副部会長　畜産試験場長


〃　　　遺伝資源調整官


動物遺伝資源部会運営体制


センターバンク


農業生物資源研究所


事務局


事務局長　遺伝資源調整官


生物研遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


畜試育種部長


生物研動物探索評価研究チーム長


動物保存研究チーム長


畜試育種資源研究室長


※必要に応じて関係場所の担当官を


参加させることができる


ワーキンググループ


生物研動物探索評価研究チーム


動物保存研究チーム


畜試育種第一研究室


育種第二研究室


育種第三研究室


育種資源研究室


生殖細胞移植研究室


蚕試遺伝素材研究室


遺伝子工学研究室


家衛試実験動物研究室


白河種畜牧場茨城支場


畜産試験場　　　　　　　育種部，繁殖部　　　　牛，豚，めん羊，兎


山羊，鶏，蜜蜂
蚕糸・昆虫農業技術研究所　　蚕育種部　　　　　　　蚕


家畜衛生試験場　　　　　　　研究第1部，製剤部，　実験用動物


鶏病支場


白河種畜牧場茨城支場


長野種畜牧場


岡崎種畜牧場


兵庫種畜牧場


鳥取種畜牧場


中国種畜牧場


宮崎種畜牧場


（十勝種畜牧場）


（日高種畜牧場）


（新冠種畜牧場）


（奥羽種畜牧場）


（岩手種畜牧場）


（福島種畜牧場）


（白河種畜牧場）


（熊本種畜牧場阿蘇支場）


（宮崎種畜牧場鹿児島支場）


豚


兎，（山羊）
鶏


鶏


牛（肉用牛）


豚


めん羊，（豚）


（馬，めん羊）
（牛（乳用牛））
（牛（乳用牛））
（牛（肉用牛））
（めん羊）
（牛（乳用牛））
（鶏）
（牛（肉用牛））
（牛（肉用牛））


管理運営会議


サブバンク


（）：当初カウント分







動物遺伝資源の収集一覧


（昭和60年度～平成元年度）







昭和60年度動物遺伝資源事業実施実績
遺伝資源の収集


番号 種　　　　　 関 動　 物 品　 種　 華　 統 保　 存　 形　 態 導入先 備　　　　 考 収集毎


1 畜産試験場 鶏 土佐地鶏 生　　 彿 1985


2 畜産試験場 鶏 対馬地鶏 生　　　 体 1985


3 家畜衛生試験場 マウス 生　　　 体 1985


4 家畜種生試験場 マ ウス 生　　　 体 1985


5 家畜衛生試験場 マ ウス 生　　　 体 1985


6 家畜衛生試験場 マ ウス 生　　　 体 1985


7 家畜衛生試験場 マウス 生　　　 体 1985


8 家畜衛生試験場 モルモ ッ ト S t r a i n 2 生　　　 体 1985


9 家畜衛生試験場 イ　 ヌ ビーグル犬 生　　　 体 ヘ ア レス遺伝子を導入 1985


10 家畜衛生試験場 山　 羊 ピグ ミーゴー ト 生　　　 体 1985


11 蚕糸 ・昆虫農業技術癖究所 蚕 1985


12 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 1985


13 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 1985


14 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 1985


15 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 1985


16 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 1985


17 蚕糸 ・昆虫嘩業技術研究所 蚕 1985


18 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 1985


19 r蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 1985


20 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 1985


2 1 鳥取種畜牧場 牛 見 島牛 凍結精液，凍結受精卵，生体 1985


22 岡崎種畜牧場 鶏 三河種 種　　 卵 1985


23 長野種畜牧場 兎 日本 白色種 生　　　 体 1985







昭和61年度動物遺伝資源事業実施実績
遺伝資源の収集


番号 機　　　　　　 関 動　 物 品　 種　　 系　 統 保　 存　 形　 態 導入先 備　　　　 考 収集年


1 畜産試験場 豚 ラン ドレース （ハロセン陽性） 生　　　 体 1986


2 畜産試験場 蜜　 蜂 日本蜂 生　　　 体 1986


3 家畜衛生試験場 マウス Lasat・ 生　　　 体 1986


4 家畜衛生試験場 カヤネズミ 生　　　 体 1986


5 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 p M　 n b　 o r 受　 精　 卵 突然 変 異 種 1986


6 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 P M　 Y A　 M 3 受　 精　 卵 突然 変 異 種 1986


7 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 P M　 Z e　 B m 受　 精　 卵 突然 変 異 種 198年


8 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 1 a　 p S 受　 精　 卵 突然 変 異 種 1986


9 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 q　 G b 受　 精　 卵 突然 変 異 種 1986


10 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 q　 r t （3 眠） 受　 精　 卵 突然 変 異 種 1986


11 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 q　 r t （4 眠） 受　 精　 卵 突 然 変 異 種 1986


12 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 U N　 d －S 受　 精　 卵 突 然 変 異 種 1986


13 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 Z e F　 Y m　 W s 受　 精　 卵 突無 変 異 種 1986


14 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 bp mp BesD src－2 受　 精　 卵 突 然 変 異 種 1986


15 鳥取種畜牧場 牛 無角和種 生体及び凍結精液 1986


16 白河種畜牧場茨城支場 豚 太湖種，梅山 生　　　 体 中　 国 1986


17 長野種畜牧場 一 兎 日本白色種 生　　　 体 1986


18 岡崎種畜牧場 鶏 名古屋種 生　　　 体 1986


19 兵庫種畜牧場 鶏 ニューハンプシャー種 種　　　 卵 1986







昭和62年度動物遺伝資源事業実施実績


種伝資源の収集


番号 機　　　　　　 関 動・物 品　 種　　 系　 統 保　 存　 形　 態 導入先 備　　　　 考 収集年


1 農業生物資源研究所 牛 口之島牛 凍　 結　 精　 液 野　生　化　牛 1987


2 畜産試験場 牛 口之島牛 凍　 結　 精　 液 野　生　化　牛 1987


3 家畜衛生試験場 マウス N Z B ／N 生　　　 体 1987


4 家畜衛生試験場 マウス N Z W ／K l 生　　　 体 1987


5 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 日1 2 4 号自ハゼ卵糸 受　 精　 卵 突 然・変 異種 1987


6 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 母性遺伝赤蟻 受　 精　 卵 突一然 変異 種 1987


7 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 日1 4 2 号 受　 精　 卵 改　 良　 種 1987


8 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 日1 4 3 号 受　 精　 卵 改　 良　 種 1987


9 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 日1 4 4 号 受　 精　 卵 改　 良　 種 1987


10 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 支 1 3 8 号 受　 精　 卵 改　 良　 種 1987


11 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 支 1 4 0 号 受　 精　 卵 改　 良　 種 1987


12 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 支 1 4 4 号 受　 精　 卵 改　 良　 種 1987


13 白河種畜牧場茨城支場 豚 中ヨークシャー種 生　　　 体 198，7


14 宮崎種畜牧場 めん羊 バルバドスブラックベリー種 生　　　 体 1987


15 岡崎種畜牧場 鶏 ファヨウミ種 生　　　 体 ジー ンバ ンクへ移管 1987


16 兵庫種畜牧場 鶏 白色プリマスロック種 生　　　 体 ジー ンバ ンクへ移管 1987







昭和63年度動物遺伝資源事業実施実績
遺伝資源の収集


番号 機　　　　　　 関 動　 物 品　 種　　 系　 統 保　 存　 形　 態 導入先 備　　　　 考 収集年


1 農業生物資源研究所 豚 ランドレース種 凍　 結　 精　 液 ハロセン陽性 1988


2 畜産試験場 山　 羊 トカラ山羊 生　　　 体 1988


3 家畜衛生試験場 実 験 動 物 スナネズミ 生　　　 体 1988


4 家畜衛生試験場 実 験 動 物 マメジカ 生　　　 体 1988


5 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 SY原型 受　 精　 卵 限　性　黄　繭 1988


6 蚕糸 ・昆虫農業技緬研究所 蚕 No．3 ．ト2 受　 精　 卵 突 然 変 異種 1988


7 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 自FL　ト2 受　 精　 卵 1 突然 変異 種 1988


8 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 第 2 辻田褐卵　 b－t＊2 受　 精　 卵 突然 変異 種 1988


9 蚕糸 ・昆虫農業技癖研究所 蚕 11致死　 ト11 受　 精　 卵 突然 変異 種 1988


10 蚕糸 ・昆虫虚業技術研究所 蚕 第 2 白死卵　 pe主2 受　 精　 卵 突然 変 異 種 1988


11 蚕糸 ・昆虫農業技碗研究所 蚕 遺伝的不眠蚕糸遅蚕　 nmr 受　 精　 卵 突然 変 異 種 1988


12 蚕糸 ・昆虫農業技緬碗究所 蚕． 目 114号系紡鐘形卵　 云p－n 受　 精　 卵 突然 変 異 種 1988


13 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 遅眠致死　 トSg 受　 精　 卵 突然 変 異 種 1988


14 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 姫日油　 ohi 受　 精　 卵 突然 変 異 種 1988


15 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 日 135号 受　 精　 卵 日　 改 良 種 1988


16 蚕糸・・屈虫虚業技術研究所 蚕 日 141号 受　 精　 卵 日　 改 良 種 1988


17 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 支 142号 受　 精　 卵 支　 改 良 種 1988


18 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 支 143号 受　 精　 卵 支　 改 良 種 1988


19 白河種畜牧場茨城支場 豚 バークシャー種 生　　　 体 1988


20 鳥取種畜牧場 牛 裾毛和棒 生　　　 体 高　 知 1988







平成元年度動物遺伝資源事業実施実績
遺伝資源の収集


番号 機　　　　　　 関 動　 物 品　 種　　 系　 統 保　 存　 形　 態 導入先 備　　　　 考 ‘ 収集年


1 農業生物資源研究所 牛 ブラーマン種 生殖細胞 （精液） トス伊丹 東北 農試 よ り分譲 1989


2 農業生物資源研究所 牛 サンタ・ガートルーディス種 生殖細胞 （精液） オースけ抒 東北 農試 よ り分譲 1989


3 畜産試験場 水　 牛 沼沢水牛－ 生殖細胞 （精液） 沖　 縄 購　　　　 入 1989


4 家畜衛生試験場 マウス C57BL／6－bg 生　　　 体 国立予衛研 分 ．　　　 譲 1989


5 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 891　m36 受　 精　 卵 国　 内 分　　　　 譲 1989


6 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 壷 891　t70 受　 精　 卵 国　 内 分　　　　 譲 1989


7 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 891　Xt800 受　 精　 卵 国　 内 分　　　　 譲 1989


8 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 891　Nxt80 受　 精　 卵 国　 内 分　　　　 譲 1989


9 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 891　N40 受 精　 卵 国　 内 分　　　　 譲 1989


10 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 Sm－n 受　 精 　卵 国　 内 分　　　　 譲 1989


11 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 日 145号 受　 精　 卵 国　 内 分　　　　 譲 1989


12 蚕糸 ・昆虫農業技術研究所 蚕 支 146号 受　 精　 卵 国　 内 分　　　　 譲 1989


13 鳥取種畜牧場 牛 黒毛和種，鳥取花系 生体，生殖細胞 （精液） 鳥　 取 1989


14 十勝種畜牧場 馬 対州馬 生　　　 体 長　 崎 購　　　　 入 1989


15 長野種畜牧場 山　 羊 ピグミーヤギ 生　　　 体 家衛試より管理換 1989
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ま　　え　　が　　き


我が国農林水産業，食品産業等の今後の発展を図るためには，バイオテクノロジー等先


端技術の開発を積極的に推進していくことが不可欠であり，今後その基盤である生物遺伝


資源の確保はますます重要となっている。


しかしながら，現在，我が国が収集・保存している生物遺伝資源は，今後の利用範囲の


拡大に的確にこたえていくたるには不十分であり，また，欧米諸国に比して立ち遅れてい


る状況にある。更に，地球的視野で生物遺伝資源の賦存状況をみた場合，品種の均一化，


熱帯林の減少等により，貴重な生物遺伝資源が急激に滅失してしまうおそれがあり，生物


遺伝資源の保存が緊急の課題となっている。


このため，昭和60年度から，植物，動物，微生物，水産生物（林木については昭和62年


度から）の農林水産生物遺伝資源全般について，全国の試験研究機関，種首管理センター，


種首牧場及び林木育種場の機関の機能，立地条件を生かし，これらの各機関の有機的，組


織的連携協力の下に国内外の遺伝資源の探索導入及び保存を行うとともに，それらの遺伝


資源の特性を調査評価してデータベース化し，遺伝資源及び遺伝育種情報を国公立試験研


究機関，民間，大学等に提供する総合的管理利用システム（農林水産ジーンバンク）の整


備を進め，遺伝資源，遺伝育種情報の収集，管理の充実強化を図っているところである。


本報告書は，この農林水産省ジーンバンク事業のうち，微生物遺伝資源部門について，


平成元年度の事業実績をとりまとめたものである。今後の事業の円滑な推進，技術指導等


に役立てていただければ幸いである。


平成3年1月


農業生物資源研究所長


日　野　稔　彦
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I　微生物遺伝資源部門事業実施体制


1．微生物遺伝資源部会開催要領


（1）趣　　旨


農林水産ジーンバンク事業実施要領第5の3に基づき，微生物遺伝資源部会（以下「部会」


という）を設置する。この部会は，微生物遺伝資源に関する事業の円滑な推進に資するため，


省内関係者のほか民間，大学等の学識経験者から幅広く意見を聴取しつつ，事業の運営に関す


る基本的な事項について協議するために開催する。


（2）構　　成


部会の構成員は，部会長またはサブバンクの長が指名する者及び学識経験者の中から部会長


が依頼する。


（3）事務局長


部会の円滑な運営をはかるため，部会に事務局長を置く。事務局長は，農業生物資源研究所


遺伝資源調整官とし，部会長を補佐する。


（4）協議事項


部会は，微生物遺伝資源の収集，管理，利用等の事業の運営に関する基本的事項について協


議する。


（5）庶　　務


部会の庶務は，農業生物資源研究所企画連絡室において処理する。


2．微生物遺伝資源部会の構成


〔学識経験者〕


財団法人　発酵研究所


東京大学応用微生物研究所


三共株式会社　発酵研究所


〔場　　　所〕


農業生物資源研究所


農業研究センター


農業環境技術研究所


畜産試験場


草地試験場


所　　長


教　　授


所　　長


所　　長


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


分子育種部長


病害虫防除部長


微生物管理科長


加工部長


環境部長
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飯島　貞二


山里　一英


新井　　守


日野　稔彦（部会長）


川口　敦美（事務局長）


鈴井　孝仁


田中　弘敬


蒲生　卓磨


永田　　徹


高橋　廣治


吉武　　充


西尾　道徳







果樹試験場


野菜・茶業試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


食品総合研究所


森林総合研究所


中央水産研究所


養殖研究所


保護部長


環境部長


生体情報部長


製剤研究部長


応用微生物部長


森林生物部長


利用化学部長


病理部長


田中　寛康


風野　　光


玉木　佳男


柚木　弘之


真鍋　　勝


小林　一三


徳永　俊夫


原　　武史


農林水産技術会議事務局　　　　連絡調整課課長補佐　　　　　片山　恵之


植物遺伝資源係長　　　　　　　佐々木信秋


微生物遺伝資源係　　　　　　　宮下　　進


3．微生物遺伝資源部会ワーキンググループの運営要領・構成


（1）運営要領


1）設置要領


微生物遺伝資源部会並びにこの分野の円滑な活動を図るため，ワーキンググループ（以下，


WGと略す）設ける。


2）構　　成


WGのメンバーは，部会長が依頼する。原則として筑波の関係試験研究機関の研究室長等


で構成する。WGの事務局長は，微生物遺伝資源部会の事務局長とする。


3）WGの活動


WGは，事務局長を補佐し，部会の活動に必要な事項を検討し，部会への提案，報告等に


必要な資料を作成する。また，WGのメンバーは，関係研究機関相互の緊密な連携を図り，


この分野の円滑な活動に資する。


4）事務局長の活動


WGの事務局長は，部会の活動に関する基本的な計画案を部会に提案し，部会の承認のも


とに実施する。計画の細部等については，事務局長がWGに依頼して検討を行い部会長の承


認のもとに実施し部会に報告する。


5）幹事及び検討チーム


WGの事務局長は，必要に応じ若干名の幹事をWGのメンバーから指名することができる。


また，特定の問題を解決するために，WGのメンバー及びそれ以外の者から指名し，検討チー


ムを必要な時期に設けることができる。


6）庶　　務


WGの庶務は，部会の庶務とあわせて農業生物資源研究所企画連絡室で行う。
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（2）ワーキンググループの構成


〔センターバンク〕


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


〔サブバンク〕


農業研究センター


農業研究センター


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業環境技術研究所


農業環境技術研究所


畜産試験場


果樹試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


食品総合研究所


森林総合研究所


農林水産技術会議事務局


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


微生物評価探索研究チーム長


微生物保存研究チーム長


情報システム研究チーム長


遺伝資源管理情報科長


ウイルス病診断研究室長


土壌病害研究室長


核外遺伝子研究室長


微生物機能利用研究室長


微生物特性・分類研究室長


土壌微生物利用研究室長


加工第三研究室長


病害第一研究室長


蚕病害研究室長


細菌第一研究室長


微生物利用第二研究室長


樹病研究室長


連絡調整課科長補佐


植物遺伝資源係長


微生物遺伝資源係


（3）ワーキンググループの幹事及び各場所窓口


川口　敦美（事務局長）


鈴井　孝仁


田中　弘敬


田中　健治


松本　和夫


関島　　稔


牧田　道夫


亀谷　満朗


国安　克人


酒井富久美


日比　忠明


田部井英夫


澤田　泰男


入江良三郎


柳瀬　春夫


鮎沢　千尋


山本　孝史


高野　博幸


田中　　潔


片山　恵之


佐々木信秋


宮下　　進


1）wGの討議・運営及び部会資料作成の効率化を図るため，WG内に下記のとおり微生物グ


ループ別責任幹事（WG幹事）を置く。
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2）各場所の窓口は次の通りとする。


筑波場所


生　物　研　　松本　和夫（微生物保存研究チーム長）


農研センタ一　　　国安　克人（土壌病害研究室長）


農　環　研


畜　　　試


果　樹　試


蚕　昆　研


家　衛　試


食　総　研


森林総研


筑波場所以外の場所


野菜茶試


田部井英夫（微生物特性・分類研究室長）


入江良三郎（加工第三研究室長）


柳瀬　春夫（病害第一研究室長）


佐々木　浦（連絡科長）


石田　修二（連絡科長）


高野　博幸（微生物利用第二研究室長）


片桐　一正（企画科長）


石井　正義（病害第一研究室長）


草　地　試　　君ケ袋尚志（作物病害研究室長）


東海水研　　　中山　昭彦（微生物研究室長）


養　殖　研　　反町　　稔（病原生物研究室長）


（4）微生物遺伝資源部会ワーキンググループ情報検討チーム


川口　敏美　　遺伝資源


鈴井　孝仁　　遺伝資源


田中　弘敬　　遺伝資源


田中　健治　　微生物探索評価


関島　　稔　　情報処理


松本　和夫　　微生物保存


亀谷　満朗　　植物ウイルス


大島　康臣　　線虫


濱屋　悦次　　糸状菌


田部井英夫　　植物細菌


原　慎一郎　　酵母


柳瀬　春夫　　果樹ウイルス


鮎沢　千尋　　昆虫寄生微生物


柚木　弘之　　動物ウイルス


南　　哲郎　　寄生虫


柳本　正勝　　食品微生物


高野　博幸　　酵母


小林　享夫　　森林病理


大政　正武　　きのこ育種


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業研究センター


農業研究センター


農業環境技術研究所


農業環境技術研究所


畜産試験場


果樹試験場


蚕糸昆虫農業技術研究所


家畜衛生試験場


家畜衛生試験場


食品総合研究所


食品総合研究所


森林総合研究所


森林総合研究所
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遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


微生物探索研究チーム長


情報システム研究チーム長


微生物保存研究チーム長


ウイルス病診断研究室長


線虫害研究室長


微生物管理科長


細菌分類研究室長


飼料品質研究室主研


病害第一研究室長


蚕病害研究室長


製剤研究部長


寄生虫研究室長


微生物資源研究室長


微生物利用第二研究室長


森林微生物科長


きのこ育種研究室長







（5）ワーキンググループ特性情報検討チームの構成


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業生物資源研究所


農業環境技術研究所


畜産試験場


家畜衛生試験場


西山　幸司


梅原　正道


青木　孝之


佐藤　　守


原　慎一郎


後藤　義之
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4．微生物遺伝資源部門実施推進体制


センターバンク


遺伝資源第一，二部長
微生物探索評価研究チーム
微生物保存研究チーム
遺伝資源管理情報科


農業生物資源研究所長 微生物遺伝資源部会


遺伝資源調整官
ワーキング・グループ


（特性情報検討チーム）


微生物グループ別責任者


環境微生物　田部井微生物特性・分類研究室長（農環研）糸状菌・酵母，細菌・放線菌


亀谷ウイルス診断研究室長（農研セ）ウイルス・ファージ


田中微生物探索評価研究チーム長（生物研）RNA・DNA，培養細胞，原虫・線虫


家畜微生物　柚木製剤研究部長（家衛試）全微生物種類


食品微生物　高野微生物利用第二研究室長（食総研）全微生物種類


担当場所　桧本微生物保存研究チーム長（生物研）全グループ・種類　対応


サブバンク


生　　物　　研


窓　口　　　　松本　和夫


責任者　微生物保存研究チーム長


分　担


研究室


微生物保存研究チーム
微生物探索評価研究チーム


遺　伝　分　析　研　究　室


遺伝子構造研究室
核外遺伝子研究室
抵抗性遺伝子研究室
細　胞　生　理　研　究　室


窒　素　固　定　研　究　室


微生物機能利用研究室


農　　研　　セ


国安　克人


土壌病害研究室長


ウイ　ルス病診断研究室
ウイルス病防除研究室


マイコプラズマ病防除研究室


水　田　病　害　研　究　室


畑　病　害　研　究　室


土　壌　病　害　研　究　等


水　田　虫　害　研　究　室


線　虫　害　研　究　室


畑　土　壌　肥　料　研　究　室


農　　環　　研


田部井英夫


微生物特性・分類研究室長


微生物特性・分類研究室
土壌微生物分類研究室
土壌微生物利用研究室
寄生菌動態研究室
土壌微生物生態研究室
線虫・小動物研究室


畜　　産　　試


入江良三郎


加工第三研究室長


加　工　第　三　研　究　室


飼料品質管理研究室


草　　地　　試


君ケ袋尚志
作物病害研究室長


作　物　病　害　研　究　室


土壌微生物研　究室
調　製　貯　蔵　研　究　室


果　　樹　　試


柳瀬　春夫


病害第一研究室長


病　害　第　一　研　究　室


病　害　第　二　研　究　室


天敵微生物研究室
病害研究室（盛岡）
病害研究室（興津）
病害研究室（安芸津）
病害研究室（口之津）


野　　茶　　試


石井　正義


病害第一研究室長


病　害　第　一　研　究　室


病　害　第　二　研　究　室


病害研究室（茶栽培部）
病害研究室（盛　岡）
病害研究室（久留米）
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（つづき）


センターバンク


遺伝資源第一，二部長
微生物探索評価研究チーム
微生物保存研究チーム
遺伝資源管理情報科


農業生物資源研究所長 微生物遺伝資源部会


遺伝資源調整官
ワーキング・グループ


（特性・情報検討チーム）


微生物グループ別責任者


環境微生物　田部井微生物特性・分類研究室長（農環研）糸状菌・酵母，細菌・放線菌
亀谷ウイルス診断研究室長（農研セ）ウイルス・ファージ


田中微生物探索評価研究チーム長（生物研）RNA・DNA，培養細胞，原虫・線虫


家畜微生物　柚木製剤研究部長（家衛試）仝微生物種類


食品微生物　高野微生物利用第二研究室長（食総研）全微生物種類


担当場所　松本微生物保存研究チーム長（生物研）仝グループ・種類　対応


サブバンク


窓　口


責任者


分　担


研究室


蚕　　昆　　研


佐々木　浦
連　絡　科　長


桑　病　害　研　究　室


蚕　病　害　研　究　室


家　　衛　　試


長


三修
科


田
絡


石


連


細　菌　第　一　研　究　室


細　菌　第　二　研　究　室


寄　生　虫　研　究　室


原　　虫　　研　　究　　室


ウ　イ　ル　ス　第一研究室
ウ　イ　ル　ス　第二研究室
ウ　イ　ル　ス　第三研究室
生　物　物　理　研　究　室


病　原　診　断　研　究　室


疫　　学　　研　　究　　室


理　化　学　研　究　室


診　　断　　研　　究　　室


免　　疫　　研　　究　　室


予　防　疫　学　研　究　室


飼料汚染微生物研究室
毒　性　薬　理　研　究　室


が　ん　原　性　研　究　室
細　菌　製　剤　研　究　室


ウ　イ　ル　ス　製剤研究室
生理活性物質研究室
製　剤　工　学　研　究　室


検　　定　　研　　究　　室


第一研究室（北海道支場）
第三研究室（北海道支場）
第四研究室（北海道支場）
第五研究室（東北支場）
第一研究室（九州支場）
第二研究室（九州支場）
第三研究室（九州支場）
鶏　　　病　　　支　　　場


食　　総　　研


高野　博幸


微生物利用第二研究室長


微生物検索研究室
微生物利用第一研究室
貯蔵微生物研究室
マイコトキシン研究室


微生物利用第一研究室
微生物資源研究室
微生物利用第三研究室
腐　敗　防　止　研　究　室


酵　素・利　用　研　究　室
素材化技術研究室


森　林　総　研


片桐　一正


企　画　科　長


樹　病　研　究　　室


腐　朽　病　害　研　究　室


土壌微生物研究室
昆　虫　病　理　研　究　室


き　の　こ　生態研究室
き　の　こ　育種研究室


中　央　水　研


中山　昭彦


応用微生物研究室長


応用微生物研究室


養　　殖　　研


反町　　稔


病原生物研究室長


病　原　生　物　研　究　室
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5．微生物群・種類別担当研究室とグループ別責任者
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微　生　物
グループ別
青　任　者


農　　　　　　　 環　　　　　　　 研


微　生　物　特　性・分類　研　究　室　長


農　研・セ　　　　　　　　　 生　物　研


ウイルス病診断研究室長　　　微生物探索評価研究チー・ム長


家‾；衛　試


製剤［研究部　長


食　総　研


微生物利用第二研究室長


担当場所


研　究　室


植田　　菌l


農研セ


マイコプラズマ病防除研究室
畑　土　壌　病　害　研　究　室


水　田　虫　害　研　究　室．


生物研


微生物機能利用研究室


遺　伝　子　構　造　研　究　室


核　外　遺　伝　子　研　究　室


微生物機能利用研究室


窒　素　固　定　研　究


　室


農環研


微生物特性・分類研究室


土壌微生物利用研究室


畜　試


飼料品質管理研究室


果樹試


病　害　第　二　研　究　室


病害研究室（興　津）


病害研究室（安芸津）


病害・研究室（口之津）


野菜茶試


病　害　第　二　研　究　′室


病害研究・室（　茶　）


病害研究室（盛　　岡）


病害研究室（久留米）


蚕昆研


桑　病　害　研　究　室


養殖研


病　原　生　物　研　究　室


中央水研


応　用　微　生　物　研　究　室


l放　線　菌l


農研セ


畑　土　壌　病　害　研　究　室


生物研


微生物保存研究チーム


農環研


土壌微生物利用研究室


蚕昆研


桑　病　害　研　究　室


l糸・状　菌i


農研セ
水　田　病　害　研　究　室
畑・病　害　研　究　室
土　種　病　害　研r究　室
畑　土　壌　肥　料　研　究　室
水　田　虫　害　研　究　室
生物研
微生物保存研究チーム
微生物探索評価研究チーム
微生物機能利用研究室
農環研


微生物特性・分類研究室


畜　試


飼料品質管理研究室


草地試


作　物　病　害　研　究　室
土　壌　微　生　物　研　究　室
果樹試
病　害　第　一　研　究　重
病・害　第　二　研　究　室
天　敵　微　生　物　研　究　室
病害研究室（盛　　岡）
病害研究室（興　　津）
病害研究室（安芸津）
病害研究室（口之津）
野菜茶試
病　害　第　一・研　究　室
病　害　第　二　研　究　室
病害研究室（　茶　）
病害研究室（久留米）
蚕昆研
桑　病　害　研　究　室
蚕　病　害　研　究　室
森林総研
樹　　病　　研　　究　　室
腐　朽　害　研一　究　室
き　の　こ　育　種　研　究　室
き　の　こ　生．態研究室
昆　虫　病　理　一研　究　室
土　壌　微　生　物　研　究　室
中央水研


微　生　物　研　究　室


】酵　　母l


生物研
微生物機能利用研究室
畜試
飼料品質管理研究室
果樹試


病害研究室（興　　津）


IウイルスI


農研セ


ウイルス病診断研究室


ウイサス病防除研究室


マイコプラズマ病防除研究室
水　田　虫　害　研　究　室


生物研


微生物探索評価研究チーム


遺　伝　子　構　造　研　究　室r


核　外　遺　伝　子　研　究　室


抵抗　遺　伝　子　研　究　室


微生物機能利用研究室


農環研


土壌微生物分類研究室


果樹試
病　害　第　一　研　究　室


天　敵．微　生　物　研　究　室
病害研究室（盛　　岡）


病害研究室（興　津）


病害研究室（安芸津）


病害研究室（口之津）


野菜茶試
痛r害　第　一　研　究・室


病害研究室（久留米）


．病害碗究室（　茶　）
蚕昆研


蚕　病　害　研　究　室


養殖研


病　原　生　物　研　究　室


lファージ


農研セ


マイコプラズマ病防除研究室
生物研


遺伝子構造研　究　室


果樹試


病害研究室（興　津）


マイコプラズマ


農研セ


マイコプラズマ病防除研究室


lDNA・RNAl


生物研


遺　伝　子　構　造　研　究　室


核　外　遺　伝　子　研　究　室


微塵物機能利用研究室


I形質転換菌l


生物研


遺　伝　子　構　造　研　究　室


核　外　遺　伝　子　研　究　室


i培養細胞I


生物種


細　胞　生　理　研　究　室


果樹試


天　敵　微　生　物　研　究　室


i線虫・原虫l


農研セ


線　虫　害　研　究　室．


蚕昆研


蚕　病　害　研　究　室


「商　　 副


家衛試


細　菌　舞　一　研　究　室


細　菌　第　二　研　究　室


飼料汚奥微生物研究室


が　ん　原　性　研　究　室
細　菌　製　剤　研・究　室


ツ　ベル．クリ　ン研究室
第三研尭室（北海道支場）


第一研究室（九　州　支場）


iウイ！レスI


家衛試


ウ　イ　ル　ス　第一研究室


ウ　イ　ル　ス　第二研究室


ウ　イ　ル　ス　第三研究室


・疫　　学　　研　　究　　室
生　物　物　理　研　究　室


理　化　学　研1究　室


予　防　疫　学‘研　究　室


ウ　イ　ル　ス　製剤研究室
畢　コ　レ　ラ　研　究　室


第五研究室（北海道支場）


第一研究室（東　北　支場）


第三研究室（九　州　支場）


第二研究室（鶏　病　支場）


第三研究室（鶏痛　支場）


リ．ケッチァl


家衛試


寄　生　虫　第　二　研　究　室


原　 虫’！


家衛試


寄　生　虫　第　二　研　究　室


i型物種月射


家衛試


ウイ　ル．ス麗一研究童


ウ　イ　ル．．ス第・二研究室


ウ　イ　ル　ス　第三研究室
疫　　学　　研　　究　　室


生　物　物　理　研　究　室


ウ　イ　ル　ス　製剤研究室
豚　コ　レ　ラ　研　究　室


植田　　菌i


食総研


微生物利用第一研究室


微生物利用第三研究室


酵　素　利　用　研　究　室


素　材　化　技　術　研　究　室


腐　敗　防　止　研　究　室


畜・試


加　工　第　三　研　究　室


中央水研


応　用　微　生　物　研　究　室


l放　線　菌


食総研


酵　素　利　用　研　究　室


貯　蔵　微　生　物　研　究　室


糸　状　菌I


食総研


微生物利用第一研究室


微　生　物　探　索　研　究　室


貯　蔵　微　生　物　研　究　室


マイ　コト　キシ　ン研究室
素　材　化　技　術　研　究　室


酵　素　利　用　研　究　室


微生　物　資　源　研　究　室


中央水研


応　用　微　生　物　研　究　室


I酵　　母l


食診彿


微生物利用第一研究室


微生物利用第二研究室


微　生　物　資　源　研　究　室


貯　蔵　微　生　物　研　究　室


腐　敗　防　止　研　究　室


素　材　化　技　術　研　究　室


フ　アージ


食総研


腐　敗　防　止　研　究　室


微生物群
細　菌・放　線　菌 糸　状　菌・酵　母 ウイルス・ファージ D　　N　　A　　等


家　畜微生物 食　品　微生　物
環 境　　　　　　　　 律放　　　　　　　　 生 物







6．微生物遺伝資源センターバンク運営体制　（農業生物資源研究所）


微生物遺伝資源管理責任者


農業生物資源研究所長


（微生物の保存，管理，運営の総括責任者）


微生物遺伝資源管理者


遺伝資源調整官


（微生物の保存，管理，運営の実務の責任者）


分　担　研　究　室


運　営　委　員　会


センターバンク機能


微生物遺伝資源審査委員会


委員長：遺伝資源調整官
委　員：遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長
関係各部，場から
1名


微生物の保存，管理，運営についての協議，助言
微生物保存登録の審査，承認


委員長：遺伝資源調整官


委　員：遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


遺伝資源第一部　微生物探索評価研究チーム長


遺伝資源第二部　微生物保存研究チーム長


遺伝資源管理情報科長


分子育種部　　　遺伝分析研究室長


機能開発部　　　微生物機能利用研究室長


微生物探索評価研究チーム


微生物保存研究チーム


遺伝資源管理情報科


サブバンク機能


（遺伝資源第一部）


（遺伝資源第二部）


（機能開発部）


（分子育種部）


（細胞育種部）


微生物探索評価研究チーム


微生物保存研究チーム


遺伝資源管理情報科


微生物機能利用研究室


窒　素　固　定　研　究　室


核外遺伝子研究室


遺　伝　分　析　研　究　室


抵抗遺伝子研究室


遺伝子構造研究室


細　胞　生　理　研　究　室


微生物の探索，評価，特性情報の収集，管理


微生物の保存，在庫管理，目録作成，情報網の作成・管理


微生物の増殖保存，在庫管理，文書の受付・発送，微生物の受入れ，配布


（微生物の探索，評価）


（微生物の収集，保存法の開発）


（微生物の増殖保存，在庫管理）


（共生微生物の収集，保存，評価）


（窒素固定菌の収集，保存，評価）


（エチレン産生菌，プラスミドの収集，保存，評価）


（土壌微生物の収集，保存，評価）


（ウイルスの収集，保存，評価）


（形質転換菌，ファージの作出，保存，評価）


（昆虫細胞の保存，評価）
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7．微生物遺伝資源サブバンク運営体制


（1）農業研究センター


（組　織） （担　　当）


微生物遺伝資源
管理責任者


所　長


（業務内容）


管理・運営全般にわたる総括
責任者


微生物株審査
委　　員　　会


微生物遺伝資源


管　　理　　者


委員長：病害虫防除部長
委　員：ウイルス病診断研究室長


畑病害研究室長
畑土壊肥料研究室長


病害虫防除部長


登録微生物株の審査
収集・保存範囲の設定と分
担，その他管理運営に関する
協議と助言


管理責任者の補佐，実務の責
任者


微生物遺伝資源
管理運営委員会


委員長：病害虫防除部長
委　員：ウイルス病診断研究室長


畑病害研究室長
畑土壌肥料研究室長


○センターバンクとの連絡等
管理運営に関する連絡業務


OWGへの参加，微生物グル
ープ別責任者としての業務


分担研究室


ウイルス病診断研究室


ウイルス病防除研究室


マイコプラズマ病防除研究室


水田病害研究室


畑病害研究室


土壌病害研究室


水田虫害研究室


線虫害研究室


畑土壌肥料研究室


病原ウイルスの保存，増殖，
評価，保存法の開発


病原ウイルスの保存，増殖，
評価，保存法の開発


病原マイコプラスマ・細菌の保
存，増殖，評価，保存法の開発


病原糸状菌の保存，増殖，評
価，保存法の開発


病原糸状菌の保存，増殖，評
価，保存法の開発


病原糸状菌の保存，増殖，評
価，保存法の開発


病原微生物（昆虫寄生性）の保
存，増殖，評価，保存法の開発


寄生性線虫の保存，増殖，評
価，保存法の開発


生産性向上関連微生物の保存，


増殖，評価，保存法の開発
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（2）農業環境技術研究所


（組　織） （担　　当）


微生物遺伝資源
管理責任者


所　長


（業務内容）


管理・運営全般にわたる総括
責任者


微生物株審査
委　　員　　会


委員長：環境生物部長
副委員長：微生物管理科長
委　　員：微生物管理科4名


登録微生物株の審査
管理運営に関する助言


微生物株管理者 微生物管理科長 管理責任者の補佐，実務の責
任者


微生物株管理係 細　　菌：微生物特性・分類研究室長


糸状菌：微生物特性・分類研究室長


ウイルス：土壌微生物分類研究室長


○サブバンク管理運営（文書
の受付，発送等窓口業務，
微生物株の受入・配布・物
品購入等，微生物株在庫管
理，微生物株の受入，保存，
配布台帳の整理，特性（来
歴，所在，一特性）情報電
算機入力，文献情報電算機
入力，目録作成・刊行）


OWGへの参加及び微生物グ
ループ別責任者としての業
務


分担研究室


微生物特性・分類研究室


土壌微生物分類研究室


土壌微生物利用研究室


寄生菌動態研究室


土壌微生物生体研究室


線虫・小動物研究室


細菌・糸状菌の保存，増殖，
評価，保存法の開発


ウイルス保存，増殖，評価，
細菌，糸状菌保存法の開発


放線菌，根痛菌，一般土壌細
菌の増殖，評価，保存法の開
発


細菌・糸状菌の評価，保存法
の開発


細菌・糸状菌の評価，保存法
の開発


線虫，細菌・糸状菌の評価，
保存法の開発
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（3）畜産試験場


（組　織）


（4）草地試験場


（組　織）


（担　　当）


加工部長


委員長：加工部長
委　員：企画科長


加工部加工第三研究室長
その他関係研究者


加工部　加工第三研究室


栄養部　飼料品質管理研究室


（担　　当）


環境部長


委員長：環境部長
委　員：環境部　作物病害研究室長


生態部　土壌微生物研究室長
飼料生産利用部


調整貯蔵研究室長


環境部　作物病害研究室


生態部　土壌微生物研究室


飼料生産利用部　調製貯蔵研究室
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（業務内容）


管理・運営全般にわたる総括
責任者


管理責任者の補佐


○サブバンク管理運営（文書
受付・発送等の窓口業務，
受入・送付，保存・配布台
帳の整理，特性情報のDB
化等）


OWGへの参加


畜産加工にかかわる微生物の
保存・増殖・評価及びそれら
の方法の開発


飼料微生物の保存・増殖・評
価及びそれらの方法の開発


（業務内容）


管理・運営全般にわたる総括
責任者


管理責任者の補佐


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


○サブバンク管理運営（文書


受付・発送等の窓口業務，
受入・送付，保存・配布台
帳の整理，特性情報のDB
化等）


植物病原微生物の保存・増殖，
評価


生産性向上関連土壌微生物の
保存・増殖・評価


サイレージ関連発酵微生物の
保存，増殖，評価


場　長
微生物遺伝資源
管理責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者


微生物遺伝資源
管理運営委員会


分担研究室


場　長
微生物遺伝資源
管理責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者


微生物遺伝資源
管理運営委員会


分担研究室







（5）果樹試験場


（組　織） （担　　当）


微生物遺伝資源
管理責任者


場　長


（業務内容）


管理・運営全般にわたる総括
責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者
保護部長 管理責任者の補佐


微生物遺伝資源
管理運営委員会


委員長：保護部長
委　員：病害第一研究室長


病害第二研究室長
天敵微生物研究室長


分担研究室 病害第一研究室


病害第二研究室


天敵微生物研究室


盛岡支場　病害研究室


興津支場　病害研究室


口之津支場　病害研究室


安芸津支場　病害研究室


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


○サブバンク管理運営（文書
受付・送付，保存・配布台
帳の整理，特性情報等のD
B化等）


果樹病原菌・果樹ウイルス等
の収集・保存・評価


落葉果樹（主としてナシ，モ
モ，クリ）の病原菌及びウイ
ルスなどの収集・保存・評価


害虫に対する天敵微生物（糸
状菌，ウイルスなど），天敵
微生物の培養細胞などの収集・
保存・評価


果樹病原体の地域に応じた収
集・保存・評価


果樹病原体の地域に応じた収
集・保存・評価


果樹病原体の地域に応じた収
集・保存・評価


果樹病原体の地域に応じた収
集・保存・評価
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（6）野菜・茶業試験場


（組　織） （担　　当）


微生物遺伝資源
管理責任者


場　長


（業務内容）


管理・運営全般にわたる総括
責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者
環境部長 管理責任者の補佐


微生物遺伝資源
管理運営委員会


委員長：環境部長
委　員：環境部病害第一研究室長


（窓口）
環境部病害第二研究室長


分担研究室 環境部　病害第一研究室


環境部　病害第二研究室


茶栽培部　病害研究室


盛岡支場　病害研究室


久留米支場　病害研究室


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


○サブバンク管理運営（文書
受付・送付，保存・配布台
帳の整理，特性情報のDB
化等）


地上部病害の病原菌の保存な
らびに特性評価


土壌病害の病原菌の保存なら
びに特性評価


茶病害の病原菌の保存ならび
に特性評価


病原菌の収集・評価


病原菌の収集・評価
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（7）蚕糸・昆虫農業技術研究所


（組　織） （担　　当）


微生物遺伝資源
管理責任者


所　長


（業務内容）


管理・運営全般にわたる総括
責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者
生体情報部長 管理責任者の補佐，実務の責


任者


微生物遺伝資源
管理運営委員会


委員長：生体情報部長
委　員：桑病害研究室長


蚕病害研究室長


分担研究室 生産技術部　桑病害研究室


生産技術部　蚕病害研究室


○管理・運営に関する協議と
助言


○サブバンク管理運営（文書
受付，発送窓口業務，微生
物の受入，配布，物品購入
等，微生物株在庫管理，微
生物株の受入，保存，配布
台帳の整理，特性情報電算
機入力，文献情報電算機入
力）


OWGへの参加


植物病原糸状菌・細菌
保存・増殖・評価，必要に応
じて保存法の開発


昆虫病原性ウイルス，微胞子
・糸状菌の保存，増殖，評価，
必要に応じて保存法の開発
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（8）家畜衛生試験場


（組　織） （担　　当）


微生物遺伝資源
管理責任者


場　長


（業務内容）


管理・運営にわたる総括責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者
製剤研究部長 管理責任者の補佐，実務の責


任者


微生物遺伝資源
管理運営委員会


委員長：製剤研究部長
副委員：細菌第一研究室長
委　員：細菌第二研究室長


ウイルス製剤研究室長
その他若干名


事務局：企画連絡室
企画連絡室普及科


○微生物株等の受入，選定，
目録作成，配布等の審議及
び管理，運営に関する協議
と助言


○受入，配布等の実務及びそ
れらに関する台帳の整理


OWGへの参加，グループ別
責任者としての業務


分担研究室 研究第一部：細菌第一，細菌第二，寄
生虫，原虫


収集，保存，特性評価及び保存


研究第二部：ウイルス第一，ウイルス
第二，ウイルス第三，生
物物理


収集，保存，特性評価及び保存


総合診断：病原診断，疫学
研究部


収集，保存，特性評価及び保存


海外病：理化学，診断，免疫予防
研究部　　疫学


収集，保存，特性評価及び保存


飼料安全：飼料汚染微生物，毒性薬
研究部　　理，がん原性


収集，保存，特性評価及び保存


製剤研究部：細菌製剤，生物活性物質，
ウイルス製剤，製剤工学，
検定


収集，保存，特性評価及び保存


北海道支場：第一，第二，第五 収集，保存，特性評価及び保存


東北支場：第一 収集，保存，特性評価及び保存


九州支場：第一，第二，第三 収集，保存，特性評価及び保存


鶏病支場：第一，第二，第三，第四 収集，保存，特性評価及び保存


－21－







（9）食品総合研究所


（組　織） （担　　当）


微生物遺伝資源
管理責任者


所　長


（業務内容）


管理・運営全般にわたる総括
責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者
応用微生物部長 管理責任者の補佐


微生物遺伝資源
管理運営委員会


委員長：応用微生物部長
委　員：微生物検索研究室長


その他　研究室長
若干名


○サブバンク管理運営に関す
る協議と助言（受入，登録
微生物株の審査，登録番号
の決定）


○サブバンク管理運営（文書
の受付・発送等窓口業務，
微生物株の受入・配布，微
生物株在庫管理，保存，増
殖，評価，保存法開発，特
性（来歴，所在，一次特性）
情報電算機入力，文献情報
電算機入力，目録作成，刊
行）


OWGへの参加，グループ別
責任者としての業務


分担研究室 微生物検索研究室 糸状菌の収集・特性評価及び保存


微生物利用第一研究室 糸状菌の収集・特性評価及び保存


貯蔵微生物研究室 糸状菌の収集・特性評価及び保存


マイコトキシン研究室 糸状菌の収集・特性評価及び保存


微生物利用第二研究室 酵母の収集・特性評価及び保存


微生物資源研究室 酵母の収集・特性評価及び保存


微生物利用第三研究室 細菌の収集・特性評価及び保存


腐敗防止研究室 細菌の収集・特性評価及び保存


酵素利用研究室 放線菌の収集・特性評価及び保存


素材化技術研究室 糸状菌の収集・特性評価及び保存
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㈹　森林総合研究所


（組　織） （担　　当）


微生物遺伝資源
管理責任者


所　長


（業務内容）


管理・運営全般にわたる総括
責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者
企画調整部長 管理責任者の補佐


森林微生物遺伝
資源管理委員会


座　長：企画調整部長


委　員：森林環境部長
森林生物部長
生物機能開発部長
木材化工部長
企画科長
連絡科長


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


森林生物遺伝資
源（微生物部門）
管理小委員会


委員長：森林生物部長
委　員：きのこ科長


森林微生物科長
樹病研究室長
腐朽病害研究室長
きのこ育主研究室長
昆虫病理研究室長
土壌微生物研究室長


○遺伝資源の受入，選定，保
存，提供，これらの審査及
び情報整理，目録作成等に
関すること


○遺伝資源について，上記の
事項を円滑に推進するため
の管理運営に関すること


○その他委員長が必要と認め
た事項


分担研究室 樹病研究室 糸状菌・細菌の収集・評価・
保存


腐朽病害研究室 糸状菌・細菌の収集・評価・
保存


きのこ育種研究室 糸状菌の収集・評価・保存


きのこ生態研究室 糸状菌の収集・評価・保存


昆虫病理研究事 細菌・糸状菌の収集・評価・
保存


土壌微生物研究室 糸状菌・細菌の収集・評価・
保存
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（11）中央水産研究所


（組　織） （担　　当）


微生物遺伝資源
管理責任者


所　長


（業務内容）


管理仝痕にわたる総括責任者


微生物遺伝資源


管　　理　　者
利用化学部長 管理責任者の補佐


微生物遺伝資源
管理運営委員会


委員長：利用化学部長
委　員：企画連絡室


微生物研究室長


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


○サブバンク管理運営（文書
受付・発送等の窓口業務，
受入・送付，保存・配布台
帳の整理，特性情報等のD
B化等）


分担研究室 微生物研究室 細菌・糸状菌の収集・評価・
保存


（12）養殖研究所


（組　織） （担　　当）


水産微生物遺伝
資源管理責任者


所　長


（業務内容）


微生物株管理等の全般にわた
って総括する


水産微生物遺伝
資源管理者


病理部長 管理責任者の補佐


水産微生物遺伝


資　源　管　理


運営委員会


委員長：病理部長
委　員：病原生物研究室長


○保存微生物株の管理，運営
に関する協議


○サブバンク管理運営（文書
受付・発送等の窓口業務，
受入・送付，保存・配布台
帳の整理，特性情報等のD
B化等）


分担研究室 病原生物研究室 水産病原細菌，ウイルスの保
存，在庫管理，特性の評価，
保存法の開発，微生物株の収
集，受入れ等の実務水産微生
物遺伝資源の特性評価
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8．微生物遺伝資源部会の開催


1．第6回　微生物遺伝資源部会（平成元年）


平成2年2月9日13：30～17：00


農業生物資源研究所　本館3階会議室


議題：


〔1〕微生物遺伝資源事業報告について


1）微生物遺伝資源の保存実績


2）微生物遺伝資源の探索収集，特性評価，配布実績


3）委託試験結果報告


〔2〕平成2年度微生物遺伝資源事業計画について


1）微生物遺伝資源の保存計画


2）微生物遺伝資源の探索収集，特性評価計画


3）委託試験計画


〔3〕MAFFジーンバンクの推進方向について


1）運営上の問題点と改善方策


2）データシートの整備


3）JFCCへの加盟


9．微生物遺伝資源部会ワーキンググループの開催


1．平成元年度　第1回ワーキンググループ打合せ会


平成元年10月4日13：30～17：00


農業生物資源研究所　本館3階小会議室


議題：


〔1〕平成元年度ワーキンググループ委員について（報告）


〔2〕MAFジーンバンクの推進方向について


〔3〕特性・情報検討チームの設立について


〔4〕微生物遺伝資源調整委員会の設置について


〔5〕MAFジーンバンクのJFCCへの加盟について


〔6〕微生物遺伝資源配布規格の作成について


2．平成元年度　第2回ワーキンググループ打合せ会


平成2年1月29日13：00～17：00


農業生物資源研究所　本館3階会議室
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議題：


〔1〕平成元年度微生物遺伝資源事業報告について


〔2〕平成2年度微生物遺伝資源事業計画について


〔3〕MAFFジーンバンクの推進方向について


10．微生物遺伝資源部会ワーキンググループ特性情報検討チームの開催


1．第1回　特性情報検討チーム打合せ会


平成元年10月26日13：30～17：00


農業生物資源研究所　本館2階輪講室


議題：


〔1〕経過及び趣旨説明


〔2〕原案作成依頼


2．第2回　特性情報検討チーム打合せ会


平成元年11月14日13：30～17：00


農業生物資源研究所　本館2階輪講室


議題：


〔1〕特性項目の整理


〔2〕特性の種別


〔3〕収集データの検討


3．第3回　特性情報検討チーム打合せ会


平成元年11月29冒13：30～17：00


農業生物資源研究所　本館3階輪講室


議題：


〔1〕微生物別原案の検討


〔2〕問題点の摘出


4．第4回　特性情報検討チーム打合せ会


平成元年12月20日13：30～17：00


農業生物資源研究所　本館2階輪講室


議題：


〔1〕統一案の検討


〔2〕ケーススタディ
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5．第5回　特性情報検討チーム打合せ会


平成元年1月17日13：30～17：00


農業生物資源研究所　本館2階輪講室


議題：


〔1〕原案の検討


〔2〕答申案の作成
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Ⅱ　平成元年度


微生物遺伝資源部門実績報告







1．遺伝資源の収集，受入，保存及び特性評価


（1）全微生物の機関別収集，受入，保存及び特性評価


機　　　 関　　　 名


保　 存　 数　 の　 増　 減 元 年 度 未　 保 存 （増 殖 ） 形 態 元 年 度 未　 保 存 区 分 特 性 調 査


6　3


年 度


末 計


元 年 度


増　　　　　　 減


元


年 度


末 計


継 代


培 養


凍 結


凍 結 乾 燥


L － 乾 燥


を 含 む


その他


合 計 保 存 総 数 　 コ レクシ ョン


アクチブ


3次2次1次


収 集　　 受 入　 管 理 換　 廃 棄 ワーキング　 ベース


全　微　生　物
農 業 研 究 セ ン タ ー 3 ，4 13 ．3 0 0　　　 5　　　 － 1 0 0　　 －5 6 6 3 ，0 5 2 2 2 8 8　　 5 7 2　　　 2 1 5　　　 7 7 3 ，1 5 2 3 ，0 5 2 2 4 5 2　　 6 0 0 2 8 2


〔　 0　　 0 〕 〈 1 0 0 〉 －2 8 6　　 －1 2 0　　　　 9 3　　　　 9 － 3 0 4 － 3 6 1 － 2 9 7　　 － 6 4 － 8 2 2 0 8　 2 9 4　　 2 1


農 業 生 物 資 源 研 究 所 3 ，7 0 2 10 0 4　 6 0 5 8　　　　　 0　　 －4 8 3 1 0 ，2 8 1 5 6 5 4　 5 1 15　　 2 2 7 1　　　 2 1 3 ，0 4 2 1 0 ，2 8 1 7 2 2 5　　 3 0 5 6 2 1 2 6


〔 4 5　 3 9 0 6 〕 〈　　 0 〉 4 3 1 7　 2 4 ．9 0　　 1 4 3 3　　　 0 ． 8 ，2 4 0 6 ，5 7 9 4 4 5 7　　 2 1 2 2 1 9 4 4 1 3 2　 5 4 1　 5 7


農 業 環 境 技 術 研 究 所 10 ，8 8 3 14 7 6　 9 8 5　　 － 14 9 1　 －3 0 4 3 8 ，8 1 0 4 8 5 3　 4 1 0 3　　 4 5 2 0　　 1 4 13 ，－4 9 0 8 ，8 1 0 7 8 9 4　　 9 1 6 7 4 1


〔 2 2 1　 8 6 〕　 〈14 9 1〉 3 14　 －1 6 4 4　　　 9 4 9　　　　 0 －3 8 1 －2 ，0 7 3 － 5 9 7　 － 1 4 7 6 － 1 4 8 3 8 8 5　 4 9 4　　 3


畜　 産　 試　 験　 場 3 4 2 0　　 4 4　　　　　 0　　　 －6 2 3 2 4 2 7 0　　 2 7 2　　　　 5 6　　　 6 7 6 6 5 3 2 4 1 8 5　　 1 3 9 7 6


〔　 0　　 4 〕 〈　　 0 〉 －18　　 －3 6　　　　 2　　 －1 9 －7 1 － 1 8 － 2 0　　　　 2 － 6 4　　 4 0　 1 4


草　 地　 試　 験　 場 2 14 18 9　　　 0　　　 －2 0　　　 －3 3 3 5 0 3 5 0　　　　 0　　　　 0　　　　 0 3 5 0 3 5 0 2 5 0　　 1 0 0 1 0 0


〔　 0　　 0 〕 〈　 2 0 〉 2 4 6　　　 0　　 － 10　 ∴1 0 0 1 3 6 1 3 6 ・ 1 4 6　　 － 1 0 －，1 0 1 7 9　　 5 1　 1 3


果　 樹　 試　 験　 場 8 4 6 2 14　　 3 0　　　 ・－7　　　 － 1 1 1 ，0 7 2 8 0 3　　 16 9　　　　 6 7　　　 3 8 1 ，0 7 7 1 ，0 7 2 9 9 2　　　 8 0 2 1


〔　 0　　 0 〕 〈　　 7 〉 12 6　　　 3 2　　　　 3 9　　　　 2 1 9 9 2 2 6 ・2 0 1　　　 2 5 2 1 7 0　 1 4 2　　 2


野 菜 ・茶 業 試 験 場 1 ，8 12 12 4　　　 4　　　　　 0　　 － 10 2 1 ，8 3 8 1 4 0 0　　　 5 2　　　 3 8 6　　　　 0 1 ，8 3 8 1 ，8 3 8 1 5 2 2　　 3 1 6 1 3 3


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0 〉 5 2 3　　 －4 3 0　　　 －6 7　　　　 0 2 6 2 6 1 8　　　　 8 0 1 0 3　 1 2 4　　 1


蚕 糸 ・昆 虫 農 業 技 術


研　　　 究　　　 所


3 5 1 7 5　　　 0　　　 車 12 4　　　 －5 5 2 4 7 18 0　　　 9 9　　　　 7 9　　 19 3 7 7 2 4 7 2 3 4　　 1 3 6


〔　 0　　 0 〕 〈 12 4 〉 －2 1　　 －5 9　　　 －4 6　　　　 3 － 12 3 －1 0 4 2 0　 －1 2 4 － 1 0 6 1 7　 1 5　　 0


家 畜 衛 生 試 験 場 1 ，34 1 13 6　　 7 6　　　　　 0　　　 － 19 1 ，5 3 4 2 6 7　　 5 0 6　　　 7 6 1　　　 0 1 ，5 3 4 1 ，5 3 4 1 0 7 3　　 4 6 1 1 6 3


〔　 0　 7 5 〕 〈　　 0 〉 2 0 1　　 －3 8　　　　 3 0　　　 0 19 3 1 9 3 1 0 8　　　 8 5 9 1 8 2　　 9 6　　 1


食 品 総 合 研 究 所 1 ，4 3 3 1 10　　 6 8　　　 －2 5 3　　　 －°8 6 1 ，2 7 2 1 18 3　　　 8 0　　　 13 9　　 5 7 1 1 ，9 7 3 1 ，2 7 2 8 7 3　　 3 9 9 6 9


〔 2 0　 2 7 〕 〈　 2 5 3 〉 －15 6 °　　 －2 5　　　 －3　　 －4 6 －2 3 0 －1 6 1 1 7 8　　 － 8 3 －1 5 1 3 1 6　 2 5 3　　 6 0


森 林 総 合 研 究 所 1 ，2 5 2 20 4　　　 7　　　 －9 9　　　 －5 1 ，3 5 9 13 6 0　　　 9 8　　　　 0　　　　 0 1 ，4 5 8 1 ，3 5 ．9 1 2 4 1 ・1 1 8 5 9


〔　 0　　 0 〕 〈　 9 9 〉 1 1 56　 15　　　 0　 － 10 0 0 17 1 10 7 19 5　　 － 8 8 － 9 7 6 ‾5　 1 5　　 0


東 海 区 水 産 研 究 所 3 1 3 0　　　 0　　　　　 0　　　 － 1 3 12 云6 0　　　 0　　　 52　　　 0 3 12 3 12 3 0 2　　　 1 0 0


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0 〉 －1　　　 0　　　　 0　　　　 0 － 1 － 1 －6　　　　 5 0 2 3 1 ・10 0　　 2


養　 殖　 研　 究　 所 2 9 6 10　　 1　　　　 0　　 －4 8 2 5 9 0　　 2 59　　　　 0　　　　 0 2 59 2 5 9 1 12　　 14 7 1 4


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0 〉 0　　 －3 7　　　 － 5　　　 0 －4 2 －3 7 －3 7　　　　 0 5 8　 16　　 1


合　　 計 2 6 ，1 98 3 8 4 2　 7 2 7 8　 －2 0 9 4　 T4 5 14 3 0 ，7 10 18 8 6 8　 1 13 2 5　　 8 5 4 6　　 7 8 8 3 9 ，5 2 7 3 0 ，7 10 2 4 3 5 5　　 6 3 5 5 3 7 9 0


〔 28 6　 4 0 9 8 〕 〈 2 0 9 4 〉 6 4 0 1　 14 8　　 2 4 1 5　－ 1 15 1 7 ，8 13 4 ，5 12 4 1 10　　 4 0 2 2 5 2 5 0 0 2 18 1 1 7 5


上段は当年度末の現在（株）数，ただし収集，受入，管理換，廃棄は当年度分……下段は当年度分，〔〕は海外分，ともに内数　〈〉は管理換累計値







（2）微生物群別収集，受入，保存及び特性評価


微　 生　 物　 群　 名


保　 存　 数　 の　 増　 減 元 年 度 未　 保 存 （増 殖 ） 形 態 元 年 度 未　 保 存 区 分 特 性 調 査
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年 度


末 計


元 年 度


増　　　　　　 減


収 集　 受 入　　 管 理換　 廃 棄


元


年 度


末 計


継 代


培 養


凍 結


凍 結 乾 燥


L － 乾 燥


を 含 む


その他


合 計 保 存 総 数 コ レクシ ョン


アクチブ


3次2次1次


ワーキング　 ベース


全微生物・全機関
細 菌 ・ 放 線 菌 12 ，0 7 5 1 1 7 8　 2 0 6 4　　 －1 1 4 1　 －3 5 5 0 1 0 ，6 2 6 2 6 3 0　 5 6 7 4　　 7 1 8 6　　　 7 1 5 ，4 9 7 1 0 ，6 2 6 7 7 0 3　　 2 9 2 3 1 98 3


1 28 3 14 5 7　 1 1 6〔 7 2 1 1 0 〕 〈 1 1 4 1 〉 5 8 7　－2 5 7 5　　 2 1 8 0　　 －1 5 1 7 7 －1 ，4 4 9 －1 6 9 1　　 2 4 2 5 9


酵 母 ・ 糸　 状 菌 11 ，0 0 2 1 6 3 3　 5 1 7 9　　　 －9 5 1　 －4 2 2 1 6 ，4 4 ．1 1 5 9 3 4　 3 0 0 5　　　 7 4 2　　 6 3 3 2 0 ，3 1 4 1 6 ，4 4 1 1 4 0 3 6　　 24 0 5 1 5 5 2


10 6 9　 53 6　　 4 9〔 2 1 4　 3 9 6 5 〕 〈　 9 5 1 〉 6 1 5 6　 1 9 3 5　　　 2 2 1 －1 1 6 0 7 ，1 5 2 5 ，4 3 9 5 3 2 2　　 1 1 7 －5 2


ウ イ ル ス ・フ ァ ー ジ等 1 ，2 4 0 2 0 4　 1 6　　　　 －2　　 －1 1 3 1 ，3 4 5 8 5　　 5 6 9　　　 6 1 7　　　 7 6 1 ，3 4 7 1 ，3 4 5 9 2 1　　 4 2 4 24 6


1 1 6　 16 0　　 5〔　 0　　 5 〕 〈　　 2 〉 2 3　　　 5 4　　　 1 3　　 1 6 1 0 6 1 0 5 74　　 5 1 1 9


D N A ・転 換 菌 等 1 ，6 9 3 8 1 0　 1 1　　　　　 0　　 一4 2 0 2 ，0 9 4 1 6 7　 1 9 9 テ　　 1　　 0 2 ，1 6 5 2 ，0 94 1 6 1 9　　 4 7 5 0


0　　 0　　 0〔 ．0　 1 1 〕 〈　　 0 〉 －3 5 0　　 7 5 1　　　 1　　　 0 4 0 2 4 0 1 4 0 1　　　 0 0


培　 養　 細　 胞 6 4 3　　　 7　　　　　 0　　　 －9 6 5 1 6　　　 4 9　　　　 0　　　　 0 6 5 6 5 2 1　　 4 4 3


7　　 5　　 0〔　 0　　 7 〕 〈　　 0 〉 －2 4　　 －1 5　　　　 0　　　　 0 －3 9 1 －3　　　　 4 －2


原　 虫　 ・　 線　 虫 1 2 4 1 4　　 1　　　　　 0　　　　 0 1 3 9 3 6　　　 3 1　　　　 0　　　 7 2 13 9 1 39 5 5　　　 8 4 6


2 5　　 2 3　　 5〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉 9　　　 －2　　　　 0　　　　 8 1 5 15 7　　　　 8 1


合　　 計 2 6 ，1 9 8 3 8 4 2　 7 2 7 8　　 －2 0 94　　 －4 5 14 3 0 ，7 1 0 18 8 68　 1 13 2 5　　 8 54 6　　 7 8 8 3 9 ，52 7 30 ，7 10 2 4 3 5 5　　 6 3 5 5 3 7 9 0


2 5 0 0　2 18 1 17 5〔 2 8 6　4 0 98 〕 〈 20 94 〉 6 4 0 1　 14 8　　 2 4 15　 －1 1 5 1 7 ，8 13 4 ，5 12 4 1 10　　 4 0 2 2 5


上段は当年度末の現在（株）数，ただし収集，受入，管理換，廃棄は当年度分……下段は当年度分，〔〕は海外分，ともに内数　〈〉は管理換累計値







（3）微生物の種類別収集，受入，保存及び特性評価


種　　　 類　　　 名


保　 存　 数　 の　 増　 減 元 年 度 未　 保 存 （増 殖 ） 形 態 元 年 度 未　 保 存 区 分 特 性 調 査
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年 度


末 計


元 年 度


増　　　　　　 減


収 集　 受 入　 管 理換　 廃 棄


元


年 度


末 計


継 代


培 養


凍 結


凍 結 乾 燥


L 一 乾 燥


を 含 む


その他


合 計 保 存 総 数 コ レクシ ョン


アクチブ


3次2次1次


ワーキング　 ベース


細　　　　　　　　　 菌 10 ，9 6 1 1 17 1 2 0 3 3　　 －1 1 3 2　 －3 5 5 0 9 ，4 8 3 2 1 0 4　 5 4 6 5　　 6 7 5 5　　　 2 1 4 ，3 2 6 9 ，4 8 3 6 6 5 0　 2 8 3 3 1 9 4 9
〔 7 2　 10 8 〕 〈 11 3 2 〉 1 1 9　－2 1 3 4　　 2 1 5 9　　 －1 0 1 3 4 －1 ，4 7 8 －1 6 9 3　　 2 1 5 6 3 1 2 6 6 1 3 3 7　 1 0 5


放　　　　 線　　　　 菌 1 ，1 14 7　　 3 1　　　　 －9　　　　 0 1 ，1 4 3 5 2 6　　 2 0 9　　　 4 3 1　　　 5 1 ，1 7 1 1 ，1 4 3 1 0 5 3　　　 9 0 3 4
〔　 0　　 2 〕 〈　　 9 ．〉 4 6 8　 －4 4 1　　　 2 1　　 －5 4 3 2 9 2　　　 2 7 －4 1 7　 1 2 0　 1 1


酵　　　　　　　　　 母 9 6 4 3 6　 14 8　　　 －1 16　　　 －5 5 9 7 7 9 3 8　 1 3 4　 1 4 8　 4 由7 1 ，7 0 7 9 7 7 6 3 5　　 3 4 2 9 7
〔 10　 2 8 〕 〈 1 16 〉 3　　 －3 7　　　　 7 4　　 －3 9 1 1 3 ・－4 7　　　 6 0 －4 4 3 3　　 2 7　 1 5


糸　　　　 状　　　　 菌 10 ，0 3 8 1 59 7　 5 0 3 1　　 －8 3 5　　 －3 6 7 1 5 ，4 6 4 1 4 9 9 6　 2 8 7 1　　 5 9 4　 1 4 6 1 8 ，6 0 7 1 5 ，4 6 4 1 3 4 0 1　 2 0 6 3 1 4 5 5


〔 2 0 4　 3 9 3 7 〕 〈　 8 3 5 〉 6 1 5 3　 1 9 7 2　　 1 4 7　－1 1 2 1 7 ，1 5 1 5 ，4 2 6 5 3 6 9　　　 5 7 －8 1 0 3 6　 5 0 9　　 3 4


ウ　　　 イ　　　 ル　　　 ス 1 ，17 0 17 4　 12　　　　 －2　　 －11 3 1 ，2 4 1 5 5　　 5 3 3　　 5 9 7　　 5 8 1 ，2 4 3 1 ，2 4 1 8 5 7　　 3 8 4 2 1 4


〔　 0　 1 〕 〈　　 2 〉 －7　　　 5 3　　　 1 3　　 1 3 7 2 7 1 4 4　　　 2 7 1 9 8 2　 1 5 4　　 5


フ　　　 ア　　　　　　　 ジ 2 0 0　　　 0　　　　　 0　　　　 0 2 0 0　　　 0　　　　 2 0　　　 0 2 0 2 0 0　　　 2 0 － 1 8


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0 〉 0　　　 0　　　　 0　　　 0 0 ・0 0　　　　 0 0 0　　 0　　 0


マ　 イ　 コ　 プ　 ラ　 ズ　 マ 4 4 2 9　　　 4　　　　　 0　　　　 0 7 7 3 0　　　 2 9　　　　 0　　 1 8 7 7 7 7 6 0 ．　 1 7 1 3


〔　 0　　 4 〕， 〈　　 0 〉 3 0　　　 0　　　　 0　　　 3 3 3 3 3 2 9　　　　 4 0 3 3　　 5　　 0


リ　　 ケ　　 ッ　　 チ　　 ア 6 1　　 0　　　　　 0　　　　 0 7 0　　　 7　　　　 0　　　 0 7 7 4　　　　 3 1
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0 〉 0　　　 1　　　　 0　　　　 0 1 1 1　　　 0 0 1　 1　　 0


D　 A　 N ・　 R　 N　 A 2 6 0　　 1 1　　　　　 0　　　　 0 3 7 0　　　 3 7　　　　 0　　　 0 3 7 3 7 3 2　　　　 5 0


〔　 0　 1 1 〕 〈　　 0 〉 0　　 1 1　　　　 0　　　 0 1 1 1 1 1 1　　　 0 0 0　　 0　　 0


形　 質　 転　 換　 菌 1 ，6 6 7 8 10　　　 0　　　　　 0　　 －4 2 0 2 ，0 5 7 1 6 7　 1 9 6 0　　　　 1　　　 0 2 ，1 2 8 2 ，0 5 7 1 5 8 7　　 4 7 0 0’


〔　 0 ・ 0 〕 〈　　 0 〉 －3 5 0　　 7 4 0　　　　 1　　　 0 3 9 1 3 9 0 3 9 0　　　　 0 0 0　　 0　　 0


そ　　　　 の　　　　 他 0 0　　　 0　　　　　 0　　　　 0 0 0　　　 0　　　　 0　　　 0 0 0 0　　　　 0 0


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0 〉 0　　　 0　　　　 0　　　　 0 0 0 0　　　 0 0 0　　 0　　 0


植　　 物　　 細　　 胞 0 0　　　 0 ．　　　　 0　　　　 0 0 0　　　 0　　　　 0　　　 0 0 ・ 0 0　　　　 0 0


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0 〉 0　　　 0　　　　 0　　　 0 0 0 ． 0　　 ・0 0 0　　 0　　 0


動　　 物　　 細　　 胞 6 4 3　　　 7　　　　　 0　　　 t 9 6 5 1 6　　　 4 9　　　　 0　　　 0 6 5 6 5 2 1　　 4 4 3


〔　 0　　 7 〕 〈　　 0 〉 －2 4　　 －1 5　　　　 0　　　 0 －3 9 1 －3　　　　 4 －2 7　　 5　　 0


原　　　　　　　　　 虫 6 9 7　　 1　　　　 0　　　　 0 7 7 2 7　　　 3 1　　　　 0　　　 r1 9 7 7 7 7 1 8　　　 5 9 6


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0 〉 7　　　 －2　　　　 0　　　　 3 8 8 5　　　　 3 1 7　　 4　 ．0


線　　　　　　　　　 虫 5 5 7　　　 0　　　　　 0　　　　 0 6 2 9　　　　 0　　　　 0　 ・5 3 6 2 6 2 3 7　　　 2 5 0


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0 〉 2　　　 0　　　　 0　　　　 5 7 7 2　　　　 5 0 18　 1 9　　 5


合　　　　　 計 2 6 ，19 8 3 8 4 2　 7 2 7 8　　 －2 0 9 4　　 －4 5 1 4 3 0 ，7 1 0 1 8 8 6 8　 1 1 3 2 5　　 8 5 4 6　　 7 8 8 3 9 ，5 2 7 3 0 ，7 1 0 24 3 5 5　　 6 3 5 5 3 7 9 0


〔 2 8 6　 4 0 9 8 〕 〈 2 0 9 4 〉 6 4 0 1　 1 48　　 24 1 5　－1 1 5 1 7 ，8 1 3 4 ，5 1 2 4 1 1 0　　 4 0 2 2 5 2 50 0 2 18 1 17 5


上段は当年度末の現在（株）数，ただし収集，受入，管理換，廃棄は当年度分……下段は当年度分，〔〕は海外分，ともに内数　〈〉は管理換累計値







（4）微生物の種類別収集，受入，保存及び特性評価


利　 用　 区　 分


保　 存　 数　 の　 増　 減 元 年 度 未　 保 存 （増 殖 ） 形 態 元 年 度 未　 保 存 区 分 特 性 調 査
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年 度


末 計


元 年 度


増　　　　　　 減


収 集　 受 入　　 管 理換 廃 棄


元


年 度


末 計


継 代


培 養


凍 結


凍 結 乾 燥


L 一 乾 燥


を 含 む


その他


合 計 保 存 総 数 コレクシ ョン


アクチ ブ


3次2次1次


ワーキング　 ベー ス


全　微　生　物・全　機　関＿
植　 物　 病　 原　 体 13 ，16 6 2 3 0 6　 3 3 9　　 －1 5 9 3　　 －3 6 8 1 3 ，8 5 0 9 1 7 0　 4 9 54　　 4 4 6 3　　　 8 6 18 ，67 3 13 ，8 50 12 14 0　 17 10 1 18 1


〔 2 2 6　 7 1 〕 〈 1 5 9 3 〉 1 3 9 1　 1 6 8 1　　　 5 2 1 －＿1 0 94 2 ，4 9 9 68 4 2 22 9　 －1 54 5 －．1 57 4 13 4 8　 9 7 7　　 2 1


動　 物　 病 ．原　 体 2 ，3 8 4 2 4 4　　 7 6　　　 －2 7　　　 －6 7 2 ，6 1 0 8 5 8　　 9 3 1　　　 7 6 1　　 60 2 ，6 10 2 ，6 10 1 92 9　　 6 8 1 18 9


〔　 0　 7 2 〕 〈　 2 7 〉 2 1 6　　 －5 0　　　　 2 5　　　　 8 19 9 2 26 16 0　　　 6 6 －13 2 2 0　 2 0 6　　 7


藻　 類　 病　 原　 体 0 0　　　 0　　　　　 0　　　　 0 0 0　　 ・0　　　　 0　　　　 0 0 0 0　　　　 0 0


〔　 0　　 0 〕 〈・ 0 〉 0　　　　 0　　　　 0　　　　 0 0 0 0　　　　 0 0 0　　 0　　 0


生 産 へ　 の ・利　 用 3 ，1 1 2 3 3 2　　 6 2　　 －2 2 1　 －．5 4 5 2 ，7 4 0 2 2 0 0　 1 14 8　　 1 04 6　　　 6 9 4 ，4 6 3 2 ，7 4 0 2 0 3 6　　 7 0 4 3 2 0


〔 4 0　 3 9 〕 〈　 2 2 1 〉 4 4 8　 －4 9 7　　 －1 28　　 －1 9 －1 9 6 －3 72 －18 1　 －19 1 －2 14 3 4 9　 3 0 6　　 5 3


食　 品　 加　 工 1 ，5 3 4 9 8　　 5 3　　 －2 3 6　　 －白7 1 ，3 6 2 1 1 6 9　　 1 3 2　　　 2 33　　 57 1 2 ，10 5 1 ，3 6 2 9 4 9　　 4 13 7 1


〔 2 0　 2 5 〕 〈　 2 3 6 〉 －1 6 7　　 －2 5　　　 －13　　 －4 6 －2 5 1 －17 2 －7 9　　 －9 3 －14 0 2 9 6　 15 3　　 6 0


代　 謝　 物　 利　 用 8 0 8 0　 3 8 8 1　　　　 －3　　　 －1 0 4 ，6 7 6 3 9 3 2　　 74 1　　　 13　　　 0 4 ，68 6 4 ，6 7 6 4 6 17　　　 59 9


〔　 0　 3 8 6 8 〕 〈　　 3 〉 3 8 6 8　　　　 0　　　 10　　　　 0 3 ，8 7 8 3 ，8 6 8 3 8 5 1　　 17 2 10　 4 2 0　 10


菌　 体　 利　 用 4 8 1 5　　 1 9　　　　　 0　　　　 0 8 2 8 2　　　　 0　　　　 0　　　　 0 8 2 8 2 2 7　　　 5 5 14


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0 〉 3 4　　　 0　　　　 0　　　 0 3 4 3 4 13　　　 2 1 2 5　 12　　 0


バ イ オ マ ス 変 換 2 8 9 1 2　 1 1　　 －1 4　　 －3 2 9 5 2 9 5　　　 0　　　　 2　　　 0 2 9 7 2 9 5 2 5 5　　　 4 0 6


〔　 0　 1 〕 〈　 1 4 〉 6　　　　 0　　　　 2　　　　 0 8 6 －8　　　 14 －8 2 4 1 10 6　 12


環　 境　 保　 全 3 ，0 0 5 0　 7 1 5　　　　　 0　　 －3 0 0 5 7 1 5 0　　 ‾0　　 7 1 5　　　 0 7 15 7 15 7 15　　 ‾0 0


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0 〉 0　－3 00 5　　　 7 1 5　　　　 0 －2 ．，2 9 0 －2 ，2 9 0 －2 2 9 0　　　　 0 0 0　　 0　　 0


バ　 イ　 テ ク　 利　 用 1 ，8 5 2 8 3 5　　 2 2　　　　　 0　　 －4 2 9 2 ，2 8 0 2 1 1　 2 10 9　　　　 3 1　　　 2 2 ，3 5 3 2 ，2 8 0 16 8 7　　 5 9 3 2 8


〔　 0　 2 2 〕 〈　　 0 〉 －34 6　　 7 3 4　　　　 1　　　 0 3 8 9 4 2 8 4 15　　　 13 －2 3 1　 1　 12


セ ン タ ー バ ン ク 保 存 0 0　 2 1 0 0　　　　　 0　　　　 0 2 ，1 0 0 9 5 1　 1 3 10　 －　 12 8 2　　　　 0 3 ，54 3 2 ，10 0 0　　 2 10 0 19 7 2


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0 〉 9 5 1　 13 1．0　　 12 8 2　　　 0 3 ，5 4 3 2 ，10 0 0　　 2 10 0 19 7 2 0　　 0　　 0


合　　 計 2 6 ，1 9 8 3 84 2　 7 2 7 8　　 －2 0 94　 －4 5 14 3 0 ，7 1 0 18 8 68　 1 13 2 5　　 8 5 4 6　　 7 8 8 3 9 ，5 2 7 3 0 ，7 10 2 4 3 5 5　　 6 3 5 5 3 7 9 0


〔 2 8 6　4 0 9 8 〕 〈 2 0 94 〉 64 0 1　 14 8　　 2 4 15　 －1 1 5 1 7 ，8 13 4 ，5 12 4 1 10　　 4 0 2 2 5 2 5 0 0　2 18 1 17 5


上段は当年度末の現在（株）数，ただし収集，受入，管理換，廃棄は当年度分……下段は当年度分，〔〕は海外分，ともに内数　〈〉は管理換累計値







（5）研究機関別収集，受入，保存及び特性評価


農業研究センター


＊ ＊ ＊ ＊ ＊保 存 数 の増 減 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 一 元 年 度 末　 保 存 （増 殖 ） 形 態 －　 ＊ ＊ ＊元 年 度 未　 保 存 区分 ＊＊ ＊ 一 特 性 調 査 －


種　 類　 名
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年 度


末 計


元 年度 元


年度


末計


継 代


培 養 r凍結


凍 結 乾 燥


トー乾 燥


を含 む ＿


そ　の　他


合 計


保 存


総 数


－ フレクション ー


ワーキング　 ベース アクチブ


1次 2次 3次
ー 増 一　　　　 一 減 －


収集　 受入　 管理換　 廃棄


細　　　　　 菌
898 35　　 0 0 －321 612 200 315 97 0 612 612 375 2 37 12 7


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉 －140 －247 91 0 －296 －286 －310 24 0 40 40 0


放　　 線　　 菌 10 0　　 0 0 0 10 10 0 0 0 10 10 5 5 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


糸　　 状　　 菌 2 ，236 129　　 2 －100 －210 2 ，057 2058 71 28 0 2，157 2，057 1857 200 38
〔　 0　　 0 〕 〈 100〉 －148 38 －2 0 －112 －179 －8 2 「97 －8 6 129 128 13


ウ　 イ　 ル　 ス 193 128　　 3 0 －35 289 13 186 72 18 289 289 187 102 86
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉 2 89 4 1 96 96 92 4 4 31 116 3


フ　 ァ　 ー　 ジ 18 0　　 0 0 0 18 0 0 18 0 18 18 0 18 18


〔　 0　　 0 〕 〈　 ＿0〉 0 0 0 0 0 0． 0 0 0 0 10 0


マ イ コ プ ラズ マ 15 3　　 0 0 0 18 0 0 0 18 18 18 5 13 13
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉 0 0 0 3 3 3 3 0 0 3 5 0


線　　　　　 虫


合　　　 計


43 5　　 0 0 0 48 7 0 0 4‾1 48 48 23 25 0 ・


3 ，4 13


〔　 0　　 0 〕


300　 ，5


〈　　 0〉


－100 －566 3 ，052


0


2288


0


572


0


215


5


77


5


3 ，152


5


3＿，052


0


2452


5


600


0


282


5 5 5


〔　 0　　 0 〕 〈 100〉 －286 －120 93 9 －304 －361 －297 －64 －82 208 294 21


上段は当年度末の現在（株）数，ただし収集，受入，廃棄，管理換は当年度分……下段は当年度分，〔〕は海外分，ともに内数　〈〉は管理換累計（当年度末）







農業生物資源研究所


＊＊r＊＊＊保存 数の増 減 ＊＊＊＊〃＊ 一 元年度末　 保存 （増殖）形態 － ＊＊＊元年度未　 保存 区分 ＊＊＊ ー 特性調査 －


種　 類　 名
6　3


年度


末計


元年度 元


年度


末計


継代


培養 凍結


凍結 乾燥


L 一乾燥


を含む


そ　の　他


合計


保存


総数


－ コレクションー


ワーキング　ベース アクチブ


1次 2次 3次
一 増 一　　　　 一 減 －


収集． 受入　 管理換　 廃棄


細　　　　　 菌 1，692 191 1ユ75 0 －5 3，053 670 2330 190 7 0 4 ，90 7 3 ，053 1630 1423 124 1
〔 45　 24 〕 〈　　 0〉 －131 951 1304 0 2 ，124 1，36 1 198 1163 1126 129 54 1 46


放　　 線　　 菌 4 0　　 9 0 0 13 0 9 13 0 22 13 3 10 1
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉 0 9 9 0 18 9 0 9 1 0 0 0


酵　　　　　 母 26 0　 116 0 0 14 2 116 0 9 5 0 2 11 14 2 0 142 55
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉 116 0 6 9 0 185 116 0 116 55 0 0 0


糸　　 状　　 菌 ， 18 9 0　4 744 0 －57 4 ，876 48 65 7 79 59 0 5 ；703 4 ，876 3943 933 809
〔　 0 387 1 〕 〈　　 0〉 4687 779 48 0 5 ，5 14 4 ，687 3856 831 762 0 0 10


ウ　 イ　 ル　 ス 248 0　　 3 0 －1 250 0 53 197 2 252 250 194 56 17
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉 0 0 3 0　－ 3 2 －1 3 ．2 0 0 1


D N A ・R N A 26 0　 11 0 0 37 0 37 0 0 37 37 32 5 0
〔． 0　 1 1〕 〈　　 0〉 0 11 0 0 11 11 11 0 0 0 0 0


形 質 転 換 菌 1，500 8 10　　 0 0 －420 1 ，890 0 1890 0 0 1 ，890 1 ，890 1420 470 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉 －350 740 0 0 390 390 390 0 0 0 0 0


動　 物　 細　 胞 17 3　　 0 0 0 20 3 17 0 0 20 20 3 17 3
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉 －5 0 0 0 －5 3 3 0 －2 3 0 0


合　　　 計 3，702 1004　6058 0 －483 10 ，281 5654 5115 2271 2 13，042 10，281 7225 3056 2126
〔 45 3906 〕 〈　　 0〉 4317 2490 1433 0 8，240 6，579 4457 2122 1944 132 541 57







農業環境技術研究所


種　 類　 名


6 3 ＊＊＊＊＊保讐 諾 減＊＊＊＊＊ 元　 ‾ 元年度末諾 霊 誓 画 ‾〒‾ ＊＊＊元年度末 ．保誓 ＊＊＊　 欄 性調査 ‾


年度　 一増 一　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　 保存　 －コレクションー・　 ．1　 2　　 3


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング ベー‾ス　 アクチブ　 次　　 次　　 次


細　　　　　 菌


放　　 線　　 菌


糸　　 状　　 菌


ウ　 イ　 ル　 ス


形 質 転 換 菌


線　　　　　 虫


6，001　 466　739　　 －＿995　 －3005　3，206　 430　 2040　　 3567　　　 2　　 6，039　　 3，206　 2734　　 472　　 376
〔 27　 20 〕 〈　995〉　　　　　　　　　 82 －2826　　 873　　　 0　 －1，871　 －2，795　－1800　 －995　 －995　 412　　 402　　　 0


600　　　 3　　 0　　　　　 0　　　　 0　　 603　　　 0　　 200　　　 403　　　　 0　　　 603　　　　 603　　 561　　 42　　　 26
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 3　　　 0　　　　 3　　　　 3　　　 0　　　 3　　　 3　　 3　　　 6　　　 3


4，023　　 998　242　　 －496　　 －10　4，757　 4251 1782　　 500　　　 0　　 6，533　　 4，757　 4411　 346　　 295
〔194　 66 〕 〈　496〉　　　　　　　　 228　 1173　 100　　　 0　 1，501　　 734　 1230　 －496　 －496　 445　　 65　　　 0


80　　　 9　　 4　　　　　 0　　　 －28　　　 65　　　 5　　 11　　　 49　　　　 0　　　　 65　　　　　 65　　　　 9　 ・56　　　 44
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 4　　　 9　　 －28　　　 0　　 －15　　　 －15　 －27　　 12　　　 5　 13　　　 9　　　 0


167　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　 167　 167　　　 70　　　　 1　　　 0　　　 238　　　　 ‾167　　 167　　　　 0　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 1　　 0　　　 1　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　　 0　　　 0


12　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　 12　　　 0　　　 0　　　　 0　　 12　　　 12　　　　 12　　 12　　　 0　　　　 0
〔　 0 ‾　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　 12　　 12　　　 0


合　　　 計 10，883　 1476　985　　 －1491　 －3043　8，810　 4853　 4103　　 4520　　 14　 13，490　　 8，810　 7894　　 916　　 741
〔221　 86 〕 〈1491〉　　　　　　　　 314　－1644　　 949　　　 0　　 －381　 －2，073　 －597　－1476　－1483　 885　　 494　　　 3







畜産試験場


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊＊＊＊＊　　　 一 元年度末 ．保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分＊＊＊　　 一特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　 一 増 一　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　 保存　 －コレクション－　　　 1　 2　　 3


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング　ベース　 アクチブ　 次　　 次　　 次


細　　　　　 菌


放　　 線　　 菌


酵　　　　　 母


糸　　 状　　 菌


93　　 0　 6　　　 0　　 －17　　 82　　 30　　 76　　 54　　 0　　 160　　　 82　　 24　　 58　　 10


〔　 0　 1〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 －11　 －17　　　 2　　　 0　　 －26　　　 －11　 －17　　　 6　　　 0　　 0　　　 6　　 10


0　　　 0　 12　　　　　 0　　　　 0　　 12　　 12　　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　　 12　　　　 12　　　　 0　　　 12　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 12　　　 0　　　 0　　　 0　　 12　　　 12　　　 0　　 12　　　 0　　 0　　 12　　　 0


86　　　 0　　 4　　　　　 0　　　 －13　　　 77　　　 77　　　 74　　　　 0　　　 67　　　　 218　　　　　 77　　　 42　　　 35　　　 35
〔　 0　　 3 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 －9　 －12　　　 0　 －19　　 －40　　　 －9　　 1　 －10　　 －6　　 4　　　 0　　　 4


168　　 0　 22　　　　 0　　 －3写　 153　 151　 122　　　 2　　　 0　　　 275　　 153　 119　　 34　　 31
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 －10　　 －7　　　 0　　　 0　　 －17　　　 －10　　 －4　　 －6　　　 0　　 0　　 22　　　 0


合　　　 計 342　　　 0　 44　　　　 0　　 －62　　 324　　 27．0　　 272　　　 56　　　 67　　　 665　　　　 324　 185　 139　　　 76
〔　 0　　 4 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 －18　 －36　　　 2　 －19　　 －71　　 －18　 －20　　　 2　　 －6　　 4　　 40　　 14


草地試験場


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊＊＊＊＊　　　　 一 元年度末　 保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分＊＊＊　　 － 特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　 一増 一　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　 保存　 －コレクション－　　　 1　 2　　 3


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　　 次　　 次


細　　　　　 菌


糸　　 状　　 菌


ウ　 イ　 ル　 ス


20　 160　　 0　　　 事20　　　　 0　 160　 160　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 160　　　 160　　 160　　　 0　　　　 0
〔 0． 0 〕 〈　 29〉　　　　　　 150　　 0　 －10　　 0　 140　　 140　 150　 －10　 －10 150　　 30　 10


172　　 29　　 0　　　　　 0　　 －11　 190　 190　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 190　　　 190　　　 90　 100　　 100
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 118　　　 0　　　 0　 －100　　 18　　　 1．8　　 18　　　 0　　　 0　　 29　　 21　　 3


22　　　 0　　 0　　　　　 0　　 －22　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 －22　　　 0　　　 0　　　 0　　 －22　　　 －22　 －22　　　 0　　　 0　　 0　　　 0　　　 0


合　　　 計 214　 189　　 0　　　 －20　　 －33　　 350　　 350　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 350　　　　 350　　 250　 100　　 100
〔　 0　　 0 〕 〈　 20〉　　　　　　　　 246　　　 0　　 －10　 －100　　 136　　 136　 146　 －10　　 －10　 179　　 51　 13







果樹試験場


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊＊＊＊＊　　　　 一 元年度末　 保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分 ＊＊＊　　 一 特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


芸芸 孟 増 妄入 管諾 ‾完 棄 芸雷 雲慧 凍結 ‡諾 燥 芸　 合計　 票芸 言 ㌃ ご ァクチブ 去　 孟　 孟


細　　　　　 菌


酵　　　　　 母


糸　　 状　　 菌


ウ　 イ　 ル　 ス


フ　 ァ　 ー　 ジ


動　 物　 細　 胞


70　　 66　 25　　　　　 0　　　 －2　 159　　 12　 103　　　 44　　　 0　　　 159　　　 159　　 138　　　 21　　　 3
〔 0　 0 〕 ．〈　 0〉　　　　　　 12　 53　　 34　 －10　　 89　　　 89　　 74　 15　　 2　 91　 12・　 0


3　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 3　　　 0　　　 0　　　　 3　　　 0　　　　 3　　　　　 3　　　 0　　　 3　　　　 0
〔　 0　 ＿0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　　 0　　　 0


621．　 123　　 5　　　　 －5　　　　 0　　 744　　 744　　　 0　　　　 5　　　 0　　　 749　　　　 744　　 714　　　 30　　　　 7
つ　 0　　 0 〕 〈　　 5〉　　　　　　　　 127　　　 0　　　 1　　 0　　 128　　 123　 112　　 11　　 0　　 54　 113　　　 2


118　　 25　　 0　　　　 －2　　　　 0　 141 ・　37　　　 53　　　 13　　　 38　　　 141　　　 141　 122　　 19　　　 11
〔　 0　　 0 〕 〈　　 2〉　　　　　　　　　　 9　　 －2　　　 4　　 12　　　 23°　　　 23　　 21　　 2　　　 0　　 25　 ・16　　　 0 ・


2　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 2　　　 0　　　 0　　　　 2　　　　 0　　　　　 2　　　　　 2　　　　 0　　　　 2　　　　 0
〔・0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　　 0　　　 0


32　　　 0　　 0　　　　　 0　　　 －9　　　 23　　 10　　 13　　　　 0　　　　 0　　　　 23　　　　　 23　　 18　　　　 5　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 －22　 －19　　　 0　　　 0　　 －41　　　 －9　　 －6　　 －3　　　 0　　 0　　 1　　 0


合　　　 計 846　　 214　 30　　　 －7　　 －11 1，072　　 803　 169　　　 67　　 38　 1，077　　 1，072　　 992　　 80　　　 21
〔　 0　　 0 〕 〈　　 7〉　　　　　　　　 126　　 32　　　 39　　　 2　　 199　　　 226　　 201　　 25　　　 2　 1－70　 142　　　 2







野菜・茶業試験場


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数 の増減 ＊＊ ＊＊＊　　　 一 元年度末　 保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分 ＊率＊　　 － 特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　 一 増 一　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　 保存　 － コレクションー　　　 1　 2　　 3


末計　 収集 1 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結 を含む　 他　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　　 次　　 次


細　　　　　 菌


放　　 線　　 菌


糸　　 状　　 菌


ウ　 イ　 ル　 ス


369　　 57　　 0　　　　 0　　 －10 0　　 326　　　 6　　 50　　 270　　　 0　　　 326　　　 326　　 217　 109　　　 34
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　　 4　　 20　　 －67　　 0　　 －4 3　　　 －4 3　 －43　　 0　　　 0　 36　　 57　　　 0


456　　　 2　　 0　　　　 0　　　 0　　 458　 458　　　 0　　　 0　　　 0　　　 4 58　　　 4 58　　 4 58　　　 0　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 452　 －450　　　 0　　 0　　　 2　　　　 2　　 2　　 0　　　 0　　 2　　　 2　　　 0


869　　 65　 4　　　 0　　 －2　 936　 936　　 0　　　 0　　 0　　 936　　　 936　 767　 169　　 77
〔　 0　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 67　　 0　　　 0　　 0　　　 67　　　 67　　 59　　 8　　　 0　　 65　　 6 5　　 1


118　　　 0　　 0　　　　 0　　　 0　 118　　　 0　　　 2　　 116　　　 0　　 118　　　 118　　 80　　 38　　　 22
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　 0　　　 0　　　　 0　　 0　　 0　　　 0　　 0　　　 0　　　 0


合　　　 計 1，812　 124　 4　　　 0　 －102 1，838 1400　　 52　　 386　　 0　 1，838　 1，838　 1522　 316　 133
「　 n　　 n l く　　 0）　　　　　　　　　 523　 －430　　 －67　　　 0　　　　 26　　　　 26　　 18　　　 8　　　 0　 103　　 124　　　 1







蚕糸・昆虫農業技術研究所


種 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊＊＊＊＊　　　 一 元年度末・．保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分 ＊＊＊　　 一 特性調査 「


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　 一増 一　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 レ 乾燥　 の　　　　　 保存　 －コレクション－　　　 1　 2　　 3


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結 を含む　 他　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　　 次　　 次


細　　　 菌


放　　 線　　 菌


糸　　 状　　 菌


ウ　 イ　 ル　 ス


原　　　　　 虫


12 1　　 70　　 0　　　 －48　　　 －55　　　 88　　　 5　　　 65　　　　 76　　　　 0　　　 146　　　　　 88　　　 88　　　　 0　　　　 0
〔　 0　 0 〕 〈　 48〉　　　　　　　　　 5　 －35　　 －45　　 0　　 －75　　　 －33　 15　 －48　 －48　 12　 15　　　 0


11　　　 0　　 0　　　　 －1　　　　 0　　 10　　 11　　　 0　　　　 3　　　　 0　　　　 14　　　　 10　　 10　　　　 0　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　 1〉　　　　　　　　　 0　　　 0　　 －1　　 0　　　 －1　　　 －1　　 0　　 －1　　 －1　　 0　　　 0　　　 0


190　　　 0　　 0　　　 －75　　　　 0　　 115‾　 164　　 19　　　　 0　　　　 0　　　 183　　　　 115　　 115　　　　 0　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　 75〉　　　　　　　　 －26　 －26　　　 0　　　 0　　 －52・　　 －75　　　 0　 －75　　 －57　　 0　　　 0　　　 0


13　　　 2　　 0　　　　 0　　　　 0　　 15　　　 0　　 15　　　　 0　　　 0　　　 15　　　　 15　　 10　　　 5　　　 5
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　　 2　　　 0　　　 0　　　　 2　　　　 2　　　 2　　　 0　　　 0　　 2　　　 0　　　 0


16　　　 3　　 0　　　　　 0　　　　 0　　 19　　　 0　　　 0　　　　 0　　 19　　　　 19　　　　 19　　 11　　　 8　　　 1
〔　 0　 0 〕 〈　 d〉　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　 3　　　 3　　　 3　　 3　　 0　　 0　　 3　　 0　　 0


合　　　 計 3 51　　 7 5　　 0　　　 －124　　　 －55　　 247　 180　　　 99　　　 79　　 19　　　 377　　　　 247　　 234　　 13　　　　 6
〔　 0　　 0 〕 〈 124〉　　　　　　　　 －21　 －59　　 －46　　　 3　　 －123　　 －104　　 20　 －124　 －106　 17　　 15　　　 0







家畜衛生試験場


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊＊＊＊＊　　　　 一 元年度末　 保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分 ＊＊＊　　 一 特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　 一増 一　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　 保存　 －コレクション－　　　 1　 2　　 3


末計　 収集　 受入　 管理換 ・ 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　　 次　　 次


細　　　　　 菌


放　　 線　　 菌


ウ イ　 ル　 ス


マイコプラズマ


リ　ケ　ッ　チ　ア


動　 物　 細　 胞
（


．原　　　　　 虫


線　　　　　 虫


900　 96　 63　　　 0　　 0 1，059　 197 ・251　 611　 0　 1，059　 1，05ら　 767　 292　 128


〔　 0　 63 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 159　　　 0　　　 0　　　 0　　 159　　 159　　 96　　 63　　　 3　 134　　 77　　　 0


8　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 8　　　 8　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　 8　　　　　 8　　　 5　　　 3　　　　 3
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　 ＿0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　　 0　　　 0


330　　　 7　　 1　　　　 0　　 －19　　 319　　　 0　 169　　 150　　　 0　　　 319　　　　 319　　 233　　　 86　　　 26
〔　 0　 1 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　 －41　　 30　　　 0　　 －11　　 －11　 －19　　　 8　　　 5　　 8　　　 8　　 1


29　　 26　　 4　　　　　 0　　　　 0　　　 59　　 30　　　 29　　　　 0　　　 0　　　　 59　　　　 59　　　 55　　　 4　　　　 0
〔　 0　　 4 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 30　　 0－　　　 0　　　 0　　　 30　　　　 30　　 26　　　 4　　　 0　　 30　　　 0　　　 0


6　　 1　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 7　　　 0　　　 7　　　　 0　　　 0　　　　 7　　　　　 7　　　 4　　　 3　　　 1
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 1　　　 0　　　 0　　　 1　　　 1　 1　　 0　　　 0　 1　　 1　　 0


15　　　 0　　 7　　　　 0　　　　 0　　 22　　　 3　　 19　　　　 0　　　 0　　　　 22　　　　 22　　　 0　　　 22　　　 0
〔　 0　　 7 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 3　　　 4　　　 0　　　 0　　　　 7　　　　 7　　　 0　　　 7　　　 0　　 4　　　 4　　　 0 1


53　　　 4　 1　　　　 0　　　　 0　　 58　　 27　　 31　　　 0　　　 0　　　　 58　　　　 58　　　 7　　　 51　　　 5
つ　 0　　 0 〕 〈． 0〉　　　　　　　　　 7　　 －2　　　 0　　　 0　　　 5　　　　 5　　　 2　　　 3　　 1　 4　　　 4　　　 0


0　　　 2　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 2　　　 2　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　 2　　　　　 2　　　 2　　　 0　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 2　　 0　　　 0　　 0　　　 2　　　　 2　　　 2　　 0　　　 0　 1　　 2　　　 0


合　　　 計 1・341 〔‾13出 雲〕 1〈　 3〉　 ‾1‾9 1，534　 崇 ．霊　 7㌶　 3 1莞 ＋ 莞 1冒認　 43吉 163 182　 96 1







食品総合研究所


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊＊＊＊＊　　　 一 元年度末・．保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分 ＊＊＊　　 － 特性調査 「


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　 一増 一　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　 保存　 －コレクション－　　　 1　 2　　 3


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング　ベース　 アクチブ　 次　　 次　　 次


細　　　　　 菌


放　　 線　　 菌


酵　　　　　 母＿


糸　　 状　　 菌


237　　 23　 25　　　 －69　　　 －5　　 211　 134　　　 20　　　 77　　　 0　　　 231　　　 211　 125　　　 86　　 19
〔　 0　　 0 〕 〈　 69〉　　　　　　　　　 －11　　 0　　 －18　　　 0　　 －29　　　 －26　 －16　 －10　　 －17　　 26　　 46　　　 36


25　　　 2　 10　　　　 －8　　　　 0　　　 29　　 27　　　 0　　　 12　　　 5　　　　 44　　　　　 29　　 11　　 18　　　　 4
〔　 0　　 2〕 〈　　 8〉　　　　　　　　　 4　　　 0　　 10　　 －5　　　　 9　　　　 4　　　 0　　　 4　　 －7　 12　 100　　　 8


〃


849 言 語　 莞 〕 〈霊 〉　 ‾42　 755 莞　 ＿22　 52　 豊　 t・霊 ＋ 三豊 ．霊 ＋ 霊　 ＿9芸　 29　 27 11


322　　 49　　 5　　　 －60　　　 －39　　 277　　 277　　　 0　　　　 0　　 146　　　 423　　　　 277　　 144　　 ユ33　　　 39
〔 10　　 0 〕 〈　 60〉　　　　　　　　 －45　　　 0　　　 0　 －21　　 －66　　　 －45　 －14　 －31　 －34 ・249　 ・80　　　 5


合　　　 計 1，433　 110　 68　　 －253　 －86 1，272 1183　　 80　 13白　 571 1，973　 1，272　 873　 399 1 69
〔 20　 27 〕 〈　253〉　　　　　　　　 一．156　 －25　　 －3　 －46　　 －230　　 －161　 －78　 －83　 －151　 316　　 253　　 60


森林総合研究所


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊＊＊＊＊　　　　 一 元年度末　 保存 （増殖）形態 －　　 ＊＊＊元年度未　 保存区分＊＊＊　　　 － 特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　 一増 一　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　 保存　 －コレクションー　　　 1　 2　　 3


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　　 次　　 次


糸　　 状　　 菌 1，252　 204　　 7　　　 －99　　　 －5 1，359　 1360　　 98　　　 0　　　 0　 1，458　　 1，359　 1241　 118　　　 59
〔　 0　　 0 〕 〈　 99〉　　　　　　　 1156　 15　　　 0　－1000　　 171　　 107　 195　 －88　　 －97　　 65　　 15　　　 0


合　　　 計 1，252　 204　　 7　　　 －99　　　 －5 1，359　 1360　　 98　　　 0　　　 0　 1，458　　 1，359　 1241　 118　　　 59
〔　 0　　 0 〕 〈　 99〉　　　　　　　　 1156　　 15　　　 0　－1000　　 171　　 107　 195　　 －88　　 －97　　 65　　 15　　　 0







中央水産研究所


＊＊＊＊＊保存 数の増 減 ＊．＊＊＊＊ 一 元 年度 末 ・保存 （増殖）形態 －　　 ＊＊＊元年度未　 保存 区分 ＊＊＊・ ー 特性調査 －


種　 類　 名
6　3


年度


末計


元 年度


ー 増 －　　　 「 減 －


収集　 受入　 管理換　 廃棄


元


年度


末計


継代


培養 凍結


凍結乾燥


L 一乾燥


を含む


そ


の


他 合計


保存


総数


－ コレクションー


ワーキング　 ベース アクチブ


1


次


2


次


3


次


細　　　　　 菌
312 0　 ．0 0 0 312 260 0 52 0 312 312 302 10 0


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉 0 0 0 0 0 0 －5 5 0 231 100 2


糸　　 状　　 菌 1 0　　 0 0 1 －1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉 －1 0 0 0 －1 －1 －1 0 0 0 0 0


合　　　 計 313 0　　 0 0 －1 312 260 0 52 0 312 312 302 10 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉 －1 0 0 0 －1 －1 －6 5 0 231 100 2


養殖研究所


＊＊＊＊＊保存数 の増減 ＊＊＊＊ ＊ 一 元年度末　 保存 （増殖）形態 － ＊＊＊元年度未　 保存区分 ＊＊＊ 一 特性調査 －


種　 類　 名
6　3


年度


末計


元年度


一 増 一　　　　 一 減 －


収集　 受入　 管理換　 廃棄


元


年度


末計


継代


培養 凍結


凍結 乾燥


L 一乾燥


を含 む


そ　の　他


合計


保存


総数


－ コレクションー


ワーキング　ベース アクチブ


1次 2次 3次


細　　　　　 菌
24 8 7　　 0 0 －40 2 15 0 2 15 0 0 2 15 2 15 90 125 11


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉 0 －33 －5 0 －38 －33 －35 2 2 5 11 1


ウ　 イ　 ル　 え 418 3　　 1 0 【8 44 0 44 0 0 44 44 22 22 3
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉 0 －4 0 0 －4 －4 －2 －2 3 3 5 0


合　　　 計 296 10　　 1 0 一一48 259 0 259 0 0 259 259 112 147 14
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉 0 －37 －5 0 －42 －37 －37 0 5 8 16 1







（6）研究室別収集，受入，保存及び特性評価


農業研究センター


＊＊ ＊＊ 1＊保 存 数 の増 減 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ － 元 年 度 末　 保 存 （増殖） 形 感－ ＊ ＊ ＊元 年 度 未　 保 存 区 分 ＊＿＊ ＊ ー 特 性 調 査 －


種　 類　 名


研 究 室 略 名


6　3


年 度


末 計


元 年 慶


一 増 一　　　　 一 減 －


収集　 受入　 管理換　 廃棄


元


年 度


末 計


継 代


培 養


凍 結 乾 燥


L 一乾 燥


凍 結　 を含 む


そ　の　他


合 計


保 存


総 数


ー コレクション ー


ワーキング　 ベース アクチブ


1　次 2　次 3　次 利 用


区分


細　 菌


マ イ コ 防 研 206 5　　 0 0 －50 16 1 0 64 97 0 161 161 4 1 120 97
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0 〉 0 －136 9 1 0 －4 5 －4 5 －48 3 0 10 10 0 11


マ イ コ 防 研 382 10　　 0 0 －151 24 1 0 24 1 0 0 24 1 24 1 200 4 1 20
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉 －30 －12 1 0 0 －151 －14 1 －162 21 0 10 10 0 14


水 田 虫 害 研 10 0　　 0 0 0 10 0 10 0 0 10 10 0 10 10
〔＿　 0 ．　 0 〕 〈　　 0〉 －10 10 0‘ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14


畑 土 肥 研 300 20　　 0 0 －120 200 200 0 0 0 200 200 134 66 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉 －100 0 0 0 －100 －100 －100 0 0 20 20 0 14


小　 計 898 35　　 0 0 －321 612 200 315 97 0 612 612 375 237 127


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉 －14 0 －24 7 91 0 「296 －286 －310 24 0 40 40 0


放 線 菌


畑 土 肥 研 10 0　　 0 0 0 10 10 0 0 0 10 10 5 5 0


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉 0 0 0 0 0 0 0　° 0 0 0 0 0 14


小　 計 10 0　　 0 0 0 10 10 ・ ・0 0 0 10 10 5 5 0


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


糸状 菌


水 田病 害 研 1，35 1 10　　 0 －34 0 1 ，327 1361 0 0 0 1 ，361 1 ，327 1304 23 7


〔　 0　　 0 〕 〈　 34〉 －24 0 0 0 －24 －24 10 －34 －33 10 80 0 11







農業研究センター


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊．＊＊＊＊　　　 一 元年度末　 保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分＊＊＊　　 － 特性調査 ■


6 3　　　　　　 元年度　　　　　 ．元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　 一増 一　　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　 保轟　 －コレクションー　　　 1　 2　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄 ．末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


畑 病 害 研


土壌病害研


水田虫害研


畑 土 肥 研


150　　 20　　 0　　　 －34　　　　 0　 136　 12 1　　 49　　　　 0　　　 0　　　 170　　　 136　　 135　　　 1　　　 0


・〔　 0　　 0 〕 〈　 34〉　　　　　　　　 －30　 16　　　 0 －　　 0　　 －14　　　 －14　　 20　 －34　　 －29　　 20　 20　　 0　 11


224　　 35　　 2　　　 車32　　　　 0　　 229　　 211　　 22　　　 28　　　 0　　　 26 1　　　 229　　 194　　　 35　　 11
〔 0　 0 ．〕 〈　 32〉　　　　　　 －15　　 22　　 －2　　 0　　　 5　　　 5　　 29　 －24　 －24　 35　 22　 13 11


51　　 4　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 55　　 55　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　 55　　　　 55　　　 4　　　 51　　 20
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 4　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 4　　　　 4　　　 4　　　 0　　　 0　　 4　　 6　　 0　 14


4 60 1　 60　　 0　　　　　 0　　 －210　　 310　　 310　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 310　　　　 310　　 220　　　 90　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 －83　　 0　　　 0　　　 0　　 －83　　 －150　 －145　　 －5　　　 0　　 60　　 0　　 0　 14


小　 計


ウイルス


ウイ診断研


ウイ診断研


ウイ防除研


水田虫害研


小　 計


2，23 6　 12 9　　 2　　 －100　 －210　2，057　 20 58　　 71　　 28．　　 0　　 2，157　　 2，057　 1857　　 200　　 38
〔　 0　　 0 〕 〈 100〉　　　　　　　　 －148　　 38　　 －2　　　 0　　 －112　　 －179　 －82　 －97　　 －86　 129　 128　 13


10 6　 123　　 3　　　　 0　　 ■35　 197　　　 8　 127　　　 62　　　 0　　 197　　　 197　 152　　 45　　　 45
〔　 0　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 87　　　 4　　 0　　　 91　　　 91　 87　　 4　　　 4　 23 108　 1 11


6　　　 2　　 0　　　　 0　　　 0　　　 8　　　 0　　　 6　　　 2　　　 0　　　　 8　　　　 8　　　 6　　　 2　　　 0
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　　 0　　 2　　　 0　 ・0　　　 2　　　　 2　　 2　　 0　　　 0　　 2　　 2　　 2　 14


35　　 1　 0　　　　 0　　　 0　　 36　　　 0　　 10　　　 8　　 18　　　 36　　　　 36　　 21　 15　　 12


・〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　 1　　 1　　 1　 1　　 0　　　 0　　 2　　 2　　 0　 11


4 6　　　 2　　 0　　　　 0　　　 0　　 48　　　 5　　 43　　　 0　　　 0　　　 48　　　　 48　　　 8　　 40　　　 29
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　 2　　 0　　　 0－　　 0　　　 2　　　 2　　 2　　 0　　 0　　 4　　 4　　 0 14


193　 128　　 3　　　　 0　　 －35　　 28 9　 13　 18 6　　　 72　　 18　　　 28 9　　　 28 9　 18 7　 102　　　 86
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　　 2　　 89　　　 4　　 1　　 96　　　 96　　 92　　 4　　　 4　 31 116　　 3．







農業研究センター


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊＊＊＊＊　　　 一 元年度末・．保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分 ＊＊＊　　 一 特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　　 一 増 一　　　 一 減 一　　 年度 ‾　継代　　　 L －乾燥　 の　　　　　　 保存　 ‾コレクションー　　　 1　 2　　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


ファージ


マイコ防研 18 〔 3　 3 〕．〈　 3〉　 0 18　 3　 3 13　 3　 13　 13　 3 13 ・ 13 。 。・ 。 14


小　 計


マイコプラズマ


マイコ防研


18　　 0　 0　　 ‘0　　　 0　 18　　 0　　 0　 18　　 0　　 18　　 18　　 0　 18　 18
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　 0　　　 0　　　　 0　　 0　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0


15 〔 3　 3 〕 〈　 3〉　 0 18　 3　 3　 3 13　 13　 13　 3 †3 13　 3　 5 。 11


小　 計


線　 虫


線 虫 害 研


15　　　 3　　 0　　　　 0　　　　 0　　 18　　　 0　　　 0　　　　 0　　 18　　　 18　　　　 18　　　 5　　 13　　 13
〔　 0　　 0〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　　 3　　　　 3　　　　 3　　　 3　　　 0　　　 0　　 3　　 5　　 0


43　　　 5　　 0　　　　　 0　　　　 0　　 48　　　 7　　　 0　　　　 0　　　 41　　　 48　　　　 48　　　 23　　　 25　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　　 5　　　　 5　　　　 5　　　 0　　　 5　　　 0　　 5　　 5　　 5　 12


小　 計 43 〔 呂　 3 〕 〈　 3〉　 0　 48　 呂　 3　 3　 4吉　 43　 ㌢　 23　 2昌　 3　 5　 5　 5


合　 計 3，413　 300　　 5　　 －100　 －566　3，052　 2288　　 572　　 215　　 77　　 3，152　　 3，052　 2452　　 600　　 282
〔　 0　 0 〕 〈 100〉　　　　　　　 －286　 －120　　 93　　 9　　 －304　　 －36 1 －297　 －64　　 －82　 208　 294　 21


上段は当年度末の現在（株）数，ただし収集，受入，廃棄，管理換えは当年度分……下段は当年度分，〔〕は海外分，ともに内数〈〉は管理換累計（当年度末）







右欄の利用区分（コード）は次の通りである。


利用コード　　　　　　利用区分


1


　


2


　


3


　


4


0


　


1


　


1


　


1


　


ナ


⊥


l


0　0　0　0　0　0　02　3　4　5　6　7　8


農林水産生産への利用
植物病原体


動物病原体
藻類病原体


生産への利用


食品加工への利用


代謝産物の利用


微生物菌体の直接利用
バイオマス変換の利用
環境保全・浄化への利用
バイオテクノロジーへの利用


センターバンク保存


－
会
－







農業生物資源研究所


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊＊＊＊＊　　　 一 元年度末－．保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分 ＊＊料　　 一特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　　 一 増 一　　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　　 保存　 ‾コレクション‾　　　 1　 2　　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結 を含む　 他　 合計　 総数　 ワーキング ベース アクチブ　 次　 哀　 次　 区分


細　 菌


センターバンク


微 探 評 研


微 保 存 研


遺 分 析 研


遺 分 析 研


遺子構造研


核外遺子研


窒素固定研r


微 機 能 研


微 機 能 研


0 〔 3 113呂〕 〈　 3〉　 0 1・137　 g　 ㌶ ；霊 ㍉ 3　 昌 霊　 昔 ． 3　 霊 ‡ 漂　 0　 0　 0　 8。


0　　 20　　 8　　　　 0　　　　 0　　 28　　 28　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　 28　　　　 28　　 16　　 12　　　 0
〔　 0　　 8 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 28　　 0　　　 0　　　 0　　　 28　　　 28　 16　 12　　　 0　 28　　 0　 12　 70


262　 143　　 5　　　　　 0　　　 －5　　 405　　　 0　　 378 ．　　 81　　　 0　　　 459　　　　 405　　 400　　　 5　　　　 5
〔 32　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　 －207　 319　　 72　　 0　　 184　　 143　 143　　 0　　　 0　 71 148　　 0　 11


529　　 20　 14　　　 0　　　 0　 563　 540　 563　　 563　　 0　 1，666　　　 563　 372　 191　　 83
〔 13　 14 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 11　 34　　　 34　　　 0　　　 79　　　 34　　 20　 14　　　 0　 30　 64　 34　 14


65　　　 0　　 0　　　　 0　　　　 0　　 65　　 65　　 65　　 ．65　　　 0　　　 L195　　　　 65　　 45　　 20　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 20　　 65　　　 45　　　 0　　 130　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　 10　　 0　 14


．25　　　 0．　 0　　　　 0　　　　 0　　 25　　　 0　　 25　　　　 0　　　 0　　　 25　　　　 25　　　 0　　 25　　　 25〔　 0　　 0〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 70


29 〔㍊　 3〕 〈　 3， 0　 29　 2呂　 23　 3　 3 ig　 23　 3　 23　 3 。 9 。 11


45　　　 6　　 2　　　　 0　　　 0　　 53　　　 8　　　 0　　　 45　　　 0　　　 53－　　　　 53　　 53　　　 0　　　 0
〔　 0　　 2 〕 〈　 0〉　　　　　　　　　 8　　 0　　　 0　　 0　　　 8　　　　 8　　 8　　 0　　　 0　 〃0　　 0　　 0　 14


741　　 0　　 0　　　　 0　　　 0　　 741　　 0　　 741　　　 0　　　 0　　　 741　　　 741　 731　 10　　 ・2
〔　 0　　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　 0　　　 0　　　　 0　　 0　　 0　　　 0　　 0　 3・20　　 0　 30


5　　　 2　　 0　　　　 0　　　 0　　　 7　　　 0　　　 7　　　 0　　　 0　　　　 7　　　　 7　　　 4　　　 3　　　 0
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　　 0　　 2　　　 0　　 0　　　 2　　　　 2　　 2　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 70


小　 計 1，692　 191 1175　　　 0　　 －5　3，053　 670　 2330　 1907　　 0　 4，907　 －3，053　 1630　 1423　 1241
〔 45　 24 〕 〈　 0〉　　　　　　　 －131　 951 1304 ．　 0　 2，124　 1，361 198　 1163　 1126 129　 541　 46







農業生物資源研究所


種　 類　 名


＊ ＊＊＊ ＊保存数 の増減 ＊＊＊＊＊　　　　 一 元年度末　 保 存 （増殖） 形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存 区分 ＊＊＊　　 一 °特性調査 －


6 3　　　　　　 元 年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　　 一 増 一　　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　　 保存　 ‾ コレクション‾　　　　 1　 2　　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含 む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング　ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


放線菌


センターバンク


微 機 能 研


0　　　 0　　 9　　　　　 0　　　　 0　　　 9　　　 0　　　 9　　　　 9　　　 0　　　 18　　　　　 9　　　 0　　　 9　　　 1


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0 °　　 9　　　 9　　　 0　　 18　　　　 9　　　 0　　　 9　　 1　 0　　 0　　 0　 80


4　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 4　　　 0　　　 0　　　　 4　　　 0　　　　　 4　　　　　 4　　　 3　　　 1　　　 0


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 70


小　 計


酵　 母


センターバンク


微 機 能 研


4　　　 0　　 9　　　　　 0　　　　 0　　 13　　　 0　　　 －　9　　　 13　　　　 0　　　　 22　　　　 13　　　　 3　　 10　　　 1


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 9　　　 9　　　 0　　 18　　　　 9　　　 0　　　 9　　 1　 0　　 0　　 0


0　　　 0　 116　　　　　 0　　　　 0　　 116　 116　　　 0　　　　 69　　　　 0　　　 185　　　　 116　　　　 0　　 116　　　 55


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 116　　　 0　　　 69　　　 0　　 185　　　 116　　　 0　 116　　 55　　 0　　 0　　 0　 80


26　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 26　　　 0　　　 0　　　　 26　　　　 0　　　　 26　　　　　 －26　　　　 0　　　 26　－　　　 0


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉．　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 70


小　 計


糸状菌


センターバンク


微 探 評 研


微 保 存 研


26　　　 0 116　　　　 0　　　　 0　 142　 116　　　 0　　　 95　　　 0　　　 211　　 14 2　　 ・＿0　 14 2　　　 55


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 116　　　 0　　　 69　　　 0　　 18 5　　　 116　　　 0　 116　　 55　　 0　　 0　　 0


0　　　 0　 835　　　　 0　　　 0　　 835　 835　　 779　　　 48　　　 0　 1，66 2　　　 83 5　　　 0　　 8 35　　 787


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 835　 779　　　 48　　　 0　 1，662　　　 83 5　　　 0　　 8 35　　 787　　 0　 ，0　　 0　 80


4 3　　　 0 38 71　　　 0　　 －10　 3，904　 3904　　　 0　　　 0　　　 0　　 3，904　　 3，904　 38 72　　 32　　　 5


〔　 0 38 66 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 38 61　　 0　　　 0　　　 0　　 3，86 1　 3，86 1　 38 51　 10　　　 5　　 0　　 0　 10 ． 30


96　　　 0　　 38　　　　　 0　　　　 0　　 134　 126　　　 0　　　　 8　　　　 0　　　 134　　　　 134　　　 7 1　　 63　　　 17


〔　 0　　 5〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 38　　　 0　　　 0　　　 0　　　 38　　　　 38　　　 5　　 33　　 17　　 0　　 0　　 0　 11







農業生物資源研究所


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊＊＊＊＊　　　　 一 元年度末　 保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分＊＊＊　　 一 特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　　 一増 一　　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　　 保存　 ‾コレクション‾　　　　 1　 2　　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換 1廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング　ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


微 保 存 研


遠　 縁　 研


3　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 3　　　 0　　　 0　　　　 3　　　 0　　　　　 3　　　　　 3　　　 0　　　 3　　　　 0
〔　 0　　 0 〕－〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　　 30


47　　　 0　　 0　　　　　 0　　　 －47 ‾　　　0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　　 0　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 －47　　　 0　　　 0　　　 0　　 －47 ．　　 －47 ・　　 0　 －47　　 －47　　 0　　 0　　 0　 11


小　 計


ウイルス


センターバンク


遺子構造研


核外遺子研


抵抗遺子研


微 機 能 研


189　　　 0 4744　　　　 0　　 －57　4，876　 4865　　 779　　　 59　　　 0　　 5，703　　 4，876　 3943　　 933　　 809
〔　 0 3871〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 4687　 779　　　 48　　　 0　　 5，514　　 4，687　 3856　　 831　 762　　 0　　 0　 10


0　　　 0　　 3　　　　　 0　　　　 0　　　 3　　　 0　　　 0　　　　 3　　　　 0　　　　　 3　　　　　 3　　　　 0　　　　 3　　　　 3
〔　 0 ・0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 3　　　 0　　　　 3　　　　 3　　　 0　　　 3　　　 3　　 0　　 0　　 0　　 80


25　　 0　　 0　　　　 0　　　 0　　 25　　 0　　 25　　　 0　　　 0　　　 25　　　 25　　　 0　　 25　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0‾　 70


25　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0‾　　　25　　　 0　　　 25　　　　 0　　　　 2　　　　 27　　　　　 25　　　 24　　　 1　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　 －1　 1　　 0　　 0　　 0　　 0　 70


194　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　 194　　　 0　　　 0　　 194　　　　 0　　　 194　　　　 194　　 167　　　 27　　　 14
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　 1 11


4　　　 0　　 0　　　　　 0　　　 －1　　　 3　　　 0　　　 3　　　　 0　　　　 0　　　　　 3　　　　　 3　　　　 3　　　　 0　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　 －1　　 0　　 －1　　 －1　 0　　 0　　 0　 11


小　 計 ．248　　　 0　 ’3　　　　　 0　　　 －1　　 250　　　 0　　　 53　　 197　　　 2　　　 252　　　　 250　　 194　　　 56　　　 17
「　 0　　 01 く　　 0〉　　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　　 3　　　 0　　　　 3　　　　　 2　　 －1　　　 3　　　 2　　 0　　 0　　 1







農業生物資源研究所


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊＊＊＊＊　　　 一 元年度末　 保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分 ＊＊＊　　 － 特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　　 一 増 一　　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　 保存　 ‾コレクション‾　　　 1 ．2　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アク≠ブ　 次　 次　 次　 区分


D N A ・R N A


微 機 能 研 26　　　 0　 11　　　　 0　　　　 0　　 37　　　 0　　 37　　　　 0　　　 0　　　 37　　　　 37　　 32　　　 5　　　 0
〔　 0　 11〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　 11　　　 0　　　 0　　 11　　 11　 11　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 70


小　 計


形質転換菌


遺子構造研


26　　　 0　 11　　　　 0　　　　 0　　 37　　　 0　　 37　　　　 0　　　 0　　　 37　　　　 37　　 32　　　 5　　　 0


〔　 0　 11〕－　〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　 11　　 0　　　 0　　 11　　 11　 11　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0


1，500　 810　 0　　　 0　 －420 1，890　　 0 1890　　　 0　　 0　 1，890　 1，890　 1420　 470　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　 －350　 740　　　 0　　　 0　　 390　　　 390　　 390　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 70


小　 計


動物細胞


種 生 理 研


1，500　 810　 0　　　 0　 －420 1，890　　 0 1890　　　 0　　 0　 1，890　 1，890　 1420　 470　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　 －350　 740　　　 0　　 0　　 390　　　 390　　 390　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0


17　　　 3　　 0　　　　 0　　　 0　　 20　　　 3　　 17　　　 0　　　 0　　　 20　　　　 20　　　 3　　 17　　　 3
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　 －5　　 0　　　 0　　 0　　　 －5　　　　 3　　 3　　 0　　 －2　　 3　　 0　　 0　 70


小　 計 17　　 3　　 0　　　　 0　　　 0　　 20　　 3　 17　　　 0　　　 0　　　 20　　　　 20　　　 3　 17　　　 3
〔 O　 b 〕 〈　 0〉　　　　　　　 －5　 ・0　　 0　　 0　　 －5　　　 3　　 3　　 0　　 －2　 3　 0　 0


合　 計 3，702 1004 6058　　　 0　 －483 10，281 5654　 5115　 2271　　 2　 13，042　 10，281　 7225　 3056　 2126


「 45 3906 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 4317　 2490　 1433　　　 0　　 8，240　　 6，579　 4457　 －2122　 1944 132　 541　 57







農業環境技術研究所


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊＊＊＊＊　　　　 一 元年度末　 保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分＊＊＊　　 一 特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　 一増 一　　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L －乾燥　 の　　　　　 保存　 －コレクション－　　　 1　 2　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング　ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


細　 菌


土微生態研


土微生態研


土 微 利 研


線 ・動物研


微 特 分 研


微 特 分 研


寄生菌動態


300　　 200　　 0　　　　　 0　　　　 0　　 500　　 300　　 200　　　　 0　　　 0　　　 500　　　　 500　　 500　　　 0　　　　 0
〔 ．0　 0 〕 く　 り〉　　　　　　　 35　 100　　 0・　 0　 135　　 200　 200　　 0　　 0　220　 75　 0　 11


3，005　　 0　　 0　　　　 0　 －3005　　　 0　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0 ・　 0　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0 －3005　　　 0　　　 0　 －3，005　 －3，005　－3005　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 60


280　　 27　 20　　 －199　　　 0　 128　　 82　　　 0 ’　 245　　　 0　　　 327　　 128　　 82　　 46　　 41
〔 27　 20 〕 〈 199〉　　　　　　　　　 47　　 0　 －199　　　 0　　 －152　　 －152　　 47　 －・199　 －199　 47　 132　　 0　 14


2　　　 0　 ．0　　　　　 0　　　　 0　　　 2　　　 0　　　 0　　　　 0　　　 2　　　　 2　　　　　 2　　　 2　　　 0　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 2　　 2　　 0　 14


2，414　 129　　 0　　 －796　　　 0 1，747　　 48　 1790　　 2543　　　 0　　 4，381　 1，747　 1321　 426　　 335


．〔　 0　　 0 〕 〈　796〉　　　　　　　　　 0　　 29　　 293　　　 0　　 322　　 －667　 129　 －796　 －796　 29　 129　　 0　 11


0　　　 0　715　　　　 0　　　　 0　　 715　　　 0　　　 0　　　 715　　　 0　　　 715　　　　 715　　 715　　　 0　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　 715　　　 0　　 715　　　 715　　 715　　 －0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 60


0　 110　　 4　　　　 0　　　　 0　 114　　　 0　　 50　　　 64　　　 0　　 114　　　 114　 114　　　 0　　　 0
〔 0　 0 〕 く　 0〉　　　　　　　 0　 50　　 64　　 0　 114　 114　 114　　 0　　 0 114　 64　 0 ・11


小　 計


放線菌


土微生態研


6，001　 466　739　　 －995　 －3005　3，206　 430　 2040　 3567　　 2　 6，039　　 3，206　 2734　 472　　 376
〔 ？7　 20〕 〈　995〉　　　　　　 82 －2826　 873　　 0　 －1・871 ‾2，795 ‾1800　 ‾995　 ‾約5　412　 402　 0


500　　 0　　 0　　　　 0　　　 0　　 500　　 0　　 200　　 300　　　 0　　　 500　　　 500　　 500　　 rO　　　 O
〔　 0　　 0〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 11







農業環境技術研究所


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増 減 ＊．＊＊＊＊　　　　 一 元 年度 末　 保存 （増殖）形態 －　 ＊束＊元年度 未　 保存 区分 ＊＊＊　　 － 特性調査 ．－


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　　 一 増 一　　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　　 保存　 －コレクション一　　　　 1　 2　　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃壷　 末計　 培 養　 凍結 を含む　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


土 微 利 研 100　　　 3　　 0　　　　　 0　　　　 0　　 103　　　 0　　　　 0　　　 103　　　　 0　　　 103　　　　 103　　　 61　　　 42　　　 26


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 3　　　 0　　　　 3　　　　 3　　　 0　　　 3　　　 3　　 3　　 6　　 3　 14


小　 計


糸状菌


土徴生態研


微 特 分 研


寄生菌動態


600　　　 3　　 0　　　　　 0　　　　 0　　 603　　　 0　　 200　　　 403　　　　 0　　　 603　　　　 603　　 561　　 42　　　 26


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉、　　　　　　　　 0　　　 0　　　 3　　　 0　　　　 3　　　　 3　　　 0　　　 3　　　 3　　 3　　 6　　 3


1，012　　 50　　 0　　　　 0　　 －10 1 ，052　　 50　 1甲2　　　 0　　 0　 1，062　 1，052　 1052　　 0　　　 0


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 50　　 50　　　 0　　　 0　　 100　　　　 40　　 40　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 11


2 ，908　 948　 242　　 －496　　　 0　 3，602　 4098　　 770　　 500　　　 0　　 5，368　　 3，602　 3256　　 346　　 295


〔 194　 66 〕 〈　 496〉　　　　　　　　 178　 1123　　 100　　　 0　 1，401　　　 694　 1190　 －496　 －496　 445　　 65　　 0　 11


103　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　 103　 103　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 103　　　 103　　 103　　　 0　　　　 0


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉・　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 11


小　 計


ウイルス


土微分類研


4，023　 998　 242　　 －496　　 －10　 4，757　 4251 1782　　 500　　　 0　　 6，533　　 4，757　 4411　 346　　 295


〔 194　 66 〕 〈　 496〉　　　　　　　　　 228　 1173　　 100　　　 0　 1，501　 ・734　 1230　 －496　 －496　 445　　 65　　 0


80　　　 9　　 4　　　　　 0　　 －28　　 65　　　 5　　 11　　　 49　　　 0　　　　 65　　　　 65　　　 9　　　 56　　　 44


〔 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　 4　　 9　 －28　　 0　　 －15　　 －15　 －27　 12　　 5 13　　 す　 0　 11


小　 計 80　　 9　 4　　　　 0　　 －28　　 65　　 5　 11　　 49　　 0　　　 65　　　 65　　 9　　 56　　 44


「　 0　　 0 1 く　　 0）　　　　　　　　　　 4　　　 9　　 －28　　　 0　　　 －15　　　 －15　　 －27　　 12　　　 5　 13　　 9　　 0







農業環境技術研究所


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊＊＊＊＊　　　 一 元年度末・，保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分＊＊＊　　 一特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　　 一 増 一　　　 一 減 一　　 年度 ‾　継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　　 保存　 ‾コレクション‾　　　 1　 2　　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング ベース ′ァクチブ　 次　 次　 次　 区分


形質転換菌


寄生菌動態 167　　　 0　　 0　　　　 0　　　　 0　 167　 167　　 70　　　 1　　 0　　　 238　　　 167　 167　　　 0　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　 1　　 0　　　 1　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 70


小　 計


線　 虫


線 ・動物研


167　　　 0　　 0　　　　 0　　　　 0　 167　 167　　 70　　　 1　　　 0　　　 238　　　 167　 167　　　 0　　　 0
〔　 0 、 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　 1　　 0　　　 1　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0


12　　　 0　　 0　　　　 0　　　　 0　　 12　　　 0　　　 0　　　　 0　　 12　　　 12　　　　 12　　 12　　　 0　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　 12　 12　　 0　 11


小　 計 12　　　 0　　 0　　　　 0　　　　 0　　 12　　　 0　　　 0　　　　 0　　 12　　　 12　　　　 12　　 12　　　 0　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　 12　 12　　 0


合　 計 10，883　 1476　985　　 －1491　 －3043　8，810　 4853　 4103　　 4520　　 14　 13，490　　 8，810　 7894　　 916　　 741
〔221　 86 〕．〈1491〉　　　　　　　　 314 －1644　　 949　　 0　　 －381　 －2，073　 －597　－1476　－1483　885　 494　　 3







畜産試験場


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊＊＊＊＊　　　 一 元年度末　 保存 （増殖）商態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分＊＊＊　　 一特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　 一 増 一　　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　 保存　 ‾コレクション‾　　　 1　 2　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結 を含む　 他　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


細　 菌


飼 品 質 研


飼 品．質 研


加 工 3　研


41　　 0　　 0　　　　 0 ・　 －17　　 24　　 24　　 24　　　 0　　　 0　　　 48　　　　 24　　 24　　　 0　　　 0


〔　 o　 b 〕 〈　 0〉　　　　　　　 －17　 －17　　　 0　　 0°　　 －34　　 －17　 －17　　 0　　 0　 0　　 0　　 0　 14


0　　 0　　 6　　　　 0　　　 0　　　 6　　 6　　　 0　　　 2　　　 0　　　　 8　　　　 6　　　 0　　　 6　　　 0
〔　 0　 1 〕 〈　 0〉　　　　　　　　 6　　 0　　　 2　　 0　　　 8　　　　 6　　 0　　 6　　　 0　 0　　 6　　 0　 50


52　　 0　　 0　　　　 0　　　 0　　 52　　 0　　 52　　　 52　　　 0　　 104　　　　 52　 ・0　　 52　　 10
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 0　　 0　 10　 20


小　 計


放線菌


飼 品 質 研


93　　 0　　 6　　　　 0　　 －17　　 82　　 30　　 76　　　 54　　　 0　　 160　　　　 82　　 24　　 58　　 10


〔　 0　 1 〕 〈 10〉　　　　　　　 －11　 －17　　　 2　　 0　　 －26　　 －11　 －17　　 6　　 0　 0　　 6　 10


0　　 0　 12　　　　 0　　　 0　 12　 12　　 0　　　 0　　　 0　　 12　　　 12　　　 0　 12　　　 0
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　 12　　 0　　　 0　　 0　　 12　　 12　　 0　 12　　 °0　 0　 12　　 0　 40


小　　　 計


酵　 母


飼 品 質 研


0　　 0　 12　　　　 0　　　 0　 12　 12　　 0　　　 0　　　 0　　 12　　　 12　　　 0　 12　　　 0


〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　 12　　 0　　　 0　　 0　　 12　　 12　　 0　 12　　 0　 0　 12　　 0


86　　 0　 4　　　　 0　　 －13　　 77　　 77　　 74　　　 0　　 67　　 218　　　 77　　 42　　 35　　 35
〔 0　 3 〕 〈　 0〉　　　　　　　 －9　 －12　　 0　 －19　　 －40　　　 －9　 1　 －10　　 －6　 4　 0　 4　 14


小　　　 計 86　　 0　 4　　　　 0　　 －13　 7 7　　 77　　 74　　　 0　　 67　　 218　　　 77　　 42　　 35　　 35


「　 ∩　　 3 1 く　　 ∩）　　　　　　　　　 －9　 －12　　　 0　　 －19　　 －40　　　　 －9　　 1　 －10　　 －6　　 4　　 0　　 4







畜産試験場


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊＊＊＊＊　　　　 一 元年度末 ．保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分 ＊＊＊　　 － 特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　　 一軒 一　　　 一 減 一　　 毎度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　　 保存　 －コレクションー　　　 1　 2　　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


糸状菌


飼 品 質 研


飼 品 質 研


131　　　 0　　22　　　　　 0　　　 －29　　 124　 122　　 122　　　　 2　　　　 0　　　 246　　　　 124　　　 90　　　 34　　　 31
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 －7　　 －7　　　 0　　　 0　　 －14　　　 －7　　 －1　 －6　　　 0　　 0　 22　　 0　 14


32　　　 0　　 0　　　　　 0　　　 －3　　　 29　　 29　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　 29　　　　 29　　　 29　　　 0　　　　 0
〔 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　 －3　　 0　　 0　　 0　　 －3　　　 －3　 －．3　　 0　　 0　 0　 0　 0　 50


小　 計 163　　　 0　 22　　　　　 0　　 －32　 153　 151　 122　　　　 2　　　 0　　　 275　　　 153　　 119　　　 34　　　 31
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 －10　　 －7　　　 0　　　 0　　 －17　　　 －10　　 －4　　 －6　　　 0　　 0　 22　　 0


合　 計 342　　　 0　 44　　　　　 0　°　　－62　　 324　　 270　　 272　　　 56　　　 67　　　 665　　　　 324　　 185　　 139　　　 76
〔　 0　　 4 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 －18　 －36　　　 2　 －19　　 －71　　 －18　 －20　　　 2　　 －6　 ・4　 40　 14







種　 類 名


＊＊＊＊＊保存数の増減示＊＊＊＊　　　 「．元年度未　 保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分＊＊＊　　 一特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元 ．　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　　 一増 一　　　 一減 一　　 年度　 継代　　　 L －乾燥　 の　　　　　　 保存　 －コレクション‾　　　　 1　 2　　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計 ．培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　アクチブ　 次　 次　 次　 区分


細　 菌


土　 微　 研


調製貯蔵研


20　 150　　 ＿0　　　 －20　　　　 0　 150　 150　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 150　　　 150　　 150　　　 0　　　　 0
〔　 0　　 0〕 〈　 20〉　　　　　　　　 140　　 0　　 －10　　　 0　　 130　　 130　 140　 －10　　 －10 150　　 0　　 0　 14


0
0　 10　　 0　 〈　　 0〉　　　 0　　 10　 10　　　 0　　　 0　　　 0　　　 10　　　 10　　 10　　　 0　　　 0


〔　 0　　 0〕　　　　　　　　　　　　 10　　　 0　　　 0　　　 0　　 10　　　 10　　 10　　　 0　　　 0　　 0　 30　 10　 14


小　 計


糸状菌


作　 病　 研


調製貯蔵研


20　 160　　 0　　　 －20　　　　 0　 160　 160　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 160　　　 160　　 160　　　 0　　　　 0
〔　 0　　 0〕 〈　 20〉　　　　　　　　 150　　　 0　　 －10　　　 0　　 140　　 140　 150　 －10　　 －10 150　 30　 10


172　　 26　　 0　　　　　 0　　 －11　 187　 187　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 187　　　 187　　　 87　　 100　　 100
〔　 0　　 0〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 115　　　 0　　　 0　 －100　　 15　　　 15　　 15　　　 0　　　 0　 26　　 0　　 0　 11


0 〔　 3　　 0　　　　 0　　　 0　　　 3　　 3　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 3　　　　 3　　　 3　　　 0　　　 0
0・　 0〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 3　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 3　　　　 3　　　 3　　　 0　　　 0　　 3　 21　 3　 11


小　 計


ウイルス


作　 病　 研


172　　 29　　 0　　　　 0　　 －11　 190　 190　　　 0　　　　 0　　　 0　　 190　　　 190　　　 90　 100　　 100
〔 0　 0 〕 〈　 0？　　　　　 118　　 0　　 0　 －100　 18　　 18　 18　　 0　　 0　 29　 21　 3


22　　　 0　　 0　　　　 0　　 －22 ‾　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0
〔　 0　　 0〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 －22　　 0　　　 0　　　 0　　 －22　　　 －22　 －22　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 11


小　 計 22　　　 0　　 0　　　　 0　　 －22　 1 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0


〔　 0　　 0〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 －22　　 0　　　 0　　 0　　 －22　　　 －22　 －22　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0


合　 計 214　 189　　 0　　　 －20　　 －33　　 350　　 350　　　 0　　　 0　　　 0　　　 350　　　 350　　 250　 100　 100


0　　 01 く　 20〉　　　　　　　　　 246　　　 0　　 －10　 －100　　 136　　　 136　 146　　 －10　　 －10 179　　 51　 13


草地試験場







果樹試験場


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊＊＊＊＊　　　　 一 元年度末　 保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分＊＊＊　　 －特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　　 一 増 一　　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　　 保存　 ‾コレクションー　　　 1　 2　　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


細　 菌


病 害 2 研


興津病害研


安芸津病害


口之津病害


2　　　 0　　 0　　　　 0　　　 －2　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 －2　　　 0　　　 0　　　 －2　　　 －2　　 －2　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 11


3　　 12　 20　　　　 0　　　　 0　　 35　　　 0　　　 0　　　 35　　　 0　　　　 35　　　　 35　　　 32　　　 3　　　 0
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　 0　　 0　　 32　　 0　　　 32　　　 32　　 32　　 0　　　 0　 32　　 0　　 0　 11


49　　 52　　 5　　　　 0　　　　 0　 106　　　 0． 103　　　　 3　　　 0　　 106　　　 106　　　 88　　 18　　　 3
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　 55　　　 2　　　 0　　　 57　　　　 57　　 42　 ．15　　　 2　 57　 10　　 0　 11


16　　　 2　　 0　　　　　 0　　　　 0　　 18　　 12　　　 0　　　　 6　　　 0　　　 18　　　　 18　　 18　　　 0　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 12　　　 0　　　 0　 －10　　　　 2　　　　 2　　　 2　　　 0　　　 0　　 2　　 2　　 0　 11


小　 計


酵　 母


興津病害研


70　　 66　 25　　　　　 0　　　 －2　 159　　 12　 103　　　 44　　　 0　　　 159　　　 159　　 138　　　 21　　　 3
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 12　　 53　　　 34　 －10　　　 89　　　　 89　　 74　　 15　　　 2　 91 12　　 0


3　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 3　　　 0　　　 0　　　　 3　　　 0　　　　　 3　　　　　 3　　　 0　　　 3　　　　 0


．〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0 ・　 0　　 0　 11


小　 計


糸状菌


病 害 1 研


病 害 2 研


3　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 3　　　 0　　　 0　　　　 3　　　　 0　　　　　 3　　　　　 3　　　　 0　　　　 3　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0


11　　　 6　　 0　　　　 －1　　　　 0　　 16　　 17　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　　 17　　　　 16　　 14　　　　 2　　　 1
〔　 0　　 0 〕 〈　 1〉　　　　　　　　　　 5　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 5　　　　 5　　　 6　　 －1　　 0　　 6　　 9　　 0　 11


13　　　 6　　 0　　　　 －2　　　　 0　　 17　　 19　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　　 19　　　　 17　　 15　　　　 2　　　　 2
〔 0　 0 〕 〈　 2〉　　　　　　　　 4　　 0　　 0　　 0　　　 4　　　 4　　 4　　 0　　 0　 6　　 2　 0　 11







果樹試験場


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減 ＊＊＊＊＊　　　 一 元年痘菜　 種存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分＊＊＊　　 一特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　 一 増 一　　　 一減一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　 保存　 ‾コレクション‾　　　 1　 2　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結 を含む　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


天 敵 微 研


盛岡病害研


興津病害研


安芸津病害


口之津病害


507　　 78　　 2　　　　 0　　　 0　　 587　　 587　　　 0　　　 0　　　 0　　　 587　　　 587　　 583　　　 4　　　 0


〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　 83　　 0　　　 0　　 0　　　 83　　　 80　　 76　　 4　　　 0　 10　 83　　 0　 12


34　　　 7　　 3　　　 －2　　　 0　　 42　　 44　　　 0　　　 0　　　 0　　　 44　　　　 42　　 37　　　 5　　　 2
〔　 0　 0 〕 〈　　 2〉　　　　　　　　 10　　 0　　　 0　　 0　　 10　　　　 8　　 8　　 0　　　 0　　 6　　 7　　 2　 11


15　　　 0　　 0　　　　 0　　　 0　　 15　 10　　　 0　　　 5　　　 0　　　 15　　　 15　　　 6　　　 9　　　 0
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　 －1　　 0　　 1　　 0　　　 0　　　　 0　　 0　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 11


29　　 24　　 0　　　　 0　　　 0　　 53　　 53　　　 0　　　 ＿0　　　 0　　　 53　　　　 53　　 45　　　 8　　　 2
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　 24　　 0　　　 0　　 0　　　 24　　　 24　 16　　 8　　　 0　 24　 10　　 0　 11


12　 ’2　　 0　　　　 0　　　 0　　 14　 14　　　 0　　　 0　　　 0　　　 14　　　 14　　 14　　　 0　　　 0
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　　 2　　 0　　　 0　　 0　　　 2　　　　 2　　 2　　 0　　　 0　 2　　 2　　 0　 11


小　 計


ウイルス


病 害 1 研


天 敵 微．研


盛岡病害研


興津病害研


621 123　　 5　　　 －5　　　 0　　 744　 744　　　 0　　　 5　　　 0　　　 749　　　 744　　 714　　 30　　　 7
〔　 0　 0 〕 〈　 5〉　　　　　　　 127　　 0 1　 1　　 0　　 128 ・　 123　 112　 11　　 °0　 54 113　　 2


．7　　 3　　 0　　　　 0　　　 0　 ．10　　 0　　　 0°　　 10　　　 0　　 10　　　 10　　　 7　　　 3　　　 2〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　 0 ・　 0　　　 3　　 0　　　 3　　　 3　　 2　　 1　　 0　 3　　 6　　 0　 11


55　　 0　　 0　　　 －2　　　 0　　 53　　 0　　 53　　　 0　　　 0　　　 53 ・　　 53　　 51　　 2　　　 2
〔　 0　 0 〕 〈　 2〉　　　　　　　　 0　 －2　　　 0　　 0　　 －2　　　 －2　　 0　　 －2　　 －2　 0　　 0　　 0　 12


3　　 1　 0　　　　 0　　　 0　　 4　　 0　　 0　 ・0　　　 4　　　 4　　　　 4　　　 3　　 1　　 0
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　 1　 1　　 1　 0　 ・1　　 0　 1 1　 0　 11


30　 10　　 0　　　　 0　　　 0　　 40　　 37　　 0　　　 3　　　 0　　　 40　　　 40　　 35　　　 5　　　 0
〔　 0　 0 〕 〈－　0〉　　　　　　　　　 9　　 0　　 1　　 0　　 10　　　 10　 10　　 0　　　 0　 10　　 6　　 0　 11







果樹試験場


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数 の増減 ＊＊＊＊＊　　　　 一 元年度末 ．1保 存 （増殖） 形態 －　　 ＊＊＊元年度未　 保存区分 ＊＊串　　　 一 特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　　 一 増 一　　　 一 減 一　　 年度　 継代 ．　　 L 一乾燥　 の　　　　　　 保存　 － コレクション－　　　　 1　 2　　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


安芸津病害


口之津病害


15　　 10　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 25　　　 0　　　 0　　　　 0　　　 25　　　　 25　　　　　 25　　　 22　　　　 3　　　　 2


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　 10r　　 lO　　　 lO　　　 8 ．　 2　　　 2　 10　　 2　　 0　 11


8　　　 1　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 9　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 9　　　　　 9　　　　　 9　　　　 4　　　　 5　　　　 5


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　 1　　 1　　　 1　 1　　 0　　　 0　 1　 1　 0　 11


小　 計


フ ァー ジ


興津病害研


118　　 25　　　　　　　 －2　　　　 0　 14 1　　 37　　　 53　　　 13　　　 38　　　 14 1　　　 14 1　 122　　 19　　　 11


〔　 0　　 0　 〈　　 2〉　　　　　　　　　　 9　　 －2　　　 4　　 12　　　 23　　　　 23　　 2 1　　 2　　　 0　 25　 16　　 0


0 〕


2　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 2　　　 0　　　 0　　　　 2　　　 0　　　　　 2　　　　　 2　　　 0　　　 2　　　　 0


〔　 0　　 0 十 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0‾　　　 0　　　 0　　　 0′　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　 ・0　　 0　　 0　 11


小　 計


動物細胞


天 敵 微 研


2　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 2　　　 0　　　 0　　　　 2　　　 0　　　　 2　　　　　 2　　　 0　　　 2　　　　 0


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0


32　　　 0　　 0　　　　 0　　　 －9　　 23　　 10　　 13　　　　 0　　　 0　　　　 23　　　　 23　　 18　　　 5　　　 0


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0 〉　　　　　　　　 －22　 －19　　　 0　　　 0　　 －4 1　　　 －9　　 －6　　 －3　　　 0　　 0　 1　 0　 70


0


r 小　 計 32　　 0　　 0　　　　 0　　　 －9　　 23　 10　 13　　　 0　　　 0　　　 軍3　　　　 23　　 18　　　 5　　　 0


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 －22　 －19　　　 0　　　 0　　 －4 1　　　 －9　　 －6　　 －3　　　 0　　 0　 1　 0


合　 計 846　 214　＿30　　　 －7　　 －11 1，0 72　 803　 169　　　 67　　 38　 1，077　　 1，072　　 992　　 80　　 2 1


〔． 0　　 0 〕 〈　　 7〉　　　　　　　　 126　　 32　　　 39　　　 2　　 199　　　 226　　 20 1　　 25　　　 2 1′70　 142　　 2







野菜・茶業試験場


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増 減 ＊＊＊＊＊　　　　 一 元年度末　 保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元 年度 未　 保存 区分 ＊＊＊　　 一 特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　　 一 増 一　　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　　 保存　 － コレクション－　　　　 1　 2　　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総 数　 ワーキング　ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


細　 菌


病 害 2 研


茶 病 害 研


・茶 病 害 研


盛 岡 病 害 r


久留米病害


33　　　 3　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 36　　　 0　　　 0．　　 36　　　　 0　　　　 36　　　　　 36　　　 29　　　　 7　　　　 3
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 3　　　 0　　　　 3　　　　 3　　　 3　　　 0　　　 0　　 2　　 3　　 0　 11


1　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 1　　 1　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　　 1　　　　 1　　　 0　　　 1　　　 1
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 11


1　　　 3　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 4　　　 4　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　　 4　　　　　 4　　　 3　　　 1　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 3　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 3　　　　 3　　　 3　　　 0　　　 0　　 3　　 3　　 0　 14


334　　　 50　　 0　　　　　 0　　 －100　　 284　　　 0　　　 50　　　 234　　　 0　　　 284　　　　 284　　 184　　 100　　　 30
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　 20　　 －70　　　 0　　 －50　　　 －50　 －50　　　 0　　　 0　 30　 50　　 0　 11


0　　　 1　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 1　　 1　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　 1　　　　 1　　 1　　　 0　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 1　　 0　　　 0　　　 0　　　 1　　　 1　 1　　 0　　　 0　 1　 1　 0　 11


小　 計


放線菌


茶 病 害 研


久留米病害


369　　 57　　 0　　　　　 0　　 －100　　 326　　　 6　　　 50　　　 270　　　 0　　　 326　　　　 326　　 217　　 109　　　 34
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 4　　 20　　 －67　　　 0　　 －43　　　 －43　 －43　　　 0　　　 0　 36　 57　　 0


6　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 6　　　 6　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　 6　　　　　 6　　　 6　　　 0　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 14


450　　　 2　　 0　　　　 0　　　　 0　　 452　　 452　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 452　　　 452　　 452　　　 0　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 452　 －450　　　 0　　　 0　　　 2　　　　 2　　　 2　　　 0　　　 0　　 2　　 2　　 0　 14


小　 計 456　　　 2　　 0　　　　 0　　　　 0　　 458　　 458　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 458　　　　 458　　 458　　　 0　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 452　 －450　　　 0　　　 0　　 ・2　　　　 2　　　 2　　　 0　　　 0　　 2　　 2　　 0







野菜・茶業試験場


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数 の増減 ＊＊＊＊＊　　　　 一 元年度末 ・保存 （増殖）形態 －　　 ＊ ＊＊元年度未　 保存区分 ＊＊＊　　　 一 特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　　 一 増 一　　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　　 保存　 － コレクション一　　　 ．1　 2　　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング　ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


糸状菌


病 害 1 研


病 害 2 研


茶 病 害 研


茶 病 害 研


久留米病害


110　　　 2　　 0　　　　　 0　　　 －2　　 110　 1．10　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 110　　　　 110　　 12　　　 98　　　 44
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　 0　　 ‾0　　　 0　　 2　　 2　　 0　 11


164　　　 1　　 4　　　　　 0　　　　 0　　 169　 169　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 169　　　　 169　　 138　　　 31　　 10
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 5　　 0　　　 0　　　 0　　　　 5　　　　 5　　　 4　　 1　　 0　 1　 2　　 0　 11


10　　　 4　　 0　　　　　 0　　　　 0　　 14　　 14　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　　 14　　　　 14　　　　 0　　 14　　　　 6
〔 0　 0 〕 く　 0〉　　　　　　　 4　　 0　　 0　　 0　　 4　　　 4　　 0　　 4　　 0　 4　 3　 1 11


5　　　 3　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 8　　　 8　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　　　 8　　　　　 8　　　　 2　　　　 6　　　　 2
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 3　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 3　　　　 3　　　 0　　　 3　　　 0　　 3　　 3　　 0　 14


580　　　 55　　 0　　　　　 0　　　　 0　　 635　　 635　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 635　　　　 635　　 615　　　 20　　　 15
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 55　　　 0　　　 0　　　 0　　　 55　　　　 55　　 55　　　 0　　　 0　 55　 55　　 0　 11


小　 計


ウイルス


病 害 1 研


久留米病害


869　　　 65　　 4　　　　　 0　　　 －2　　 936　　 936　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 936　　　　 936　　 767　　 169　　　 77
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 67　　　 0　　　 0　　　 0　　　 67　　　　 67　　 59　　　 8　　　 0　 65　　 65　 1


116　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　 116　　　 0　　　 0　　 116　　　 0　　　 116　　　 116　　　 79　　　 37　　　 22
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0 ・　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 11


2　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 2　　　 0　　　 2　　　　 0　　　 0　　　　 2　　　　　 2　　　 1　　 1　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0・　 0　　 0　 11


小　 計 ・118　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　 118　　　 0　　　 2　　 116　　　 0　　　 118　　　 118　　　 80　　　 38　　　 22
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0


合　 計 1，812　 124　　 4　　　　 0　 －102 1，838　 1400　　 52　　 386　　　 0　 1，838　　 1，838　 1522　　 316　 133
．〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 523　 －430　　 －67　　　 0　　　 26　　　　 26　 18　　　 8　　　 0 103　 124　 1







蚕糸・昆虫農業技術研究所


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減 ＊＊＊＊＊　　 ‾‾‾÷ 元年度未 保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未 保存区分＊＊＊一　 一特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　 一 増 一　　　 一減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　 保存　 ‾コレクション‾　　　 1　 2　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結 を含む　 他　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


細　 菌


桑 病 害 研 121　 70　　 0　　　 －48　　 －55　　 88　　　 5　　 65　　　 76　　　 0　　 146　　　　 88　　 88　　　 0　　　 0


〔　 0　 0 〕 〈　 48〉　　　　　　　　　 5　 －35　　 －45　　 0　　 －75　　　 －33　 15　 －48　 －4 8　 12　 15　　 0　 11


小　 計


放線菌


桑 病 害 研


121　 70　　 0　　　 －48　　 －55　　 88　　　 5　　 65　　　 76　　　 0　　 146　　　　 88　　 88　　　 0　　　 0


〔 －0　 0 〕 〈　 48〉　　　　　　　　　 5　 －35　　 －45　　 0　　 －75　　　 －33　 15　 －48　 －48　 12　 15　　 0


11 〔 3　 3 〕 く つ ， 0 10 1吉　 3　 ＿； 3 ！‡ ！冒 13　 －冒　 一冒 。 。 。 14


小　 計


糸状菌


桑 病 害 研


桑 病 害 研


蚕 病 害 研


11　　 0　　 0　　　 －1　　　 0　 10　 11　　 0　　　 3　　　 0　　 14　　　 10　　 10　　　 0　　　 0
〔 ．0　 0 〕 〈　 1〉　　　　　　　　 0　　 0　　 －1　　 0　　 －1　　 －1　　 0　　 －1　 －1　 0　　 0　　 0


164　　 0　　 0　　 －49　　　 0　 115　 164　 19　　　 0　　　 0　　 183　　 115　 115　　　 0　　　 0
〔　 0　 0 〕 〈　 49〉　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　 0　　　 0　　 －49　　 0　 －49　 －31　 0　　 0　　 0　 11


1　　 0　　 0　　　 －1　　 0　　 0　　 0　　 0　　　 0　　　 0 1　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0
〔　 0　 0 〕－〈　 1〉　　　　　　　 －1　 －1　　 0　　 0　　 －2　　　 －1　　 0　　 －1　 －1　 0　　 0　　 0　 14


25　　 0　　 0　　 －25　　　 0　　 0　　 0　　 0　　　 0　 ・0　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0
〔　 0　 0 〕 〈　 25〉　　　　　　　 －25　 －25　　　 0　　 0　　 －50　　 －2苧　　 0　 －25　 －25　 0　　 0　　 0　 12


小　 計 190　　 0　 0　　 －75　　　 0　 115　 164　 19　　　 0　　 0　　 1寧3　　 115　 115　　 0 －　　 0


「　 n　　 n l く　 75）　　　　　　　　 －26　 －26　　　 0　　　 0　　　 －52　　　 －75　　　 0　　 －75　　 －57　　 0　　 0　　 0







蚕糸・昆虫農業技術研究所


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減 ＊＊＊＊＊　　　　 一 元年度末　 保存 （増殖）形態 －　　 ＊＊＊元年度未　 保存区分 ＊＊＊　　 「特性調査 －


6 3　　　　　 －元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　　 一 増 一　　　 一減 一　　 年度　 継代　　　 L －乾燥　 の　　　　　　 保存　 －コレクション－　　　 1　 2　　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結 を含む　 他　 会計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


ウイルス


蚕 病 害 研 13　　　 2　　 0　　　　　 0　　　　 0　　 15　　　 0　　 15　　　　 0　　　 0　　　 15　　　　 15　　 10　　　 5　　　　 5
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 2　　　 0　　　 0　　　 2　　　　 2　　　 2　　　 0　　　 0　　 2　　 0　 ．0　 12


小　 計


原　 虫


蚕 病 害 研


13　　　 2　　 0　　　　　 0　　　　 0　　 15　　　 0　　 15　　　　 0　　　 0　　　 15　　　　 15　　 10　　　 5　　　　 5
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 2　　　 0　　　 0　　　 2　　　　 2　　　 2　　　 0　　　 0　　 2　　 0　　 0


16　　　 3　　 0　　　　　 0　　　　 0　　 19　　　 0　　　 0　　　　 0　　 19　　　 19　　　　 19　　 11　　　 8　　　 1
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　　 3　　　　 3　　　　 3　　　 3　　　 0　　　 0　　 3　　 0　　 0　 12


小　 計 16　　 ・3　　 0　　　　　 0　　　　 0　　 19　　　 0　　　 0　　　　 0　　 19　　　 19　　　　 19　　 11　　　 8　　　 1
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 3　　　　 3　　　　 3　　　 3　　　 0　　　 0　　 3　　 0　　 0


合　　　 計 35 1　　 75　　 0　　　 －124　　 －55　　 247　 180　　 99　　　 79　　 19　　　 377　　　　 247　　 234　　 13　　　　 6
「　 0　　 0 1 〈 124〉　　　　　　　　　 －21　 －59 ・　－46　　　 3　　 t 123　　　 －104　　 20　 －124　 －106　 17 1 15　　 0







家畜衛生試験場


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊＊＊＊一　　　 一 元年度未　 保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分＊1＊＊　　 －特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥 ．そ


年度　　 一 増 一　　　 一減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　　 保存　 ‾コレクション‾　　　 1　 2　　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


細　 菌


．細 菌 1 研


細 菌 2　研


病原診断研


飼汚染微研


がん原性研


細菌製剤研


生活性物研


北海道 1 研


東 北 1 研


九 州 1 研


208　　 10　　 6　　　　　 0　　　　 0　　 224　　 46　　 58　　 120　　　 0　　　 224　　　　 224　 162　　　 62　　　 31
〔　 0　　 6 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 16　　　 0　　　 0　　　 0　　 16　　　 16　　 10　　　 6　　　 3　 16　 10　　 0　 12


118　　　 0　 10　　　　　 0　　　　 0　 128　　 18　　 10　　 100　　　 0　　 128　　　 128　　　 85　　　 43　　 11
〔　 0　 10 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 10　　 0　　　 0　　　 0　　 10　　　 10　　　 0　 10　　　 0　 10　 10　　 0　 12


19　　 20　　 8　　　　　 0　　　　 0　　 47　　 28　　　 5　　　 14　　　 0　　　　 47　　　　 47　　　 36　　 11　　 1
〔　 0　　 8 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 28　　 0　　　 0　　　 0　　　 28　　　 28　　 20　　　 8　　　 0　 19　　 4　　 0　 12


90　　 20　 10　　　　 0　　　　 0　 120　　 30　　 75．　 15　　　 0　　 120　　　 120　　 61　　 59　　　 46
〔 ・0　 10 〕 〈　　 0〉‾　　　　　　　　 30　　 0　　　 0　　　 0　　　 30　　　 30　　 20　 10　　　 0　 20　 30　　 0　 12


28 〃　 10　　 0　　　　 0　　　 0　　 38　 10　　 28　　　 0　　　 0　　　 38　　　　 38　　 37　　 1　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 10　　 0　　　 0　　 0　　 10　　　 10　 10　　 0　　　 0　 10　 10　　 0　 12


325　　　 0　　 9　　　　 0　　　 0　　 334　　　 9　　 75　　 250　 1 0　　　 334　　　 334　　 255　　 79　　　 37
〔　 0　 9 〕 〈　 0〉　　　　　　　　　 9　　 0　　　 0　　 0　　　 9　　　　 9　　 0　　 9　　　 0　 10　　 0　　 0　 12


36　　　 0　　 0　　　　 0　　　 0　　 36　　　 0　　　 0　　　 36　　　 0　　　 36　　　　 36　　 32　　　 4　　　 2
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　 0　　　 0　　　　 0　　 0　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 12


19　　　 0　 10　　　　 0　　　 0　　 29　 10　　　 0　　 19　　　 0　　　 29　　　　 29　　 14　　 15　　　 0
〔　 0　 10 〕 〈　 0〉　　　　　　　 10　　 0　　　 0　　 0　　 10　　 10　　 0　 10‘　 0　 10　　 0　　 0　 12


19　　 20　　 0　　　　 0　　　 0　　 39　　 20　　　 0　　 19　　　 0　　　 39　　　　 39　　 38　　 1　　 0
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　 20　　 0　　　 0　　 0　　　 20　　　 20　　 20　　 0　　 0　 20　 10　　 0　 12


19　　　 6　 10　　　　 0　　　 0　　 35　 116　　　 0　　 19　　　 0　　　 35　　　　 35　　 20　　 15　　　 0
〔　 0　 10 〕 〈　 0〉　　　　　　　 16　　 0　 ．0　　 0　　 16　　　 16　　 6　 10　　　 0　 9　　 0　　 0　 12







家畜衛生試験場


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊＊＊＊＊　　　　 一 元年度末・，保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分＊＊＊　　 一特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　　 一増 一　　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　　 保存　 ‾コレクション‾　　　　 1　 2　　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング　ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


鶏 病 4 研 19 〔 13　 3 〕 ‘〈　 3〉　 0　 29 ：3　 3 13　 3　 ‡3　 ‡3 ‡呂　 3　 3 1。 3 。 12


小　 計


放線菌


細 菌 2 研


900　　 96　 63　　　　 0　　　 0 1，059　 197　　 251　　 611　　 0　 1，059　　 1，059　　 767　　 292　 128
〔　 0　 揖 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 159　　 0　　　 0　　　 0　　 159　　 159　　 96　　 63　　　 3 134　 77　　 0


8　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 8　　　 8　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　 8　　　　　 8　　　 5　　　 3　　　　 3
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　 ・0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 12


小　 計


ウイルス


ウ イ 1 研


ウ イ　2 研


ウ イ　3　研


病原診断研


理 化 学 研


8　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 8　　　 8　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　　 8　　　　　 8　　　 5　　　 3　　　　 3
〔　 0　 ・0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 0　　 0　　 0．


88　　　 1　　 0　　　　　 0　　　 －5　　　 84　　　 0　　　 44　　　　 40　　　　 0　　　　 84　　　　　 84　　　 67　　 17　　　　 6
〔　 0　　 0 〕 〈’ 0〉　　　　　　　　　 0　 －13　　　 9　　　 0　　　 －4　　　 －4　　 －5　　 1　　 2　 1　 1　 0　 12


34　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 34　　　 0　　 17　　　 17　　　　 0　　　　 34　　　　　 34　　　 26　　　　 8　　　　 3
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　 －4　　　 4　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 12


12　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　 12　　　 0　　　 7　　　　 5　　　　 0　　　　 12　　　　 12　　　　 9　　　　 3　　　 1
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　 －1　　 1　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0 ．12


24　　　 0　　 0　　　　　 0　　　 －6　　 18　　　 0　　　 6　　　 12　　　 0　　　 18　　　　 18　　 13　　　 5　　　　 2
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　 －9　　　 3　　　 0　　　 －6　　　 －6　　 －6　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 12


4　　　 1　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 5　　　 0　　　 4　　　 1　　　 0　　　　　 5　　　　　 5　　　 4　　　 1　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 1　　 0　　　 1　　　 1　　 0　　 ．1　　 0　 1　 1　 0　 12







家畜衛生試験場


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減 ＊＊＊＊＊　　　 一 元年度末　 保存 （増殖）形醸 二　 ＊＊＊元年度未　 保存区分＊＊＊　　 一特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　　 一 増 一　　　 一減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　　 保存　 ‾コレクション‾　　　 1　 2　　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


診　 断　 研


免　 疫　 研


予防疫学研


ウイ製剤研


製剤工学研


北海道 3’研


北海道 5 研


東 北 1 研


鶏 病 2 研


鶏 病 3 研


生 物 物 理


17　　　 0　　 0　　　　 0　　　　 0　　 17　　　 0　　 10　　　　 7　　　 0　　　 17　　　　 17　　 13　　　 4　　　 1
〔　 0　 0 〕 く　 0〉　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 0　　 0　　 0　 12


1　　 0　　 0　　　　 0　　　　 0　　 1　　 0　　 1　　　 0　　　 0　　　　 1　　　　 1　　　 0　　　 1　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 12


1　　 0　　 0　　　　 0　　 ・0　　 1　　 0　　 1　　　 0　　　 0　　　 1　　　 1　　 0　　 1　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0°　 12


29　　　 0　 1　　　　 0　　　 －2　　 28　　　 0　　 15　　 13　　　 0　　　 28　　　　 28　　 18　　 10　　　 3
〔　 0　 1 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 －3　　　 2　　　 0　　　 －1　　　 －1　 －2　　 1　　 0　 1　 1　 0　 12


40　　　 0　　 0　　　　 0　　　 －3　　 37　　　 0　　 21　　 16　　　 0　　　 37　　　　 37　　 30　　　 7　　　 1
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　　 0　　 二・7　　　 4　　 0　　　 －3　　　 －3　　 －3　　 0　　 1　 0　　 0　　 0　 12


0　　 1　 0　　　　 0　　　 0　　 1　　 0　　 1　　　 0　　　 0　　　 1　　　 1　　 0　　 1　　　 0
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　　 0　　 1　　 0　　 0　　　 1　　 1　　 0　　 1　　 0　 1　 1 －　 0　 12


10　　　 0　　 0　　　　 0　　　 －1　　 9　　　 0　　　 4　　　 5　　　 0　　　　 9　　　　 9　　　 4　　　 5　　　 1
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　　 0　　 －2　　 1　　 0　　　 －1　　 －1　 －1　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 12


8　　　 0　　 0　　　　 0　　　 0　　　 8　　　 0　　　 5　　　 3　　　 0　　　　 8　　　　 8　　　 7　　 1　　 1
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　 0　　　 0　　　　 0　　 0　　 0　　　 0　 0　　 0　　 0　 12


32　 1　 0　　　 0　　 －2　 31　 0　 15　 16　　 0　　 31　　 3‾1　 23　　 8　　 2－
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　 0　　 －3　　　 2　　 0　　 －1　　 －1　 －2　　 1　　 2　 1　 1　 0　 12


22　　 1　 0　　　　 0　　　 0　 ’23　　 0　 12　　 11　　 0　　　 23　　　　 23　　 11　 12　　　 5
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　 0　　 0　　 1　　 0　　 1　　 1　　 0　　 1　　 0　 1　 1　 1 12


3　　 1　 0　　　　 0　　　 0　　　 4　　 0　　　 3　　　 1　　 0　　　　 4　　　　 4　　　 3　　 1－　　　 0
「　 n　　 n l ！　　 ∩＼　　　　　　　　　　　 n　　　 n　　　 l　　　 n　　　　 l　　　　 l　　　 O　　　 l　　　 O　　 l　　 l　　 O　 12







家畜衛生試験場


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存 数の増減 ＊＊＊率＊　　　　 一 元年度末 －．保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存 区分 ＊＊ ＊　　 一 特性 調査 －


6 3　　　　　 葬年度　　　　　 元　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　 一 増 一　　 一 減 ．　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　 備 存　 － コレクション－　　　 1　 2　 3　 利用


末計　 収菜　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　 次 ・次　 区分


九 州　 3 研 5　 1　 0　　　 0　　　 0　　 6　　 0　　 3　　　 3　　 0　　　 6　　　　 6　　 5　　 1　　 d


〔　 0　 －0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 1　　 0　　　 1　　　 1　　 0　　 1　　 0　 1　 1　 0　 12


小　 計


マイ コプ ラズマ


細 菌 1 研


細菌 製剤研


330　　　 7　　 1　　　　 0　　 －19　　 319　　　 0　 169　　 150　　　 0　　　 319　　　　 319　　 233　　　 86　　　 26


〔　 0　 1 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　 －41　　 30　　　 0　　 －11　　 －11　 －19　　　 8　　　 5　　 8　　 8　 1


0　　 26　　 4　　　　　 0　　　　 0　　　 30　　 30　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　 30　　　　 30　　　 26　　　 4　　　　 0


〔　 0　　 4 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 30　　 0　　　 0　　　 0　　　 30　　　 30　　 26　　　 4　　　 0　 30　　 0　　 0　 12


29　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 29　　　 0　　　 29　　　　 0　　　 0　　　　 29　　　　 29　　　 29　　　 0　　　　 0


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0・ 12


小　 計


リケ ッチア


寄 生 虫 研


29　　 26　　 4　　　　 0　　　　 0　　 59　　 30　　 29　　　　 0　　　 0　　　　 59　　　　 59　　　 55　　　 4　　　 0


〔　 0　　 4 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 30　　 0　　　 0　　　 0　　　 30　　　 30　　 26　　　 4　　　 0　 30　　 0　　 0


6　　 ・1　 0　　　　 0　　　　 0　　　 7　　　 0　　　 7　　　　 0　　　 0　　　　 7　　　　 r7　　　 4　　　 3　　　 1
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 1　　 0　　　 0　　　 1　　　 °1　 1　　 0　　　 0． 1　 1　 0　 12


小　 計


動物細胞


ウ イ 1 研


ウ イ　2 研


6　　 1　 0　　　　 0　　　　 0　　　 7　　　 0　　　 7　　　　 0　　　 0　　　　 7　　　　　 7　　　 4　　　 3　　　 1


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　 ・1　　　 0　　　 0　　　 1　　　 1　 1　　 0　　　 0　 1　 1　 0


5　　　 0　　 2　　　　 0　　　　 0　　　 7　　　 0　　　 7　　　　 0　　　 0　　　　 7　　　　　 7　　　 0　　　 7　　　 0
〔　 0　　 2 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 2　　　 0　　　 0　　　 2　　　　 2　 ．0　　　 2　　　 0　　 2　　 2　 1 12


4　　 0　　 0　　　　 0　　　 0　　 4　　 ‾0　　 4　　　 0　　 0　　　 4　　　　 4　　 0　　 4　　　 0


〔　 0 ．0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 12







家畜衛生試験場


種 ．類　 名


．＊＊＊＊＊保存数の増減 ＊＊＊＊＊　　　　 一 元年度末　 保存 （増殖）形 態 －　　 ＊＊＊元 年度 未　 保存 区分 ＊＊＊　　　 一 特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　　 一 増 一　　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　　 保存　 －コレクション‾　　　　 1　 2　　 3　 利 用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総 数　 ワーキング　ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


ウ イ　3 研


疫　 学　 研


ウイ製剤研


生活性物研


3　　　 0　　 1　　　　　 0　　　　 0　　　 4　　　 0　　　 4　　　　 0　　　　 0　　　　　 4　　　　　 4　　　　 0　　　　 4　　　　 0


〔　 0　 1〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　 1　　　 0　　　 0　　　 1　　　 1　　 0　　 1　　 0　 1　 1　 0　 12


3　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 3　　　 0　　　 3　　　　 0　　　 ＿0　　　　 3　　　　　 3　　　 0　　　 3　　　　 0


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 12


0　　　 0　 1　　　 0　　　 0　　 1　 ．0　　 1　　　 0°　　　 0　　　 1　　　 1　　 0　　 1　　 0


〔　 0　 1 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　 1　　　 0　　　 0　　　 1　　　 1　　 0　　 1　　 0　 1　 1　 0＿　 12


0　　　 0　　 3　　　　　 0　　　　 0　　　 3　　　 3　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　　　 3　　　　　 3　　　　 0　　　　 3　　　　 0


〔　 0　　 3 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 3　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 3　　　　 3　　　 0　　　 3　　　 0　　 0　　 0　　 0　 70


小　 計


原　 虫


寄 生 虫 研


原　 虫　 研


鶏 病 4 研


15　　 0　　 7　　　　 0　　　 0　　 2写　　 3　 19　　　 0　　 0　　　 22　　　 22　　 0　　 22　　　 0


〔　 0　　 7 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 3　　　 4　　　 0　　　 0　　　　 7　　　　 7　　　 0　　　 7　　　 0　　 4　　 4　　 0


31　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 31　　 0　　　 31　　　 0　　　 0　　　　 31　　　　 31　　　 7　　　 24　　　　 0


〔　 0　　 0 〕 〈　 ′＿0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 2　　 －2　　　 0　　 0　　 0　　 0　 12


20　　　 4　 1　　　　 0　　　　 0　　 25　　 25　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　 25　　　　 25　　　 0　　　 25　　　　 5


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 5　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 5　　　　 5　　　 0　　　 5　　 1　 4　　 4　　 0　 12


2　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 2　　　 2　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　 2　　　　　 2　　　 0　　　 2　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 2　　 －2　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 12


小　 計 53　　 4　 1　　　 0　　　 0　　 58　　 27　　 31　　 0　　 0　　　 58　　　 58　　 7　　 51　　 5


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 7　　 －2　　　 0　　　 0　　　　 5　　　　 5　　　 2　　　 3　　 1　 4　　 4　　 0







家畜衛生試験場


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減 ＊＊＊＊＊　　　　 一 元年度未　 保存 （増殖）形態 －　　 ＊＊＊元年度未　 保存区分＊＊＊　　　 一特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　　 一 増 一　　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　　 保存　 －コレクションー　　　　 1　 2　　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング　ベ一ス　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


線　 虫


九 州　2　研


鶏 病 4 研


0　　　 1　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 1　　 1　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　　 1　　　　 1　　　 1　　　 0　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 1　　 0　　　 0　 ・0　　　 1　　　 1　 1　　 0　　　 0　　 0　 1　 0　 12


0　　　 1　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 1　　 1　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　　 1　　　　 1　　　 1　　　 0　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 1　　 0　　　 0　　　 0　　　 1　　　 1　 1　　 0　　　 0　 1　 1　 0　 12


小　 計 0　　　 2　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 2　　　 2　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　　　 2　　　　　 2　　　　 2　　　　 0　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 2　　 0　　　 0　　　 0　　　 2　　　　 2　　　 2　　　 0・　　 0　 1　 2　　 0


合　 計 1，341　 136　 76　　　　 0　　 －19 1，534　　 267　　 506　　 761　　 0　 1，534　　 1，534　 107 3　　 461　 163
〔　 0　 75 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 201　 －38　　　 30　　　 0　　 193　　 ．193　 108　　 85　　　 9 182　 96　 1







食品総合研究所


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊＊＊＊i ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾　　 一 元年度末　 保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分 ＊＊＊　　 一 特性調査 －


6 3　　　　 元年度　　　　 元　　　　　 凍結乾燥　 そ
壷度　 一 埠 一　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　 保存　 －コレクション－　　 1　 2　 3　 利用


末計　 収集・ 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


細 ．菌


腐　 防　 研


微 利 1 研


微 利 3 研


微 利 3 研


酵 素 利 研


微　 資　 研


素 材 技 研


89　　　 0　　 0　　　 －20　　　 0　　 69　　　 0　　　 0　　　 69　　　 0　　　 69　　　　 69　　 37　　 32　　　 0


〔　 0　　 0 〕 〈　 20〉　　　　　　　　　 0　　 0　　 －20　　　 0　　 －20　　　 －20　　　 0　 －20　　 －20　　 0　　 0　　 0　 20


49　　　 5　　 0　　　 －5　　　 －5　　 44　　 44　　 20　　　　 0　　　 0　　　 64　　　　 44　　 29　　 15　　　 0
〔　 0　 0 〕 〈　　 5〉　　　　　　　　 －5　　 0　　　 0　　 0　　　 －5　　 Ⅰ5　　 0　　 －5　　 －5　 10　 10　　 0　 20


58　　　 0　 25　　　 －－44　　　 0　　 39　　 39　　　 0　　　 0　　　 0　　　 39　　　　 39　　 39　　　 0　　　 0
〔　 0　 0 〕　 〈　44〉　　　　　　　　 －19　　 0　　 －3　　 0　　 －22　　　 －19　 －16　　 －3　　 －3　　 0　 36　　 2　 20


0　　　 6　　 0　　　　 0　　　 0　　　 6　　　 6　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 6　　　　 6　　　 0　　　 6　　　 6
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　　 6　　 0　　　 0　　 0　　　 6　　　　 6　　 0　　 6　　　 6　　 6　　 0　　 2　 50


30　 10　　 0　　　　 0　　　 0　　 40　　 32　　　 0　　　 8　　　 0　　　 40　　　　 40　　 20　　 20　　　 8
〔　 0　 0 〕 〈　 0、〉　　　　　　　　 5　　 0　　　 5 ・　 0　　 10　　 10　　 0　 10　　　 5　 10　　 0　 30　 20


10　　 0　　 0　　　　 0　　　 0　　 10　 10　　　 0　　　 0　　　 0　　　 10　　　 10　　　 0　　 10　　　 5
〔　 0　 0 〕 〈＿　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　　 0　　　 0　　　　 0　　 0　　 0　　　 0　 0　　 0　　 0　 20


1　　 2　　 0　　　　 0　　　 0　　　 3　　 3　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 3　　　　 3　　　 0　　　 3　　　 0
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　 2　　 0　　　 0　　 0　　　 2　　　　 2　　 0　　 2　　　 0　 0　　 0　　 2　 50


小　 計


放線菌


貯 蔵 微 研


237　　 23　 25　　　 －69　　 －5　　 211 134　　 20　　　 77　　　 0　　　 231　　 211　 125　　 86　　 19


〔　 0　 0 〕 〈　 69〉　　　　　　　 －11　　 0　　 －18　　 0　　 －29　　 －26　 －16　 －10　 －17　 26　 46　 36


l


10　　 0　　 0　　　 －°5　　　 0　　 r5　　 5　　 0　　　 0　　　 5　　 10　　　　 5　　　 51　　 0　　　 0
「　 n　　 n l ／－　ら＼　　　　　　　　　　　 ＿E　　　 n　　　　 n　　　 ＿5　　　 －10　　　　 －5　　　　 0　　　 －5　　　 －5　　 0　　　 0　　　 0　　 20







食品総合研究所


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減 ＊＊＊＊＊　　　　 一 元年度末・．保存 （増殖）形態 －　　 ＊＊＊元年度未　 保存区分＊＊＊　　　 一特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　　 一 増 一　　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　　 保存　 ‾コレクション‾　　　 1　 2　　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


酵 素 利 研


微　 資　 研


8　　　 2　　 0　　　　　 0　　　　 0　　 10　　　 8　　　 0　　　　 2　　　 0　　　 10　　　　 10　　　 6　　　 4　　　　 2
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 2　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 2　　　　 2　　　 0　　　 2　　 1　 2　　 0　　 8　 20


7　　 0　 10　　　 －3　　　 0　 14　 14　　 0　　 10　　 0　　　 24　　　 14　　 0　 14　　　 2r
〔　 0　　 2 〕 〈　　 3〉　　　　　　　　　 7　　 °0　　 10　　　 0　　 17　　　　 7　　　 0　　　 7　　 －3　 10　 100　　 0　 30


小　 計


酵　 母


貯 蔵 微 研


腐　 防　 研


微 利 1 研


微 利 2 研


微 利 3 研


酵 素 利 研


微　 資　 研


25　　　 2　 10　　　　 －8　　　　 0　　　 29　　 27　　　 0　　　 12　　　 5　　　　 44　　　　 29　　 11　　 18　　　　 4
〔　 0　　 2 〕 〈　　 8〉　　　　　　　　　 4　　 0　　 10　　 －5　　　　 9　　　　 4　　　 0　　　 4　　 －7　 12　 100　　 8


440　　　 0　　 0　　　 －25　　　　 0　　 415　　 415　　　 0　　　　 0　　 410　　　 825　　　　 415　　 402　　 13　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　 25〉　　　　　　　　 －25　　 0　　　 0　 －30　　 －55　　　 －25　　　 0　 －25・　 －25　　 0　　 0　　 0　 20


45　　　 5　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 50　　 50　　　 0　　　 50　　　 0　　　 100　　　　 50　　　 0　　　 50　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 5　　　 0　　　 5　　　 0　　 10　　　　 5　　　 0　　　 5　　　 0　　 5　　 0　　 0　 20


50　　 10　　 0　　　　 －7　　 －10　　 43　　 43　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　 43　　　　 43　　　 35　　　 8　　　　 0
〔　 8　　 0 〕 〈　　 7．〉　　　　　　　　　 －7　　　 0　　　 0　　　 0　　　 －7　　　 －7　　 －8　　 1　　 －6　 10　 10　　 0　 20


230　　　 7　 28　　　 －42　　 －32　 191　 191　　 60　　　　 0　　　 0　　　 251　　 191　 123　　　 68 ．　　 0
〔　 2　 25 〕 〈　 42〉　　　　　　　　 －39　 －25　　　 0　　　 0　　 －64　　　 －39　 －28　 －11　 －43　　 0　 17　　 0　 20


14　　　 4　　 0　　　 －14　　　　 0　　　 4　　　 4　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　 4　　　　　 4　　　 0　　　 4　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　 14〉　　　　　　　　 －10　　 0　　　 0　　　 0　　 －10　　　 －10　　　 0　 －10　　 －14 －　4　　 0　 1　 50


5　　 10　　 0　　　　 0　　　　 0　　 15　　　 5　　　 0　　　　 0　　 10　　　 15　　　 15　　　 0　　 15　　　 3
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 0　　　 0　 10　　 10　　　 10　　　 0　 10　　　 2　 10　　 0　 10　 20


65　　　 0　　 0　　　 －28　　　　 0　　 37　　 37　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 37　　　　 37　　 33　　　 4　　　 4
〔　 0　　 0 〕 〈　 28〉　　　　　　　　 －28　　 0　　　 0　　　 0　　 －28　　　 －28　 －12　 －16　　 －7　　 0　　 0　　 0　 20


小　 計 849　　 36　 28　　 －116　　 －42　　 755　　 745　　 60　　　 50　　 420　 1，275　　　 755　　 593　 162　　　 7
〔 10　 25 〕 〈 116〉　　　　　　　　 －104　 －25　　　 5　 －20　　 －144　　　 －94　 －48　 －46　　 －93　 29　 27　 11







食品総合研究所


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊＊＊＊＊　　　　 一 元年度末　 保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分＊＊＊　　 －特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥 ．そ


年度　　 一 増 一　　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L －乾燥　 の　　　　　　 保存　 －コレクションー　　　　 1　 2　　 3　 利用


末計 ・収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


糸状菌


貯 蔵 微 研


トキシン研


微 利 1 研


微 検 索 研


素 材 技 研


132　　 11　　 0　　　 －36　　　 －4　 103　 103　　　 0　　　　 0　　 103　　　 206　　　 103　　　 40　　　 63　　　 15　°
〔　 0　　 0 〕 〈　 36〉　　　　　　　　 －29　　　 0　　　 0　 －29　　 －58　　　 －29　　 －5　 －24　　 －25 129　 30　　 0　 20


30　　 10　　 0　　　　 －5　　　 －5　　　 30　　 30　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　 30　　　　　 30　　　 26　　　 4　　　　 4
〔　 0　　 0 〕 〈　　 5〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 3　　 －3　　 －3　 10　 10　　 0　 20


104　　 20　　 0　　　 －15　　　 －30　　　 79　　 79　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　 79　　　　 79　　　 73　　　 6　　　　 2
〔 10　　 0 〕 〈　 15〉　　　　　　　　 －．25　　　 0　　　 0　　　 0　　 －25　　　 －25　 －12　 －13　　 －10　 10　 10　　 0　 20


45　　　 8　　 0　　　　 －4　　　　 0　　 49　　 49　　　 0　　　　 0　　　 43　　　　 92　　　　 49　　　 5　　　 44　　 18
〔　 0　　 0 〕 〈　　 4〉　　　　　　　　　　 4　　　 0　　　 0　　　 8　　 12　　　　 4　　　 0　　　 4　　　 4 100　°30　　 0　 20


11　　 0　　 5　　　　　 0　　　　 0　　 16　　 16　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 16　　　　 16　　　 0　　 16　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 5　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 5　　　　 5　　　 0　　　 5　　　 0　　 0　　 0　　 5　 50


小　 計 322　　 49　　 5　　　 －60　　 －39　　 277　　 277　　　 0　　　　 0　 146　　　 423　　　　 277　 144　 133　　　 39
〔 10　　 0 〕 〈　 60〉　　　　　　　　 －45　　　 0　　　 0　 －21　　 －66　　　 －45　 －14　 －31　 －34　249　 80　　 5


合　 計 1，433　 110 ．68　　 －253　　 －86 1，272 1183　　 80　 139　　 571　 1，973　 1，272　　 873　　 399　　 69
〔 20　 27 〕 〈　253〉　　　　　　　　 －156　 －25　　 －3　 －46　　 －230　　 －161　 78　 －83　 －151 316　 253　 60







森林総合研究所


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊＊＊＊＊　　　 一 元年度末・．保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分 ＊＊＊　　 － 特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　　 一増 一　　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　　 保存　 ‾コレクション－　　　 1　 2　　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍結　 を含む　　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


糸状菌


樹　 病　 研


土　 微　 研


土　 微　 研


腐 朽‾病 害


昆 虫 病 理


きのこ育種


きのこ生態


1，000　 15　　 0　　 －99　　　 0　 916 1015　　 0　　　 0　　　 0　 1，015　　　 916　　 895　　 21　　 21
〔　 0　 0 〕 〈　 99〉　　　　　　　 1015　　 0　　　 0　－1000　　 15　　　 －84　 15　 －99　　 －99　 1°5　　 9　　 0　 11


56　　 10　　 0　　　　 0　　　 －5　　 61　　 61　　 0　　　　 0　　　 0　　　 61　　　 61　　 55　　　 6　　　 5
〔　 0　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 5　　 0　　　 0　 10　　　 5　　　　 5　　 5　　 0　　　 0　　 5　　 0　　 0　 14


14　　 0　 0 1　　 0　　　 0　 14　 14　　 0　　　 0　　 0　　 14　　 14　 14　　 0　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 ‾0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 30


46　 154　　 0　　　　 0　　　　 0　　 200　　 200　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 200　　　 200　 184　　 16　　 15
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 154　 －35　　　 0　　　 0　　 119　　 154　 154　　　 0　　　 0　 30　　 0　　 0　 11


88　 10　 0　　　 0　　　 0　　 98　 ．°0　　 98　　　 0　　 0　　 98　　　 98　　 66　　 32　　 4
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　 －40　　 50　　　 0　　　 0　　 10　　　 10　　　 8　　　 2　　　 0　 10　　 6　　 0　 12


24　　　 5　　 4　　　　　 0　　　　 0　　 33　　 33　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　 33　　　　 33　　 10　　　 23　　　　 6
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 9　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 9　　　　 9　　　 3　　　 6　　　 0　　 2　　 0　　 0　 40


24　　 10　　 3　　　　　 0　　　　 0　　 37　　 37　　　 0　　　　 0　　　 0　　　　 37　　　　 37　　 17　　　 20　　　　 8
〔　 0　 0 〕 〈　 0〉　　　　　　　　 13　　 0　　 ．0　　 0　　 13　　　 13　 10　　 3　　　 2　　 3　　 0　　 0　 40


小　 計 1，252　 204　　 7　　　 －99　　　 －5 1，359　 1360　　 98　　　 0　　　 0　 1，458　　 1，359　 1241　 118　　　 59
〔　 0　　 0 〕 〈　 99〉　　　　　　　 1156　 15　　　 0　－1000　　 171　　 107　 195　 －88　　 －97　 65　 15　　 0


合　 計 1，252　 204　　 7　　　 －99　　　 －5 1，359　 1360　　 98　　　 0　　　 0　 1，458　　 1，359　 12射　 118　　 59
〔　 0　　 0 〕 〈　 99〉　　　　　　　　 1156　 15　　　 0　－1000　　 171　　 107　 195　 －88　　 －97　 65　 15　　 0







中央水産研究所


種　 類　 名


＊＊＊＊＊保存数の増減＊＊＊＊＊　　　　 一 元年度末　 保存 （増殖）形態 －　　 ＊＊＊元年度未　 保存区分＊＊＊　　　 一特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥　 そ


年度　　 一増 一　　　 一 減 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　　 保存　 －コレクションー　　　　 1　 2　　 3　 利用


末計　 収集　 受入　 管理換　 廃棄 ．末計　 培養　 凍結 を含む　 他　　 合計　　 総数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


細　 菌


応　 微　 研


応　 微　 研


81　　 °0　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　 81　　 29　　　 0　　　　 52　　　　 0　　　　 81　　　　 81　　 76　　　　 5　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　 －0〉　　　　　　　　 ・0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 20


231　　 0　　 0　　　　 0　　　 0　　 231　 231　　 0　　　 0　　　 0　　　 231　　　 231　 226　　　 5　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　 －5　　　 5　　　 0　231 100　　 2　 50


小　 計


糸状菌


応　 微　 研


31‾2　　　 0　　 0　　　　　 0　　　　 0 ・　312　　 260　　　 0　　　　 52　　　　 0　　　 312　　　　 312　　 302　　 10　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　 －5　　　 5　　　 0　231 100　　 2


1　　　 0　　 0　　　　　 0　　　 －1　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 －1　　 0　　　 0　　　 0　　　 －1　　　 －1　 －1　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0　 20


小　 計 1　　　 0　　 0　　　　　 0　　　 －1　　　 0　　　 0　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　　　 0　　　　　 0　　　　 0　　　　 0　　　　 0
〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 －1　　 0　　　 0　　　 0　　　 －1　　　 －1　 －1　　 0　　　 0　　 0　　 0　　 0


合　 計 313　　　 0　　 0　　　　 0　　　 －1　 312　　 260　　　 0　　　 52　　　 0＿　　　 312　　　 312　　 302　　 10　　　 0
〔　 0 ・　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 －1　　 0　　　 0　　　 0　　　 －1　　　 －°1　 －6　　　 5　　　 0　231 100　　 2







養殖研究所


種　 類　 名


＊‾＊＊＊＊保存数 の増減 ＊＊ ＊＊＊　　　 一 元年度末・．保存 （増殖）形態 －　 ＊＊＊元年度未　 保存区分 ＊＊＊　　 一 特性調査 －


6 3　　　　　　 元年度　　　　　　 元　　　　　　　 凍結乾燥 ・ そ


年度　 一 増 一　　　 一 彿 一　　 年度　 継代　　　 L 一乾燥　 の　　　　　 保存　 － コレクションー　　　 1　 2　 3　 利用


末計　 収集 ・受入　 管理換　 廃棄　 末計　 培養　 凍種　 を含む　　 他　　 合計　　 種数　 ワーキング ベース　 アクチブ　 次　 次　 次　 区分


細　 菌


病原生物研 248　　　 7　　 0　　　　　 0　　　 －4 0　　 215　　　 0　　 215　　　　 0　　　　 0　　　 2 15　　　　 2 15　　　 90　　 12 5　　　 11


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　 －33　　 －5　　　 0　　 －38　　　 －3 3　 －35　　　 2　　　 2　　 5　 11　 1 12


小　 計


ウイルス


病原生物研


248　　　 7　　 0　　　　　 0　　 －40　　 215　　　 0　　 215　　　　 0　　　 0　　　 215　　　　 215　　　 90　　 12 5　　　 11


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　 －33　　 －5　　　 0　　 －38　　　 －33　 －・35　　　 2　　　 2　　 5　 11　 1


48　　　 3　　 1　　　　 0　　　 －8　　 44　　　 0　　 44　　　　 0　　　 0　　　　 44　　　　 44　　　 22　　　 22　　　　 3


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 －4　　　 0　　　 0　　　 －4　　　 －4　　 －2　 ・2　　　 3　　 3　　 5　　 0　 12


小　 計 48　　　 3 ． 1　　　　 0　　　 －8　　 44　　　 0　　 44　　　　 0　　　 0　　　　 4 4　　　　 44　　　 22　　　 22　　　　 3


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　 0　　 －4　　　 0　　　 0　　　 －4　　　 －4　　 －2　　 －2　　　 3　　 3　　 5　　 0


合　 計 296　 ・10　 1 、　　 0　　 －48　　 259　　 0　　 259　　　 0　　　 0・　 259　　 r 259　 112　 14 7　　 14


〔　 0　　 0 〕 〈　　 0〉　　　　　　　　　　 0　 －37　　　 －5　　　 0　　 －42　　　 －37　　 －37　　　 0　　　 5　　 8　 16　　 1







2．微生物遺伝資源の国内探索・収集


対　　 象 対象地域 研究課題名 担当場所 ・部 ・室


1． 糸状菌


2． 食用 きのこ


3． 細菌及びウイルス


九州


沖縄県 （本島，西表島）


九州


マイコトキシン生産菌の分布 と特性


遺伝子の収集 と保存法の開発


養殖 ヒラメ， トラフグの病原細菌およびウイルスの探索 と


疾病の解明


食総研 ・食品保全部 ・マイコト


キシン研
森林総研 ・生物機能開発部 ・き


のこ生態研，きのこ育種研
養殖研 ・病理融 ・病原生物研


なお，詳細な報告は，別途「平成元年度微生物遺伝資源探索収集調査報告書」として平成2年度に印刷する。


3．微生物遺伝資源の海外探索・収集


対象 対象地域 研究課題名 日数 担当場所 ・部 ・室


括抗微生物 タイ国
東南アジアにおける植物病原糸状菌およびそれらの菌類
寄生菌の分類 20日間 農環研 ・環境生物部 ・微生物特性 ・分類研


なお，詳細な報告は，別途「平成元年度微生物遺伝資源探索収集調査報告書」として平成2年度に印刷する。


4．微生物遺伝資源の受入（購入）


場　 ．所 細　 菌 放線菌 酵　 母 ウイルス マイコプラズマ 合　 計


生　 物　 研


家　 衛　 試


食　 総　 研 ・


12　株


63　株


10　株 28　株


1　 株 4　株


12　株


68　株


38　株


合　　 計 75　株 10　株 28　株 1　 株 4　株 118　株







5．微生物遺伝資源の特性評価の概要


場　　　　　所　　　　　　　　主　な　収　集　対　象　微　生　物　　　　　　　　　　　　　　主　な　特　性　評　価　項　目


農業研究センター いもち病病原菌等


野菜に病原性を有するフザリウム菌ノマーティシリウム菌等


メロン，トマト，ハクサイ等の植物の病原ウイルス


∬ryんiαdeわんαCね


トマトかいよう病菌及びその桔抗菌


野菜の根面生息微生物等


農業生物資源研究所　Agrobacterium属菌等


乳酸菌


Fusarium属菌


Rhizobium, Bradyrhizobium, Azorhizobium属菌等の窒素固定菌


軟腐病菌


昆虫共生微生物


農業環境技術研究所　Phomopsis属菌等の植物病原菌


Xanthomonas campestris pv. mangiferaeindicae等


植物ウイルス


Bradyrhizobium japonicum


イネ病原細菌等


Pseudomonas syringae群等


畜　産　試　験　場　乳酸菌


キラー酵母等


Eurotium属菌等


草　地　試　験　場　牧草の菓腐れ病原菌


根圏細菌


マイコトキシン（インドール・アルカロイド）産生性糸状菌


乳酸菌


いもち病病原性等，いもち病菌染色体DNAの分子量


トマト，ピーマン，ハクサイ等の植物に対する病原性及び寄生範囲


メロン，トマト，ハクサイ等の植物への病原性


ウンカ，ヨコバイ，天敵昆虫に対する病原性


トマトに対する病原性，トマトかいよう病菌に対する桔抗菌


鉄運搬体生産能


植物病原性


16Sr RNAの塩基配列


デオキシニバレノールおよびニバレノールの生産性


16SrRNAの塩基配列


植物細胞致死能等


抗植物病原菌活性


病原性等


病原性


病原性


ヒドロゲナーゼ活性，血清型，DNA電気泳動


色素産生性


病原性および抗菌活性


酪農乳酸菌のクエン酸膜透過酵素の検索等


発酵飼料調製用スターター等


貯蔵飼料の加害菌同定の参照株等


病原菌の同定


根圏細菌の同定


インドール・アルカロイドの生産性および同定等


ホモ乳酸発酵等







場　　　　　　所　　　　　　　　　主　な　収　集　対　象　微　生　物　　　　　　　　　　　　　　　　主　な　特　性　評　価　項　目


果　樹　試　験　場　ナシ黒星病菌,ブドウモザイクウイルス


昆虫寄生菌


紫紋羽病菌等,リンゴさび果病原


カンキットリステザウイルス強毒系


Agrobacterium tumefaciens等


カンキツ病原細菌,カンキツ病原ウイルス等


野菜・茶業試験場　Alternaria属菌,キャベツ黒腐病菌, Verticillium dahliae


Pestalatia属菌


灰色かび病病原菌, Pseudomonas cichorii等


蚕糸・昆虫農業技術


研　　　究　　　所


家畜衛生試験場


アジサイ病原細菌


昆虫原虫病病原，昆虫ウイルス病病原


腸内細胞


サルモネラ


コクシジウム類,ピロプラズマ類


Embryonic trachea Bovine EBTr (MBL - 4)


アルカリゲネス


ルーメン細菌


Bluetongue virus type - 17株


Bovine leukosis virus Bat 2 C1-1株


Porcine retro virus Mitsukaido株


鶏由来マイコプラズマ


回虫類


食品総合研究所　特殊環境生息菌等


Aspergillus flauus groupと近縁種


ムギ赤かび病菌


発酵食品用の乳酸菌


植物への病原性および薬剤耐性


薬剤感受性


病原性等


スラムピッティング病の病原性


病原性，プラスミド等


病原性


野菜，花に対する病原性


病原性および括抗作用


病原性


毒素生産性


菌株の同定


細胞毒性


プラズミドの検索，細胞毒性


動物感染試験等


ウイルスに対する感受性等


各種細胞付着性


セルロース分解性


培養細胞に対する感受性及び増殖性等


培養細胞に対する感染性等


培養細胞に対する感染性等


肺炎起病性


動物感染試験等


アルカリ性耐性等


アフラトキシン（Bl，B2，Gl，G2）生産性


フザリウム毒（ニバレノール等）生産性


乳酸生成量等







場　　　　　　所　　　　　　　　主　な　収　集　対　象　微　生　物　　　　　　　　　　　　　　　主　な　特　性　評　価　項　目


Saccharomyces cerevisiae %


プロテアーゼ生産菌,イヌリン分解菌等


森林総合研究所　樹木病原糸状菌等


Lentinus属及びPleurotus属のきのこ等


昆虫寄生性糸状菌類


外生菌根菌等


中央水産研究所


養　殖　研　究　所　ブリ連鎖球菌症病原菌及び各種魚病細菌


ヒラメ・ラブドウイルス病病原ウイルス，ブリ・腹水症ウイルス等


パン酵母の遺伝子解析等


納豆菌の納豆生産性等及び粘質物生産性等


酵素の生産性等


樹脂胴枯病菌及びヒノキ漏脂病菌の病原性等


きのこの同定


病原力調査


微生物の大型褐藻の（コンプ）分解能，ゲル状物質の生産性


一般魚類及び養殖魚類に対する病原性


魚類に対する病原性







6．委託試験結果（VA菌根接種源の保存，協和発酵工業株式会社）


1．課題の分類 生物資源 遺伝資源 保存増殖


2．研究課題名　VA菌根菌接種源の保存方法の検討


3．予算区分　　遺伝資源事業（委託）　　4．研究期間　　新63


5．担　　当　　協和発酵工業株式会社筑波研究所


6．日　　的


宿主作物への感染能の高いVA菌根菌接種源の作成と，その活性を低下させない長期保


存方法について検討する。


7．試験研究方法


目的とするVA菌根菌接種源作成の全段階の試験として，単一胞子に由来するオリジナ


ルの接種源を使用し，胞子の活性を低下させないで長期間保存する方法を検討した。前年


度から継続して，心土，砂またはバーミキュライト粉体の各含水ケーキ中にGbm㍑S属に


属するVA菌根菌の胞子を分散させて作成した接種源を密閉容器内で保存し，その保存安


定性を観察した。また，新たに，酸素のない状態での接種源の保存を検討するため，上記


バーミキュライト接種源を市販の酸素吸着剤とともに，通気性の非常に低い密閉容器内に


保存して，その保存安定性を観察した。


8．結果の概要・要約


前年度から継続して，VA菌根菌胞子の保持資材として心土，砂またはバーミキュライ


ト粉体を使用し，各保持資材の含水ケーキ中にVA菌根菌の胞子を分散させて作成した


VA菌根菌接種源をプラスチック製の密閉容器内に詰め，4℃の冷蔵庫と25℃の恒温培養


器内で一年間保存した。両温度で保存したVA菌根菌接種源の保存安定性を観察するため，


各接種源から胞子を分離し，無菌的に寒天平板培地上に移植し，25℃で3週間暗所培養し


た後，実体顕微鏡下で胞子の発芽率を測定した（第1表）。その結果，胞子の保持資材の


種類に関わりなく，25℃保存では4℃に比較して発芽率の低下が認められた。したがって，


本試験で作成した三種類の各胞子保持資材からなるVA菌根菌接種源における一年間の保


存結果から，4℃保存が有効であることがわかった。


VA菌根菌の胞子の保存安定性が，酸素のない状態の密閉容器内でどうなるのか，本年


度新たに検討した。VA菌根菌接種源の保存容器として，通気性の非常に低いポリ塩化ビ


ニリデン袋に酸素吸着剤を添加して，容器内の空気から酸素成分を除去したものを使用し


た。VA菌根菌接種源は，バーミキュライト粉体の含水ケーキ中に胞子を分散させて作成


したものを使用した。保存温度温度として4℃，25℃，45℃の三通りで，6カ月間保存し


た。保存したVA菌根菌接種源の保存安定性を観察するため，保存を開始して2カ月目と


6カ月目に，上記と同様胞子の発芽率を測定した（第2表）。その結果，4℃6カ月間保


存ではどの容器内でも発芽率が低下しなかったが，25℃6カ月間保存では酸素吸着剤を使


用した酸素のない容器内でのみ発芽率が低下した。また，45℃2カ月間保存ではどの容器


－80－







内でも発芽率が低下した。したがって，本試験で作成 したV A 菌根菌接種種の安定した保


存方法として，酸素が存在する容器内で，温度は 4 ℃で保存することが望ましいと考えら


れた。


9． 成果の具体的数字


第 1 表　 胞子保持資材 と一年間保存 し－たV A 菌根菌接種源胞子の発芽率の関係


（％，寒天平培地上25℃ 3 週間）


＊


第 2 表


V　A　菌　根　菌　接　種　源


の　胞　 子　 保　 持　 資　 材


一 年 間 保 存 温 度


関係


4 ℃ 2 5 ℃


心　　　　　 土 4　6 ．5 3　8 ．4 ＊


砂 5　0 ．4 3　3 ．9 ＊


バ　ー　ミ　キ　ュ　ラ　イ　 ト 5　0 ．6 4 2‘．2 ＊


；保存開始前の発芽率 （52．0％）に比較して，5 ％水準で有意
があることを示す。


保存密閉容器の種類 とV A 菌根菌接種源胞子の発芽率


（％，寒天平培革上25℃ 3 週間）


保存密閉容器の種類
2 カ月間保存温度 6 カ月間保存温度


4℃ 2 5 ℃ 4 5 ℃ 4 ℃ 2 5 ℃


プ　ラ　ス　チ　ッ　ク　製 4　3．2 4 4 ．0 3　2 ．1 ＊ 4　8 ．3 4　6 ．6


ポリ塩化ビニリデン製 4　9．5 4　2 ．4 2 1 ．9 ＊ 4 1∴　0 4　5 ．2


ポリ塩化ビニリデン製


＋
酸　 素　 吸　 着　 剤


4　8．8 4 4 ．8 3 4 ．3 ＊ 4　8 ．0 1 9 ．2．＊


（註）　 6 カ月45℃では胞子が乾燥，破壊していて測定できなかった。
＊；保存開始前の発芽率 （54．1％）に比較して，5％水準で有意差


があることを示す。


1b．今後の問題 とその対応


（1） 単一胞子に由来するオリジナルの接種源中の胞子密度 と保存安定性 との関係を調べ，


宿主作物への感染能を高めるためにも，適正な胞子密度を検討する。


（2） 宿主作物への感染能を高めるために，胞子の発芽，菌糸の伸長，感染後のV A 形成及


び胞子形成を促進する条件や物質の検索を検討する。
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7．微生物遺伝資源データシートの作成


微生物遺伝資源部会ワーキンググループの中に特性情報検討チームを結成し，微生物の特性デー


ターのデータベース化，微生物の来歴情報，管理情報について検討を行った。その結果，これま


で使用してきたパスポートデータシートを改変するとともに，新たに特性情報をデータベース化


する様式（案）を作成した。これをワーキンググループ並びに微生物遺伝資源部会において討議


した結果，原案が決定された。本データシートは平成2年4月1日から使用する。


8．微生物遺伝資源の配布


（1）微生物遺伝資源の配布実績


（平成元年4月～平成2年3月）　　　　　　　　　　　　　　　（平成2年3月31日現在）


区　　 分


国 立 機 関 公 立 機 関 大　　　 学 民 間 そ の他 外　　　 国 合　　　 計


件 数 数 量 件 数 数 量 件 数 数 量 件 数 薮 量 件 数 数 量 件 数 数 量


細　　　　 菌 11 52 2 4 1 3 6 3 2 6 ‾ 11 6 2 6 5 4 2 4 1


糸　 状　 菌 10 9 1 2 8 5 1 9 2 6 1 1 7 4 3 2 3 5


植 物 ウ イ ル ス 1 1 1 2 3 5 5 8


動 物 ウ イ ル ス 8 8 3 ．3 7 7 18 18


マイコプラズマ 1 1 1 1


放　 線　 菌 1 1 1 1


合　　 計 22 14 4 1 3 2 2 2 1 由 64 24 7 2 6 1 2 2 5 0 4


（2）微生物遺伝資源の売払実績


区　　　 分 件 数 数 量 金　　 額


民 間


企　　 業 64 247 1，506 ，700 円 ・


私 立 大 学 5 7 42 ，700 円


公 立


研 究 機 蘭 12 18 10 9，800 円


教 育 機 関 0 0 0 円


合　　　 計 56 128 1，659，200 円
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（3）微生物遺伝資源の配布実績累計


（昭和62年9月～平成2年3月）　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成2年3月31日現在）


区　　 分


国 立 機 関 公 立 機 関 大　　　 学 民 間 そ の 他 外　　　 国 合　　　 計


件 数 数 量 件 数 数 量 件 数 数 量 件 数 数 量 件 数 数 量 件 数 琴 量


糸田　　　　 菌 24 12 4 7 1 2 2 1 9 5 44 1 75 3 7 9 9 4 1 3


糸　 状　 菌 19 13 9 5 1 1 9 7 6 4 2 ・163 7 5 3 8 9


植 物 ウ イ ル ス 4 6 1 2 2 3 6 12 1 1 1 4 2 4


動 物 ウ イ ル ス 15 16 5 5 8 9 1 2 2 9 3 2


原　　　　 虫 1 1 1 1 2 2


マイコプラズマ 1 1 1 1


放 1線　 菌 1 1 1 1


合　　 計 48 27 0 2 8 4 1 3 8 1 8 0 1 0 2 3 6 1 5 10 2 2 1 8 6 2
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Ⅲ　参　考　資　料







〔参　考〕


1．農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程
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の
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変
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第
八
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資
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。


（
試
験
研
究
結
果
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第
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。
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試験研究用微生物遺伝資源配布申請書
年　　月　　日


農業生物資源研究所長殿
住所
氏名　（法人にあっては，‘名称及び


代表者の氏名）
⑳


農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程第4条の規定により，下記のとお
り試験研究用微生物遺伝資源の配布を申請します。


記
1　配布を受けようとする試験研究用微生物遺伝資源の種類及び株番号
2　配布を受けようとする試験研究用微生物遺伝資源を用いて行おうとする
試験研究の概要
（1）目的
（2）内容
（3）実施期間
（4）実施場所
（5）実施者


3　取扱方法（復元方法等）書の要否


備考　1　用紙の大きさは，日本工業規格B5とすること。
2　実施者は試験研究の担当者とする。


試験研究用微生物遺伝資源配布申請書記載事項変更届出書
年　　月　　日


農業生物資源研究所長殿
住所
氏名　（法人にあっては，名称及び


代表者の氏名）
⑳


年　　月　　日付けをもって提出した試験研究用微生物遺伝資源配布申請書の記載事
項に下記のとおり変更を生じたので，農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規
程第8条の規定により，下記のとおり届け出ます。


記
1　変更した年月日
2　変更した事項
3　変更した理由


備考　用紙の大きさは，日本工業規格B5とすること。


試験研究用微生物遺伝資源試験研究結果報告書
年　　月　　日


農業生物資源研究所長殿
住所
氏名　（法人にあっては，名称及び


代表者の氏名）
⑳


年　　月　　日付けをもって配布を受けた試験研究用微生物遺伝資源に係る試験研究
が終了したので，農業生物試験研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程第9条の規定によ
り，下記のとおり届出します。


記


1　配布を受けた試験研究用微生物遺伝資源の種類及び株番号
2　試験研究の目的及び内容
3　試験研究の実施時期
4　試験研究の成果の概要


備考　用紙の大きさは，日本工業規格B5とすること。
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2．微生物遺伝資源取扱要領の制定について


62農会第1503号


昭和62年9月1日


農林水産技術会議事務局長


林　野　庁　長　官


水　産　庁　長　官


微生物遺伝資源取扱要領の制定について


この度，農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程（昭


和62年9月1日農林水産省告示第1227号）が制定されたことに伴い，


微生物遺伝資源の管理，利用を円滑に推進するため，「微生物遺伝資源


取扱要領」を別紙のとおり定めたので，今後，その取扱いに当たって遺


憾なきを期されたい。
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別　紙


微生物遺伝資源取扱要領


第1　趣旨


農林水産省が行う生物遺伝資源の総合的な収集，管理，利用システムにおける微生物遺伝資源の


取扱いについては，農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程（以下「配布規程」と


いう。），農林水産省ジーンバンク事業実施要綱（昭和60年7月16日付け60農会第1510号農林水産


事務次官通達。以下「事業実施要綱」という。）及び農林水産省ジーンバンク事業実施要領（昭和


60年7月16日付け農蚕園芸局長，畜産局長，農林水産技術会議事務局長，林野庁長官及び水産庁長


官通達。以下「事業実施要領」という。）に定めるほか，この要領に定めるところによる。


第2　用語


この要領において使用する用語は，配布規程，事業実施要綱及び事業実施要領において使用する


用語の例による。


第3　微生物遺伝資源の受入れ


1研究所において保管する微生物遺伝資源の受入れ


（1）研究所長が受け入れる微生物遺伝資源は，次に掲げる要件の全てを満たすものとする。


一　微生物の種類，系統（株）名及び来歴が明らかにされていること。


二　形態的特性等のいわゆる一次特性が明らかにされていること。


三　特に危険性が高くないこと，あるいは培養・保存が困難でないこと。


四　保存に必要な一定量の確保がなされていること。


五　現在又は将来の試験研究に有用であると認められるものであること。


（2）微生物遺伝資源部門のサブバンクの長（以下単に「サブバンク長」という。）は，（1）の要


件に該当すると認められる微生物遺伝資源を別記様式第1号（微生物遺伝資源送付書）によ


り研究所長に送付するものとする。


（3）サブバンクの長は，（2）により微生物遺伝資源を送付しようとするときは，あらかじめ送付


する微生物の種類，系統（株）名（株番号），送付時期，送付形態・数量及び送付方法を研


究所長に協議しなければならない。


2　サブバンクにおいて保管している微生物遺伝資源の取扱い


（1）サブバンクの長は，1の（1）の全ての要件に該当すると認められる微生物遺伝資源及び1の


（1）の三以外の要件を満たす微生物遺伝資源であって，当該サブバンクにおいて保管している


もの（1の（2）により送付したものを除く。）について微生物の種類，株番号，配布の可否及


び所在地等の情報を別記様式第2号（微生物遺伝資源所在報告書）により研究所長に報告す


るものとする。
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（2）サブバンクの長は，当該サブバンクにおいて保管している微生物遺伝資源について，別記


様式第2号の記載事項に変更を生じた場合は，速やかにその旨を報告するものとする。


第4　維持及び管理


1　維持


（1）研究所長は，研究所で保管している微生物遺伝資源のうち，在庫量が少なくなったもの又


はアンプル（乾燥状態でアンプルに封入したもの）の復元性等に問題を生じたものについて


は，必要に応じサブバンクの協力を得て増殖及びアンプル作製を行い補充するものとする。


（2）サブバンクの長は，研究所長の依頼に応じ，増殖及びアンプル作製を行うとともに，当該


サブバンクにおいて保管している微生物遺伝資源について，適宣増殖等を行い，研究所長か


ら第5の6の（3）による送付依頼があった場合，速やかに応じられるようにするものとする。


2　管理


（1）研究所長は，研究所で保管している微生物遺伝資源及び第3の2により情報を受け入れた


微生物遺伝資源について，整理番号及び統一した株番号を付した上で微生物の種類，系統


（株）名，来歴等（以下「パスポート情報」という。）を把握整理するものとする。


（2）研究所長及びサブバンクの長は，相互に，緊密に連携をとり，それぞれが保管する微生物


遺伝資源の適正な管理に努めるものとする。


第5　配布


1　配布対象とする微生物遺伝資源


配布対象とする微生物遺伝資源は，次に掲げる要件を全て満たすものとする。


一　増殖能力が十分あり，配布に必要な量の確保が容易であること。


二　アンプルについては，復元力が十分認められること。


三　農林水産省の機関以外の者が種首法（昭和22年法律第115号）第7条の登録の出願を


行っている品種又は同法第12条の4第1項の品種登録を受けている品種（以下「登録品


種等」と総評する。）に係るものでないこと。


四　植物防疫法（昭和25年法律第151号）第7条の試験研究の用に供するため農林水産大


臣の許可を受けた輸入有害植物のうち，特に我が国が侵入を警戒しているものでないこ


と。


五　農林水産省の機関以外の者の提供等に係る微生物遺伝資源について，当該提供者等が


当該微生物遺伝資源の配布に同意しているものであること。


2　微生物遺伝資源の範囲


配布規程第2条の規定する微生物遺伝資源の範囲は，菌類（かび，きのこ，酵母），細菌類


（細菌，放線菌，リケッチア，マイコプラズマ），原虫，ウイルス（ファージを含む。）等の


微生物，DNA・RNA（微生物に組込んだもの），線虫及び培養細胞とする。


3　配布目録の作成


（1）研究所長は，配布に係る事務の円滑な処理に資するため，配布対象とする微生物遺伝資源
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についての目録（以下「配布目録」という。）を作成するものとする。


（2）研究所長は，微生物遺伝資源の保存状況等を勘案し，必要に応じ配布目録の見直しを行う


ものとする。


（3）研究所長は，配布目録の作成及び見直しに当たって，あらかじめ，農林水産技術会議事務


局長に協議しなければならない。


（4）配布目録は，農林水産技術会議事務局，研究所及びサブバンクに備え置くものとする。


4　配布に関する技術指導等


（1）研究所長は，配布申請者から要求があった場合には，微生物遺伝資源の復元方法等の「取


扱方法」を微生物遺伝資源を送付する際に添付するものとする。


（2）（1）の場合に，サブバンクの保管に係る微生物遺伝資源については，研究所長は当該サブバ


ンクの長対し「取扱方法」を微生物遺伝資源を送付する際に添付するよう依頼するものとす


る。


（3）なお，一般的な取扱方法については，配布目録に記載するものとする。


（4）この他，配布物に関する技術的問い合わせ等については，研究所を窓口とし，サブバンク


に係る専門的事項については，サブバンクの協力を求めるものとする。


5　配布物の管理適正化


研究所長は，配布物の品質等の管理の適性化を図るため，配布者に対し何らかの異常がみら


れた場合には連絡するよう要請するものとする。また，配布申請のあった微生物遺伝資源につ


いて当初保有していた特に重要な形質が，明らかに消失したとみなされる場合には，配布前に


その旨通知し，了承の上で配布する等の措置を講ずるものとする。


6　配布の手続


（1）研究所長は，配布規程第4条に基づく申請があった場合において，配布規程第5条に掲げ


る事実がないと認めるときは，速やかに配布を決定するものとする。ただし，申請のあった


微生物遺伝資源がサブバンクの長の保管に係るものである場合にあっては，当該サブバンク


の長に確認の上，配布の決定を行うものとする。


（2）（1）により配布を決定した微生物遺伝資源が研究所の保管に係るものである場合は，研究所


長は，別記様式第3号による試験研究用微生物遺伝資源配布通知書（以下「配布通知書」と


いう。）を添付して，配布申請者に当該微生物遺伝資源を配布するものとする。


（3）（1）により配布を決定して微生物遺伝資源がサブバンクの保管に係るものである場合は，研


究所長は，配布通知書を添付の上，別記様式第4号（微生物遺伝資源送付依頼書）により当


該サブバンクの長に，当該微生物遺伝資源の配布申請者への送付を依頼するものとする。


（4）（3）の送付依頼を受けたサブバンクの長は（3）により送付された配布通知書を添付して当該微


生物遺伝資源を配布申請者に送付するとともに，その旨を別記様式第5号（微生物遺伝資源


送付報告書）により，毎4半期ごとに研究所長に報告するものとする。
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7　移動の制限を要する微生物等の扱い


（1）配布申請のあった微生物遺伝資源が植物防疫法（昭和25年法律第115号）に基づく輸入有


害植物（輸入有害菌）である場合には，研究所長は，その菌株（微生物遺伝資源）の輸入許


可番号及び菌株番号を付記したうえ，当該微生物遺伝資源の申請者に対し，植物防疫所の譲


受け許可に必要な手続きを行うよう通知するものとする。


研究所長は，当該配布申請者から譲受許可書（写）の送付があった場合には，第5の6に


より速やかに配布するものとする。


なお，研究所長は，譲受許可のあった菌株を，当該配布申請者に対し配布した旨を「輸入


有害菌の分譲報告書」により植物防疫所長あて報告するものとする。


（2）配布申請のあった微生物遺伝資源が家畜伝染病予防法（昭和26年法律第166号）に基づく


輸入禁止の家畜の伝染性疾病の病原体である場合には，研究所長又はサブバンクの長は，当


該微生物遺伝資源の配布申請書及び大臣指令書の写しを添付して畜産局長に対し分与許可願


を申請し，分与許可があった場合には，第5の6により速やかに配布するものとする。


なお，研究所長は，当該配布申請者に対し分与許可を要する旨を通知するとともに，分与


許可に必要な資料等を求めるものとする。


（3）このほか，人体への感染等を防止する観点から次の措置を講ずるものとする。


①　人畜に対する危険度から専門度の高い者のみが扱いうると判断される微生物遺伝資源


（パスポート情報における人畜毒性危険度ランク2）の配布は，試験研究機関，法人等の


代表者から申請があった場合に限るものとし，原則として個人に対しては，配布を行わな


いものとする。また，配布に当たっては感染防止のための取扱注意書を添付するものとす


る。


②　人畜に対する危険度から専門家でも注意を要するもの，あるいは危険性が高く特定の者


以外の取扱は危険と判断される微生物遺伝資源（ランク3及び4）の配布は，①同様に，


原則として個人に対しては配布を行わないものとする。また，安全性を確保するため，当


該申請者の実験設備が整備されていること，専門知識を有する者が実験を担当する等，安


全を確保しうる取扱体制が整備されていることの確認を行った上で配布するものとする。


なお，その際の判断基準は，「国立予防衛生研究所病原体等安全管理規程の病原体等取


扱実験室安全設備及び運営基準（以下「予研基準」という。）」を準用するものとし，人畜


毒性危険度ランク3については予研基準の3a程度，ランク4については予研基準の3b


程度の設備及び取扱いが行われることとする。


8　配布の制限


配布規程第5条の規定する「その他の相当な理由があるとき」とは，次に掲げる場合とする。


一　第5の1の配布対象とする微生物遺伝資源でないとき。


二　配布を受けようとする者が配布規程に違反したことがあるとき。


三　配布申請のあった微生物遺伝資源が危険度が高い（人畜毒性危険度ランク3及び4）
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微生物であって，当該申請者の設備・体制等が整備されていないとき。


四　登録品種等について，「植物の新品種の保護に関する国際条約」加盟国への申請が行


える期間内における配布であるとき。


五　この他我が国の農林水産業，食品産業等に重大な悪影響を及ぼすおそれがあるとき。


第6　試験研究結果の報告


1　報告書の送付


研究所長は，第5の6の（3）により送付した微生物遺伝資源について，配布規程第9条の規定


による試験研究結果の報告があった場合には，当該報告書の写しをサブバンクの長に送付する


ものとする。


2　特性情報等の報告の徴収


研究所長は，微生物遺伝資源の配布を受けた者に試験研究の結果，明らかとなった特性情報


等について報告を求めることができる。また，成果の発表に際しては，配布微生物遺伝資源の


株番号の明示を要請するものとする。


第7　実施状況の徴収


研究所長は，微生物遺伝資源の配布を受けた者から配布規程第9条の規定による試験研究結


果の報告がない場合には配布規程第10条の規定に基づく報告の徴収を行う等，配布した微生物


遺伝資源の利用状況等の把握に努めるものとする。


第8　国の機関の配布申請の取扱


（1）国の機関から配布申請に係る配布に伴う微生物遺伝資源の物品上の取扱いについては，物


品管理法第16条の管理換えにより行う。


（2）国の機関からの配布申請に係る配布については，（1）のほか配布規程（第3条，第5条及び


第6条の規定を除く。）及びこの通達（第5の8の規定を除く。）の規定を準用する。


第9　外国政府等との交流


研究所長は，微生物遺伝資源研究における国際協力の重要性に鑑み，外国政府，外国の地方


公共団体，国際機関及び外国の大学との微生物遺伝資源に関する研究協力その他の交流につい


て，国際慣行等に十分配慮しつつその積極的な推進に努めるものとする。
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別記様式第1号


番　　　　　　　　　号


昭和　　年　　月　　日


場　（所）　長　　印


微生物遺伝資源送付書


農業生物資源研究所長殿


下記の微生物遺伝資源を「微生物遺伝資源取扱要領」（昭和62年　　月　　日


付け62農会第　　号農林水産技術会議事務局長，林野庁長官及び水産庁長官通


達）第3の1の（2）の規定により送付する。


記


微生物の種類 株　 番　 号 配布の可否 送付形態及び数量 備　 考


備考　微生物の種類及び株番号は，配布目録に記載されたものを記入する。ただし，


新規のものについては，パスポートデータ表に記入した株番号を記入し，備考


欄に※を付記するとともに，パスポートデータ表を添付すること。
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別記様式第2号


番　　　　　　　　　号


昭和　　年　　月　　日


場　（所）　長　　印


微生物遺伝資源所在報告書


農業生物資源研究所長殿


下記の微生物遺伝資源を「微生物遺伝資源取扱要領」（昭和62年　　月　　日


付け62農会第　　号農林水産技術会議事務局長，林野庁長官及び水産庁長官通


達）第3の2の規定により報告する。


記


微生物の種類 株　 番　 号 配布の可否 所在地 （研究室） 備，考


備考　別記様式第1号の備考の規定は，この様式に準用する。
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別記様式第3号


番　　　　　　　　　号


昭和　　年　　月　　日


農林水産省農業生物資源研究所長　印


試験研究用微生物遺伝資源配布通知書


配布申請者殿


昭和　　年　　月　　日付けで配布申請のあった試験研究用微生物遺伝資源につ


いては，農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程第3条の規定によ


り下記のとおり配布する。


記


微生物の種類 株　 番　 号 配布形態


（備考）　申請のあった○○の微生物遺伝資源については，△△の理由により


配布できない。


備考1．この様式の（備考）の記載は，該当がある場合に限る。


2．配布形態の欄には，「アンプル」，「培養状態」及び「その他」の区分


により記載すること。
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別記様式第4号


番　　　　　　　　　号


昭和　　年　　月　　日


農業生物資源研究所長　印


微生物遺伝資源送付依頼書


場（所）長　殿


下記の微生物遺伝資源について，配布申請があったので，貴職から送付されたく


「微生物遺伝資源取扱要領」（昭和62年　　月　　日付け62農会第　　　号農


林水産技術会議事務局長，林野庁長官及び水産庁長官通達）第5の6の（3）の規


定により依頼する。


記


配　 布　 申　 請　 者 配布す為微生物遺伝資源


氏　　　 名 住　　　 所 微 生 物 の
株 番 号 配布形態


（又は名称） （送付先） 種　　　 類


備考　別記様式第3号の備考の2の規定は，この様式に準用する。
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別記様式第5号


番　　　　　　　　　号


昭和　　年　　月　　日


場　（所）　長　　印


微生物遺伝資源送付報告書


農業生物資源研究所殿


貴職から送付依頼のあった微生物遺伝資源を下記のとおり送付したので，「微生


物遺伝資源取扱要領」（昭和62年　　月　　日付け62農会第　　　号農林水産


技術会議事務局長，林野庁長官及び水産庁長官通達）第5の6の（4）の規定によ


り報告する。


記


送　 付


依　 頼


年 月 日


配布 申請者


配布 した微生物遺伝資源


送　 付　 先
送　 付


年月 日微生物 の


種　　 類
株 番 号


配 ．布


形　 態


I


備考　別記様式第3号の備考の2の規定は，この様式に準用する。
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（参　考）


取扱方法の参考様式（例）


昭和　　年　　月　　日


配布申請者殿


農林水産省農業生物資源研究所


取扱方法（アンプルの開封，復元方法）について


配布いたしました微生物遺伝資源のアンプルは乾燥凍結アンプルです。アンプル


の開封及び復元は次のように行ってください。


1．アンプルの開封


（1）アンプルの先端から3cm程度の所にヤスリで傷をつける。


（2）アンプルの外面をアルコールで湿したガーゼ等で拭いて殺菌する。


（3）アンプルを滅菌ガーゼ等で包み，傷をつけた部分で注意深く折る。


2．開封後は直ちに滅菌したパスツールピペットを用いて液体培地を0．3～0．4ml程


度加え，よく撹はんして懸濁させた後，培養液5～6mlが入った試験管に移植す


る。同時に一部を斜面培地にも移植するのが望ましい。


また，育成に長時間を要することがあるので，通常の培養日数の2倍以上の期


間は培養を続けてください。


3．なお，アンプルを直ちに開封しない場合は冷蔵庫に保存してください。


〔培養条件〕


（1）復元培養基


（2）温度条件


（3）その他の条件


〔間合先〕
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取扱注意書の参考様式（例）


昭和　　年　　月　　日


配布申請者殿


農林水産省農業生物資源研究所


取扱上の注意事項について


配布いたしました下記の微生物株は，稀に感染・発病するおそれがあります。


（国立予防衛生研究所病原体等安全管理規程における危険度2b程度）


し取扱いには，感染防止のため次の事項を厳守してください。


1．実験室の実験区域を限定した上で用いる。


2．微生物が空中に飛散するおそれのある実験は，生物学用安全キャビネットの中


で行う。


3．実験中は一般外来者の立入りを禁止する。


4．実験に用いた器具及び培養物は終了後滅菌処理をする。


記


微生物の種類 株　 番　 号 学　　　　 名
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要請事項の参考様式（例）


昭和　　年　　月　　日


農林水産省農業生物資源研究所


配布を受けられた皆様へのお願いについて


配布申請者殿


1．配布された微生物遺伝資源について何らかの異常がみられた場合には，多少に


かかわらずお知らせください。


2．配布された微生物遺伝資源を用いた研究成果を学会などで発表する場合には，


当該微生物遺伝資源の株番号を明示してください。


3．なお，発表された資料等については当研究所に送付してください。


4．また，配布された微生物遺伝資源に係る特許出願等を行う場合には，当研究所


に連絡してください。


〔連絡先〕　茨城県つくば市観音台2－1－2


農業生物資源研究所　遺伝資源第二部　遺伝資源管理情報科


TE L O2　98－38－70　54


ー100－







3．微生物遺伝資源配布規程の一部改正について


農業生物資源研究所長　殿


農林水産技術会議事務局長


林　野　庁　長　官


水　産　庁　長　官


元農会第563号


平成元年4月4日


農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程の一部改正について


このことについて別紙のとおり改正されたので通知する。
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平成元年3月29日　水曜日　　　　官　　　　報　　　　　第60号 8


○農林水産省告示第437号


農業生物資源研究所試験研究用微生物遺伝資源配布規程（昭和62年9月1日農林水産省告示


第1227号）の一部を次のように改正する。


平成元年3月29日 農林水産大臣　羽田　　孜


第3条中「6，000円」を「6，100円」に改める。


附　則


1　この告示は，平成元年4月1日から施行する。


2　改正後の第3条の規定は，この告示の施行の日以後に第4条の規定による配布の申請があった


微生物遺伝資源について適用し，同日前に当該申請があった微生物遺伝資源については，なお従


前の例による。
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4．農林水産省ジーンバンク事業実施要領の一部改正について


農業生物資源研究所長　殿


農　蚕　園　芸　局　長


畜　　　産　　　局　　　長


農林水産技術会議事務局長


林　　野　　庁　　長　　官


水　　産　　庁　　長　　官
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平成元年5月29日







農林水産省ジーンバンク事業実施要領の一部改正について


農林水産省ジーンバンク事業実施要領を下記のとおり改正したので，御了知ありたい。
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記


「農林水産省ジーンバンク事業実施要領の制定について」（昭和60年7月16日付け農会第1511号農蚕園芸局長、畜産局長、農林水産技術会議事務局長、林野庁長官、水産庁長官通達）の一部を次


の新旧対照表のように改正する。


新　　　　　旧　　　　　対　　　　　照　　　　　表


改　　　　　　　　 正　　　　　　　　 後 現　　　　　　　　　　　　　　　　　 行


（別表2） （別表2）


部　　　 門 センターバンク サ　　　 ブ　　 バ　　　 ン　　　 ク 部　　　 門 センターバンク サ　　　 ブ　　　 バ　　　 ン　　　 ク


植物遺伝奮源


（林木及び水産


植物を除く。）


［略］ ［略］


植物遺伝資源


（林木及び水産


植物を除く。）


［略］ ［略］


微生物遺伝資源 農　 業　 生　 物 農業研究センター，農業環境技術研究所，畜産試験場， 微生物遺伝資源 農 ‘業　 生　 物 農業研究センター，農業環境技術研究所，畜産試験場，


資 源 研 究 所 草地試験場，野菜・茶栄試験場，果樹試験場，‾蚕糸・ 資 源 研 究 所 草地試験場，野菜・茶業試験場，果樹試験場，蚕糸・


昆虫農業技術研究所，家畜衛生試験場，食品総合研究 昆虫農業技術研究所，家畜衛生試験場，食品総合研究


所，森林総合研究所，中央水産研究所，養殖研究所 所，森林総合研究所，東海区水産研究所，養殖研究所


動物遺伝資源


（水産動物を除


く。）


［略］ ［略］－


動物遺伝資源


（水産動物を除


く。）


［略］ ［略］
林木遺伝資源 林木遺伝資源


水　 産　 生　 物


遺　 伝　 資　 源


水　 産　 生　 物


遺　 伝　 資　 源
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ま　　え　　か　　き


我が国農林水産業，食品産業等の今後の発展を図るためには，バイオテクノロジー等先端技術


の開発を積極的に推進していくことが不可欠であり，今後その基盤である生物遺伝資源の確保は


ますます重要となっている。


しかしながら，現在，我が国が収集・保存している生物遺伝資源は，今後の利用範囲の拡大に


的確にこたえていくためには不十分であり，また，欧米諸国に比して立ち遅れている状況にある。


更に，地球的視野で生物遺伝資源の斌存状況をみた場合，品種の均一化，熱帯林の減少等により，


貴重な生物遺伝資源が急激に滅失してしまうおそれがあり，生物遺伝資源の保存が緊急の課題と


なっている。


このため，昭和60年度から，植物，動物，微生物，水産生物（林木については昭和62年度から）


の農林水産生物遺伝資源全般について，全国の試験研究機関，種苗管理センター，種畜牧場（平


成2年10月より家畜改良センター）及び林木育種場の機関の機能，立地条件を生かし，これらの


各機関の有機的，組織的連携協力の下に国内外の遺伝資源の探索導入及び保存を行うとともに，


それらの遺伝資源の特性を調査評価してデータベース化し，遺伝資源及び遺伝育種情報を国公立


試験研究機関，民間，大学等に提供する総合的管理利用システム（農林水産ジーンバンク）の整


備を進め，遺伝資源，遺伝資源情報の収集，管理の充実強化を図っているところである。


本報告書は，この農林水産省ジーンバンク事業のうち，植物遺伝資源部門について，平成元年


度の事業実績をとりまとめたものである。今後の事業の円滑な推進，技術指導等に役立てていた


だければ幸いである。


おわりに，とりまとめに当たって，執筆に御協力いただいた各位に深く謝意を表する次第であ


る。


平成3年3月


農業生物資源研究所長


日野　稔彦
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I　植物遺伝資源部門事業実施体制


1植物遺伝資源部会開催要領


1．趣　　旨


農林水産ジーンバンク事業実施要領第5の3に基づき，植物遺伝資源部会（以下「部会」と


いう。）を設定する。この部会は，植物遺伝資源に関する事業の円滑な推進に資するため，省


内関係者のほか，民間，大学等の学識経験者から幅広く意見を聴取しっっ，事業の運営に関す


る基本的な事項について協議するために開催する。


2．構　　成


部会の構成員は，部会長又はサブバンクの長が指名する者及び学識経験者の中から部会長が


依頼する。


3．事務局長


部会の円滑な運営を図るため，部会に事務局長を置く。事務局長は農業生物資源研究所遺伝


資源調整官とし，部会長を補佐する。


4．協議事項


部会は，植物遺伝資源の収集，整理，利用等の事業の運営に関する基本的事項について協議


する。


5．庶　　務


部会の庶務は，農業生物資源研究所企画連絡室において処理する。


－1－







2　植物遺伝資源部会構成


〔学職経験者〕


国立遺伝学研究所


筑波大学農林学系


茨城県農業試験場


キリンビール㈱


〔農林水産省〕


農業研究センター


草地試験場


野菜・茶業試験場


果樹試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


熱帯農業研究センター


北海道農業試験場


東北農業試験場


北陸農業試験場


中国農業試験場


四国農業試験場


九州農業試験場


種苗管理センター


種畜牧場


農業生物資源研究所


助教授


教　授


場　長


顧　問


総合研究官


作物第一部長


作物第二部長


育種部長


野菜育種部長


茶栽培部長


育種部長


生産技術部長


基盤技術研究部長


飼料資源部長


作物開発部長


作物開発部長


作物開発部長


作物開発部長


水田利用部長


管理調査課長


北海道中央農場長


長野種畜牧場長


井山　審也


菊池　文雄


新妻　芳弘


平井　　慎


佐藤　尚雄


橋本　鋼二


山下　　淳


山田　　実


簗瀬　好充


高柳　謙治


吉田　義雄


河上　　清


西山　岩男


植田　清一


福永　公平


星野　孝文


北条　良夫


花井　雄次


宮原　益次


中村　文夫


田中　　智


芦田　昌保


所　長　　（部会長）　日野　稔彦


遺伝資源調整官（事務局長）川口　敏美


遺伝資源第一部長　　　　鈴井　孝仁


遺伝資源第二部長　　　　田中　弘敬
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農林水産技術会議事務局 連絡調整課課長補佐


植物遺伝資源係長


ー　3　－


片山　恵之


佐々木信秋


宮下　　進







3　植物遺伝資源部会の開催


第6回　植物遺伝資源部会


日　時：平成2年2月16日（金）13：30～17：00


場　所：農業生物資源研究所第一本館三階大会議室


出席者：別紙出席者名簿のとおり


司　会：田中遺伝資源第二部長


会議の概要：


挨　拶　　農業生物資源研究所　　　日野所長


農林水産技術会議事務局　片山課長補佐


議　事


1．経過報告


・技会佐々木係長より平成2年度予算について説明がなされた。


・生物研田中部長より第1回，第2回ワーキンググループの議事録の概要説明がなされた。


2．平成元年度事業実績および平成2年度事業計画


1）　保存・配布


牧田科長より資料に基づき説明がなされた。


平成元年度の植物遺伝資源保存点数は約15万点の見込みである。内訳は種子が約12万


点，栄養体が約3万点である。うち，センターバンクでは種子を約6万7000点，栄養


体を約2400点保存している。平成2年度は，合計で約16万2000点，内訳は種子約13万


1000点，栄養体約3万1000点である。うち，センターバンクでは種子を約7万7000点，


栄養体を2700点保存する計画である。


2）　探索・収集・無毒化


中川原チーム長より資料に基づき説明がなされた。


国内探索は元年度が6チーム，2年度は6チームの計画である。


国外探索は元年度，2年度とも4チームづっである。資源ナショナリズムの関係で，


相手国での受入が困難なケースがあるので，あらかじめ，連絡を密にして無理のない


計画を立てるよう技会から要請された。熱研村田部長からマレーシアから野菜等での
′


探索希望があることを紹介。


3）　評価・素材化


松島チーム長より資料に基づき説明がなされた。


大隅支場は今年度で打ち切り，山口農試が新たに参加。


麦類も評価点数に少し変動がある旨，報告され，後日係数整理することで了解された。
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4）　増殖


牧田科長より資料に基づき説明がなされた。


5）　データベース化


関島チーム長より資料に基づき説明がなされた。


3．ジーンバンク事業の進め方について


1）　技術会議片山課長補佐より資料に基づき，事業運営上の問題点及び改善方策について


提案がなされた。


学職経験者より次の意見があった。


・IBPG－Rへの拠出額は現在，日本がトップであり，IBPGR探索でかなりの収集


ができ，昨年も生物研チームをパキスタンへ派遣して貰った。次年度も未利用資源の


収集でIBPGRへ予算要求している。また，本年度の海外探索で難行した理由につ


いての質問があった。


・県の実状について報告があり，各県でもジーンバンク事業を始めているが，県では栄


養体保存は困難である。国の遺伝資源の利用が少ないのは価格の問題であり，無料で


使わせてもらえれば有難い。


・民間から国への預入れが少ないのは，国のジーンバンク事業について知識があまりな


いからで，例えば新品種保護研究会などを通じてPRすればよい。


提案の趣旨について大筋の理解が得られた。


2）　片山補佐より「植物遺伝資源特性評価の指定試験地への委託の進め方について」，田


中部長より「ジーンバンク事業への新規加入申込の期日，手続，書式について」それぞ


れ資料に基づき説明され，了解された。


4．その他


1）　北農試の山田部長によりオーストラリアの植物遺伝資源のネットワークシステムにつ


いて，CSIROによるデータベースシステムの実状について発言があった。


2）　片山補佐により花博の展示後の植物をもらい受けることにし，その具体策を現在協議


中である。
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第6回植物遺伝資源部会出席者名簿


（平成2年2月16日　生物研本館3階大会議室）


所　　　　属　　　　　　　　役　　　職　　　　　　　氏　　名


筑波大学


茨城県農業試験場


キリンビール㈱


畜　産　局


農蚕園芸局


農林水産技術会議事務局


農業研究センター


草地試験場


野菜・茶業試験場


果樹試験場


蚕糸・昆虫農業技術研究所


熱帯農業研究センター


北海道農業試験場


東北農業試験場


北陸農業試験場


中国農業試験場


四国農業試験場


九州農業試験場


種苗管理センター


種畜牧場


農業生物資源研究所


教　授


場　長


顧　問


自給飼料課長補佐


畑作振興課係長


種菌課係長


連絡調整課長補佐


連絡調整課係長


振興課指定試験係長


総合研究官


作物第一部長


作物第二部長


育種部長


野菜育種部研究室長


茶栽培部長


育種部第四研究室


生産技術部研究室長


基盤技術研究部長


飼料資源部長


作物開発部研究室長


作物開発部長


作物開発部研究室長


作物開発部研究室長


作物開発部長


管理調査課企画調整係長


〃　　技官


北海道中央農場長


長野種畜牧場課長


所　　長
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菊池　文雄


新妻　芳弘


平井　　慎


倉持　正実


来島　孝泰


栗原　　真


片山　恵之


佐々木信秋


瀬川　雅裕


佐藤　尚雄


鈴木　　守


山下　　淳


長谷川寿保


吉川　宏昭


高柳　謙治


森口　卓哉


片桐　幸逸


村田　伸夫


山田　　実


山口　勲夫


星野　孝文


田谷　省三


伊藤　昌光


永田　伸彦


徳永　国男


庄司　　昇


田中　　智


井上　茂敏


日野　稔彦







所　　　　属　　　　　　　　役　　　職　　　　　　　氏　　名


農業生物資源研究所


′／


′′


′′


／′


′′


／／


′／


／／


／／


／／


′′


／／


／／


／／


／′


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


植物探索導入研究チーム長


情報システム研究チーム長


植物生殖質保存研究チーム長


遺伝資源管理情報科長


業務管理課長


〃　　業務係長


遺伝資源第一部主任研究官


遺伝資源第一部主任研究官


遺伝資源第一部主任研究官


遺伝資源第二部主任研究官


遺伝資源第二部主任研究官


〃　遺伝資源貯蔵専門官


〃　遺伝資源管理係長
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川口　敷美


鈴木　孝仁


田中　弘敬


中川原捷洋


関島　　稔


松島　幹夫


牧田　道夫


羽島　満治


星　　勝美


長峰　　司


横山　忠治


梅原　正道


樋口　鉄美


木村　良二


佐藤　　賢


椎名　次男







4　植物遺伝資源部会ワーキンググループ


1）　運　営　要　領


1．植物遺伝資源部会長（農業生物資源研究所長）の活動を補佐し，部会の円滑な運営を図るた


め，ワーキンググループ（以下，WGと略す）を設ける。WGの事務局長は，植物遺伝資源部


会の事務局長とする。


2．WGのメンバーは，部会長が依頼する。原則として筑波の関係試験研究機関の研究室長等で


構成する。


3．WGは，事務局長を補佐し，部会の活動に必要な事項を検討し，部会への提案，報告等に必


要な資料を作成する。また，WGのメンバーは，関係試験研究機関相互の緊密な連携を図り，


部会の緊密な連携を図り，部会の円滑な運営に資する。


4．WGの事務局長は，部会の活動に関する基本的な計画案を部会に提案し，部会の承認のもと


に実施する。計画の細部等については，事務局長がWGに依頼して検討を行い，部会長の承認


のもとに実施し，部会に報告する。


5．WGの事務局長は，必要に応じ，若干名の幹事をWGのメンバーから指名することができる。


また，特定の問題を解決するため，WGのメンバー及びそれ以外の者から指名し，検討チーム


を必要な時期に設けることができる。


6．WGの庶務は，部会の庶務とあわせて，農業生物資源研究所企画連絡室で行う。
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2）　構　　　　成


場　　　　所 役　　　職


農業生物資源研究所


農業研究センター


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


（金谷）


氏　　名


遺伝資源調整官


遺伝資源第1部長


植物探索導入研究チーム長


情報システム研究チーム長


遺伝資源第2部長


植物生殖質保存研究チーム長


遺伝資源管理情報科長


稲育種法研究室長


麦導入保存研究室長


資源作物研究室長


甘しょ育種研究室長


豆類育種研究室長


育種素材研究室長


育種第4研究室長


育種第4研究室長


川口　敷美


鈴井　孝仁


中川原捷洋


関島　　稔


田中　弘敬


松島　幹夫


牧田　道夫


小川　紹文


山田　利昭


古明地通孝


樽本　　勲


喜多村啓介


中嶋　紘一


真田　哲朗


吉川　宏昭


切り花花き第1研究室長　　　天野　正之


育種法研究室長


蚕糸・昆虫農業技術研究所　　桑育種工学研究室長


熱帯農業研究センター 主任研究官
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近藤　貞昭


片桐　幸逸


吉田　博哉







3）　ワーキンググループの開催


1．平成元年度第1回ワーキンググループ打合せ会


日　時：平成元年10月25日（水）13：30～17：15


場　所：農業生物資源研究所研究第一本館三階大会議室


出席者：別紙　出席者名簿のとおり


会議の概要（進行：田中遺伝資源第二部長）


1．挨　拶


生物研　　　　　　　　　　川口遺伝資源調整官


技術会議事務局連絡調整課　片山課長補佐（平成2年度予算要求にもふれた）


2．議　事


1）　ジーンバンク事業運営上の問題点について


片山補佐より「論点整理メモ」に基づいて提案がなされた。


（1）「収集・保存」について


・従来までも場所ごとに研究協力はやっており，県や民間が預け入れる場合に，メリッ


トのあるよう，もっと積極的な方法を望む声もあったが，今回の連調課の提案は，従


来よりも前進するということで支持された。


（2）「特性調査」について


・パスポートデータの登録にあたってワーキングコレクションの扱い方が必ずしもコン


センサスを得られておらず，混乱の原因になっている。


・サブバンクとセンターバンクとで，パスポートデータの記入法についても必ずしも意


識が統一されていない。事業発足当初とは人も変わっており，今後，改めて意識統一


が必要である。


・予算配分については，イモのような栄養繁殖作物は，毎年，苗取，掘取，貯蔵を要す


るが，現在の栄養系の保存経費は少なすぎる。


・調査年度についても，永年性の場合，1年では調査するステージに達しない。


数年を要するものもあり，その辺も考慮して欲しい。


（3）「データベース化」について


・特に意見なし
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（4）「特性評価の実施及び予算配分の分担」について


・おおよその流れについては了承された。


2）　特性評価マニュアルの作成について


・一次，二次，三次の特性について，作物によって必ずしも基準が統一されていない点


もあるが，予算要求のための用語として，ある程度割り切って進めることが大方の了


承が得られた。


（特性調査は実際には進行しており，果樹などでは，予算要求の場合の読みかえも致


し方がない）


．センターバンク内に特性マニュアル作成W．G．の設置が提案され，了承された。


・平成2年度の夏までに特性評価マニュアルを作成するよう，具体的な作業計画が提案


され，協議の結果，了承された。（別表）


3）　その他


センターバンクより，パスポートデータについて，一部手直しをしたいが，混乱を生


じないよう慎重にやりたい旨の提案がなされ，了承された。


①　研究室通し番号はID番号との関係が不明確なので削除する。


②　品種番号は削除する。


③　品種名60字では入らないものがあるので，80字にする○


④　特徴はkeywordを6ケ入れるようにする。


特性評価，マニュアル作成計画


作　 業 技術会議 セ　 ン　タ　ー　バ　ン　ク 植物種類別責任者 担当研究室


評価項目
の選定


協　 議 マニュアルW ．G の設置，参考資
料の作成送付，項目の選定の依頼


（11月上旬）
選定項目の取りまとめ，整理調整


（1月中旬）


植物種類別評価項
目の選定


（12月中旬）


項目選定に関
わる意見情報
の提供等種類
別責任者の要
請に協力


マニュア
ル原案の
作成


協　 種 マニュアル取りまとめ様式の決定
マニュアル原案作成の依頼


（1月下旬）
マニュアル原案の取りまとめ整理
調製　　　　　　　 （5月中旬）


植物種類別マニュ
アル原案の作成


（4月中旬）


原案作成に関
わる意見情報
の提供等種類
責任者の要請
に協力


マニュア
ル案の作
成


種　 議 マニュアル案の作成
同案点検修正の依頼 （5月下旬）
修正案の取りまとめ （6月中旬）


マニュアル案の点
検修正


（6月上旬）


種類別責任者
に協力


印刷配布 協 ．議 マニュアル成案 （印刷原稿）．の作
成印刷配布　　　　 （7月中旬）


マニュアルの配布
および実施法の指r
導　 （7月下旬）


マニュアルに
基ずき統一方
式の評価実施
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平成元年度　第1回ワーキンググループ出席者名簿


平成元年10月25日（水）


農業生物資源研究所一号本館3F大会議室


農林水産技術会議事務局　　連絡調整課課長補佐


連絡調整課


〃


農業研究センター


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


（金谷）


蚕糸・昆虫農業技術研究所


熱帯農業研究センター


種苗管理センター


農業生物資源研究所


稲育種法研究室長


麦導入保存研究室長


資源作物研究室長


甘しょ育種研究室長


豆類育種研究室長


育種素材研究室長


育種第四研究室長


育種第四研究室長


緑化植物研究室長


育種研究室長


桑育種工学研究室長


主任研究官


管理調査課長


管理調査課


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長
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片山　恵之


宮下　　進


佐々木信秋


小川　紹文


山田　利昭


古明地通孝


樽本　　勲


喜多村啓介


中嶋　紘一


真田　哲朗


吉川　宏昭


平田　良樹（代理）


山口　　聴（〃）


片桐　幸逸


吉田　博哉


中村　文夫


庄司　　昇


川口　敷美


鈴井　孝仁


田中　弘敬







植物探索導入研究チーム


主任研究官


／／


情報システム研究チーム長


〃　　　　　主任研究官


植物生殖質保存研究チーム長


微生物保存研究チーム長


遺伝資源管理情報科長


′′　遺伝資源貯蔵専門官


′′　遺伝資源管理係長


業務管理課業務係長


／／
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長峰　　司


江川　宣伸


関島　　稔


梅原　正道


松島　幹夫


松本　和夫


牧田　道夫


佐藤　　賢


椎名　次男


星　　勝美


丸山　秀樹







2．平成元年度　第2回ワーキンググループ打合せ会議事録


日　時：平成2年2月8日（木）13：30～16：45


場　所：農業生物資源研究所研究第一本館三階大会議室


出席者：別紙　出席者名簿のとおり


会議の概要（進行：田中遺伝資源第二部長）


1．挨拶及び情勢報告


生　　　　物　　　　研　川口遺伝資源調整官


技術会議事務局連絡調整課　片山課長補佐


佐々木技官（元年度事業の実施状況を説明）


2．議　事


1）　平成元年度事業報告及び2年度事業実施計画について


（1）遺管科長から資料に基づいて報告がされた。2年度収集・受入計画1万2000点の内訳


についての質問があり，稲類ではIITA，IRRIからの導入，植探研チームからの


移管，麦類ではICARDA，CYMMYTからの導入，サブバンク独自の導入等であ


る旨の説明がなされた。


（2）探索・収集・無毒化


植探研チーム長から資料に基づいて報告された。


2年度国内収集計画では，豆類について担当が九州農試となっているが，希望は熱研


沖縄から提出されているので，熱研，亜熱帯担当植物種類別責任者が調整することにな


った。


海外探索については，連調課より3年度計画についても早めに現地との接触，見通し


に着手して欲しい。収集側の希望を重視したいが，現地の事情の厳しいところがあるの


で現実見通しの高いものを重視したい旨の発言があった。また，ソ連が最近，接触を希


望し，早ければ今春打合せに来日し，日本からも釆年度内に打合せに派遣する必要が生


じる可能性がある旨，紹介された。


（3）評価・素材化


生保研チーム長から2月1日現在の資料に基づいて報告された。


連調課より鹿児島農試の1単位が今年度で終了するので，その後の対応を考えている


旨の発言があった。かんしょのアリモドキゾウムシ耐虫性の特性検定を沖縄農試で実施


できると貴重なデータとなるとの要望があり，今後検討することになった。
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（4）増　殖


遺管科長から資料に基づいて報告された。


栄養体保存リストにセンターバンク（新庄，宮崎）分も資料に加えて欲しい旨の要望


があった。


（5）データベース化


情報研チーム長から資料に基づいて報告された。


評価報告書の様式を統一する必要についての質問があり，センターバンクとしては特


マニュアルの作成を待って，統一したいとの意向が示された。


2．ジーンバンク事業の推進方向について


連調課片山班長から資料に基づき，説明がなされ意見を交換した。


海外からの遺伝資源受入の際，センターバンクに連絡する必要があるかとの質問に対して，


センターバンク側としては連絡して欲しい旨の回答がなされた。


指定試験地における遺伝資源の取り扱い方に関する質問に対して，育成，保存されたもの


は寄付扱い，ジーンバンク事業で海外探索導入したものは，折半して利用する旨の見解が


示された。


連調課より，特性評価その他については，予算配分は今までより実績主義を取り入れるこ


とにし，今後，ジーンバンク事業の予算配分案の作成をセンターバンクにお願いする旨の


表明がなされた。


3．その他


連調課より，花博後の植物の分譲を受けたいので，予算を計上し，リストを入手する見込


みとの，発言があった。


サブバンクの室長が交代する際，事業の情報をっなげなければならないので，サブバンク


の遺伝資源管理者（部長）との連絡を密にして欲しい旨の要望があった。
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平成元年度　第2回ワーキンググループ出席者名簿


平成2年2月8日（木）


農業生物資源研究所一号本館3F大会議室


農林水産技術会議事務局　　　連絡調整課課長補佐


連絡調整課


農業研究センター


草地試験場


果樹試験場


野菜・茶業試験場


（金谷）


稲育種法研究室長


麦導入保存研究室長


資源作物研究室長


甘しょ育種研究室長


豆類育種研究室長


育種素材研究室長


育種第四研究室長


育種第四研究室長


緑化植物研究室長


育種研究室長


蚕糸・昆虫農業技術研究所　　桑育種工学研究室長


熱帯農業研究センター


農業生物資源研究所


主任研究官


遺伝資源調整官


遺伝資源第一部長


遺伝資源第二部長


植物探索導入研究チーム長


′′　　主任研究官


植物分類評価研究チーム


情報システム研究チーム長


′′　　　　主任研究官
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片山　恵之


佐々木信秋


小川　紹文


山田　利昭


古明地通孝


樽本　　勲


喜多村啓介


藤本　文弘（代理）


真田　哲朗


吉川　宏昭


平田　良樹


近藤　貞昭


片桐　幸逸


吉田　博哉


川口　敷美


鈴井　孝仁


田中　弘敬


中川原捷洋


河瀬　真琴


徳永　　博


関島　　稔


梅原　正道







植物生殖質保存研究チーム長　松島　幹夫


遺伝資源管理情報科長


〃　　主任研究官


〃　遺伝資源貯蔵専門官


〃　遺伝資源管理係長


業務管理課長


′′　業務係長


／／
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牧田　道夫


木村　良二


佐藤　　賢


椎名　次男


羽島　満治


星　　勝美


丸山　秀樹







5　植物種類別責任者の設定


（趣旨）


次官通達（要綱），5局庁長通達等により，ジーンバンク事業運営の枠組は示されているが，


当該植物遺伝資源部門のより円滑な運営には，一定の植物種類区分について経常的に関与し，


又精通している者の積極的な参画が必要である。かかる観点から，植物遺伝資源部門における


研究を推進し，その事業の円滑な運営を図るために，別添1の12植物種類につき責任研究室


（室長を責任者とし，以下「植物種類別責任研究者」という。）を設定する。植物種類別責任


者は，センターバンクとの密接な連絡の下に，関与する植物種類についてのジーンバンク事業


に係る企画及び連絡調整の業務を分担するほか，当該事業と通常の育種研究との接点領域にお


いて責任者としての穣極的な役割が期待される。


（選出）


1．植物種類別責任者（以下「責任者」という。）は，12植物種類別に選出し，当該者は原則


として専門場所の職員で，WGの構成員とする（別添1参考）。


（ジーンバンク事業における任務）


2．責任者は，センターバンク（WGを含む）との密接な連絡の下に，ジーンバンク事業にお


いて次のような役割を分担する。


（1）当該年の実績及び次年度計画（案）のとりまとめ。


（2）予算要求基礎（案）のとりまとめ。


（一般的任務）


3．責任者は，当該作物分野の遺伝資源に関する試験研究において，中心的役割を果たす。具


体的には，次のような役割を分担する。


（1）育種動向の調査・把握


1）　緊急性の高い形質と，その遺伝的変異についての予備調査


2）　緊急性の高い育種材料，あるいは未調査（未収集）材料の調査，探索収集計画


3）　海外遺伝資源動向の調査と，内外の有望材料の分譲依頼，導入（注1）


（2）遺伝資源の特性評価の推進


1）　特性記載方式の整備（DESCRIPTOR），特性評価マニュアルの整備


2）　ジーバンク事業その他における特性調査の集約，有用特性材料の情報集約（注2）


遺伝情報システム研究室との連絡窓口


3）　未調査遺伝資源の重要度に基づく特性調査計画の策定，1－（1）による。


農場等との連絡窓口，調査番号の整備等


（3）増殖計画の立案・実施（作物問の調整はセンターバンク）
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1）　種子保存可の作物


イ　センターバンクに未保存の材料の増殖


ロ　センターバンク保存中のものの再増殖


ハ　イ，ロを調整し，農場等と協力して増殖し，センターバンクに送付する。


2）　種子保存不可のもの


関連研究室等と協力し，維持増殖計画をたてて実行する。


隔離増殖関連事務


（4）センターバンクのカタログ整備・配布事業への協力


試験研究用植物遺伝資源取扱要領の規程による。


（5）その他


1）　安全のための二重保存計画の推進


2）　同名異番号など，重複保存材料の検出と整理


（注1）　主としてセンターを通して


（注2）　外国からの要望特性に基づいて，品種名を挙げることが要望される。
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ジーンバンク事業植物遺伝資源部門実施推進体制
匝 業生物資源研究所所可


l 植物探索導入研・植物分類評価研
植物生殖質保存研・植物栄養体保存研
情報システム・遺伝資源管理情報科


l


総　 括


担当者


農業研究センター総合研究官 野菜・茶業試験場


野菜育種部長農業研究センター作物第一部長 農業研究センター作物第二部長


植　 物
種類別


・責任者


農業研究センター


作物第一部稲育種法研究室


農業研究センター


作物第一部甘しょ育種研究室


農業研究センター


作物第一部豆類育種研究室


畢業研究センター


作物第一部資源作物研究室


農業研究センター


作物第二部麦育種法研究室


（野菜）野菜・茶業試験場
野菜育種部野菜育種第四研究室


（花き）花き部緑化植物研究室


担


当


場


所


●


研


究


室


農研七　　 作一部　 稲育研
ヘテロシス育研
稲育法研


生資研　　 遺一部　 植物探導研
放育場　 放育法一研


北農試 ．作開部　 稲育法研
稲育研


東北農試　 水利部　 稲育研
北陸農試　 作開部　 育種法研


稲育研
中国農試　 作開部　 稲育研
九州農試　 水利部　 稲育研
熱研七　　 沖縄支　 世代促進研


北海道上川農試　　 育種科＊
青森県農試藤坂支場


品種改良科＊
宮城県古川農試育種部


育種科＊
福井県農試　　　　 育種課＊
愛知県農総試山間実験農場
宮城県農総試栽培部育種科＊
鹿児島県農試　　　 育種部＊
茨城県農試　　　　 育種部＊


（陸稲）


甘


し


よ


農研七　　 作⊥部　 甘しょ育研
九州農試　 畑作部　 甘しょ交研


甘しょ育研


種苗管理センター農場 （3）
雲　　　 仙
鹿　 児　 島
沖　　　 縄


豆類
農研七　 作一部豆類育研
生資研　 遺一部植物探導研
東北農試作開部耐性育法研
九州農試作開部品質評価研


雑穀


●
特用
作物


農研七　　 作一部　 資源作物研
生資研　　 遺一部　 植物探導研


ヘテロシス研
放育場　 照射法研


北農試　　 畑利部　 厳寒資源研
東北農試　 作開部　 耐性育法研
中国農試　 企画室　 業務科


種苗管理センター農場 （7）
北海道中央 （除虫菊）
後　　　 志 （きび，はっか）
金　　　 谷 （ミツマタ，


コウゾ，チョマ）
雲　　　 仙 （やまのいも）
知　　　 覧 （はっか，除虫菊
沖　　　 縄 （キャッサバ）


麦
共通


農研七　　 作二部　 麦育法研
麦導入保研


生資研　　 遺一部　 植物探導研
北農試　　 作開部　 麦育研
東北農試　 作関都　 耐性育法研


麦育研


野菜
類


生資研　 遺一部　 植物探導研
遺二部　 遺管情報科


野茶試　 野育部　 品質評価研


ウリ
科


野茶試　 野育部　 育二研
盛岡支　 育一研
久留米支育一研


大豆


生資研　 遺二部遺管情報科
放育場放育法一研


草地試　 育種部育種素材研
北農試　 畑生部気象反応研
東北農試作開部大豆育研
九州農試作開部大豆育研


北海道十勝農試豆類一科＊
中央農試畑作一研＊


長野県中信農試畑育部


種苗管理センター農場 （2）
八　 ヶ　岳
雲　　　 仙


小麦


農研七　　 作二部　 小麦育研
中国農試　 作開部　 麦育研
九州農試　 水利部　 耐性育法研


小麦育研


北海道北見農試験　 小麦科＊
長野県農事試作物部


ナス
科


野茶試　 野育部　 育三研
久留米支育一研


長野県中信農試畑作育種部＊


馬


鈴


し


よ


生資研　　 遺一部　 植物探導研
北農試　　 作開部　 ばれい育研


北海道根釧農試馬鈴しょ科＊
長崎県総合農試


愛野馬鈴しょ支場＊


種苗管理センター農場 （8）
北海道中央
後　　　 志
胆　　　 振
十　　　 勝
上　　　 北
嬬　　　 恋
八　 ヶ　岳
雲 ．　 仙


アブラナ科 野茶試 野育部 育四研


大麦


えん
麦


裸麦


農研七　　 作二部　 大麦育研
四国農試　 作開部　 畑作育研
九州農試　 水利部　 大麦育研


長野県農事試　 作物部＊
栃木県農試栃木分場


ビール麦育種部＊
福岡県農総試農産研究所


育種郡


九州農試　 草地部　 牧草育種研


種苗管理センター農場 （5）
北海道中央
後　　　 志
胆　　　 振
十　　　 勝
嬬　　　 恋


四国農試　 作開部　 畑作育研


ユリ
科


北農試　 作開部　 野菜研
野茶試　 野育部　 品質評価研
野茶試 、盛岡支　 育二研
種苗管理センター （5）
後　 志 ・胆　 振・十　 勝
八ヶ岳 ・雲　 仙


いぐ
さ


広島県農試　 い草試験地＊
種苗管理センター農場 （2）


雲　　　 仙
知　　　 覧小豆 北海道十勝農試豆類二科＊


落花
生


千葉県農試　　 落花生研＊ こん
にゃ＿
く


種苗管理センター農場 （1）
金　　　 谷


群馬県農試こんにゃく分場＊
栄養
繁殖
性


その
他


野茶試　 野育部　 育一研
盛岡支　 育二研
久留米支育二研


種苗管理センター農場 （2）
知　　　 覧 （さといも）
八　 ヶ　岳 （いちご）


野茶試　 盛岡支　 育二研
久留米支育種一研


北農試　 作開部　 野菜研
熱研セ　 沖縄支　 作導栽研
種苗管理センター農場 （3）
北海道中央・後 ．志・胆 振


野茶試　 花き部　 切花一研
切花二研
鉢物花き研
緑化植物研


久留米支　 花き研
緑化植物研


富山県野菜花き試＊
鹿児島県農試花き部
種菌管理センター農場 （3）
北海道中央・嬬　 恋・雲　 仙


なた
ね


東北農試　 作開部　 資源作育研


てん
さい


北農試　　 畑生部　 てん育法研


芋と
つ
きび


九州農試　 作開部　‾さとう育研
熱研七　　 沖縄支　 作育研


沖縄県農試　 さとうきび育研


種苗管理セシター農場 （2）
鹿　 児　 島
沖　　　 縄


稲 いも類 まめ類 雑穀・特用作物 麦　　 類 野菜・花き緑化植物


＊印は元年度は該当しないが，長期的に特性調査の委託が可能な場所・研究室
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総　 括


担当者


草地試験場


育種部長


果樹試験場


育種部長


野菜 ・茶業試験場


茶栽培部長


蚕奉 ・昆虫農業技術研究所


生産技術部長


熱帯農業研究センター


研究技術情報官


植　 物
種類別
責任者


草地試験場　 育種部


育種素材研究室


果樹試験場


育種部育種第四研究室


野菜・茶業試験場


茶栽培部育種法研究室


蚕糸 ・昆虫農業技術研究所


生産技術部桑育種工学研究室


熱帯農業研究センター


研究第一部主任研究官


担


当


場


所


・


研


究


室


牧飼作


・共通


生資研　　 遺一部　 植物探導研
植物栄保研


草地試　　 育種部　 育素材研
育化学研


熱研七　　 沖縄支　 作物育研


果樹共通


生資研一　遺⊥部　 植物分評研
遺二部　 栄養体保研
放育場　 放育法二研


果樹試　　 育種部　 育四研
北軍試　 作開部　 果樹研


・国外種 ・
国内の育
成系統 ・
近縁種 ・
及び希少
資源


野茶試　 茶栽培部育種法研
桑共通


生資研　　 遺一部　 植物分評研
遺二部　 栄養体保研


蚕昆畢　 生技部 桑育工学研
熱帯作物
全　　 般


熱研センター沖縄支所
作物導入栽培研
熱帯果樹研
世代促進研


野茶試　 茶栽培部
育種法研
育種研


久留米支場
育種素材研


埼玉県茶業試験場＊
宮崎県農総試　 茶業支場


ヤマグ
ワ・カ
ラヤマ
グワ・
ログワ


東北農試　 畑利部　 養蚕研
北陸農試　 作開部　 畑作物育研
九州農試　 作開部　 桑育養蚕研
蚕昆研　　 生技部　 桑育研


松本支　 高冷地桑栽技研


パインア


ップル


生資研　　 放育場　 照射法研


種苗管理センター農場 （1）
沖　　　 縄寒地型


イネ科
牧草


北農試　　 地基研部適応生態研
飼資部　 イネ科牧育研一


東北農試　 草地部　 牧草育種研
北陸農試　 水利部　 飼料作物研
北海道北見農試＊


・山梨県酪農試＊十勝種畜牧場


かんきつ


果樹試　　 興津支　 育一研
育二研


安芸津支　 育法研
□野津支　 育種研


種苗管理センター農場 （3）
雲　 仙 ・鹿児島 ・沖　 縄 シマグ


ワ等


熱研七　　 沖縄支　 作物栽導研


種苗管理センター農場 （1）
沖　　　 縄


パパイヤ 種苗管理センター農場 （1）
沖　　　 縄アッサム種 ・


アッサム雑種
耐寒性弱
系統


野菜試　 久留米支場
茶樹育種研


り　ん　ご
果樹試　　 盛岡支　 育種研
種苗管理センター農場 （2）


北海道中央 ・上　 北暖地型
イネ科
牧草


草地試　　 育種部　 育一 ・二研
九州農試　 草地部　 牧草育法研
茨城県畜試＊
山口県農試＊
鹿児島県農試　 大隅支場
熊本種畜牧場


在来種 ・
中国種 ・
古くから
の系統


生資研　 遺伝資源第二部
植物栄養保存研


日本なし 果樹試　　 育種部　 育二研


ク　　 リ 果樹試　　 育種部　 育二研
種苗管理センター農場 （嬬恋）


マメ科
牧草


草地試　　 育種部　 育種工学研
北農試　　 地基研部適応生態研


飼資部　 マメ科牧育研
東北農試　 草地部　 牧草育研
九州農試　 草地部　 牧草育種研
愛知県農総試　 作物研究所＊
十勝種畜牧場


地域の系
統


種苗管理センター農場 （3）
金　　　 谷
奈　　　 良
知　　　 覧


アンズ・ウメ
モモ・スモモ


果樹試　　 育種部　 育三研 ．
山形園試＊
種苗管理センター農場 （雲仙）


ブ ドウ
果樹試　　 安芸津支　 育種研
山梨県果樹試＊
福岡農総試園研＊


野　 草
草地試　　 育種部　 育一研
東北農試　 草地部　 牧草育研
種苗管理センター農場 （上北）
熊本種畜牧場


柿 果樹試　　 安芸津支　 育種研


ビ　　 ワ 果樹試　　 興津支　 育一研
長崎果試育種科


とうも
ろこし


生資研　　 放育場　 放育法一研
草地試　　 育種部　 育二研
北農試　　 地基研部適応生態研


飼資部　 飼料作育研
北海道十勝農試＊
長野県中信農試＊
宮崎県総農試都城支場＊
種苗管理センター（十勝，八ヶ岳）
長野種畜牧場


小果樹類


そ の 他


果樹試　　 育種部　 育二研
（イチョウ，セイヨウナシ）


盛岡支　 育研
（小果樹類，セイヨウナシ，別ン）


興津支，育二研
（オリーブ，ナツメ）


安芸津支育研
（キウイフルーツ）


安芸津支育法研
（キウイフルーツ）


口之津支育研
（イチヂク）


種苗管理センター （八ヶ岳）
（くるみ）


ソルガ
ム


飼料カ
ブ


草地試　　 育種部　 育二研
中国農試　 作開部　 育種工学研
長野県畜試＊
広島県農試＊ ．
長野種畜牧場


北陸農試　 水利部　 飼料作物研


牧草 ・飼料作物 果　　　　　　 樹 茶 桑 熱帯 ・亜熱帯作物
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6　植物遺伝資源センターパンク運営体制


農業生物資源研究所


植物遺伝資源管理運営責任者 所　長 管理運営の全般にわたる総括


責任
部会の開催


植物遺伝資源委員会 委員長：遺伝資源調整官
委　員：各部，場から1名


植物遺伝資源の管理運営に関
する助言


植物遺伝資源管理者 遺伝資源調整官 管理運営責任者の補佐


WGの開催


植物遺伝資源管理運営委員 遺伝資源第1部長
遺伝資源第2部長


植物探索導入研チーム長
植物生殖質保存研チーム長
遺伝資源管理情報科長


情報システム研チーム長


センターバンク管理運営の実
務


サブバンクとの連絡
植物種類別責任者との協議，
連絡


分担研究チーム・室 センターバンク機能 サブバンク機能


植物探索導入研究チーム 探索，導入に関する立案，協議〕
各種作物の受入，評価，保存，
配布，イネ導入資源の隔り採
種と1次評価


遺伝資源管理


情　報　科


受入，保存，配布，増殖に関す
る立案，協議，実務


左に準ずる


情報システム研究チーム
遺伝資源情報管理に関する立案
協議，実務


方に準ずる


植物生殖質保存研究チー
ム


遺伝資源保存法マニュアル作成 各種遺伝資源の評価等〕


植物栄養体保存研究チーム
寒地型栄養系遺伝資源の保存，
評価，配布 〔左に準ずる


植物分類評価研究チーム
暖地型栄養系遺伝資源の保存，


評価，配布
左に準ずる


各研究室 各種遺伝資源の受入，作出，
評価，保存
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7　植物遺伝資源サブバンク運営体制


1）　農業研究センター


サブバンク管理運営責任者 所　長 〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


遺伝資源委員会 委員長：作一部長
委　員：関係各部


より1名


受入・作出遺伝資源のW－，A－，
B－Collectionへの仕分けその他


サブバンク管理運営に関する助言


サブバンク管理者 作一部長 〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営委員 稲育種法研究室長


麦導入保存研究室長
甘しょ育種研究室長
豆類育種研究室長


資源作物研究室長


サブバンク管理運営
（文書受付，発送等窓口業務，遺


伝資源の受付，配布，サブバン
ク在庫管理，特性情報の管理等）


センターバンクとの連絡
WGへの参加，及び植物種類別


責任者としての業務


分担研究室 稲育種法研究室
稲育種研究室


ヘテローシス育種研究室


〔慧雲漂志料禁二票，と票とめ〕


麦導入保存研究室 麦の導入，保存，増殖，評価
および麦評価データのとりまとめ


甘しょ育種研究室 いも類の導入，保存，増殖，評価
および評価データのとりまとめ


豆類育種研究室 まめ類の導入，保存，増殖，評価
および評価データのとりまとめ


資源作物研究室 特作類の導入，保存，増殖，評価
および評価データのとりまとめ
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2）　草地試験場


サブバンク管理運営責任者


サブバンク管理者


サブバンク管理運営委員会


分担研究室


場　　長 〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


育種部長 〔管理運営責任者の補佐〕


委員長：育素材研究室長
委　員：育種1研室長


育種2研室長
育種化学研室長


サブバンク管理運営


（文書受付，発送等窓口業務，
遺伝資源の受入，W－，A－，
B－Collectionへの仕分け，


配布，在庫管理，特性情報の
管理等）


センターバンクとの連絡
WGへの参加及び植物種類別責
任者としての業務


育種素材研究室 牧草類・野草類，長大型飼料作
物の導入・保存・増殖・及び保
存・増殖に関する助言ととりま
とめ


育種第1研究室 牧草類・野草類の保存，増殖・
評価および評価データのとりま
とめ


育種第2研究室 長大型飼料作物の保存，増殖・


評価および評価データのとりま
とめ


育種化学研究室 牧草類・長大型飼料作物の品質
・成分に関する特性の評価及び


評価データのとりまとめ
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3）　果樹試験場


サブバンク管理運営責任者


遺伝資源委員会


サブバンク管理者


サブバンク管理運営委員


分担研究室


場　長 管理運営の全般にわたる総括責任
者


受入，作出遺伝資源のW－，B－，
A－Collectionへの仕分けその他
サブバンク管理運営に関する助言


委員長：育種部長
委　員：企画連絡室長


栽培部長
保護部長
4支場長


育種部長 〔管理運営責任者の補佐〕


育種部育4研室長
育種部育1研室長
育種部育2研室長
育種部育3研室長
興津支場育2研室長


サブバンク管理運営
（文書受付，発送等窓口業務，遺
伝資源の受入，配布，サブバン


ク在庫管理，特性情報の管理等）
センターバンクとの連絡


WGへの参加，及び植物種類別責
任者としての業務


育種部育種第4研究室 各種果樹の探索，導入に関する立案，協
議，各種導入果樹の隔離栽培とウイル
ス無毒化，各種果樹の受入，評価，保
存，配布及び評価データのとりまとめ


育種部育種第1研究室


育種部育種第2研究室


〔各種果樹の育種素材化


育種部育種第3研究室


盛岡支場育種研究室


なし，くり，いちょうの導入，保存，増
殖，評価及び評価データのとりまとめ


核異類（おうとうを除く）の導入，保


存，増殖，評価及び評価データのとり
まとめ


寒冷地果樹の導入，保存，増殖，評価
及び評価データのとりまとめ


興津支場育種第1研究室〔霊完景品志望讐会，と票，と票殖，


興津支場育種第2研究室 各種常緑果実の探索，導入に関する立
案，協議，各種常緑果樹の育種素材化，
各種常緑果樹の受入，評価，保存，配
布及び評価データのとりまとめ


安芸津支場育種研究室 ぶどう，かき，キウイフルーツの導入，
保存，増殖，評価及び評価データのとり
まとめ
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安芸津支場育種法研究室〔温暖寡雨地果樹の育種素材化


口之津支場育種研究室 かんきつ，いちぢくの導入，保存，増
殖，評価及び評価データのとりまとめ


北農試作開部果樹研究室 なし，りんご，小果樹類の導入，保存，増
殖，評価及び評価データのとりまとめ


生物研植物栄養体保存研
究チーム


りんご，なし，せいようなし，おうとう，
くるみ，小果樹類の受入，保存，増殖，


評価及び評価データのとりまとめ


生物研植物分類評価研究
チーム


かんきっ，ももの受入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ


生物研放育場放育種法第
2研究室


果樹遺伝資源の受入，作出，評価，保存〕


山梨県果樹試 ぶどうの受入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


福岡県農総試園芸研究所 ぶどうの受入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


長崎県果樹試


種苗管理センター
北海道中央農場


種苗管理センター
上北農場


種甫管理センター


嬬恋農場


種苗管理センター


八ヶ岳農場


種苗管理センター
雲仙農場


種苗管理センター
鹿児島農場


種苗管理センター
沖縄農場


びわの受入，保存，増殖，評価及び評
価データのとりまとめ


りんごの受入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


りんご，くるみの受入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ


くりの受入，保存，増殖，評価及び評
価データのとりまとめ


くるみ受入，保存，増殖，評価及び評
価データのとりまとめ


やまももの受入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


かんきつの受入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


かんきつの受入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ
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4）　野菜・茶業試験場


サブバンク管理運営責任者 場　　長 管理運営の全般にわたる総括責任


遺伝資源委員会 委員長：企画連絡室長
長
茶
盛
久


部
．
，
，
長


種
長
長
長
場


育
部
部
場
支


莱
き
培
支
米


野
花
栽
岡
留


，


　


e
員委


受入・作出遺伝資源のW－，B－，
A－Collectionへの仕分け，その他サブバ
ンク管理運営に関する助言


サブバンク管理者 野菜育種部長
花き部長
茶栽培部長


〔管理運営責任者の補佐


サブバンク管理運営委員 野菜育種部育種
第4研究室長
花き部切り花
花き第1研究
室長
茶栽培部
育種法研究室長


サブバンク管理運営
（文書受付，発送等窓口業務，遺伝資源の
受入，配布，サブバンクの在庫管理，特
性情報の管理等）


センターバンクとの連絡
WGへの参加及び植物種類別責任者として
の業務


分担研究室 野菜育種部育種第1研究室 栄養繁殖性野菜，マメ科野菜等の導入・保
存・増殖・評価及び評価データのとりまとめ


′′　　育種第2研究室 ウリ科野菜の導入・保存・増殖・評価及び
評価データのとりまとめ


′′　　育種第3研究室 ナス科野菜の導入・保存・増殖・評価及び
評価データのとりまとめ


′′　　育種第4研究室 アブラナ科，アザカ科野菜の導入・保存・
増殖・評価及び評価データのとりまとめ


′′　　品質評価研究室 野菜の品質評価及び評価データのとりまと
め


花き部切り花花き第1研究室
（旧育種部花き育種研）


キク科花きの導入・保存・増殖・評価及び
評価データのとりまとめ


′′　切り花花き第2研究室
（旧栽培部花き栽培第2研）


ダイアンサス属花きの導入・保存・増殖・
評価及び評価データのとりまとめ


′′　鉢物花き研究室
（旧施設栽培部花き栽培研）


ラン科花きの導入・保存・増殖・評価及び
評価データのとりまとめ


〃　緑化植物研究室
（旧栽培部花き栽培第1研）


バラ科花きの導入・保存・増殖・評価及び
評価データのとりまとめ


茶栽培部育種法研究室
（旧茶試茶栽培部茶樹1研）


茶樹の導入・保存・増殖・評価及び評価デ
ータのとりまとめ


′′　　育種研究室
（旧茶試茶栽培部茶樹2研）


中国種茶樹（含日本在来種，ヤマチャ）の
導入・保存・増殖・評価及び評価データの
とりまとめ


盛岡支場育種第1研究室 トマトの導入・保存・増殖・評価及び評価
データのとりまとめ


′′　　育種第2研究室 イチゴ・キク科野菜の導入・保存・増殖・
評価及び評価データのとりまとめ


久留米支場育種第1研究室 ウリ科野菜の導入・保存・増殖・評価及び
評価データのとりまとめ







久留米音場育種笥2石井密書 イチゴ等栄養繁殖性野菜き導入・保存・増
殖・評価及び評価データのとりまとめ


′′　　花き研究室
（旧久留米支場花き育種研）


どツジの導入・保存・増殖・評価及び評価
ァ一夕のとりまとめ


〃　　育種素材研究室
（旧茶試枕崎支場茶樹2研


茶樹及び暖地緑化植物の導入・保存・増殖・
評価及び評価データのとりまとめ


′′　　茶樹育種研究室
（旧茶試枕崎支場茶樹1研


アッサム種茶樹の導入・保存・増殖・評価
及び評価データのとりまとめ


′′　　緑化植物研究室
（旧茶試枕崎支場製茶研）


暖地緑化植物の導入・保存・増殖・評価及
び評価データのとりまとめ


北海道農業試験農作物第二部
園芸作物第2研究室


ユリ科，セリ科野菜の導入・保存・増殖・
評価及び評価データのとりまとめ


長野県中信農業試験場 〔ナス科，マメ科野菜の導入・保存・評価


富山県農業技術センター
野菜花き試験場


チューリップの導入・保存・評価


鹿児島県農業試験場 テッポウユリ，カノユユリの導入・保存・
評価


埼玉県茶業試験場 〔山間冷涼地向茶樹の導入・保存・評価


宮崎県総合農業試験場
茶業試験場


〔暖地向茶樹の導入・保存・評価


生物資源研究所
遺伝資源第一部植物分類評価
研究チーム


暖地型栄養繁殖性野菜・花き・茶樹の受入・
保存・増殖・評価及び評価データのとりま
とめ


遺伝資源第二部植物生殖質保
存石井賓チーム


野菜・花き保存法マニュアルの作成


′′　　　植物栄養体保
存研究チーム


寒地型栄養繁殖性野菜・花きの受入・保存・
増殖・評価及び評価データのとりまとめ


種苗管理センター北海道中央
農場


寒地型栄養繁殖性野菜■花きの受入・保存・
増殖・評価


′′　胆振農場 寒地型栄養繁殖性野菜・花きの受入・保存・
増殖・評価


′′　上北農場 寒地型栄養繁殖性野菜・花きの受入・保存・
増殖・評価


′′　金谷農場 茶樹及び暖地型栄養繁殖性野菜・花きの受
入・保存・増殖・評価


〝　大阪分室奈良圃場 茶樹及び暖地型栄養繁殖性野菜・花きの受
入・保存・増殖・評価


場農覧知／′ 茶樹及び暖地型栄養繁殖性野菜・花きの受
入・保存・増殖・評価


′′　沖縄農場 暖地型栄養繁殖性野菜・花きの受入・保存・
増殖・評価
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5）　北海道農業試験場


サブバンク管理運営責任者 場　長 管理運営の全般にわたる総括責任
者


遺伝資源委員会 委員長：企画連絡室長
委　員：地域基盤研究部長


作物開発部長
畑作物生産部長


飼料資源部長


受入・作出遺伝資源のW・C，B
・C，A・Cへの仕分け及びサブバ
ンク管理・運営全般に関する助言


サブバンク管理者 飼料資源部長 〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営委員 企　画　科長
用　度　課　長


稲育種法研究室長
麦育種研究室長
野菜研究室長


てん莱育種法研究室長
適応生態研究室長


サブバンク管理運営


（受付文書の処理，遺伝資源受入
れ配布等の窓口業務，在庫管理


等）
センターバンク及び他のバンクと


の連絡
分担研究室との協議・連絡


その他管理運営に関すること


分担研究室 （稲） 稲育種，稲育種法


（麦類，豆類，ばれいしょ）
麦育種（麦類），ばれいしょ育種
（ばれいしょ），気象反応（マメ類）


（園芸作物，特用作物） 果樹，野菜，厳寒地資源（特用作物）


（てん菜） 耐寒遺伝，てん菜育種法，てん菜育種


（牧草・飼料作物）
マメ科牧草育種，イネ科牧草育種，
適応生態（その他牧草）
飼料作物育種（とうもろこし）


各分担遺伝資源の導入，保存，
増殖，評価，配布等の実務


種子庫管理委員会


栄養体保存施設管理運営委員会


寒地作物遺伝資源情報編集委員会
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6）　東北農業試験場


サブバンク管理運営責任者 場　長 〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


遺伝資源委員会 委員長：作物開発部長
委　員：関係各部長


受入・作出遺伝資源のワーキング
コレクション，アクティブコレク


ション，ベースコレクションへの


仕分けその他サブバンク管理運営


に関する助言


サブバンク管理者 作物開発部長 〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営委員 作物開発部　耐性育種法研究室長


′′　　　麦育種研究室長
′′　　　大豆育種研究室長


〃　　　資源作物育種研究室長
水田利用部　稲育種研究室長
畑地利用部　養蚕研究室長


草地部　　　牧草育種研究室長


サブバンク管理運営


（文書受付，発送等窓口業務，
特性情報の管理等）


センターバンクとの連絡


分担研究室 作物開発部耐性育種法研究室 麦共通・雑穀の導入，保存，増殖，


評価およびデータのとりまとめ。
遺伝資源の尊大．配布．在痘管王甲


作物開発部成分育種法研究室 大豆の導入，保存，増殖，評価お
よびデータのとりまとめ。遺伝資
源の受入，配布，在庫管理。


作物開発部麦育種研究室 小麦・大麦の導入，保存，増殖，
評価およびデータのとりまとめ。
遺伝資源の受入，配布，在庫管理


作物開発部大豆育種研究室 大豆の導入，保存，増殖，評価お
よびデータのとりまとめ。遺伝資
源の受入，配布，在庫管理。


作物開発部資源作物育種研究


室


なたね・はとむぎ等の導入，保存，
増殖，評価およびデータのとりま
とめ。遺伝資源の受入，配布，在
庭管壬甲（


水田利用部稲育種研究室 稲の導入，保存，増殖，評価およ
びデータのとりまとめ。遺伝資源
の受入，配布，在庫管理。


畑地利用部養蚕研究室 桑の導入，保存，増殖，評価およ
びデータのとりまとめ。遺伝資源
の尊大．軒高．存庭管理〔


草地部牧草育種研究室 マメ科牧草・野草の導入，保存，
増殖，評価およびデータのとりま
とめ。遺伝資源の受入，配布，在
庫管理。
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7）　北陸農業試験場


サブバンク管理運営責任者 場　長 〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


サブバンク管理者 作物開発部長 〔管理運営責任者の補佐　　　　〕


サブバンク管理運営委員 委員長　作物開発部長


育種法研究室長
稲育種研究室長


畑作物育種研究室長
飼料作物研究室長


サブバンク管理運営


（文書受付，発送等受付業務遺伝
資源の受入，配布，サブバンク


在庫管理，特性情報の管理等）
センターバンクとの連絡


WGへの参加
植物種類別責任者としての業務


分担研究室 育種法研究室 稲の導入，保存，増殖，評価


稲育種研究室 〔稲の保存，評価


畑作物育種研究室 桑，麦の導入，保存，増殖，評価


飼料作物研究室 牧草，飼料作物の導入，保存，増
殖，評価
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8）　中国農業試験場


サブバンク管理運営責任者 場　長 〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


サブバンク管理者 作物開発部長 〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営委員 委員長：作物開発部長
委　員：企画科長


育種工学研究室長
稲育種研究室長
麦育種研究室長


業務科長


サブバンク管理運営
（文書受付，発送等窓口業務，遺


伝資源の受入，配布，サブバン
ク在庫管理，特性情報の管理等）


センターバンクとの連絡


受入・作出遺伝資源のW－，A－，
B－COllectionへの仕分け


分担研究室 稲育種研究室 稲の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ


麦育種研究室 小麦の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ


育種工学研究室 ソルガムの導入，保存，増殖，評
価及び評価データのとりまとめ


業務科 工学作物の導入，保存，増殖，評
価及び評価データのとりまとめ
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9）　四国農業試験場


サブバンク管理運営責任者


サブバンク管理者


サブバンク管理運営委員


分担研究室


場　長


作物開発部長


委員長：作物開発部長
委　員：企画科長


畑作物育種研究室長


〔芸理運営の全般にわたる総括責任〕


〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営
（文書受付・発送等窓口業務，遺
伝資源の受入，作出遺伝資源の
W－，A－，B－Collectionへ


の仕分け，配布，サブバンク在
庫管理，特性情報の管理等）


センターバンクとの連携


畑作物育種研究室
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大麦（裸麦）の導入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ







10）　九州農業試験場


サブバンク管理運営責任者 場　長 〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


サブバンク管理者 作物開発部長 〔管理運営責任者の補佐　　　　〕


サブバンク管理運営委員 稲育種研究室長


小麦育種研究室長
甘しょ育種研究室長


大豆育種研究室長
さとうきび育種研究室長


遺伝資源委員会


サブバンク管理
運営委員会


委員長：作物開発部長
委　員：水田利用部長


草地部長
及びサブバンク管理
運営委員


1．受入・作出遺伝資源のW－，


Aq，B－，Collevtionへの仕
分けその他サブバンク管理運営


に関する助言、
2．サブバンク管理運営


（文書受付，発送等窓口業務，
遺伝資源の受入，配布，サブ


バンク在庫管理，特性情報の
管理等）


3．センターバンクとの連携


分担研究室 稲育種研究室


耐性育種法研究室


小麦育種研究室


大麦育種研究室


甘しょ交配研究室


甘しょ育種研究室


大豆育種研究室


品質評価研究室


桑育種・養蚕研究室


さとうきび育種研究室


牧草育種法研究室


牧草育種研究室


水稲の導入，保存，増殖，評価及
び水稲評価データのとりまとめ
麦共通の導入，保存，増殖，評価
及び評価データのとりまとめ
小麦の導入，保存，増殖，評価及
び小麦評価データのとりまとめ
大麦の導入，保存，増殖，評価及
び大麦評価データのとりまとめ
甘しょの導入，保存，増殖，評価
及び評価データのとりまとめ
甘しょの導入，保存，増殖，評価
及び評価データのとりまとめ
大豆の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ
豆類，雑穀の導入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ
桑の導入，保存，増殖，評価及び
評価データのとりまとめ
さとうきびの導入，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ
牧草の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ
牧草の導入，保存，増殖，評価及
び評価データのとりまとめ
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11）　蚕糸・昆虫農業技術研究所


桑遺伝資源管理責任者 場　長 〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


サブバンク管理者 生産技術部長 〔管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営委員 委員長：生産技術部長
委　員：桑育種工学研究室長


桑育種研究室長


サブバンク管理運営に関する協議
及び実務
（文書受付，発送等窓口業務，遺
伝資源の導入・収集，ワーキン
グ・アクティブ・ベースコレク


ションへの仕分け・配布・廃棄・
在庫管理，特性情報の管理等）


センターバンクとの連絡・協議，


ワーキンググループへの参加及び
種類別責任者としての業務


分担研究室 桑育種工学研究室 桑（全般）の収集，保存，増殖，
評価及び評価データのとりまとめ


桑育種研究室 桑（ろぐわ系中心とする）収集，
保存，増殖，評価


松本支場・高冷地栽
桑研究室


桑（からやまぐわ系を中心とする）
の収集，保存，増殖，評価
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12）　熱帯農業研究センター


サブバンク管理運営責任者 場　長 〔管理運営の全般にわたる総括責任〕


遺伝資源委員会 委員長：沖縄支所長
委　員：基盤技術研究部長


サブバンクの管理運営に関する協
議・助言


研究技術情報官
基盤技術研究部・主任研究官
沖縄支所・作物育種研究室長


サブバンク管理者 沖縄支所長 〔サブバンク管理運営責任者の補佐〕


サブバンク管理運営委員 沖縄支所・作物導入栽培研究室長
沖縄支所・作物育種研究室長
沖縄支所・熱帯果樹研究室長


サブバンク管理運営


（文書受付・発送等窓口業務，
遺伝資源の受入・配布，サブ
バンクの在庫管理，特性情報


の管理等）
センターバンクとの連絡・協議


分担研究室 熱研・沖縄支所・
作物導入栽培研究室


熱帯作物全般の導入，保存，増殖，
評価および評価データのとりまと
め


熱研・沖縄支所
作物育種研究室


さとうきび，熱帯イネ科・マメ科
草等の導入，保存，増殖，評価お
よび評価のとりまとめ


熱研・沖縄支所
熱帯果樹研究室


熱帯果樹類全般の導入，保存，増
殖，評価および評価データのとり
まとめ


種苗管理センター・
鹿児島農場


さとうきび等の導入，保存，増殖，
評価


種苗管理センター・


沖縄農場


さとうきび，パインアップル等の


導入，保存，増殖，評価


沖縄県農業試験場 さとうきび，パインアップル等の


導入，保存，増殖，評価
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Ⅱ　植物遺伝資源部門実績報告


1遺伝資源の収集・受入


1）　海外探索収集実績（平成元年度）


課　　　 題 対 象 作 物 対象地域 担当者 （所属） 派遣期間 主な収集品


麦類遺伝資源の


探索，アル ジェ


リア


麦類 アルジャ


リア北部


地域


宮川　 三郎


（農研センター）


吉田 ・ 久


（栃木県農試）


前野　 真司


（北海道立北見農試）


元．5．30


～ 6．27


普通系小麦50点，


大麦70点，デュラム


小麦48点，4 eg 海示


属52点，ソラマメ，


などマメ科37点他，


合計294点を収集


マレイシア国お


よびタイ国に分


布する甘 しょ等
し、も類の調査


カンショ マレイシ


ア （サバ


州，サラ


ワク州）


タイ （ラ


イヨン，


チェンマ


イ）


樽本　　 勲


（農研センター）


坂口　　 進


（農林水産技術情報


協会）


2． 2．23


～ 3．16


カンショ89点，ササ


ゲ，インゲンマメな


ど豆類 15点他，合計


115点を収集


地中海地域にお


けるヨーロッパ


ブ ドウの遺伝資


源調査


ブドウ フランス


とイタ リ


アの地中


‘海地域


平林　 利郎


（‾山梨県果樹試）


平川　 信孝


（福岡県農総試）－


元．10∴6 r


～10．22


生食用品種 19点，


ワイン用品種20点，
「琉玩S属野生種 5種


を収集


ギ リシャにおけ


るチューリップ


およびアリウム


属遺伝資源の共


同探索・ 収集


チューリッ


プ属，アリ


ウム属野生


種 ‾


ギリシャ 平田　 良樹


（野菜 ・茶試）


浦島　 ．修


（富山野菜花き試）


宮浦　 邦晃


（北海道立北見農試）


名畑　 清信


（富山県農業水産部）


元．3．7


～ 3．25


r α毎α属 8 種 ・


A 紘五m 属野生種 9 種
を収集 ．
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2）　国外からの遺伝資源の受入実績（平成元年度）


機　 関 ・ 、部 ・ 室 植　　　 物 導　　　　 入　　　　 先


農研 セ ンター ・作一部 ・麦導入研 小麦 9 点 パ ラグアイ


生物研 ・遺資一部 ・植探研 稲 6 点，大麦 5 点，


ダイズ 6 点，アルフ


ァルフ ァ 1 点，アカ
クローバ 1 点等


韓国 （日韓遺伝資源交換）


草地試 ・育種郡 ・育 2 研 ソルガム20点 中国，南 アフ リカ


草地試 ・育種部 ・育種素材研 レンゲ1t2点 中国


果樹試 ・育種部 ・育 4 研 リンゴ22点，


ナ シ11点


モモ 19点


カキ 18点


オ ウ トウ65点


ブ ドウ86点


キイチ ゴ 8 点


レイ シ19点


ナ ツメ 7 点


その他含めて


合計274点


カナダ， アメ リカなど


イ タ リア，韓 国など


ブラ ジル， 中国


中国，韓 国


イギ リス， アメ リカ， カナダ


ア メ リカ，イタ リア， フラ ンス， ソ連等


イギ リス


台湾，ア メ リカ


韓国，中国


果樹試興津支喝 ・育 1 研 カンキ ツ 1 点 アメ リカ


野菜茶試 ・野菜育種部 ・育 2 研 カボチ ャ41点


キ ウ リ13点


メロン 11点


その他含めて


合 計 72点


キューバ， ブル ガ リア， ソ連


ソ連，中国，北 ソロモ ン
ブルガ リア， フラ ンス


野菜茶試 ・野菜育種部 ・育 3 研 トマ ト17点


トウガラシ25点


ナ ス 2 点


中国， キュT バ， アメ リカ他


中国， イ‘ン ド，韓国， アメ リカ


イ ン ド， イ ン ドネ シア


野菜茶試 ・野菜育種部 ・育 4 研 ハ クサイ34点


キャベ ツ19点 －


カ リフラワー 7 点


プ ロツコリ8 点


ダイ コン14点


・タマネギ11点
トマ ト 5 点


その他含 めて


合計 124点


中国，韓 国


ソ連， オラ ンダ， 中国他


オラ ンダ


オ ランダ ・．


ソ連 ，．中国， トル コ，韓 国


オ ランダ， ソ連


ソ連
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機‘関 ・ 部 ・ 室 植　　　 物 導　　　　 入　　　　 先


野菜茶試 ・・野菜育種部 ・品質評価


研
ネギ2 点


ニンニク20点


皐国


アメリカ


野菜茶試盛岡支場 ・育 1研 トマト8点 フランス，ア子リカ，オナストラリア


野菜茶試久留米支場 ・育 1研 スイカ5点 タイ，ブラジル，中国


北農試 ・飼料資源部 ・飼料育研 ‾ メドゥフェスク5 点


ペレこアルライグラ


ス7点
その他含めて


合計 17点


西 ドイツ，オランダ


オランダ，スウェーデン，デンマーク


北農試 ・作物開発部 ・野菜研 タマネギ26点 オランダ，アメリカ


東北農試 ・水田利用部 ・稲育種研 稲52点 I R R I


東北農試 ・作物開発部 ・麦育種研．小麦24点
大麦 1点


カナダ，フランス
韓国


東北農試 ・作物開発部 ・資源作物
育種研


ナタネ1点 スウェーデン


東北農試 ・作物開発部 ・成分育種＿
法研


大豆 2点 中国


奉北農試 ・草地部 ・牧草育種研 シロクローバー7点 不明


中国農試 ・作物開発部 ・育種工学


I


ソルガム 1点 アメリカー


九農試 i．畑地利用部 ・甘しょ育種


研


ガンショ12点 アメリ＿カ


九農試 ・作物開発部 ・さとうきび
育種研


サ トウキビ2 点 パラグアイ


九農試 ・草地部 ・牧草育種研 パスバルム1点 ニューカレドニア


種研沖縄支所 ・作物導入研 ササゲ12点 I I T A


熱碗沖縄支所 ・作物育種研 ソラマメ84点 I C A R D A


－43－







3）　国内探索収集実績（平成元年度）


課　　 題 対 象 作 物 対　 象．地　 域 担当者 （所属） 革な収集品


長野県下伊那郡に
おける雑穀類と豆
類の探索収集


雑穀類および豆
類


長野県下伊那
郡大鹿村，上
村 ， 南 信 濃
村，天竜村


江川宜伸 （生物研）


D．S iriwardhane （ス＿リ
ランカ植物遺伝資源
センター）


宮崎尚時，矢ケ崎和弘，
林久喜，高松光生 （長 ．


野県中信農試）
斎藤稔 （長野県南信農
試）


野村義郎，‘岡部俊也，
出澤文武 （長野県下伊


那改良普及所）・


アワ13点，キ ビ13点，


シコクビェ 4点，モ
ロコシ7 点，ダイズ
26点，アズキ18点，
インゲンマメ20点，
ソバ 17点，エゴマ 2
点など，合計13 1点を
収祭


沖縄県西表島にお
けるアズキ近縁野
生種Ⅵg nαri血中一
品這ね，V ．r（沼eぷ0－


piZosαの探索収集


アズキ近縁
野生種


沖縄県西表島 江川宜伸 （生物研）


D．S iriwardhane（ス リ
ランカ植物遺伝資源
センター）


友岡憲彦 （熱研），
富田桂 （福井県農試）
中野寛（熱研沖縄支所）


アズキ近縁野生種


11g 几αr はたはe几Sis
25点， V．r（鞭 甲 －


p ib sα．6点，E m αr料
2点，そめ他ササゲ
2点，合計 35点を収
集


沖縄県離島の在来
甘 しょの収集，＿農
研センター， 1989


－90年


カンショ 沖縄県座間味，
渡嘉敷島，伊
江島，波照間
島，伊平屋島，
平安座島


片山健二，石川博美
（農研センター）


カンショ30点収集


レンゲの収集 （全
国）， 1989年


レンゲ 全国 中嶋紘一，奥村健治′
（草地試）


レンゲ142点収集


東北北部野生 リン
ゴ属植物の収集，
果樹試盛岡支場，
1甲9年


野生 リンゴ 東北北部 （岩
手県，秋田県，
青森県）


土屋七郎，増田哲男，
別所英男，小森貞男
（果樹試盛岡支場）


リンゴ野生種Aすα九は


sieb 0～d i var．
αrb oresce′lS（コバノ
ズ ミ），〟．亡ぶCん0花OS磁
（オオズ ミ）など77


個体より果実収集


西南暖地における
ダイアンサス属野
生種の探索収集，
野菜 ・茶試，1989
年


ダイアンサス
（カ’αれ抗はぶ）


宮崎県，長崎
県，鹿児島県
他


山口隆，姫野正己，小
野崎隆 （野菜茶試），
柴田道夫 （野菜茶試久 ．


留米支場）


刀転用融k はJqp O前cIJS
5 点，刀．ん丘は壷打払は
5 点他，合計59種，
81点収集


熊本県及び宮崎県
山間部におけろヤ


マチャの収集，野
菜 ・茶試，1989年


ヤマチャ 熊本県，宮崎
県


根角厚司，‾関谷直正 ＿
（野菜茶試久留米支場）


ヤマチャ・（Ch m eはα
軸 e几古の　 8個体
より種木，種子を収


集


奄美群島における
甘 しょ在来種の収
集


カンシ ョ 奄美群島 （徳
之島，沖永良
部島）


吉永優，中巻克己， 日
高操 （九農試）


カンショ38点 （塊根
および苗）収集
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4）　国内からの遺伝資源の受入実績（平成元年度）


機　 関 ・ 部 ・ 室 植　　　 物 主　　 な　　 導　　 入　　 先


草地試 ・育種部 ・育 1研 オーチャー ドグラス
1点


種苗会社


果樹試 ・育種部 ・育 2研 クリ1点 茨城園試


果樹試 ・育種部 ・育 3研
モモ6 点，スモモ 2
点


和歌山県果樹試，鹿児島県果樹試他


果樹試 ・育種部 ・育 4 研
グミ1点，サクラ3
点， ビワ9 点など，
合計29点


和歌山奥果樹試，長崎県果樹試，種苗会社


果樹試盛岡支場 ・育種研 リンゴ3 点 青森県りんご試，秋田県果樹試他


果樹試興津支場 ・育 1研 カンキツ2 点 広島県豊町農協他


果樹試安芸津支場 ・育種研
ブ ドウ4 点，カキ25
点


種苗会社，宮城県園試，広島県果樹試他


野菜茶試 ・野菜育種部 ・育 2研
カボチャ2 点，ヘチ
マ 1点，メロン18点
等，合計23点 ．


沖縄県で購入，種苗会社


野菜茶試 ・野菜育種部 ・育 3研
トマ ト3点，ナス4
点， トウガラシ2点


種首会社，九州大，高知県他


野菜茶試 ・野菜育種部 ・育 4研
ハ クサイ36点，キャ
ベツ20点，ツケナ16
点，カブ 2点他，合
計84点


種苗会社，広島農試，新潟園試
東北大学他


野菜茶試 ・花き部 ・切 り花 1 研
キク29点，イワギク
4 点


沖縄県農試，広島大学，高知山間農試他


野菜茶試 ・花き部 ・切 り花 2、研 カ∵ネーション50点 種苗会社，県農試


野菜茶試 ・花き部 ・鉢物花き研 ラン40点 種苗会社，東海市農業セ ンター


野菜茶試 ・花き部 ・緑化植物研
バラ18点，ユキヤナ
ギ 9 点


種菌会社，香川県園芸総合セ ンター


野菜茶試盛岡支場 ・育 1 研 トマ ト1点 長野中信農試


野菜茶試久留米支場 イチゴ5 点 香川農試，奈良農試，愛知農試他


四国農試 ・作物開発部 ・畑育種
研


大麦38点，大麦桓線
種10点 岡山大学，東京大学


九州農試 ・作物開発部 ・さとう
きび育種研


さとうきび103点 沖縄県農試


九州農試 ・水田利用部 ・稲育種
研 ・


稲10点 山形県農試，石川県農試，熊本県農試他


九州農試 ・水田利用部 ・小麦育
種研


大麦64点 民間会社


九州農試 ・畑地利用部 ・甘 しょ
育種研


甘 しょ17点 鹿児島県農試


九農試 ・・草地部 ・牧育法研
ヒエ20点，キビ13点，
アワ30点，ソルガム
7点，マメ科28点


愛媛大学，熊本園試，広島農試他


蚕昆研 ・生産技術部 ・桑育種研 桑26点 トリソミック系統他
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5）　隔離無毒化実績（平成元年度）


担　 当　 機　 関 植 物 名


点　　　　　 数
事　　　 業　　　 内　　　 容　　　 の　　　 概　　　 要　　　 説　　　 明


処理数 尭了数


生物研　 遺資一


植物探索研


稲 802 797 稲籾で外国か ら導入 した80 2品種系統 について防疫隔離栽培を行 った。本年度か ら防疫隔離採種温室 と新設の遺伝資源導入検定温


室の両施設を利用 した。隔離栽培 した品種は，マ レーシア （56横植2308）157点，ネパール （60横植1620） 152点，中国 （60横植2336）


218点， フィリピン （56横植 1734）277点の合計 802点である。 このうち 5 品種を除 く全品種で採種が終了 した。


果樹試　 育種部
育種 4 研


リンゴ
ブ ドウ


スモモ
ア ンズ
ナシ


モモ
オウ トウ


カ ンキツ


4
8


6
13
2


1
0


20


10
14


25
24
26


6
12


3


海外か ら種木または苗木で導入 した野生種および栽培品種のうち， ウイルス保毒のため特許物件になった ものについて熱処理 し，実


生台に茎頂接木を行い， ウイルスの検定を行 っている。


完了数は数年前に処理 した個体について，植物防疫所でのウイルスの無毒化検定で無毒であることが確認された個体を示す。


海外か ら穂木または苗木で導入 した野生種および栽培品種のうち， ウイルス保毒のため特許物件になった ものについて熱処理 し，黄


化実生についてマイクログラフティング法で無毒化を図り， ウイルスの検定を行っている。


果樹試興津支


育種 2 研
カンキツ 10 0 導入 カンキツ類のうち，カンキッ トリステザウイルス （・C T V ）等を保毒す る系統の無毒化を継続中である。茎頂接木の成功 した 6


系統はラフレモン台に寄せ接 ぎし，検定にまわすため養成中である。残 り 4 系統について，さらに茎頂接木を行い， 2 系統が新たに活
着に成功 した。煩雑な接木法に代わる方法として，茎頂培養法確立のための研究も並行 して進め，成果を挙げている。


野茶試久留米支
育種 2 研


イチゴ


ショウガ


17


4


17


4


Vebran t，Ca lis ia， Lassen，Exce lsior，Gore lla，Hux ley， Roya l，F lor ida 693，Cambr idge，Pr izew inner，Redchief，Shasta，


Rob inson，K lonm ore， M erton Pr ince， Auch increiv ed C limax，V eesta rおよびM erton Dawnを茎頂培養 し，現在試験管内で生育中


である。


谷中，白芽，台湾，＿大 しょうがの 4 系統を茎頂培養 し，試験管内で増殖中。


農研セ ンター


作一
甘 しょ育種研


カンショ 8


53


18


8


5


68


7


0


0


8


0


0


1988年収集の沖縄在来種 86のうち，塊根未形成のため隔離栽培続行中の 8 系統の うち 7 系統は塊根を形成 し，1989年 3 月に植物防疫


所の検査の結果合格 と判定 された。


1989年 3 月収穫の沖縄在来種。農林水産大臣許可の下で，
①種苗管理センター沖縄農場で，土壌殺虫，茎葉への殺虫剤散布で無毒的に栽培 （1989年 3 月～魂在）


②沖縄→羽田 （植物防疫所）→農研センターと移動後，現在農研センターで隔離栽培中。


1989年 7 月 収集の沖縄在来種。現在，種苗管理セ ンター沖縄農場で無虫的に栽培中。


中国からの収集系統。茎頂培養後，横浜植物防疫所で隔離栽培およびウイルス病の検定合格。


I B P G R パプアニューギニア隊 （昭和62年導入）の不合格 5 系統を茎頂培養。現在，横浜植物防疫所で検査中。


1989年12月にマレーシアで収集 し，導入。現在横浜植物防疫所で検査中。


東北農試　 栽二
作 4 研


2 2 ガラス室内で隔離栽培。中国産 2 点


47～48







2　遺伝資源の評価及び育種素材化


1）　特性評価実施状況（平成元年度）


植物


種類
植　　 物 担当機関 ・部 ・室


1 次 ！2 次
3 次 主 要 特 性 調 査 項 目


稲 類 稲 農研セ ・作 1 ・稲 育 研


農碗セ ．・作 1 ・ヘテ ロ研


農研セ ・作 1 ・稲育法研


生物研 ・遺資 1 ・植 探 研


北 海道 ‾・作　 間 ・稲育法研


北 海道 ・作　 開 ，稲 育 研


東　 北 ・水　 利 ・稲 育 研 ．


北　 陸 ・作　 開 ・育 法 研


北　 陸 ・作　 開 ・稲 育 研


中　 国 ・作　 開 ・稲 育 研


九　 州 ・水　 利 ・耐育法研


九　 州 ・水　 利 ・稲 育 研


熱　 研 ・沖　 縄 ・世 促 研


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


収量性


縞葉枯病， い もち病抵抗性


障害型耐冷性


収量性


い もち病抵抗性


生 態特性，収量性


収量性


生態特性，収量性


白菜枯病抵抗性


トビイロウ ンカ抵抗性，地種適応


性


麦　 類 小　　　 麦


‥小麦（デュラム）


小麦近縁 種


大　　　 麦


六 条 大 麦


農研 セ ・作　 2 ・小麦育研


農研セ ・作　 2 ・麦育法研


農研セ ・作　 2 ・麦導入研


北 海道 ・作　 開 ・麦 育 研


東　 北 ・作 1 開 ・耐育法研


東　 北 ・作　 開 ・麦 育 研


北　 陸 ・地域基盤 ・


越冬生理研


中　 国 ・作　 開 ・麦 育 研


九　 州 ．・水　 利 ・小麦育研


九　 州 ・水　 利 ・耐育法研


中　 国 ・作　 間 ・育素材研


農研セ・ 作　 2 ・麦導入研


農研セ ・作　 2 ・麦育法研


北 ．陸 ・地域基盤 ・


越冬生理研


農研セ ・作　 2 ・大麦育研


〇


〇


〇


〇


〇 ．


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


．・q


○


○


〇


〇


〇


うどん こ病， さび病，赤かび病抵


抗性，．蛋 白含量，製粉歩合，粉色，


収量


うどん こ病抵抗性


秋播性， うどん こ病抵抗性


耐雪性


さび病 （21 B ， 6 A ，37B ， 1 B ）


寒害，雪腐病抵抗性，収量，製粉


性


雪腐病抵抗性


穂発芽性，赤 かび病， うどん こ病


抵抗性


収量，加工適性


赤かび病抵抗性


うどん こ病，赤 さび病抵抗性


うどん こ病抵抗 性


雪腐病抵抗性


縞萎縮病， うどん こ病抵抗性
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植物


種類
植　　 物 担当機種・部 ・室 1次 2 次 3次 主 要 特 性 調 査 項 目


麦　 類 六 条 大 麦


二 条 大 麦


え　 ん　 麦


農研セ・作　 2 ・麦導入研


東　 北 ・作　 開・麦 育 研


四　 国 ・作　 開 ・畑 育 研


九　 州 ・水　 利 ・大麦育研


農研セ・作　 2 ・大麦育研


農研セ・作　 2 ・麦導入研


九　 州 ・水　 利 ・大麦育研


農研セ・作　 2 ・麦導入研


北海道 ・作　 間 ・麦 育 研


九　 州 ・草　 地 ・牧 育 研


種苗センター・道中央農場


種苗センター ・後志農場


種苗センター ・胆振農場


種苗センタ一 ・十勝農場


種苗センター ・嬬恋農場


○


○


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


．0


．0


○


○


○


0


○


○


秋播性，うどんこ病，赤さび病抵


抗性


・寒害，うどんこ病抵抗性，収量


収量性


縞萎縮病，うどんこ病抵抗性


秋播性，うどんこ病，赤さび病抵


抗性


収量性


畢量性


豆　 類 大　　　 豆


あ　 ず　 き


らっかせい


いんげんまめ


つ る まめ


農研セ・作 1 ・豆 育 研


生物研 ・遺資 1 ・植 探 研


東　 北 ・作　 間 ・成分育研


東　 北 ・作　 開 ・大豆育研


九　 州 ・作　 間 ・大豆育研


種苗センタ一 ・八岳農場


種苗センター ・雲仙農場


生物研 ・遺資 1 ・植 探 研


九州 作　 開 ・品 質 研


生物研 ・遺資 1 ・植 探 研


農研セ ・作 1 ・豆 育 研


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


○


○．


蛋白組成，βグルコシダーゼ


粗蛋白，粗脂肪含量


ダイズモザイクウイルスA ～E


耐虫性


鋳病抵抗性


脂肪酸組織


いも類 かん し　ょ


ばれいしょ


農研セ・作 1 ・甘しょ育研


九州 ・畑利 ・甘 しょ．交研


九州 ・畑利 ・甘しょ育研


種首センター ・雲仙農場


種苗センター・鹿児島農場


北海道 ・作　 開 ・


ばれいしょ育研


〇


〇


〇


〇


、〇
〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


ネコブ，つる割病，貯蔵性，でん


粉歩留，グルコース，シュークロ


ース
交配不和合群，βアミラーゼ活性


ネコブ，ネグサレ抵抗性，でん粉


歩留


はく皮後褐変，料理後褐変，でん


粉価
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植物


種類‘
植　　 物 担当機関 ・部 ・室 1次 2 次 3 次 主 要 特 性 調 査 項 目


いも類 ばれいしょ 種苗センター ・道中央農場


種苗センター ・後志農場 ・


種苗センター ・胆振農場


種苗センタ一 ・十勝農場


層苗セシター ・上北農場


種苗センタ⊥ ・嬬恋農場


種苗センタ一 ・八岳農場


種苗センター ・雲仙農場


〇


〇


〇


〇


〇1


○ ・


．○
○


雑穀 ・


特用作


物類


あ　　　 わ


き　　　 び


ひ　　　 え


しこくびえ


そ　　　 ば


な　 た　 ね


さとうきび


て ん さ　い


は　 っ　 か


日本はっか


み つ また


こ　 う　 ぞ


じょちゅう


ぎく


とろろあおい


九　 州 ・草　 地 ・牧育法研


種苗センター ・後志農場．


九．州 ・草　 地 ・牧育法研


農研セ・作 1 ・資 作 研


農研セ・作－1 ・資 作 研


東　 北 ・作　 間・資 作 研


九　 州 ・作　 間 ・


さとうきび育研


種苗センター・鹿児島農場


種苗センター　 ・沖縄農場


北海道 ・畑生産 ・


てんさ＿い育法研
北海道 ・畑生産 ・


厳寒地資研


中　 国 ・企　 画 ・業 務 科


中　 国 ・企　 画 ・業 務 科


中　 国 ・企　 画 ・業 務 科


中　 国 ・企　 画 ・業 務 科


種首セシター・道中央農場


中　 国 ・企　 画 ・業 務 科


○
○


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇
d ・


○


○


〇


〇


〇


l 〇一


〇


〇


〇


〇


〇


疫病，果皮率 ．


エルシン酸


モザイ男最　 ブリックス，糖度


生態特性．


抽苔耐性，根重，根中療分


さび病，倒伏抵抗性


牧草 ・


飼料作


物類


イタリアンライグラス


ペレニアルライグラス


ケンタットブルーグ


ラス


オーチャーげラス


メドゥフェスク


レッドフェスク


シープフェスケ


北　 陸 ・水　 利 ・飼 作 研


草地試 ・育　 種 ・育素材研


十勝種畜牧場


草地試 ・育　 種 ・育 1 研・


草地試 育　 種 ・育 化 研


北海道 ・飼　 資 ・イネ牧研


北海道 ・1地域基盤 ・


適応生態研


北海道 ・地域基盤 ・


適応生態研


〇一


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇．


○ 冠さび病抵抗性


－51－







植物


種類
植　　 物 担当機関 ・部 ・室 1次 2 次 3 次 主 要 特 性 調 査 項 目


牧草 ・


飼料作


物類


レッドトップ


ハニカム類


ギニアグラス


とうもろこし


ソル ガ ム


しろクローバ


あかクローバ


アルファルファ


その他マメ


科


や ま は ぎ


北海道 ・地域基盤 ・


適応生態研


生物研 ・遺資1 ・植 分 析


熊本種畜牧場


草地試 ・育　 種 ・育　 2　研


北海道 ・飼　 資 ・飼 作 研


種苗センタ一 ・十勝農場


種苗センタ一 ・八岳農場


長野種畜牧場


中　 国 ・作　 開 ・育 工 研


長野種畜牧場


東　 北 ・草　 地 ・牧 育 研


北海道 ・飼　 資 ・マメ牧研


北海道ノ・飼　 資・マメ牧研


草地試 ・育　 種 ・育素材研


北海道 ・飼　 資・マメ牧研


東　 北 ・草　 地 ・牧 育 研


種苗センター ・上北農場


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇 ・


〇


〇


〇


〇


○


○


越冬性


ごま菓枯病抵抗性


果樹類 り　 ん　 ご


せいようなし


お う　と　う


ハイブッシュブルーベ


リー


く　　　 り


にはんなし


も　　　 も


す　 も　 も


あ　 ん　 ず


う　　　 め


ぶ　 ど　 う


甘 ・三


果樹試 ・盛　 岡・育 種一研


種苗センター・道中央農場


種苗センター ・上北農場


果樹試 ・盛　 岡・育 種 研


果樹試 ・盛　 岡・育 種 研


北海道 ・作　 間・果 樹 研


種苗センター ・嬬恋農場


果樹試 ・育　 種 ・育　 2　研


生物研 ・遺資1 ・植 分 研


果樹試 ・育　 種 ・育　 3　研


果樹試 ・育　 種 ・育　 3　研


果樹試 ・育　 種 ・育 3 研


果樹試 ・育　 種 ・育　3 研


果樹試 ・安芸津 ・育 種 研


果樹試 ・安芸津 ・育 種 研


果樹試 ・口之津 ・育 種 研


生物研 ・遺資 1 ・1植 分 研


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇 ・


〇1


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


○


○


○


○


○


〇


〇


〇


樹勢，短果技の着生，果実の大き


さ


樹勢，耐虫性，黒星病抵抗性


樹姿，樹勢，花芽の着生，糖度，


p H
樹姿，樹勢，花芽の着生，糖度，


p H
樹姿，樹勢，花芽の着生


樹姿，樹勢，花芽の着生


樹勢，1発芽期，．．開花期，花穂の着


・生数
樹姿，樹勢，・雌花発生程度


着果性，成熟性，収量


樹勢，開花期，異形指数
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植甲


種類
植　　 物 担当機関 ・部 ・室 1次 2 次 3 次 主 要 特 性 調 査 項 目


果樹類 か ん きっ


導入りんご


．果樹試 ・．興　 津 ・育 1 研


果樹試 ・興　 津 ・育　2　研


果樹試 ・口之津 ・育 ・種 研


果樹試 ・育　 種－・育　4　研


〇


〇


〇


○


○


○


○


開花期，花粉稔性，果汁糖含量，


浮皮の発生


開花回数，・花序形成，花粉稔性


隔年結果性


野菜類 き　ゅ　う　り


す　 い　 か


か ぼ ち ゃ


メ　 ロ＿　ン


な　　 rす


と　 ま　 と


とうがらし


は く　さい


か　　　 ぶ


キ ャベ ツ


た　 か　 な


か ら　し・な．


その他アブ


ラナ科


た まね ぎ


に ん　じん


ほうれんそ－う


ご　 ぼ　 う


い　 ち　 ご


ね　　　 ぎ


し　ょ　うが


野茶試 ・野　 育 ・育　2　研


野茶試 ・久留米 ・育 1 研


野茶試 ・野　 育 ・育　2　研


野茶試 ・野　 育 ・育　2　研


野茶試 ・久留米 ・育 1 研


野茶試 ・野　 育 ・育　3　研


野茶試 ・野　 育 ・育　3　研


野茶試 ・盛　 岡 ・育 1 研


野茶試 ・久留米 ・育 1 研


野茶試 ・野　 育 ・育　3　研


野茶試 ・野　 育‘’・育　4　研


野茶試 ・野　 育 ・・育　4　研


野茶試 ・野　 育 ・育　4　研


野茶試 ・野　 育 ・育　4　研


‘野茶試 ・野　 育 ・育　4　研
野茶試 ・野　 育 ・育　4　研


北海道 ・作　 開 ・野 菜 研


種苗センター　 ・後志農場


種苗センタ「 ・胆振農場


北海道 ・ノ作　 開 ・野 菜 研


種苗セ＿ンクー　 ・胆振農場


・種苗センター・道中央農場
種首センター　 ・後志農場


野茶試 ・盛　 岡 ・育　 2　研


野茶試 ・久留米 ・育　 2　研


野茶試 ・野　 育 ・品 質 研


種苗センタ一　 ・十勝農場


種苗センター　 ・胆振農場


野茶試 ・久留米 ・育　 2　研


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


低温伸長性，高温耐性


青枯病抵抗性


萎ちょう病抵抗性，糖度，酸度


黄化病，軟腐病抵抗性


黄化病，軟腐病抵抗性


黄化病，軟腐病，黒腐病抵抗性


黄化病，軟腐病抵抗性


黄化病，軟腐病抵抗性


うどんこ病抵抗性，糖度，酸度，


果肉硬度


糖，有機酸組成


花き・


緑化植


物


き　　　 く


カーネーション


ラ　　　　 ン


野茶試 ・花き・切り花 1研


野茶試 ・花き・切り花 2研


野茶試 ・花　 き・鉢物研


〇


〇


〇


○ 萎桐細菌病抵抗性
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植物


種種、
植　　 物 ．担当機関 ・部 ・室 ．1次 2 次 ・3ニ次 主 要 特 性 調 査 項 目


花き ・


緑化植


物 ・


ば こ　　　 ら・


しもっけ類


つ　 つ じ


つ　 ば き


野茶試 ・・花　 き ・緑 化 研


野茶試 ・ノ花　 き ・緑 化 研


・野茶試 ・久留米 ・花 き 研


野茶試 ．・’久留米 ・緑 化 研


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


さ し木発根性


さし木発根性，用途適性


着花性，一上伸性


‘さし木発根性


茶 茶 生物研 ・遺資 1 ・植 分 研


野茶試 ・茶栽培 ・育 法 研


野茶試 ・茶栽培 ・育 種 研


野茶試 ・久留米 ・育素材研


野茶試 ・久留米 ・茶 育 研


種苗センター ・金谷農場


種苗センター ・奈良農場


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


○ r


〇


花径，花弁数，雄ずい数


製茶品質 ‘


カンザワハダニ，・ミ‘ドリヒメヨコ


バイ，炭そ病，製茶品質，アミノ


酸含有率，タンニ ン含有


さし木発根性，輪斑病・一赤枯れ抵


抗性


桑 桑・ ・生物研．・・遺資 1 ・植 分 研


生物研 ・遺資 2 ・栄 保 研


蚕昆研 ・生産技術 ・育工研


蚕昆研・ 生産技術 ．・桑育研


蚕昆研 ・松　 本 ・栽 桑 研


東　 北 ・畑 ・利 ・養 蚕 研


北　 陸 ・作　 開 ・畑 育 研


九州 ・作間 ・桑育養蚕研


〇


〇


〇 、


○


○ ・．


○ ・．


0 ．


〇


〇


〇 一


〇 ・


〇


○．○ ・


・10


○


○


○


○．


○


○


・．0


発芽の早晩，条桑量；葉量，葉量


歩合


発芽の早晩，春のすそ上り，耐寒


性，締葉細菌病，萎縮病抵抗性


発芽の早晩，葉の硬化， うどんこ


病，春蚕期収量，条桑中葉量割合


発芽，さし木発根力 収量


発芽の早晩，再発芽九　 収量


裏 うどんこ病，細菌病，春 ・晩秋


の収量


脱萄月日， 不発芽の多少，細菌病


春 ・晩秋の収量


熱帯 ・


亜熱帯


植物


パイ．．ナッ1プル


熱帯マメ科


作物


熱　 研 ・沖　 縄 ・作 育 研


種苗センター ・沖縄農場


熱　 研 ・沖　 縄 ・作 育 研


○ ‾


○


○
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指　定　試　験　地


（平成元年度）


植物


種類 ．′
種 一線 担当機関 ・部 ・室 1次


l
2 次 3疾 主 要 特 性 調 査 項 目


稲 類 種 愛 知農総試 ・1山技農場 b ○ 葉い もち


麦 類 小　　 麦


二 条 大 麦


〕草野農事試
′福岡農総試 ．


○


○


○


○


耐種麹芽睦


うどんこ病，斑葉病，縞萎縮病抵


抗性


豆 類 r大　　 豆 道立中央農試


長野中信農試 ○
○


〇 ○


ダイ女わい化病抵抗性


ダイズモザイク病，蛋白含量，脂


肪含睾


種穀 ・


特用作


物類


さとうきび 守中絶農試 ○ 黒腐病抵抗性


牧草 ・


飼料作


物


ローズグラス 鹿児島農試 ・大隅支場 ○ ○ 越冬性，低温完芽性


果樹類 ビ　　　 ワ 長崎果樹試 ○ ○ 出膏期，開花盛期，開花期間


花き ・


緑化植


物


ゆり （かの


こゆり）


鹿児島農試 ・花き部 ○ 葉枯病抵抗性，花の日持ち，言球根


繁殖力


茶 茶 宮崎農試 ・茶業支場‾ ○ 輪紋病抵抗性
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2）　野生種等導入種の育種素材化実施状況（平成元年度）


植物種類 植物名
担当場所


部 ・室
素　 材　 化　 目　標


実 ・　 施　　 状　　 況


成　　 果　　の　　 概　　 要
組合せ数


育成中の


系統数
素材化数


稲　　 類 稲 農研セ．


作 1．


稲育法研


野生稲利用による耐病


虫性遺伝子の導入


1 0 2　0 野生イネ数百点について，いもち病，、縞菓枯病， トビ


イロウンカ耐虫性を検定 し， 3病害虫に抵抗性を示 し


た系統を十数点見出し，栽培稲 との交配を実施 した。


育成中の系統について も上記の抵抗性の検定を行なう


とともに，草型等の選抜を行なった。


麦　　 類 小麦 東北．


作開．


耐育法研


野生種利用による赤さ


び病うどんこ病複合抵


抗性系統の作出


2 4 1 春播性の品種系統にエギロブス （Ae trianc ia lis）を


交配，F 董世代を養成中‘


豆　　 類 小豆 農研セ．


作 1


豆育研


種間交雑による耐車性


遺伝子の導入


2 2 ①ツルアズキ （バカソ）とアズキ （大納言）・の交配後


代のうち，バカソ並のアズキゾウムシ抵抗性を有する


F 。系統 にアズキ大納言品種を戻 し交配す ることに


よりB C IF 2を得た。


②熱研セ ンタ」の友岡民 らにより収集 されたV igna


riuk iuensisの収集個体の中にアズキゾウムシに強い


抵抗性を有する個体を認めた。本種はアズキとの問に


比較的高い交種親和睦を有することが知 られておら （


生物研江川氏 らによ る）本種の有するアズキゾウムシ


抵抗性をアズキへ導入することを計画 している。







植物種類 植物名
担当場所


部 ・室
素　材　 化　 目　標


実　　 施　　 状　　 況


串 ・異　　 の　　 概　　 要
組合せ数


育成中の


系統数
素材化数


い　も 類 かんしょ 農研セ．


作 1 ．


甘しょ育


研


野生種等利用による甘


・しょ茎葉食．用化向育種
素材め作出


1 3 5　0　6


1 3　9


（沖縄在


来種）


9


1 5


1987年交配の13組合せについて，1988年に実生を養成。


年2 期作栽培をして600系統を選抜。 このうち， 萌


芽性がよく，採苗性のよい13組合せ506系統を1989年に


系統選抜として栽培し，塊根形成がよく，茎葉食用化


向に良いと思われる9 系統を選抜した。


葉身，葉柄特性及び葉柄の食味を調査し，交配母本と


して選抜。


九州．


畑利．


甘しょ育


研 ’


野生種等利用による甘


しょ加工食品用育種素


材の作出


2　9 1 2　6 7 アントチアン・カロチン素材は実生選抜のみ，今後実


用性ゐ評価も含めて継続。


高市場性については4組合せ26系統の中から7 系統を


選抜，次年度以降さらに選抜を加えるとともに良好な


系統は交配母本として利用。


牧 草 ・


飼料作物


トールフ


ェスク


九州．


草地．


牧草研


高次倍数化による地中


海地域型雑種の低温短


日生長性導入


4　0 6　0　0 1 2 地中海型10栄養系と既存型 2栄養性を相互に交雑した


40組合せの後代及びその親栄養系における種子稔実率


及び早春の葉身の枯上がり程度を錮査した。その結畢


低温短白条件における生長を反映している．と考えられ


る早春の葉身の枯上がりは地中海型8 栄養系が極めて


少なく，その後代におけるそれはほぼ両親の中間とな


った。しかし，これらの地中海型8 栄養系の後代36組


－
　
票
　
－







植物種類 植物名
担当場所


部 ・室
素　 材　 化　 目　標


実 施　　 状 況
成　　 果　　 の　　 概　　 壷l


組合せ数
育成中の


系統数
素材化数


牧 草 ・


飼料作物


トールフ


ェスク


九州．


草地．


牧卓研


合せの．種子稔実率は10％未満の低率であった。


これらの種子稔性を向上させるために人為的に染色体


倍加処理等をL で，試験を継続中である。


クローバ


類


北海道．


飼資．


マメ牧研


Trif o l ium属の染色


体数倍化系統の作出


2 系統についてコルヒチン処理し，処理植物体を温室


，にて養成中。今後，孔辺細胞の葉緑粒の数による倍数
性判別を試みる。


果 樹 類 りんご ．果樹試．


盛岡．


育種研


1りんご近縁野生種利用


によるわい性遺伝子の


導入


2


4


6 1


（未播種）


2　8 2 組合せのF l世代 （栽培品種 ×野生種）の中から


28個体のわい性個体を素材として選抜した。


素材として選んだ28個体の中から1個体を選び，1989


年 5 月に栽培品種との交雑 （4組合せ）を実施 した。


獲得果実数は76巣である云1990年 4 月に採種，播種を


行い，約4 個体を獲得する予定である。


野 菜 類 ハクサイ 野茶試．


野育．


育 4研


種間交雑による晩抽性


育種素材の作出


4 9 ハ クサイ‾とキャベツの種間雑種後代 （F 2および


ハクサイへ のB1 F1 ）の催芽種子に低温処理を45日間


行なった後，高温長日下で生育させた。その結果対照


の種子春化型ハクサイ品種は間もなく抽台開花したが，


種間雑種後代の抽台は非常に遅く，低温処理終了後94


日を経過 した現在，供試58個体中41個体は外観上栄養







植物種類 植物名
担当場所


部 ・．室
素　 材　化　 目　標


実　　 施　　 状　　 況


成　　　 果　　　 の　　　 概　　　 要
組合せ数


育成中の


系統数
素材化数


野 菜 類 ハクサイ 野茶試．


野育．


育4 研


生長を続けており，これらの中に種子低温処理に感応


しない緑植物春化型の出現が期待される。 （試験継続


中）


花 き ・


緑化植物


カーネー


ション


野茶試．


花き．


切り花2


研


種間交雑による耐病性


育種素材の作出


1 0 5 ，0 0 0 ダイアンサス属野生種及び栽培品種のうち，計90点に


ついて，比較的高濃度 （107）の接種源による浸根接種


検定を実施し，発病の認められない種及び品種から，


発病時期が遅れ発病株率の低い高度抵抗性など，抵抗


性には顧著な種問並びに品種間差異を確認することが


できた。特に本年度に得られた高度抵抗性の結果は世


界的にも初めての成果として注目している。


上記の結果に基づいて，10組合せの交配を実施 し，


5，000系統として次年度に検定を実施する。


茶 チャ 野茶試．


久留米．


茶育研


種間交雑による低カフ


ェイン茶育種素材の開


発


1 0 5　0　0 （1）在来種からの選抜


10府県から収集した山茶，在来種500系統について二番


茶摘採期にサンプルを採取し，高速液体ク．ロマトグテ


ラィ一によりカフェインの分析を行った。摘採適期の


一番茶嚢中のカフェインはすべて2.5～3.2％の範囲に


あり目標とする2 ％以下のものは検索できなかった。


ー


　


∽


∽


－







植物種類 植物名
担当場所


部 ・．室
素 材　 化　 目　標


実　　 施　　 状　　 況


成　　　 果　　　 の　　　 概　　　 要
組合せ数


育成中の


系統数
素材化数


茶 チャ 野茶試．


久留米．


茶育研


1 1 6 （2）茶と近縁野生種との種間雑種からの選抜 J


茶とCame llia irrawadiensisとの種間雑種についてカ


フェインの分析を行った結果，低カフェ イン （1・79％・）


であった。 1個体を茶に戻し交配し，後代の獲得を図


った。


ー


の


○


－







3　遺伝資源の維持及び配布


1）　植物種類別機関別植物遺伝資源保存状況（平成元年度）


（平成2年3月31日現在）


植　 物　 種　 類 植　 物　 套 機 関 ・ 部 ・ 室


保 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア ク テ ィ ブ


コ レク シ ョ ン
種　　 子　 栄 養 体　　　　 計


ワーキ ング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


稲　　　 類 水　　　 稲 農 研 セ ・作 物 一 ・稲 育 種 18 4　　　　　　 0　　　　 184 184 0 0


′′　　 ／′　　 稲 育 法 1，02 2　　　　　　 0　　　 1，0 22 1，0 2寧 0 0


〃　　　 ′′　 ・ヘ テ ロ育 1，5 18　　　　　 0　　 1，5埼 1，5 18 0 0


生 物 研 ・遺 資一 ・植 探 研 5，09 0　　　　　 0　　　 5，0 90 0 5，09 0 0


〃　　 放 育 場 ・放 育 1 1，7 17　　　　　　 0　　　 1，7 17 3 1 1，6 86 1，68 6


北 農 試 ・作 物 開 ・稲 育 種 3 1　　　　　　 0　　　　　　 31 3 1 0 0 ，


〝　　　 〃　　 稲 育 法 8　　　　　　 0　　　　　　 8 8 0 0


東 北 農 ・水 田利 ・稲 育 種 3 7　　　　　　 0　　　　　　 3 7 3 7 0 0


北 陸 農 ・作 物 開 ・稲 育 種 3 1　　　　　　 0　　　　　　 3 1 3 1 0 0


〝　　　 〃　　 稲 育 法 12　　　　　　 0　　　　　 12 11 ・1 0


中 国 農・ 作 物 開 ・稲 育 種 し30 5　　　　　　 0　　　　　 30 5 1 18 18 7 2 5


九 州 農・ 水 田利 ・稲 育 種 37 1　　　　　　 0　　　　　 37 1 37 1 0 0


〃　　　 〃　　 耐 育 法 10 1　　　　　　 0　　　　 10 1 10 1 0 0


計 10，427　　　　　　0　　10，427
二‾孟√‾‾‾‾‾‾‾‾‾司







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア ク テ ィ ブ


コレクション
種　　 子　 栄 養 体　　　　 計


ワーキング　　 ベ　 ー　 ス


コレクション　　 コレクション


麦　　　 類 小　　　 麦 農研セ ・作物二 ・小麦育 65　　　　　　 0　　　　　 65 65　　　　　　　 0 0


〃　　　 〃　　 麦導入 1，385　　　　　 0　　 1，385 1，385　　　　　　 0 0


生物研 ・遺資一 ・植探研 122　　　　　　 0　　　　 122 0　　　　　 122 0


北農試 ・作物開 ・麦育種 3　　　　 ．0　　　　　　 3 3　　　　　　　 0 0


東北農 ・作物開 ・麦育種 34 1　　　　　 0　　　　 341 104　　　　　 237 237


〃　　　 ／′　　 耐育法 291　　　　　 0　　　　　 291 237　　　　　　 54 0


中国農 ・作物開 ・麦育種 767　　　　　　 0　　　　　 767 94　　　　 673 6


九州農 ・水軍利 ・中表育 268　　　　　　 0　　　　 268 135　　　　　 233 0


′′　　　 ′′　　 耐育法 5　　　　　　 0　　　　　　 5． 5　　　　　　　 0 0


大麦 （六条） 農研セ ・作物二 ・麦導入 177　　　　　　 0　　　　 177 177　　　　　　　 0 ．0


生物研‘遺資一 ・植探研 41　　　　　 0　　　　　 41 0　　　　　　 41 0


東北農 ・作物開 ・麦育種 50　　　　　　 0　　　　　 50 20　　　　　　 30 30


ノ′　　 ′′　 耐奮法 9　　　　　　 0　　　　　　 9 9　　　　　　　 0 0


四国農・ 作物開 ・畑作育 63　　　　　　 0　　　　　 63 44　　　　　 19 0°


九州農 ・水田利 ・大麦育 603　　　　　　 0　　　　 603 0　　　　　 603 0


二 条 「大 麦 農研セ ・作物ニ ・麦導入 67　　　　　　 0　　　　　 67 67　　　　　　　 0 0


四国農 ・作物開 ・畑作育 34　　　　　　 0　　　　　 34 26　　　　　　　 8 0


九州農 ・水田利 ・大麦育 888　　　　　　 0　　　　 888 0　　　　　 888 0


小麦 （アビシニア ） 農研セ ・！作物二十麦導入 5　　　　　　 0　　　　　　 5 5　　　　　　 0 0


小麦 （ヤセイエンマー） 農研セ ・作物二 ・麦導入 l l　 O　 l 1　　　　　　 0 0


ー
　
の
N
－







植　 物　 種 1類 植　　 物　　 名 機関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存 ．区　 分
ア クテ ィ ブ


コレクション
種　　 子　 栄 養 体　　　　 計


ワーキング


コレクション


ベ　ー　 ス


コレクション


麦　　　 類 小麦 （マガロニ） 農研セ ・作物二 ．・麦導入 89　　　　　　 0　　　　　　 89 89 0 0


小麦近縁種 農研セ ・作物二 ・麦導入 6十　　　　　　 0　　　　　　 6 1 6 1 0 0


生物研 ・遺資一 ・植探研 2　　　　　　 0　　　　　　 －2 0 2 0


大麦近縁種 農研セ ・作物二 ・麦導入 18　　　　 182　　　　　 200 200 0 0


四国農 ・作物開 ・畑雁育 10　　　　　　 20　　　　　　 30． 30 0 0


え　 ん ．麦 農研セ ・作物二‾1・麦導入 3　　　　　　 0　　　　　　 3 ．3 0 0


生物研 ・遺資一 ・植探研 1　　　　　　 0　　　　　　 1 0 1 0 ・


北農試 ・作物開 ・麦育種 38　　　　　　 0　　　　　 38 38 ．0 0


東北農 ・作物開 ・1耐育法 28　　　　　 0　　　　　 28 0 2－8 0


ラ　 イ　 麦 農研セ ・作物二 ・麦導入 2　　　　　　 0　　　　　　 2 2 ‘ 0 0


生物研 ・遠資二 ・植探研 1　　　　　　 0　　　　　 11 0 1 0


北廃試 ・作物開 F・麦育種 12　　　　　　 0　　　　　 12 0 12 0


東北農 ・作物種 ・耐育法 3　　　　　　 0　　　　　　 3 3 0 0


ラ イ 小 麦 東北農 ・作物開 ・耐育法 7　　　　　 0　　　　　 7 0 ・7 0


計 5，400　　　　 202　　　 5，602 2，643 2，959 273


ー
の
u
 
I







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア ク テ ィ ブ


コレクション
種　　 子　 栄 養 体　　　　 計


ワーキング　　 ベ　 ー　 ス


コレクション　　 コレクション


豆　　　 類 大　　　 豆 農研セ ・作物一 ・豆育種 33　　　　　　 0　　　　　 33 23　　　　　　 10° 0


生物研 ・遺資一 ・植探碗 1，560　　　　　 0　　 1，560 0　　　 1，560 0


〝　　 放育場 ・放育 1 70　　　　　　 0　　　　　 70 0　　　　　　 70 70


草地試 ・育種部 ・育材研 2　　　　　　 0　　　　　　 2 0　　　　　　　 2 2′


東北農 ・作物開 ・成分育法 26　　　　　　 0　　　　　 26 26　　　　　　　 0 0


九州患 ・一作物種 ・大豆育 5　　　　　　 0　　　　　　 5 0　　　　　　　 5 0


あ　 ず　 き 農研セ ・作物一 ・豆育種 40　　　　　　 0　　　　　 40 40　　　　　　　 0 0


生物研 ・遺資二 ・植探碗 193　　　　　　 0　　　　 193 0　　　　　 193 0


東北農 ・作物由 ・耐育法 19　　　　　　 0 1　　　 19 0 ‾　　　　　 19 0


らっかせい 生物碗 ・‘遺資一 ・植探研 13　　　　　　 0　　　　　 13 0　　　　　　 13 0


らっかせい近縁種 生物功 ・遺資一 ・・植探研 1　　　　　　 0　　　　　　 1 0　　　　　　 1 0 ‾


りょくとう 農 研セ ・作物一 ・豆育種 5　　　　　　 0　　　　　　 5 5　　　　　　　 0 0


生物研 ・遺資一 ・植探研 882　　　　　　 0　　　　　 882 0 ・　　　　 882 0 ‘


つ る ま め 農研セ ・作物一 ・豆育種 40　　　　　　 0　　　　　 40 40　　　　　　　 0 0


生物研 ・遺資一 ・植探研 2　　　　　　 0　　　　　　 2 0　　　　　　　 2 0 ‘


つるあずき 農研セ ・作物一 ・豆育種 5　　　　　　 0　　　　　　 5 5　　　　　　　 0 0


生物研 ・遺資一 ・植探研 40　　　　　　 0　　　　　 40 0　　　　　　 40 0


－
露
－







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア ク テ ィブ


コレクション
種　　 子　 栄 養 体　　　　 計


ワーキング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


豆　　　 類 けつるあずき 生物研 ・遺資一 ・植探研 53　　　　　　 0　　　　　　 53 0 53 0


ひよこまめ 生物研 ・遺資一 ・植探研 567　　　　　　 0‘　　　　 567 0 567 0


ル ー ピ ン 生物研 ・遺姿一 ・植探研 1　　　　　　 0　　　　　　 1 0 1 －0


ベにばないんげん 生物研 ・遺資一 植探研 1　　　　　 ∴0　　　　　　 1 0 1、 ‘0


かわらけつめい属 生物研 ・遺資一 ・植探研


／


1　　　　　　 0　　　　　　 1 0 1 0


おおやぶつる小豆 生物研 ・遺資一 ・植探研 5　　　　　　 0　　　　　　 5 0 5 0‾


ひなあずき 生物研 ・遺資一 ・植探研 25　　　　　　 0　　　　　　 25 0 2畠 0


モスビーン 生物研 ・遺資一 ・植探研 4　　　　　　 0　　　　　　 4 0 4 0


ビ グ ナ 属 生物研 ・遺資一 ・植探研 1　　　　 ・0　　　　　　 1 0 1 ・0


計 3，594　　　　　 0　　　 3，594 139 3，455 72


ー
宗
－







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・ 部 ・ 室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア ク テ ィ ブ


コ レ ク シ ョ ン
種　　 子　 栄 養 体　　　　 計


ワーキング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


い　 も　 類 ば れ い しょ 北農 試 ・作 物 開 ・馬 鈴 薯 育 0　　　 1，54 1　　 1，54 1 74 0 80 1 4 00


種 苗 セ ・農　 場 ・中　 央 0　　　　 1 53　　　　 15 3 0 15 3 153


〃　　　 ′′　　 後　 志 0　　　　 14 5　　　　 14 5 0 14 5 145


′′　　　 〃　 ．胆 ．振 0　　　　 15－1　　　　 15 1 0 15 1 15 1


′／　　　 ′′　　 十　 勝 0　　　　 14 6　　　　 146 0 14 6 146


〃 －　　　 ′／　 上　 北 0　　　　　　 9 2　　　　　　 92 0 9 2 92


′′　　　 ′′　　 嬬　 恋 0　　　　 15 3　　　　 15 3 0 15 3 153


′′　　　 ノ′　　 八　 岳 0　　　　　　 9 0　　　　　　 90 0 90 90


′′　　　 ′′　　 雲　 仙 0　　　　　　 4 8　　　　　　 48 ． 0 48 4 8


甘　 し　ょ 農 研 セ ・作 物 一 ・甘 し ょ育 0　　　　　 998　　　　　 9 98 3 3 1 6 67 8


九 州 農 ・畑 地 利 ・甘 し ょ交 27 7　　　　　　 72　　　　　 3 49 19 3 30 10 6


′′　　　 ′′　　 甘 し ょ育 0　　　 1，0 13　　　 1，0 13 90 9 23 2 0


種 苗 セ ・農　 場 ・雲　 仙 0　　　　 2 80　　　　 28 d 0 2 80 28 0


′／　　　 〃　　 鹿 児 島 0　　　　　 2 80　　　　　 28 0 0 2 80 28 0


計 27 7　　　 5，162　　　 5，43 9 1，18 0 4，2 59 2，07 2


I


の


の


ー







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア ク テ ィブ


コレクション種　　 子 栄 養 体 計
ワーキング


コレクション


ベ　　　 ス


コレクション


雑穀 ・特用作物 じゅずだま 生物研 ・遺資一 ・植探研 2 0 2‘　 0 2 0


栽 培 ひ え 生物研 ・遺資一 ・植探研 7 0 7 0 7 0


東北農 ・作物開 ・耐育法 119 0 119 01 119 0


しこくびえ 農研セ ・作物一 ・資源作 263 0 2．63 169 94 0


生物研 ・遺資一 ・植探研 143 0 143 0　° 143 0


き　　　 び 農研セ ・作物一 ・資源作 57 0 57 8 49 0


生物研 ・遠賀一 ・植探研 56 0 56－ 0 5・16 0


北農試 ・畑生産 ・厳寒資 5 0 5 5 0 0


あ　　　 わ 農研セ ・作物一 ・資源作 7 1 0 71 01 71 0


生物研 ・r遺資一 ・植探研 69 0 69 0 69 0


東北農 ・作物開 ・耐育法 22 0 22 0 22 0


そ　　　 ば 農研セ ・作物一 ・資源作 12 0 12 12 0 0


生物研 ・遺資一 ・植探研 100 0 100 0 100 0


北農試 ・畑生産 ・厳寒資 50 0 50 40 10 0


東北農 ・作物開 ・・耐育法 33 0 33 0 33 0


グッタンそば 農研セ ・作物一 ・資源作 139 0 139 58 81 0 ．


生物研 ・遺資一 ・植探研 3 0 3 0 3 0


ー3－







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 i一室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア クテ ィ ブ


コレクション
種　　 子 栄 養 体 計


ワーキング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


雑穀 ・特用作物 せんにんこく 農研セ ・作物一 ・資源作 20 0 20 0 20 0


生物研 ・遺資一 ・植探研 3 0 3 0 3 0


な　 た　 ね 生物研 ・遺資一 ・植探研 1 0 ． 1 0 1 0


〝　　 細育部 ・ヘテロ育 35 0 35 35 0 0


え　 ご　 ま 農研せ ・作物一 ・資源作 47 0 47 47 0 0 、


生物研 ・遺資一 ・植探研 39 0 39 0 39 0


ご　　　 ま 農研心 ・作物一 ・資源撫 51 0 51 51 0 0


生物研 ・遺資一 ・種探研 15 0 15 0 15 0


て　 ん　 菜 北農試 ・畑生産 ・てん育法 1，312 0 1，312 1，203 109 0


さとうきび 生物研 ・放青葉 ・照射法 0 187 187 187 0 0


九州農 ・作物開 ・さとう育 0 226 226 121 105 105


種苗セ ・農　 場 ・鹿児島 0 205 205 0 205 175


種菌セ ・農　 場 ・沖 一縄 0 270 270 0 270 270


にほんはっか 北農試 ・畑生産 ・厳寒資源 0 79 79 78 1 16


種苗セ ・農　 場 ・知　 覧 0 35 35 0 35 0


〃　　　 〃　　 胆　 振 0 40 40 0 40 0


い　 ぐ　 さ 種苗セ ・農　 場 ・雲　 仙 0 190 1－90 イ0 190 0


ー
宗
－







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア クテ ィ ブ


コレクション
種　 子 栄 養 体 計


ワーキング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


雑穀 ・特用作物 い　 ぐ　 さ 種苗セ ・農　 場 ・知　 覧． 0 170 1、70 0 170 0


こんにゃく 種苗セ ・農　 場 ・金　 谷 0 18 18 0 18 0


み つ ま た 中国農 ・企連室 ・業務科 0 2 2 2 0 0


種苗セ ・農　 場 ・金　 谷 0 8 8 0 8 0


こ　 う　 ぞ 種苗セ ・農　 場 ・金　 谷 0 11 11 0 11 0


ち　 ょ　 ま 種苗セ ・農　 場 ・金　 谷 0 173 173 0 173 0


とろろあおい 中国農 ・企連室 ・業務科 5 0 5 5 0 0


じょちゅうぎく 中国農 ・企連室 ・業務科 0 4 r4 4 0 ・0


種苗セ ・農　 場 ・中　 央 0 4 4 0 4 4


′′　　 〝　 知　 覧 0 45 45 0 45 0


イン ドびえ 生物研 ・遺貞一 ・植探研 14 0 14 0 14 0


イン ドたいぬびえ 生物研 ・遺資一 ・植探研 2 0 2 0 2 0


ひ　 ゆ　 属 生物研 ・遺資一 ・植探研 12 0 12 0 12 0


ひ ま わ り 生物研 ・遺資一 ・植探研 1 0 1 0 1 0


ー


の


①


－







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関・ 部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア ク テ ィブ


コレクション
種　　 子 栄 養 体 計


ワーキング


コレクション


ベ　ー　 ス


コレクション


雑穀 ・特用作物 ひ　 え　 属 生物研 ・遺資一 ・種探研 1 0 1 0 1 0


し　　　 そ 生物研 ・遺資一 ・植探研 7 0 7 0 7 0


し　 そ　 属 生物研 ・遺資一 ・種探研 1 0 1 0 1 0


計 2，717 1，667 4，384 2，025 2，359 570


ー
　
↓
○
－







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア ク テ ィ ブ


コレクション
種　　 子 栄 養 体 計


ワーキング


コレクション


ベ　ー　 ス


コレクション


牧草 ・飼料作物


類


レスクグラス 九州農 ・草地部 ・牧草育法 59 0 59 59 0 0


ローズグラス 車地試 ・育種部 ・育種 2 ・ 114 0 114 94 20 0


九州農 ・草地部 ・牧草育法 764 1 765 644 121 1


ペニセタム類 生物研 ・遺資一 ・植探研 60 0 60 0 60 0


九州農 ・草地部 ・牧草育種 7 0 7 7 0 0


オーチャドグラス 生物研 ・遺資一 ・種探研 5 0 5 0 5 0


草地試 ・育種部 ・育種 1 944 1，740 2，684 2，594 90 5


北農試 ・飼資部 ・イネ科牧育 370 624 994 972 22 0


′′　　 地基部 ・適応生態 47 17 64 64 0 0


家改セ ・牧　 場 ・十　 勝 0 30 30 0 30 0


トールフェ女ク 草地兢 ・育種部 ・育素材 10 0 10 10 0 0


′′　　　 〃　　 育工研 7 100 107 107 0 0


北農試 ・地基部 ・適応生態 144 0 144 144 0 0


′′　　 飼資部 ・イネ科牧育 135 676 811 804 7 0


九州農 ・草地部 ・疲草育種 870 1，974 2，844 2，802 42 6


レッドフェスク 北農試 ・地基部 ・適応生態 82 0 82 82 0 0


ギニアグラス 生物研 ・遺資一 ・植探研 9 0 9 0 9 0


ー3　－







植 ‾物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア クテ ィ ブ


コレクション
種　　 子 栄 養 体 計


ワーキング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


牧草 ・飼料作物 ハニカム類 草地試 ・育種部 ・育種 2 125 0 125 87 38 0


類 九州農 ・草地部 ・牧草育法 2，626 127 2，753 2，532 221 2


〃　　　 〃　　 牧草育種 10 0 10 10 0 0


熱研セ ・沖　 縄 ・作物育種 24 0 24 24 0 0


ジー プフェスク 北農試 ・地基部 ・適応生態 16 0 16 16 0 0


イタリアンライグラス 車地試 一育種部 ・育種 1 55 0 55 30 25 3


〃　　　 〝　　 育素材 190 0 190 180 10 5


〃　　　 〃　　 育工研 0 37 37 37 0 01


北農試 ・地産部 ・適応生態 108 0 108 108 0 0


北陸農 ・水田利・ 飼料作 334 0 334 334 0 0


スイ　ートピッ守 イドグラス 生物碗 ・遺資一 ・植探研 一 1 0 1 0 1 0


ペ レニアライグラス 草地試 ・育種部 ・育素材 151 500 651 618 33 20


スミログラス 九州農 ・草地部 ・牧草育種 6 0 6 6 0 0


バ ヒアグラス 家改セ ・牧　 場 ・熊　 本 0 10 10 0 10 0


パスパラム 生物研 ・遺資一 ・植探研 2 0 2 0 2 0


九州農 ・草地部 ・牧草育種 6 0 6 6 0 0


ー


↓


N


－







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形・態 保　 存　 区　 分
ア クテ ィ ブ


コレクション
種　　 子 栄 養 体 計‘・


ワ．－キング


コ．レクション


ベ　ー　 ス


コレクション


牧草 ・飼料作物


類


チ モ シ ー 北農試 ・地塞廓 ・適応生態 43 ・0 43 43 0 0


ケンタヅキーブルーグラス 家政セ ・牧　 場 ・十　 勝 0 84 84 0 ． 84 0


れ　 ん　 げ 草地試 ・育種部 ・育素材 159 0 159 15°9 0 0


北陸農 ・水田利 ・飼料作 － 10 0 10 10 0． 0


め ど は ぎ 草地試 ・育種部 ・育種 1 189 0 189 49 ． ．140 189


九州農 ・草地部 ・扱草育種 13 0 13 13 0 0


やはずそう 草地試 ・育種細 ・育種 1 224 0 224 111 113 224


みやこぐさ r草地試 ・育種部 ・育素材 128 0 128 128 0 0


九州農 ・草地部 ・牧草育種 9 0 9 9 0 0


うまごやし 草地試 ・育種部 ・育素材 17 0 17 0 17 5


からすのえんどう 九州農 ・草地部 ・牧草育種 6 0 6 6 0 0


アルファルフ・ア 生物研 ・遺資一 ・植探研 2 0 2 0 2 0


草地試 ・育種部 ・育素材 20 0 20 20 0 0


〃　　　 〃　　 育工研 0 17 17 17 0 ．0


北農試 ・飼資部・マメ科育種 439 60 499 499 0 0


〝　　 地基部 ・適応生態 2 4 6 6‾ 0 0


ー


可


∽


－







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 ．関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア クテ ィ ブ


コレクション
種　　 子 栄 養 体 計


ワーキング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


牧草 ・飼料作物 あかクローバー 生物研 ・遺資一 ・植探研 1 0 1 0 1 0


類 草地試 ・育種部 ・育素材 1 0 1 0 1 1


北農試 ・飼資部 ・マメ科育種 361 0 361 361 0 0


′′　　 地基部 ・適応生態 7 0 7 7 0 0


クローバ近縁種 草地試 ・育種部 ・育素材 6 0 6 0 6 0


東北農 ・草地部 ・草地育種 236 0 236 205 31 0


しろクローバー 北農試 ・飼資部 ・マメ科育種 44 0 44・ 44 0 0


〃　　 地基部 ・適応生態 15 0 15 15 0 0


東北農 ・草地部 ・草地 1 778 56 834 556 278 56


マ　 メ　 科 生物研 ・遺資一 ・植痍研 9 0 9 0 9 0


北農試 ・飼資部 ・マメ科育種 119 0 119 119 0 0


′′　　 地基部 ・適応生態 1 0 1 1 0 0


九州農 ・草地部 ・牧草育法 36 0 36 36 0 0


九州農 ・草地部 ・牧草育種 15 0 15 15 0 0


イ　 ネ　 科 北農試 ・飼資部 ・扁 斗牧育 78 30 108 108 0 0


九州農 ・草地部 ・牧草育法 4，760 70 4，830 4，830 0 0


ジョンソングラス 生物研 ・遺資一 ・植探研 6 0 6 0 6 0


スーダングラス 生物研 ・遺資一 ・植探研 16 0 16 0 16 0


ー
謡
－







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア ク テ ィブ


コレクション
種　　 子 栄 養 体 計


ワーキング


コレクション


ベ　ー　 ス


コレクション


牧草 ・飼料作物


額


レッ ドトップ 北農試 ・地基部 ・適応生態 5 0 5 5 0 0


しこくびえ 草地試 ・育種部 ・育種 2 74 0 74 50 24 0


永年性ひえ＿ 草地試 ・育種部 ・育素材 0 15 15 15 0 0


セ ク リ　ア 生物研 ・遺資一 ・植探研 6 0 6 0 6 0


ディジクリア 生物研 ・遺資一 ・植探研 2 0 2 0 2 0


ヒメオニササガ 生物研 ・遺資一 ・植探研 1 0 1 0 ．1 0


え　 ん　 麦 九州農 一草地部 ・牧草育種 235 0 235 235 0 0


とうもろこし 生物研 ・細育部 ・ヘテロ育 75 0 75 75 0 0


′′　　 遺資一 ・植探研 238 0 238 0 238 0


′′　　 放育瘍 ・放育 1 91 0 91 0 91 ．91


草地試 ・育種部 ・育種 2 629 0 629 502 127 39


北農試 ・地基部 ・適応生態 4 0 4 4 －0 0


〃　　 飼資部 ・飼料作育 307 0 30ウ 79 22日 0


ソ ル ガ ム 生物研 ・遺資一 ・植探研 89 0 89 0 89 0


草地試 ・育種部‾－・育種 2 4 15 0 415 345 70 0


北農試 ・地基部 ・適応生態 18 0 18 18 0 0


ー


↓


∽


－







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形 ‾態 保　 存　 区　 分
ア ク テ ィ ブ


コレクション種　 喜 栄 養 体 計 r
ワーキング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


牧草 ・飼料作物


類


ソ ル ガ ム 中国農 ・作物開 ・育種工 425 0 425 139 286 77


の　 し　 ば 東北農 一草地部 ・牧童育種 435 353 788 788 0 0


家改セ ・牧　 場 ・熊　 本 0 112 112 0 112 0


す　 す き 家改セ ・牧 場 ・熊　 本 0 21 21 0 21 0


飼 料 か ぶ 北陸農 ・水田利 ・飼料作 13 0 13 15 0 1


計 18，093 6，658 24，751 22，006 2，745 725
ー
謡
－







植　 物　 種　 類 種　 物　 名 機 関 ・部 ∴　室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア クテ ィ ブ


コレクション
種　　 子 栄 養 体 計


ワー与．ング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


果　 樹　 類 い ち ょ う 果樹試 ・育種部 ・育種 2 0 3 3 0 3 3


く　　　 り 果樹試 ・育種部 一育種 2 0 150 150 7 143 113


種苗セ ・農　 場 ・嬬　 恋 0 80 80 0 80 79


く　 る　 み 果樹試 ・育種部 ・育種 4 0 5 5 5 0 0


〟　　 盛 ．岡 ・育種研 0 42 42 37 5 5


種苗セ ・農　 場 ・八　 岳 0 9 9 0 9 9


〃　　　 〝　　 上　 北 0 1白 19 0 19 0


い ち ぢ く 果樹試 ・育種部 ・育種 4 0 12 12 12 0 0


〃　 ・口之津 ・育種研 0 34 34 0 34 34


マ ル メ ロ 果樹試 ・育種部 ・育種 4 0 6 6 6 0 0


〝　　 盛　 岡 ・育種研 0 4 4 3 1 1


び　　　 わ 果樹試 ・育種部 ・育種 4 0 38 38 38 0 0


′′　 ・興　 津 ・育種研 0 18 18 ．0 18 15


り　 ん　 ご 生物研 ・放育場 ・放育 2 0 18 18 18 0 0 ・


果樹試 ・育種部 ・育種 4 0 1．8土 181 181 0 0


〃　　 盛　 岡 ・育種研 0 681 681 313 368 197


種苗セ ・農　 場 ・中　 央 0 44 44 0 44 33


〝　　　 〃　　 上　 北 0 251 251 0 251 192


－3－







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア クテ ィ ブ


コレクション
種　　 子 栄 養 体 計


ワーキング


コレクション


ベ　ー　 ス


コレクション


果　 樹　 類 お う　と　う 果樹試 ・育種部 ・育種 4 0 67 67 67 0 0


′′　　 盛　 岡 ・育種研 0 89 89 36 53 35


あ　 ん　 ず 果樹試 ・育種部・ 育種 3 0 138 138 48 90 73


′′　　　 〃　　 育種 4 0 26 26 26 0 0


も　　 も 生物研 ・放育場 ・放育 2 0 4 4 4 0 0


果樹試 ・育種部 ・育種 3 0 412 412 138 274 110


′′　　 ノ′　 育種 4 0 40 40 ・ 40 0 0


す　 も　 も 果樹試 ・育種部 ・育種 3 0 229 229 85 144 121


′′　　　 ／′　　 育種 4 0 6 6 6 0 0


の　 も　 も 果樹試 ・育種部 ・育種 3 0 22 22 22 0 0


や ま　も　も 果樹試 ・興　 津 ・育種 2 0 13 13 9 4 4


種苗セ ・農　 場 ・雲　 仙 0 11 11 0 11 11


う　　　 め 果樹試 ・育種部 ・育種 3 0 87 87 14 73 67


〃　　　 ／／　 育種 4 0 4 4 4 0 0


種苗セ ・農　 場 ・雲　 仙 0 15 15 0 15 15


せいような し 果樹試 ・育種部 ・育種 2 0 1
I


1 0 1． 1


′′　　　 ′′　　 育種 4 0 7 7 7 0 0


ー


べ


∞


－







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア ク テ ィブ


コレクション
種　　 子


1


栄 養 体 計
ワーキング


コレクション


ベ　ー　 ス


コレクション


果　 樹　 類 せいような し 果樹試 ・盛　 岡 ・育種研 0 10 lo 6 4 4


にはんな し 生物碗 ・放育場 ・放育 2 0 1 1 － 1 0 0


果樹試 ・育種部 ・育種 2 0 146 146 80 66 54


′／　　 ′／　 育種 4 0 7 7 7 0 0


北農試 ・作物開 ・果樹研 0 15 15 8 7 7


ぶ・ど　 う 果樹試 ・育種部 ・育種 4 0 186 186 186 0 0


′′　　 安芸津 ・育種研 0 566 566 196 370 266


な　 つ　 め 果樹試 ・育種部 ・育種 4 0 10 10 10 0 0


′′　　 興　 津 ・育種 2 0 4 4 0 4 4


か　 り　 ん 果樹試 ・育種部 ・育種 4 0 1 1 、1 0 0


果樹試 ・盛　 岡 ・育種研 0 1 1 1 0 0


かんきつ類 生物研 ・放育場 ・放育 2 0 1 1 1 0 0


果樹試 ・育種部 ・育種 4 0 301 301 301 0 0


′′　　 興　 津 ・育種 1 0 392 392 39 353 264


〝　　　 〝　 育種 2 0 193 193 41 152 16


〃　　 安芸津 ・育種法 0 32 32 32 0 0


′′　　 口之津 ・育種研 0 17 17 2 15 10・


種菌セ ・農　 場 ・雲　 仙 0 41 41 0 41 19


〝　　　 〝　　 鹿児島 0 53 53 0 53 ∂1


ー
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 彪　 態 保　 存　 区　 分
ア ク テ ィ ブ


コレクション
種　　 子 栄 養 体 計


ワーキング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


果　 樹　 類 かん きつ類 種苗セ ・農　 場 ・沖　 縄 0 51 51 0 51 33


キウィーフルーツ 果樹試 ・育種部 ・育種 1 0－ 2 2 1 1 1


′′　　　 〃　　 育種 4 0 2 2 2 0 0


〃　　 安芸津 ・育種研 、 0 32 32 19 13 9


か　　　 き 果樹試 ・育種部 ・育種 4 0 9 9 9 0 0


〃　　 安芸津 ・育種研 0 390 390 96 294 235


ざ　 く　 ろ 果樹試 ・育種部 ・育種 4 0 20 20 20 0 0


ぐ　 み　 類 生物研 ・遺資一 ・植探研 1 0 1 0 1 0


異種試 ・育種部 ・育種 4 0 123 123 123 0 123


果樹試 ・盛　 岡 ・育種研 0 3 3 3 0 1


小 栗 1樹 類 果樹試 ・育種部 ・育種 4 0 9 9 9 0 0


′′　　 盛　 岡 ・育種研 0 43 43 15 28 28


北農試 ・作物開 ・果樹研 0 8 8 8 0 0


オ リ ー ブ 果樹試 ・興　 津 ・育種 2 0 30 30 0 30‾ 30


チェリモア 果樹試 ・育種部 ・育種 4 0 18 18 18 0 0


き い ち ご 果樹試 ・育種部 ・育種 4 0 10 10 10 0 0
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関・ 部・ 室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア ク テ ィ ブ


コレクション種　　 子 栄 養 体 計
ワーキング


コレクション


ベ　ー　 ス


コレクション


果　 樹　 類 き い ち．ご 果樹試 ・盛　 岡 ・育種研 0 6 6 6 0 0


北農試 ・作物開 ・果樹研 0 5 5 3 2 2


せいようす ぐり 果樹兢 ・盛　 岡 ・育種研 0 15 5 2 ・3 3


北農試・ 作物開 ・稟種研 0 1 1 0 1 1


あ　 け　 び 果樹試・ 育種部 ・育種 4 0 10 10 0 10 2


計 1 5，520 5，52 1 2，382 3，139 2，261ー∽－1







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア ク テ ィ ブ


コレクション
種　　 子 栄 養 体 計


ワーキング


コレクション


ベ　ー　 ス


コレクション


野　 菜　 類 さ と い も 野茶試 ・野菜育 ・育種 1 0 186 186 186 0 0


種苗セ ・農　 場・知　 覧 0 60 60 7 53 23


た ま ね ぎ 生物研 ・遺資一 ・植探研 6 0 6 0 6 0


野茶試 ・野菜育 ・育種 4 11 0 11 11 0 0


北農試 ・作物開 ・野菜研 133 0 133 128 5 0


らっきょう 野茶試 ・野菜育 ・品質評 0 10 10 2 8 0


ね　　　 ぎ 野茶試 ・野菜育 ・品質評 32 2 34 1 33 0


わ　 け　 ぎ 野茶試 ・野菜育 ・品質評 0 、18 ．18 3 15 0


あ さ rつ き 野茶試 ・野菜育 ・品質評 1 0 1 1 0 0


に ん に く 生物研 ・遺資一 ・植探研 0 2 2 0 2 0


画茶試 ・野菜育 一畠質評 0 85 85 68 17 0


種苗セ ・農　 場 ・八　 岳 0 10 10 4 6 0


′′　　　 ′′　　 雲 仙 0 10 10 0 10 0


し ょ うが 野茶試 ・久留米 ・育種 2 0 25 25 0 25 0


やまのいも 野茶試 ・野菜育 ・育種 1 0 69 69 60 9 9


種苗セ ・農　 場 ・雲　 仙 0 36 36 0 36 0
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植　 物　 種　 類 植　物　 名 機 関 ・部・ 室


保　 存　 形　 態 保　 存 区　 分
ア クテ ィ ブ


コレクション
種　　 子 栄 養 体 計


ワーキング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


野　 菜　 類 ほうれんそう 生物研 ・遺資一 ・植探研 3 0 3 0 3 0


野茶試 ・野菜育 一育種 4 4 0 4 4 ・0 0


お　 く　 ら 生物研 ・遺資一 ・植探研 ． 6 0 6 0 6 0


野茶誠 ・久留米 ・育種 1 15 0 15 ．0 15 0


熱研セ ・殖 ‾縄 ・作物導入 7 0 7 0 7 0


アスパラガス 北農試 ・作物開 ・野菜研 30 16 46 45 1 0


に ん じん 生物碗 ・遺資一 ・植探研 1 0 1 0 1 0


野茶試 ・野菜育 ・育種 4 2 0 2 2 0 0


北農試 ・作物開 一画菜碗 45 0． 45 45 0 0


き ゃ べ つ 野茶試 ・野菜育 ・育種 4 140 0 140 90 5d 1


めきゃべつ 野茶試 ・野菜育 ・育種 4 1 ．0 1 1 0 0


た　 か　 な 野茶試 ・野菜育 ・育種 4 8 0 8 3 5 0


か ら　しな 野茶試 ・野菜育 。育種 4 199 0 199 49 150 0


は く さ い 野茶試 ・野菜育 ・育種 4 386 0 386 282 104 54 °


生物研 ・遺資一 ・植探研 6 0 6 0 6 0
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∽
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植　 物　 種　 類


i


植　　 物　　 名 機 関∴ ‘部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア ク テ ィ ブ


コレクション
種　　 子 栄 養 体 計


ワーキング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


野　 菜　 類 つ けな （ナタネルイ） 野茶試 ・野菜育 ・育種 4 287 0 2由7 171 116 0


（ヒサゴナ） ′／　　　　　　　　′／　　　　　　　　′′ 17 0 17 12 5 0


（非結球） ′′　　　　　　　　ノ′・　　　　　　′／ 44 0 44 39 5 2


（体菜類） ′′　　　　　　　　〃　　　　　　　　／′ 90 0 90 45 45 2


（みずな） 〃　　　　　　　　〃　　　　　　　‾／′ 15 0 15 15 0 0


（コマツナ） ′′　　　　　　　　′／　　　　　　　　′′ 23 0 23 23 0 0


（サイシン） ′′　　　　　　　　′′　　　　　　　‘′／ 57 0 57 20 37 0


ケ　 ー　 ル 密茶酪 ・野菜育 一青線 4 36 0 36 35 1 0


カリフラワー 野茶試 ・野菜育 ・育種 4 51 0 51 47 4 0


ブロッコリー 野茶試 ・野菜育 ・育種 4 22 0 22 22 0 0‘


か　　　 ぶ 生物研 ・遺資一 ・植探研 1 0 1 0 1 0


野茶試 ・野菜育 ・育種 4 125 0 125 89 36 1日


だ い こん 生物研 ・遺資一 ・植探研 4 0 4 0 4 0


野茶試 ・野菜育 ・育種 4 229 0 229 120 109 0


ふだんそう 野茶試 ・野菜育 ・育種 4 2 0 2 2 ・0 0


ジュウバナ科 野茶試 ・野菜育 ・育種 4 168 0 168 111 57 3
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・‘部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア ク テ ィ ブ


コレクション種　 卓 栄 養 体 計
ワーキング


コレクション


ベ　ー　 ス


コレクション


野　 菜　 類 ふ じま め 生物研 ・遺資一 ・植探研 こ15 0 5 0 5 0


いんげんまめ 生物研 ・遺資一・ 種探研 737 0 737 0 737 0


レンズまめ 生物研 ・遺資一・ 植痍研 17 0
17


‘0 17 0


え ん ど う 生物研 ・遺資一 ・種痍研 138 0 1彿 0 13日 0


そ　ら ま・め 生物研 ・種資一・ 植種研 94 0 94 0 如 0


熟研セ ・沖　 縄 一作物育種 76 0 76 76 0 0


さ　 さ　 げ 生物研 ・適資一 ・種探研 1，168 0 1，168 ・d 1，1甲 0


熱研セ ・沖　 縄 ・作物導入 12 0 12 12 0 0


い　 ち　 ご 野茶試 ・盛　 岡 ・育種 2 0 2甲 204 0 204 0


〃　　 久留米 ・育種 2 0 238 238 0 2彿 218


種苗 ヤ ・農 場 ・八　 岳 0 20 20 0 20 ‘．0


す　 い　 か 生物研 ・遺資一 ・植探研 6 ．0 6 0 6 0


野茶試 ・野菜育 ・育種 2 117 0° 117 i17 0 0


′′　　 久留米 ・育種 1 8 0 8 8 0 0


メ　 ロ　 ン 生物碗 ・・遺資一 ・種探研 4 0‾ 4 0 4． 0


野茶試 ・野菜育 ・育種 2 377 0 377 280 97 5
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・窒


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア ク テ ィ ブ


コレクション
種　　 子 栄 養 体 計


ワーキング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


野　 菜　 類 メ　 ロ　 ン 野茶試 ・久留米 ・育種 1 214 0 214 6 208 0


きゅうり属 野茶試 ・野菜酉 ・育種 2 162 0 162 ・ 162 0 0


き　ゅ　う　り 野茶試 ・野菜育 ・育種 2 352 0 352 292 60 ．7


′′　　 久留米 ・育種 1 155 0 1．55 0 155 0


にはんかぼちゃ 生物研 ・遺資一 ・植探研 1 0 1 0 1 0


野茶試 ・野菜育 ・育種 2 378 0 378 358 20 5


ゆ う が お 野茶試 ・野菜育 ・育種 2 119 0 119 119 0 0


〃　 ・久留米 ・育種 1 40 0 40 0 40 0


へ　 ち　 ま 野茶試 ・野菜育 ・育種 2 95 0 95 95 0 0


つるれいし 野茶試 ・野菜育 ・育種 2 148 0 148 148 0 0


と うが ん 野茶試 ・野菜育 ・育種 2 19 0 19 19 0 0


なす近縁種 野茶試 ・野菜育 ・育種 3 709 0 709 651 58 0


な　　　 す 野茶試 ・野菜育 ・育種 3 558 0 558 390 168 20


ト　 マ　 ト 野茶試 ・野菜育 ・育種 3 1，085 0 1，0由 952 i33 60
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア クテ ィ ブ


コレクション
種　 子 栄 養 体 計


ワーキング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


野　 菜　 類 ト　 マ　 ト 野茶試 ・盛　 岡 ・育種 1 1，042 0 1，042 605
1


437 23


′／　 久留米 ・育種 1 206 0 206 10 196 0


トマ ト近縁種 野茶試 ・野菜育 ・育種 3 100 0 100 70 30 、20


とうがらし 生物研 ・遺資一 ・植探研 4 0 4 0 4 0


野茶試 ・野菜育 ・育種 3 1，442 0 1，442 1，367 75 40


とうが らし近縁種 野茶試 ・野菜育 ・育種 3 177 0 177 177 0 0


レ　 タ　 ス 野茶試 ・野菜育 ・育種 4 1 0 1 1 0 0


野茶試 ・盛　 岡 ・育種 2 214 0 214 0 214 0


ク　 ミ　 ン 生物研 ・遺資一 ・植探研 9 0 9 0 9 0


コエ ンドロ 生物研 ・遺資一 ・植探研 1 0 1 ．0 1 0


チ コ リ　ー 野茶試 ・野菜育 ・育種 4 2 0 2 2 0 0


セ　ロ リ　ー 野茶試 ・野菜育 ・育種 4 1 0 1 1 0 0


イ ノ ン ド 野茶試 ・野菜育 ・育種 4 1 0 1 1 0 0


なたね属植物 生物研 ・遺資一 ・植探研 1 0 1 ． 0 1 0
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア ク テ ィブ


コレクション
種　　 子 栄 養 体 計


ワーキング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


野　 菜　 種 その他野菜類 野茶試・野 菜育 ・育種 4 9 0 9 9 0 0


計 12，2111 991 13，202 7，671 5，531 510


－
∞
∞
－







植　 物　 種　 類 種　 物　 名 機 関 ・・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア ク テ ィ ブ


コレクション
種　　 子 栄 養 体 計


ワーキング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


花き ・緑化植物 デン ドロビューム 野茶試 ・花き部 ・鉢物研 0 120 120 120 0 0


カーネーション 野茶試 ・花 き部 ・切花 2 0 150 150 110 40 0


ダイアンサス属 野茶試 ・花き部 ・切花 2 23 62 85 85 0 0


ば　 ら　 類 野茶試 ・花き部 ・緑化物 0 28 28 28 0 0


しもつけ種 野茶試 ・花 き部 ・緑化物 0 101 101 81 20 ‘0


つ　 ば　 き 野茶試 ・久留米 ・緑化物 0 579 579 499 80 0


キンカチャ 野茶試 ・久留米 ・緑化物 0 6 6 6 0 0


フランクリンツバキ 野茶試 ・久留米 ・緑化物 0 、1 1 1 0 0


ヒサガキサザンカ 野茶試 ・久留米 ・緑化物 0 ＿1 1 1 0 0


き　　　 く 野茶試 ・花き部 ・切花 1 0 388 388 266 122 25


種苗セ ・農　 場 ・中　 央 0 20 20 0 20 0


〝　　　 〃　　 嬬　 恋 0 20 20 0 20 0


〃　　　 〃　　 雲　 仙 0 1・0 10 0 10 0


の じき く 野茶試 ・花き部 ・切花 1 0 24 24 14 10 0
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　存　 区　 分
ア ク テ ィ ブ


コレクション
種　　 子 栄 養 体 計


ワーキング


コレクション


ベ　ー　 ス


コレクション


花き ・緑化植物 は ま ぎ く 野茶試 ・花き部 ・切花 1 0 1 1 1 0 0


えぞよもぎぎく 野茶試 ・花き部 ・切花 1 0 2 2 2 0 0


い そ ぎ く 野茶試 ・花 き部 ・切花 1 0 29 29 24 5 0


しお ぎ く 野茶試 ・花き部 ・切花 1 0 25 25 20 5 0


なかがわざく 野茶試 ・花き部 ・切花 1 0 9 9 ． 9 0 0


わ じきぎく 野茶試 ・花き部 ・切花 1 0 1 1 1 0 0


りゅうめうぎく 野茶試 ・花き部 ・切花 1 0 2 2 2 0 0


おお しまの じぎく 野茶試．・花き部 ・切花 1 0 2 2 2 0 0


い わ ざ く 野茶試 ・久留米 ・切花 1 0 6 6 6 0 0


こはまぎく 野茶試 ・花き部 ・切花 1 0 1 1 1 0 0


きくたにぎく 野茶試 ・花き部 ・切花 1 0 2 2 2 0 0


しまかんぎく 野茶試 ・花き部 ・切花 1 0 5 5 5 0 0


ー∽0－







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア ク テ ィ ブ


コレクション
種　　 子 栄 養 体 計


ワーキング


コレクション


ベ　ー　 ス


コレクション


花き ・緑化植物 さんいんぎく 野茶試 ・花き部 ・切花 1 0 2 ． 2 2 0 0


つ つ じ類 野茶試 ・久留米 ・花き研 0 955 955 715 240 3


茶 野茶試 ・久留米 ・緑化物 0 1 1 1 0 0


ね　 ぎ　 属 生物研 ・遺資一 ・植探研 2 0 2 0 2 0


計 25． 2，553 2，578 2，004 574 28
－
巴
　
－







植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア クテ ィ ブ


コレクション
種　　 子 栄 養 体 計


ワーキング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


茶 茶 野茶試 ・茶栽培 ・育種法 0 326 326 103 223 34


〃　　　 〃　　 育種研 0 287 287 ．1 286 35


〃　　 久留米 ・育素材 0 1，998 1，998 1 1，997 58


〃　　　 〃　　 茶育種 8 485 493 17 476 228


種苗セ ・農　 場 ・金　 谷 0 179 179 0 179 2 1


〃　　　 ′′　　 奈　 良 ’0 120 120 0 120 14


′′　　　 〃　　 知　 覧 0 153 153 0 153 20


つ ば き 科 野茶試 ・茶栽培 ・育種法 0 33 33 33 0 0


〃　　 久留米 ・育素材 0 73 73 0 73 0


計 8 3，654 3，662 155 3，507 410
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∽
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植　 物　 種　 類 植　　 物　　 名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア ク テ ィ ブ


コレクション
種　　 子 栄 養 体 計


ワーキング


コレクション


ベ　 ー　 ス


コレクション


桑 桑 東北農 ・畑地利 ・養蚕研 0 264 264 ‘25 239 1


北陸農 ・作物開 ・畑作育 0 296 296 141 155 3


九州農 ・作物開 ・桑育養蚕 0 187 187 157 30 1


蚕昆研 ・生産技 ・桑育工学 0 342 342 142 200 6


′′　　　 〝　　 桑育種 0 48 46 4＿3 3 0


〝　　 松本支 ・高冷栽桑 0 211 211 90 121 0


熱研セ ・沖　 縄 ・作栽研 0 8 8 0 8 0


計 0－ 1，354 1，354 598 756 11
ー


∽


u
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植　 物　 種　 類 植　　 物　 ・名 機 関 ・部 ・室


保　 存　 形　 態 保　 存　 区　 分
ア クテ ィ ブ


コレクション
種　　 子 栄 養 体 計


ワーキング


コレクション


ベ　ー　 ス


コレクション


熱帯 ・亜熱帯植 パインアップル 生物研 ・放育場 ・照射法 0 4 4 4 0 0


物 熱研セ ・沖　 縄 ・熱帯果樹 0 39 39 9 30 0


種苗セ ・農　 場 ・沖　 縄 0 70 0 0 70 70


パ パ イ ヤ 熱研セ ・沖　 縄 ・作物導入 0 0 0 0 0 0


種苗セ ・農　 場 ・沖　 縄 0 10 10 0 10 10


キャッサバ 種苗セ ・農　 場 ・沖　 縄 0 7 7 0 7 7


その他まめ科 熱研セ ・沖　 縄 ・作物導入 666 0 666 666 0 0


計 666 130 796 679 1，477 87


ー
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2）　植物種類別植物遺伝資源保存状況（平成元年度）


注）　各欄の数字は点数を示す。


植　 物　 種　 類


昭　　 和


63年度末


合　　 計


保 存 数 の　 増 減 の　 内　 訳 元 年 度 保 存 形 態 の 内 訳 元年度保 存区分の内訳


アクティブ


コレクション


特　 性　 調　 査
種　 子


再増殖


無 毒 化


（完了／


処理数）


素材化


（組合


せ数）


冗　　　 年　　　 度
元年度末


合　　 計
種　　 子 栄 養 体 その他 小　　 計増 滅 保存総数 ワーキング


コレクション


ベ　ー　ス


コレクション


1　 次 2　 次 3　 次


収　 集
I受 入


移　 管 廃　 棄


稲　　　　　　　　 類 22，718 55 5 1，5 67 2 30 182 24，4 28 24，42 8 0 0 ’ 24，4 28 24，4 28 3，46 3 20，96 5 15，43 7 1，09 5 1，4 4 3 2 82 1，60 6 79 7／80 2 10


麦　　　　　　 類 31，86 3 465 4，5 55 1，2 74 17 35，5 92 35，39 0 2 02 0 35，5 92 35，5 92 2，64 3 32，94 9 2 0，25 5 2，74 2 9，84 0 2，396 2，2 88 0 2


豆　　　　　　　　 類 11，01 6 ． 153 5 87 2 7 1 2 1 1，‘483 11，48 3 0 0 1 1，4 83 1 1，4－83 139 1 1，34 4 7，87 7 43 0 93 5 200 3 25 0 2


い　　　　 も　　　 類 5，570 193 3 55 192 1 77 5，8 09 64 7 5，162 0 5，8 09 5，8．09 1，180 4，62 9 2，44 2 5，3 11 1，6 9 3 150 0 0 42


雑 穀 ・ 特 用 作 物 7，867 180 6 75 3 17 74 8，3 3 1 6，66 4 1，6 67 0 8，3 3 1 8，3 31 2，0 25 6，30 6 4，36 7 89 1 3，88 5 3，4 44 2 83 0 0


牧 草 ・飼 料 作 物 類 31，677 4 36 2，3 06 132 2 02 34，0 85 27，3 13 6，7 72 0 34，0 85 34，0 85 2 2，0 06 12，07 9 9，99 2 1，4 10 75 5 128 6 94 0 40


果　　　 樹　　　 種 6，769 85 1，3 77 8 73 3 49 7，0 09 1 7，0 08 0 7，0 09 7，00 9 2，3 87 4，62 2 3，59 0 59 3 4，2 15 1，653 0 120／6 4 6


野　　　 菜　　　 類 16，547 144 8 65 175 76 17，3 05 16，3 14 9 9 1 0 17，3 05 17，3 05 7，6 7 1 9，6 34 4，6 13 86 5 84 7 955 3 07 2 1／2 1 4


花 き ・ 緑 化 植 物 1，887 4 0 1‾ 3 40 50 0 2，5 78 2 5 2，5 53 0 2，5 78 2，5 78 2，0 04 5 74 28 30 3 34 0 0 0 0 10


茶 4，03 1 78 2 76 3 0 1 16 4・0 68 8 4，0 60 0 4，0 68 4，0 68 155 3，9 13 5 44 47 4 4，10 8 3，3 10 0 0 11


桑 1，697 57 46 1－1 4 1 1，7 48 0 1，7 48 0 1，7 48 1，†48 5 98 1，150 1 1 43 1 2，26 0 23 0． 0 0 0


熱 帯 ・亜 熱 帯 作 物 863 0 10 10 67 7 96 66 6 130 0 796 7 96 6 79 117 87 8 9 0 0 0 0 0


合　　　 計 14 2，50 5 2，747 12，9 59 3，8 36 1，143 153，2 32 122，93 9 30，2 93 0 153，232 153，2 32 44，9 50 108，2 82 69，2 43 14，63 4 3 0，32 1 12，74 8 5，50 3 93 8／8 87 127
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3）　実施機関別植物遺伝資源保存状況（平成元年度）


区　　　　　　 分


昭　　 和


63年度末


合　　 計


保 存 数 の　増 減 の　内 訳


元　　　 年　　　 度
元年度末


合　　 計
増 滅


収　 集 受　 入 移　 管 廃　 棄


種　　 子


l


その他 小　　 計


注）　各欄の数字は点数を示す。


元年度保存区分の内訳


アクティブ


コレクション


特　 性　 調　 査
種 子


再増殖


無 毒 化


（完了／


処理数）


素材化


（組合


せ数）
保存総数 ワヰング


コレクション


ベ　ー　ス


コレクション
1　 次 2　 次 3　 次


農 業 研 究 セ ン タ ー 4，90 3 55 0 2，44 1 1，3 15 79 6 ，5 00 5 ，3 20 1，180 0 6，50 0 6，50 0 5，50 8 99 2 8 3 ，372 9 ，6 4 0 1，144 2 ，34 1 0 25


農 業 生 物 資 源 研 究 所


（サ ブバ ン ク）


草　 地　 試　 験　 場


12，784


5 ，5 36


1，23 2


175


57


4 27


122


7 1


2


19 8 ．


13 ，9 49


5 ，86 9


13 ，73 2


3，46 0


2 17


2，40 9


0


0


13，94 9


5，86 9


13，94 9


5，86 9


35 6


5，15 3


13，59 3


7 16


1，84 7


4 93


9 27


6 29


0


7 2 1


0


128


24 1


17 4


797 ／8 02


‘0


0


0


果　 樹　 試　 験　 場 5 ，0 13 79 9 64 87 3 29 0 4，89 3 0 4，89 3 0 4 ，89 3 4，89 3 2，33 9 2，554 1，8 29 3 83 2 ，4 13 1，46 8 0 12 0／64 6


野 菜 ・茶 業 試 験 場 15 ，5 10 4 79 8 67 5 13 7 4 16，26 9 9，72 7 6，54 2 0 16 ，26 9 16，26 9 9，r5 13 6，7 56 8 70 1，169 4 ，5 03 4 ，26 5 150 2 1／2 1 25


北 海 道 農 業 試 験 場 6 ，8 95 68 3 0 1 14 0 3 6 7，08 8 4，0 12 3，07 6 0 7 ，088 7，08 8 5 ・8ノ8 2 1，2 06 4 26 1，9 36 1，2 54 65 2 336 0 0


東 北 農 業 試 験 場 3 ，5 98 20 118 56 5 64 3，10 7 2，43 4 6 7 3 0 3 ，107 3，107 2 ，010 1，0 97 3 24 4 40 1，5 09 7 10 362 0 2


北 陸 農 業 試 ．験 場 69 2 3 2 1 0 69 6 4 0 0 2 9 6 0 6 96 6 96 540 156 4 3 33 6 26 2 6 97 0 0


中 国 農 業 試 験 場 1，74 9 0 8 5 7 192 1，50 8 ．1，5 0 2 6 0 1，5 08 1，508 362 1，146 108 2 29 6 46 26 5 188 0 0


：四 国 農 業 試 験 場 6 5 ．．3 6 1 2 0 12 7 107 20 0 127 127 100 27 0 100 0 0 30 0 0


九 州 農 業 試 験 場 14，85 8 7 9 84 9 143 33 15 ，6 10 1 1，9 40 3 ，6 70 0 15 ，6 10 15 ，6 10 12 ，109 3 ，5 0 1 2 4 1 1，7 34 4 ，4 12 3，78 5 708 0 6 9


蚕 糸 ・ 昆 虫 農 業


技　 術　 研　 究　 所


熱 帯 農 業 研 究 セ ンタ ー


59 3


79 7


1


0


4 6


1 12


0


10


4 1


67


5 99


8 32


0


7 85


5 99


47


0


0


5 99


8 32


5 99


8 32


2 75


7 87


3 24


45


6


0


6 0


1 19


3 00


！


0


60


0


0


50


0


0


0


0


技 一　 術　　 会　　 議


（サ ブバ ン ク）


技　　 術　　 会　　 議


（セ ンタ ーバ ンク ）


7 2，9 93


66 ，110


2，68 9


5 8


6，253


5，789


3 ，8 12


0


1，07 6


3 5


77 ，0 47


7 1，9 22


53 ，4 19


69 ，52 0


23 ，6 28


2 ，4 02


0


0


77，04 7


7 1，92 2


77 ，0 47


7 1，9 22


4 4 ，9 34


5


32 ，113


7 1，9 17


6，156


6 0，5 12


11，43 1


53 9


2 6，0 24


3，90 7


12，50 3


24 5


4 ，6 77


97


9 38 ／88 7


0


12 7


0


技　 術　 会　 議　 計 139 ，103 2 ，7 47 12 ，0 42 3，8 12 1，1 1 1 14 8，96 9 12 2，93 9 26，03 0 0 14 8，96 9


I


14 8 ，9 69 4 4 ，9 39 104 ，0 30


農　 蚕　 園　 芸　 局 3 ，168 0 8 70 0 3 2 4，00 6 0 4，00 6 0 4 ，00 6 4，00 6 1 1 3 ，9 95


畜　　　 産　　　 局 23 4 0 47 2 4 0 25 7 0 25 7 0 25 7 2 57 0 2 57


合　　　　 計 14 2，50 5 2，74 7 12 ，9 59 3，83 6 1，14 3 15 3，23 2 12 2，93 9 30，29 3 ・0 153 ，23 2 15 3，23 2 4 4，9 50 108 ，2 82


6 6，66 8 11，97 0 2 9，9 3 1 12，748 4 ，7 74 9 38 ／8 87 127


2，57 5 2，50 5 39 0 0 550 0 0


0 15 9 0 0 179 0 0


30，321
ト聖 L


5，503 938／887 127
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センターバンクにおける植物種類別集計結果一覧（平成元年度）


注）　各欄の数字は点数を示す。


植　 物　 種　 類


昭　　 和


63年度末


合　　 計 ・


保　 存　 数　 の　 増　 減　 の　 内　 訳
I


元 年 度 保 存 形 態 の 内 訳 元 年 度 保 存 区 分 の 内 訳


ア ク　テ　ィ　ブ


コレクション


冗　　　　　 年　　　　　 度
元年度末


合　　 計
種　　 子 栄 養 体 そ の 他 小　　 計増 滅 保存総数 ワ　ー　キ　ン　グ


コレクション


ベ　ー　 ス


コレクら ン収　　 集 受　 入 移　　 管 廃　　 棄


稲　　　　　　　　　　　 類 13，57 1 0 43 0 0 0 14，00 1 14，00 1 0 0 14，00 1 14，0 0 1 0 14，00 1 13，7 26


麦　　　　　　　　　　　 類 26，878 0 3，1 12 0 0 2 9，99 0 29，9 90 0 0 29，99 0 29，9 9 0 0 29，99 0 ‘19，98 2


豆　　　　　　　　　　　 類 7，325 0 56 4 0 0 7，88 9 7，8 89 0 0 7，88 9 7，8 8 9 0 7，889 7，80 5


い　　　　　 も　　　　　 類 369 0 1 0 0 37 0 3 70 0 0 37 0 3 7 0 0 370 37 0


雑　 穀 ・ 特　 用　 作　 物 3，69 1 0 25 6 0 0 3，94 7 3，9 47 0 0 3，94 7 3，9 4 7 0 3，947 3，‾79 7


牧　 草 ・ 飼　 料　 作　 物　 類 8，342 0 99 2 0 0 9，33 4 9，2 20 114 0 9，334 9，3 34 0 9，334 9，2 67


果　　　　　 樹　　　　　 類 1，242 5 27 6 0 35 1，48 8 0 1，4 88 0 1，48 8 1，4 88 5 1，48 3 1，3 29


野　　　　　 菜　　　　　 類 3，945 0 158 0 0 4，10 3 4，103 r　O 0 4，10 3 4，10 3 0 4，10 3 4，103


花　 き　 ・ 緑　 化　 植　 物 0 0 0 0 0． 0 0 0 0 0 0 0 0 0


茶 4 06 0 0 0 0 ．40 6 0 4 06 ‘0 40 6 4 0 6 0 40 6 133


桑 3 4 1 53 0 0 0 39 4 0 3 94 0 39 4 3 9 4 0 39 4 0


熱　 帯 ・ 亜　 熱　 帯　 作　 物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0


合　　　　　　　 計 66，110 58 5，78 9 0 35 7 1，92 2 69，5 20 2，・402 0 7 1，92 2 7 1，9 2 2 5 7 1，9 17 6 0，5 12
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サブバンク（技術会議）の植物種類別集計結果一覧（平成元年度）


注）　各欄の数字は点数を示す。


植　 物　 種　 類


昭　　 和


63年度 末


合　　 計


保　 存　 数　 の　 増　 減　 の　 内　 訳 元 年 度 保 存 形 態 の 内 訳 元 年 度 保 存 区 分 の 内 訳


ア ク　テ　ィ　ブ


コレクション


元　　　　　 年　　　　　 度
元年度 末


合　　 計
種　　 子 栄 養 体 そ の 他 小　　 計増 滅 保存総数 ワ　ー　キ　ン　グ


コレクション


ベ　　ー　 ス


コレクション収　　 集 受　　 入 移　　 管 廃　　 棄


稲　　　　　　　　　　　 類 9，147 55 5 1，137 2 30 182 10，4 27 10，4 27 0 0 10，4 27 10，4 27 3，4 63 6，9 64 1，7 11


麦　　　　　　　　　　　 類 4，9 85 46 5 1，4 43 1，2 47 17 5，6 02 5，40 0 20 2 0 5，6 02 5，60 2 2，64 3 2，9 59 27 3


豆　　　　　　　　　　　 類 3，6 9 1 15 3 23 2 7 1 2 3，5 94 3，59 4 0 0 3，594 3，59 4 139 3，＿4 55 7 2


い　　　　　 も　　　　　 類 3，8 99 19 3 118 192 117 3，9 0 1 27 7 3，62 4 0 3，90 1 3，90 1 1，1 80 2，7 2 1 53 4


雑　 穀 ・ 特　 用　 作　 物 3，172 18 0 2 54 3 17 7 4 3，2 15 2，7 17 49 8 0 3，2 15 3，2 15 2，0 25 1，190 12 1＿


牧　 草 ・ 飼　 料　 作　 物　 類 23，101 43 6 1，2 67 108 20 2 24，4 94 18，09 3 6，40 1 0 24，4 94 2 4，49 4 22，00 6 2，4 88 72 5


果　　　　　 樹　　　　　 類 5，06 4 80 9 75 8 73 29 9 4，9 47 1 4，94 6 0 4，9 47 4，94 7 2，38 2 2，5 65 1，83 9


野　　　　　 菜　　　　　 類 12，55 2 144 6 20 17 5 7 5 13，0 66 12，2 11 85 5 0 13，0 66 13，06 6 7，66 0 5，4 06 48 7


花　 き　 ・ 緑　 化　 植　 物 1，88 7 4 0 1 2 90 50 0 2，5 28 2占 2，50 3 0 2，528 2，52 8・ 2，0 04 5 24 2 8


茶 3，35 3 78 80 30 1 0 3，2 10 8 3，20 2 0 3，2 10 3，2 10 1 55 3，0 55 ・35 5


桑 1，35 6 4 46 11 4 1 1，3 54 0 1，35 4 0 1，354 1，35 4 5 98 756 11


熱　 帯 ・ 亜　 熱　 帯　 作　 物 78 6’ 0 0 10 6 7 7 09 66 6 4 3 0 709 70 9 6 79 30 0


合　　　　　　　 計 72，99 3 2，689 6，2 53 3，8 12 1，07 6 77，0 47 5 3，4 19 2 3，62 8 0 7 7，047 77，04 7 44，9 34 3 2一1 13 6，1 56
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各サブバンク（技術会議）の植物種類別集計結果一覧（平成元年度）


注）　各欄の数字は点数を示す。


区　　　　　　　 分


昭　　 和


63年度末


合　　 計


平 成 元 年 度 未 保 存 数 増 減 の 内 訳 平 成 元 年 度 保 存 形 態 の 内 訳 平 成 元 年 度 保 存 区 分 内 訳


ア ク　テ　ィ　ブ


コレクション


平　　 成　　 九　　 年　　 度 平　　 成


元年度末


合　　 計


種　　 子 栄 養 体 そ の 他 小　　 計増 滅 保存総数 ワ　ー キ　ン　グ


コレクション


ベ　　 ー　　 ス


コレクション収　　 集 受　　 入 ・ 移　　 管 廃　　 棄


農　 業　 研　 究　 セ　 ン　 タ　 「 4，9 03 55 0 2，4 4 1 1，3 15 7 9 6，5 00 5，32 0 1，18 0 0 6，5 00 6，50 0 5，50 8 9 92 8


稲　　　　　　　　 類 1，7 21 0 1，00 3 0 0 ‘2，7 24 ．2，72 4 0 0 2，7 24 2，72 4 2，72 4． 0 0
麦　　　　　　　　 類 1，56 2 380 1，2 95 1，24 2 0 1，9 95 1，8 13 18 2 0 1，9 95 1，99 5 1，99 5 0 0
豆　　　　　　　　 類 111 2 10 0 ° 0 123 12 3 0 0 123 12 3 1 13 10 0
い　　　 も　　　 類 915 155 72 、7 0 7 4 9 98 0 99 8 0 9 98 99 8 33 1 66 7 8
雑 穀 ・ 特 用 作 物 59 4 13 6 1 3 5 6 60 66 0 0 0 6 60 66 0 34 5 3 15 0


農 業 生 物 資 源 研 究 所 12，78 4 1，232 57 12 2 2 13，9 49 13，73 2 2 17 0 13，9 49 13，94 9 35 6－ 13，5 93 1，84 7


稲　　　　　　　　 類 6，33 7 555 37 12 2 0 6，8 07 6，80 7 0 0 6，8 07 6，80 7 3 1 6，7 76 1，68 6
麦　　　　　　　　 類 94 68 5 0 0 167 16 7 0 0 167 16 7 0 167 0
豆　　　　　　　　 類 3，26 6 147 6 0 0 3，4 19 3，4 19 0 0 3，4°19 3，4 19 0 3，4 19 7 0
い　　　 も　　　 類 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
雑 穀 ・ 特 用 作 物 53 1 167 0 0 0 6 98 5 11 18 7 0 6 98 69 8 22 2 4 76 0
牧 草 ・ 飼 料 作 物 46 1 150 2 0 0 6 13 6 13 0 0 6 13 6 13 7 5 5 38 9 1
果　　 樹　　　 類 24 1 0 0 0 25 1 2 4 0 25 2 5 2 4 1 0
野　　 菜　　　 類 2，06 6 142 7 0 1 2，2 14 2，2 12 2 0 2，2 14 2，2 14 0 2，2°14 0
花 井 ・ 緑 化 植 物 0 2 0 0 0 2 2 0 ．0 2 2 0 2 0
熱 帯 ・亜 熱 帯 作 物 4 0 0 0 0 4 ．0 4 0 4 4 4 0 0


草　　 地　　 試　　 験　　 場 5，53 6 17苧 42 7 7 1‘ 19 8 5，86 9 3，46 0 2，40 9 0 5，8 69 5，86 9 5，1ち3 7 16 4 93


豆　　　　　　　　 類 30 0 0 2 6 2 2 2 0 0 2 2 0＿ 2 2
牧 草 ・ 飼 料 作 物 5，506 175 42 7 4 5 196 5，86 7 3，45 8 2，40 9 0 5，8 67 5，86 7 5，153 7 14 ‾ 4 9 1


果　　 樹　　 試　　 験　　 場 5，0 13 79 96 4 87 3 290 4，89 3 0 4，89 3 0 4，8 93 4，8 93 2，3 39 2，5 54 1，8 29


果　　　 樹　　　 類 5，0 13 79 96 4 87 3 29 0 4，89 3 0 4，89 3 0 4，8 93 4，8 93 2，3 39 2，5 54 1，8 29


野　 菜 ・ 茶　 業　 試　 験　 場 15，5 10 4 79 86 7 5 13 74 16，26 9 9，72 7 6，54 2 0 16，2 69 16，2 69 9，5 13 6，7 56 8 70


雑 穀 ・ 特 用 作 物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
野　　　 菜　　　 類 10，270 2 49 7 16 2 74 10，53 3 9，69 6 83 7 0 10，5 33 10，5 33 7，3 54 3，179 4 87
花 井 ・ 緑 化 植 物 1，88 7 3 99 29 0 5 0 0 2，52 6 2 3 2，50 3 0 2，526 2，5 26 2，0 04 522 28


茶 3，35 3 78 8 0 30 1 0 3，2 10 8 3，20 2 0 3，210 3，2 10 155 3，05 5 3 5 5


北 海　 道 農　 菜 試 験 場 6，8 9 5 68 30 1 14 0 36 7，08 8 4，0 12 3，07 6 0 7，088 7，0 88 5，8 82 1，20 6 4 2 6


稲　　　　　　　　 類 69 0 2 0 5 0 0 3 9 3 9 0 0 39 39 39 0 0
麦　　　　　　　　 類 69 0 1 0 17 53 5 3 0 0 53 53 ・ 4 1 12 0
い　　　 も　　　 類 1，5 86 0 15 5 0 10 1，54 1 0 1，54 1 0 1，54 1 1，5 4 1 7 40 80 1 40 0
雑 穀 ・ 特 用 作 物 1，4 54 0 3 2 4 0 0 1，44 6 1，36 7 7 9 0 1，446 1，4 4 6 1，3 26 12 0 16
牧 草 ・ 飼 料 作 物 3，4 94 68 19 4 0 0 3，7 56 2，34 5 1，4 11 0 3，75 6 3，7 5 6 3，4 99 2 57 0
果　　　 樹　　　 類 27 0 11 0 9 29 0 2 9 0 2 9 2 9 19 10 10
野　　　 菜　　　 類 196 0 2 8 ・ 0 0 22 4 20 8 16 0 224 2 24 2 18 6 0
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各サブバンク（技術会議）の植物種類別集計結果一覧（平成元年度）


注）　各欄の数字は点数を示す。


区　　　　　　　 分


昭　　 和


63年度末


合　　 計


平 成 元 年 度 未 保 存 数 増 減 の 内 訳 平 成 元 年 度 保 存 形 態 の 内 訳 平 成 元 年 度 保 存 区 分 内 訳


ア ク　テ　ィ　ブ


コレクション


平　 成　元　 年　 度 平　　 成 ‘


元年度末


合　　 計 ‾


種　　 子 栄 養 体 そ の 他 小　　 計増 滅 保存総数 ワ　ーキ　ン　グ


コレクション


ベ　　ー　　 ス


コレクション収　　 集 受　　 入 移　　 管 廃　　 棄


東　 北　 農　 業　 試　 験　 場 3，59 8 20 118 5 65 64 3，10 7 2，4 34 6 73 0 3，107 3，1d 7 2，0 10 1，097 32 4


稲　　　　　　　　 類 40 0 55 58 0 3 7 37 0 0 37 3 7 37 0 0
麦　　　　　　　　 類 73 1 14 14 30 0 72 9 7 29 0 0 7 29 72 9 3 73 3 56 26 7
豆　　　　　　　　 類 284 4 2 24 5 0 4 5 45 0 0 45 4 5 26 19 0
雑 穀 ・ 特 用 作 物 397 0 40 1 99 6 4 174 174 0 0 174 17 4 0 174 0
牧 草 ・ 飼 料 作 物 1，869 2 7 2 0 0 1，858 1，4 49 4 09 0 1，8 58 1，85 8 1，54 9 30 9 56
野　　　 菜　　　 類 13 0 0 13 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0


桑 2 64 0 0 0 0 264 0 2 64 0 26 4 26 4 2 5 23 9 1


北　 陸　 農　 業　 試　 験　 場 692 3 2 1 0 6 96 4 00 2 96 0 69 6． 69 6 5 4 0 15 6 4


稲　　　　　　　　 類 41 0 2 0 0 43 4 3 0 ‘0 4 3 4 3 4 2 1 0
牧 草 ・ 飼 料 作 物 358 0 0 1 0 3 57 3 57 0 0 35 7 3 5 7 35 7 0 1


桑 2 93 3 0 0 0 2 96 0 2 96 0 29 6 296 14 1 155 3


中　 国　 農　 業　 試　 験　 場 1，749 0 8 5 7 192 1，5 08 1，5 02 6 0 1，50 8 1，50 8 36 2 1，146 10 8


稲　　　　　　　　 類 480 0 7 0 182 3 05 30 5 0 0 30 5 ・ 30 5 1 18 187 25
麦　　　　　　　　 類 767 0 0 0 0 7 67 76 7 0 0 76 7 76 7 9 4 6 73 6
雑 穀 ・ 特 用 作 物 31 0 0 15 5 1 1 5 6 0 11 11 11 0 0
牧 草 ・ 飼 料 作 物 47 1 0 1 42 5 4 25 42 5 0 0 42 5 42 5 13 9 286 77


四　 国　 農　 業　 試　 験　 場 65 3 6 1 2 0 127 10 7 2 0 0 12 7 12 7 10 0 27 0


麦　　　　　　　 、類 65 3 6 1 2 0 127 10 7 2 0 0 127 12 7 10 0 27 0


九　 州　 農　 業　 試　 験　 場 14，85 8 7 9 84 9 143 33 15，6 10 11，94 0 3，67 0 0 15，6 10 15，6 10 12，10 9 3，50 1 2 4 1


稲　　　　　　　　 類 45 9 0 13 0 0 4 72 47 2 0 0 47 2 47 2 47 2 0 0
麦　　　　　　　　 類 1，69 7 0 6 7 0 0 1，7 64 1，76 4 0 0 1，76 4 1，76 4 4 0 1，724 0
豆　　　　　　　　 類 0 0 5 0 0 5 5 0 0 5 5 0 5 0
い　　　　 も　　　 類 1，39 7 3 8 3 1 72 32 1，3 62 27 7 1，08 5 0 1，36 2 1，36 2 10 9 1，253 126
雑 穀 ・ 特 用 作 物 16 5 0 12 1 60 0 2 26 0 22 6 0 2 26 22 6 12 1 105 10 5
牧 草 ・ 飼 料 作 物 10，・94 2 4 1 6 12 0 1 1 1，5 94 9，42 2 2，17 2 0 1 1，5 94 11，59 4 11，2 10 384 9


桑 19 8 0 0 1 1 0 187 0 18 7 0 187 18 7 15 7 30 1


蚕 糸 ・昆 虫 農 業 技 術 所 59 3 1 4 6 0 4 1 5 99 0 59 9 0 5 99 59 9 27 5 324 6


桑 59 3 ． 1 4 6 0 4 1 5 99 0 59 9 0 5 99 59 9 2 75 32 4 6


熱 帯 農 業 研 究 セ ン タ ー 79 7 0 1 12 10 67 8 32 78 5 4 7 0 8 32 83 2 7 87 4 5 0


牧 草 ・ 飼 料 作 物 0 0 2 4 0 0 24 2 4 0 0 24 2 4 24 0 0
野　　　 菜　　　 類 7 0 8 8 0 0 95 9 5 0 0 95 9 5 88 7 0


桑 8 0 0 0 0 8 0 8 0 8 8 0 8‾ 0
熱 帯 ・亜 熱 帯 作 物 782 0 0 10 67 7 05 66 6 3 9 0 7 05 70 5 6 75 3 0 0
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農蚕園芸局・畜産局の植物種類別集計結果一覧（平成元年度）


注）　各欄の数字は点数を示す。


区　　　　　　　 分


昭　　 和


63年度末


合　　 計


平 成 元 年 度 末 ・保 存 数 増 減 の 内 訳 平 成 元 年 度 保 存 形 態 の 内 訳 平 成 元 年 度 保 存 区 分 内 訳


ア ク　テ ィ　ブ


コレクション


平　　 成　　元　　 年　　 度 平　　 成


元年度末


合　　 計


種　　 子 栄 養 体 そ の 他 小　　 計増 滅 保存総数 ワ　ー　キ　ン　グ


コレクション


ベ　　 ー　　 ス


コレクション収　　 集 受　　 入 移　　 管 廃　　 棄


農　　 蚕　　 園　　 芸　　 局 3，168 0 8．70 0 32 4，0 0 6 0 4，0 06 10 4，0 06 4，00 6 11 3，9 95 2，57 4


い　　　　 も　　　 類 1，302 0 2 36 0 0 1，5 3 8 0 1，5 38 0 1，5 38 1，53 8 0 1，5 38 1，53 8
雑 穀 ・ 特 用 作 物 ． 1，004 0 165 0 0 1，16 9 0 1，16 9 0 1，169 1，16 9 0 1，169 44 9
果　　　 樹　　　 類 463 0 126 0 15 5 74 0 57 4 0 5 74 57 4 0 5 74 42 2
野　　　 菜　　　 類 50 0 87 0 1 136 0 13 6 0 136 13 6 11 125 2 3
花卉 ・ 緑 化 植 物 0 0 50 0 0 50 0 5 0 0 50 5 0 0 50 0


茶 2 72 0 196 0 16 4 52 0 45 2 ．0 4 52 4 5 2 0 4 52 5 5
熱 帯 ・亜 熱 帯 作 物 77 0 10 0 0 87 0 8 7 0 87 8 7 0 87 8 7


畜　　　 産　　　 由 234 0 47 24 0 2 57 0 25 7 0 2 57 25 7 0 2 57 0


牧 草 ・ 飼 料 作 物 234 0 47 2 4 0 2 57 0 25 7 0 25 7 2 5 7 0 2 57 0
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4）　センターバンにおける植物遺伝資源種子の受入貯蔵状況（平成元年度）


平成2年3月31日現在


植　　　 物　　　 名 貯 蔵 点 数 受 入 点 数
貯 蔵 点 数 計


（ベースコレクション）


配 布 用 点 数


（アクティブコレクション）


種　 類


水　　 稲 12，243 430 12，673 12，465


水稲野生種 17 0 17 17


陸　　 稲 1，310 0 ・1，310 1，243


グラベ リマ 1 0 1 上


稲　　 類　　　　　 計 13，571 430 14，00 1 13，726


麦　　 類


え　 ん　 麦 1，007 27 1，034 1，034


えん麦近縁種 35 0 35 35


大　　　 麦 5，179 355 5，534 5，444


大麦近縁種 7 0 7 7


からすむぎ 9 0 9 9


小　　　 麦 8，795 2，601 11，396 11，313


小麦近縁種 180 73 253 253


二条大麦 1，756 50 1，806 工803


ライ小麦 48 2・ 50 50


ライ麦 30 4 34 34


麦　　 類　　　　　 計 ‘ 17，046 3，112 ．20，158 19，982


I B P G R 等保存委託種子


小麦及び小麦近縁種


（京都大学）


6，433 6，433 0


大麦 （キューガーデン） 30 30 0


大麦 （岡山大学） 3，369 3，369 0


貯蔵委託麦　　　　 計 ？・832 9，832 01


麦　 類　　 小 計 26，878 3，．112 29，990 19，982
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植　　　 物　　　 名 貯 蔵 点 数 受 入 点 数
貯 蔵 点 数 計


（ベースコレクション）


配 布 用 点 数


（アクティブコレクション）


豆　　 類


あ　 ず　 壷 141 235 376 376


き　 ま　 め 1 0 1 1


けつるあずき 35 0 35 35


大　　　 豆 5，943 306 6，249 6，165


大豆近縁種 2 0 2 2


つるあず き 7 4 11 11


つるまめ 126 0 126 126


はっしょうまめ 0 2 2 2


はっしょうまめ近縁種 2 0 2 2


モーリシャスビーン 1 0 1 1


ホワイ トルービン 1 0 1 1


らっかせい 940 11－ 951 951


りょくとう 126 6 132 ．132


豆　　 類　　　　　 計 7，325 564 7，889 7，805


い　 も　 類


甘 しょ 369 0 369 369


くずいも 0 1 1 1


いも類　　　　　　 計 369 1 370 370


雑穀 ・特用作物


あ　　 ま 287 0 287 287


アマランサス 250 0 250 250


あ　　 わ 225 100 325 325


いぬびえ 225 12 237 237


え　 ご　 ま 3 0 3 3


き　　 び 64 10 74 74


ケノポジウム （しろざ） 1 0 1 1


ケローシア （のげいとう） 3 0 3 3


こ　 う　 ま 52 0 52 52


ご　　 ま 119 0 119 119


栽培ひえ 193 12 1 205 205


在来なたね 89 0 89 89


しこくびえ 75 0 75 75


じゅずだま 1 0 1 1
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植　　　 物　　　 名 貯 r蔵 点 数 受入 点 数
貯 蔵 点 数 計


（ベースコレクション）


配 布 用 点 数


（アクティブコレクション）


雑穀 ・特用作物 l


ステビア 1 0 1 1


そ　　 ば 305 61 366 366


たいぬびえ 39 22 61 61


けいぬびえ 0 12 12 12


いぬびえ類 0 11 11 11


た　 い　 ま 9 0 9 9


たいわんつなそ 1 0 1 1


てんさい 472 0 472 322


な　 た　 ね 1，101 0 1，101 上101


はとむぎ 12 0 12 12


はぶそう 1 0 1 1


ひまわり 10 0 10 10


ひめいぬびえ 13 0 13 13


ひめたいぬびえ 21 9 30 30


へ　 ち　 ま 22 　 0 22 22


ベにばな 2 0 2 2 r


ぼ　 う　 ま 11 0 11 11


わ　　 た 84 0 84 84


キ　 ノ　 ア 0 2 2 2


クフェア属 0 5 5 5


雑穀 ・特用作物　　 計 3，691 256 3，947 3，797


牧草 ・飼料作物


あかクローバ 69 0 69 69


アフリカンラブグラス 2 0 2 2


アルファルファ 104 0 104 104


イエローブルーステム 「 0 1 1


イタリアンライグラス 171 1 172 172


ウィービングクロリス 3 0 3 3


ウィー ビングラブグラス 5 0 5 5


ウィーメラライグラス 1 0 1 1


ウィルマンラブグラス 8 0 8 8


ウエスタンウォルズライグラス 33 0 33 33


ウッ ドメ ドゥグラス 2 0 2 2


エチノクロア 1 0 1 1


エラグロスチス類 4 0 4 4
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植　　 物　　 名 貯 蔵 点 数 受 入 点 数
貯 蔵 点 数 計


（ベースコレクション）


配 布 用 点 数


（アクティブコレクション）


牧草 ・飼料作物


エ リューシン 1 0 1 1


エ ンテロボゴン 1 0 1 1


おお くさきび 125 0 125 125


オーチャー ドグラス 390 37 427 427


オーチャー ドグラス近縁種 82 0 82 82


カナダブルーグラス 3 0 3 3


カブラブラグラス 18 0 18 18


からすのえんどう 5 0 5 5


カラー ドギニアグラス 33 9 42 42


ギニアグラス 25 1 13 264 264


くずもどき 1 0 1 1


グラスピ一 1 0 1 1


グリーンパニック 9 0 9 9


クールグラス 1 0 1 1


クロスフッ トグラス 1 0 1 1


クロリス 1 0 1 1


ケンタッキーブルーグラス 124 0 124 ‘124


コース トバ トングラス 2 0 2 2


サン ドバー 1 0 1 1


しろクローバー 63 0 ． 63 63


しろばなくさふじ 2 0 2 2


スイッチグラズ 4 0 4 4


スィー トピッティドグラス 1 0 1 1


スコロビック 3 0 3 3


ス ミログラス 1 0 1 1


セク リア 3 0 ．3 3


ソルガム 2，337 236 2，573 2，573


ソルガム近縁種 13 0 13 13


グリスグラス 42 0 42 42


ディジク リア類 3 0 3 3


テフグラス 30 0 90 30


とうもろこし 3，323 664 3，．987 ′3，987


トリフォリウム類 6 0 6 6


トールフェスク 31 0 31 31


なんてんはぎ 1 0‾ 1 1


ねこはぎ 2 0 2 2


熱帯 くず ，1 0 ・‘1 1
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植　　　 物　　　 名 貯 蔵 点 数 受 入 点 数
貯 蔵 点 数 計


（ベースコレクション）


配 布 用．点 数


（アクティブコレクション）


牧草 ・飼料作物


パスパラム 1 0 1 1


ハーディンググラス 1 0 1 1


パニカム ‾3 0 3 3


バヒアグラス 77 0 77 77


パープル トップクロリス 1 0 1 1


バルブパニック 1 0 1 1


パール ミレット 1 0 1 1


ビックブルーグラス 1 0 1 1


フナセイビーン 1 0 1 1


フェスクグラ．ス近縁種 1 0 1 1


フォールメ ドゥグラス 2 0 2 2


ブッフェルグラス 28 0 28 28


ブラウンズウィック 1 0 1 1


ブラウントップミレット 1 0 1 1


ブルーパニ ック 3 0 3 3


プロス トレー トグリスグラス 1 0 1 1


ページィグラス 1 0 1・ 1


ペ レニアルベル トグラス 3 0 3 3


ペ レニアルライグラス 166 0 166 166


マカ リカ リグラス 19 2 21 21


まるぼやはずそう 10 0 10 10


ミリオイデス 3 0 3 3


みやぎのはぎ ・2 0 2 2


メディカゴ 17 0 17 ・ 17


メドゥフェスク 41 0 4 1 41


めどはぎ 137 0 137 137 ．


やはずそう 168 0 168 168


やまはぎ 70 0 70 70


ラフス トークメドゥグラス 4 0 4 4


リー ドカナ リーグラス 29 0 29 29


リトルカナ リーグラス 1 0 1 1


ルタバガ 5 0 5 5


レスクグラス類 13 0 13 r13


レスクグラス近縁種 2 0 2 2’


レッドフェスク 3 0 3 3


レーマンラブグラス 3 0 3 3


れ　 ん　 げ 33 0 33 33
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植　　　 物　　　 名 貯 蔵 点 数 受 入 点 数
貯 蔵 点 数 計


（ベースルクション）


配 布 用 点 数


（アクティブコレクション）


牧草 ・飼料作物


ローズグラス 49 0 49 49


ロブスタラブグラス 3 0 3 3


ちょうまめ 1 0 1 1


クロタラリア 1 0 1 1


チモシー 0 30 30 30


牧草 ・飼料作物　　 計 8，228 992 9，220 9，220


野　 菜　 類


アスパラガス 5 0 5 5


アビシニアか らし 6 0 6 6


あれちうり 1 0 ・1 1


いんげんまめ 407 18 425 425


えんどう 130 32 用3 ， 163


お　 く　 ら 3 6 9 9


か　　 ぶ 178 1 179 179


かぼちゃ類 84 0 84 84


かぼちゃ近縁種 14 0 14 14 ＿


からしな 21 0 21 21


か らしはくさい 1 0 1 1


カリフラワー 16 0 16 16


かんぴ ょう 91 0 9 9


キャベツ 80 0 80 r　80


キャベツ近縁種 3 0 3 3


きゅうり 132 0 132 132


くろが らし 1 0 1 1


ケ　 ー　 ル 13 0 13 13


ご　 ぼ　 う 34 0 34 34


さ　 さ　 げ 109 22 131 131


さやだいこん 1 0 1 1


しか くまめ 2 39 41 41


し　　 そ 6 0 6 6


しゅんぎく 13 0 13 13


しろうり 47 0 47 ． 47


す　 い　 か 40 0 40 ′－ 40


せんなりほおずき 1 0 1 1


そらまめ 24 10 34 34
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植　　 彿　　 名 貯 蔵 点 数 受 入 点 数
貯 蔵 点 数 計


（ベースコレクション）


配 布 用 点 数


（アクティブコレクション）


野　 菜　 類


だいこん 426 0 426 ・426


たかさごそう 1 0 1 1


た　 か　 な 30 0 30 30


たまねぎ 78 0 78 78


チェリサ トマ ト 1 0 1－ 1


つけな類 318 5 323 323


とうが らし 47 0 47 47


とうがらし近縁種 11 0 11 ．11


ト　 マ　 ト 478 5 483 483


トマ ト近縁種 154 0 154 154


な　　 す 303 0 303 303


なす近縁種 23 0 23 23


にがうり 2 0 2 2


にん じん 40 1 41 41


ね　　 ぎ 82 0 82 82


は くさい 302 20 322 322


は くらん 2 0 2． 2


パ　 セ　 リ 1 0 「 1


ピアー トマ ト 1 0 1 1


ひ　 ゆ　 な 2 0 2 2


ピーマン 42 0 42 42


ひょうたん 23 0 23 23


ひらまめ 4 0 4 4


ふ じまめ 11 0 、11 11


ふだんそう 11 0 11 11


ブロッコリー 1 0 1 1


ほうれんそう 24 0 24 24


ま くわうり 65 0 65 65


み　 つ　 ば 5 0 5 5


めキャベツ 1 0 1 1


メ　 ロ　 ン 24 0 24 24


やまごぼう 3 0 3 3


ゆうがお 18 0 18 18


らいまめ 22 0 22 22


レ　 タ　 ス 8 0 8 8


野菜類　　　　　　 計 3，945 158 4，103 4，103
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植　　　 物　　　 名 貯 蔵 点 数 受 入 点 数
貯 蔵 点 数 計


（ベースコレクション）


配 布 用 点 数


（アクティブコレクション）


貯蔵点数　　　　 小　 計 54，175 5，513 59，688 59，003


委託保存種子 （IBPGR） 9，832 0 9，832 0


合　　　　　　　　 計 64，007 5，513 69，520 59，003


ー116－







5）　植物遺伝資源栄養系の受入保存実績


センターバンクにおける植物遺伝資源栄養系の受入保存実績（平成元年度）


平成2年3月31日現在


植　　　 物　　　 名 貯 蔵 点 数 受 入 点 数
貯 蔵 点 数 計


（ベースコレクション）


配 布 用 点 数


r（アクティブコレクション）


牧草 ・飼料作物


イネ科牧草　 （植分研） 67 0 67 0


パニカム　　 （植分研） 47 0 47 47


牧草 ・飼料作物　　 計 114 ・0 114 47


果　 樹　 類


も　　 も　 （植分研）‾ 155 0． 1‾55 142


かんきつ類 （種分研） 296 85 38 1 240


マルメロ　 （栄保研） 1．0 0 10 19


り　 ん　 ご （栄保研） 469 0 469 469


おうとう　 （栄保研） 32 0 32 32


せいような し （栄保研） 71 38 109 109


にはんな し （栄保研） 166 118 284 284


小果樹類　 （栄保研） 43 5 48 43


果樹類　　　　　　 計 ・1，242 246 1，488 1，329


茶　 （植分研） 406 0 406 133


桑　 （植分研） 220 53 273 0


（栄保研） ．121 0 121 0


桑　　　　　　　 計 341 53 ・ 394 0


栄養系受入保存点数　 合　 計 2，103 299 2，402 1，509
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サブバンクにおける植物遺伝資源栄養系の保存実績（平成元年度）


植物 種類 植 、　 物 － 機 関 ・部 ・室
保　　 存　　 点　　 数


元年度 60～元年度実績


い　 も 類 かん しょ 種苗セ ・農　 場 ・雲　 仙 72 2 80


種菌セ ・農　 場 ・鹿児 島 70 － 280


小計 142 5 60


ばれ い しょ 種苗セ ・農　 場 ・中　 央 12 153


種苗セ ・農　 場 ・後　 志 12 145


種首セ ・農 ．場 ・胆　 振 1写 15 1 、


種苗セ ・農　 場 ・十　 勝 12 146 ・


種苗セ ・農　 場 ・上　 北 12 92


種苗セ ・農　 場 ・嬬　 恋 12 153


種苗セ ・農　 場 ・八　 岳 12 90


種苗セ ・農　 場 ・雲　 仙 10 48


小計 94 9 78


計 2 36 1，5 38


雑穀 ・


特用作物


さと うきび 種苗セ ・農　 場 ・鹿児 島 30 2 05


種苗セ ・農　 場 ・沖　 縄 30、 270 ・


小計 60 4 75


い ぐさ 種苗セ ・農　 場 ・雲　 仙 0 190


種苗セ ・農　 場 ・知　 覧 50 170


小計 50 3 60


はっか 種首セ ・農　 場 ・知　 覧 2 35


種苗セ ・農　 場 ・胆　 振 40 40


小計 42 75


こん にゃ く 種苗セ ・農　 場 ・金　 谷 0 18


じょち ゅうぎ く 種苗セ ・農　 場 ・中　 央 0 4
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植物種類 植　　　 物 1 機 関 ・部 ・室
保　　 存　　 点　　 数


元年度 60～元年度実績


雑穀 ・


特用作物


じょちゅうぎく 種苗セ ・農　 場 ・知 ＿覧 ・ 10 45


小計 ． 10 49


ちょま 種苗セ ・農　 場 ・金　 谷 0 173


こうぞ 種苗七・ 農　 場 ・金　 谷 0 11


みつまた 種苗セ ・農　 場 ・金　 谷 3 8


計 165 1，169


牧草 ・


飼料作物類


ケンタッキーブルーグラス 家改セ ・牧　 場 ・十　 勝 0 84


オーチャードグラス 家改セ ・牧　 場 ・十　 勝 30 30


すす き 家改セ ・牧　 場 ・熊　 本 ． 0 17


八丈すす き 家改セ1・牧　 場 ・熊　 本 0 4


し　 ば 家改セ ・牧　 場 ・熊　 本 17 112


バ ヒアグラス 家改セ ・牧 、場 ・・熊　 本 0 10


イネ科牧草 家改セ ・牧　 場 ・熊　 本 －24 0


計 23 257


果 樹 類 りん ご 種苗セ ・農　 場 ・中　 央 22 44


種苗セ ・農　 場 ・上　 北 29 251


小計 51 295


かんきつ類 種苗セ ・農　 場 ．・雲　 仙 －1 41


種首セ．・農 ．場 ・鹿児島 10 53


種苗セ ・農　 場 ・沖　 縄 8 51


小計 17 145
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植物種類 植　　　 物 機 関 ・部 ・室 ．
保 存　　 点　　 数


元年度 60～元年度実績


果 樹 類 く　 り 種苗セ ・農　 場 ・嬬　 恋 9 80


くるみ類 種苗セ ・農　 場 ・上　 北 19 19


種菌セ ・農　 場 ・八　 岳 0 9


小計 19 28


やまもも 種首セ ・農　 場 ・雲　 仙 0 11


う　 め 種苗セ ・農　 場 ・雲　 仙 15 15


計 111 574


野 菜 類 やまのいも 種苗セ ・農　 場 ・雲　 仙 16 36


さといも 種苗セ ・農　 場 ・知　 覧 30 60


にんにく 種苗セ ・農　 場 ・八　 岳 10 10


種苗セ ・農　 場 ・雲　 仙 10 10


小計． 20 20


いちご 種苗セ ・農　 場一・八　 岳 20 20


計 86 136


花き ・


緑化植物


き　 く 種苗セ ・農　 場 ・中　 央 20 20


種苗セ ・農　 場．・嬬　 恋 20 20


種苗セ ・農　 場 ・雲　 仙 10 1．0


計 50 50 ＿


茶 茶 種苗セ ・農　 場 ・傘　 谷 60 179


種甫セ ・農　 場 ・奈　 良 60 120


種苗セ ・農 場 ・知　 覧 60 153


計 180 452
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植物種類 植　　　 物 r機関 ・部 一室
保　　 存　　 点　　 数


元年度 60～元年度実績


熱帯 ・


亜熱帯植物


パパイヤ 種苗セ ・ニ農 ．．場 ・・沖　 縄 0 10


パイナップル 種苗セ ・農 ，場 ・沖　 縄 10 70


キャッサバ 種首セ ・農　 場 ・沖　 縄 0 7


計 10 87


合 計


ー121－


861 4，263







6）　遺伝資源種子の再増殖実績（平成元年度）


植物種類 植　　 物　　 名 庵　 関 ・ 部 ． 室 再増殖 点数


稲　　 類 稲 農研セ ・作物一 ・ヘテ ロ育 503


生物研 ・遺資一 ・植探研 20 1


北農試 ・作物開 ・稲育種 50


東北農 ・水 田利 ・稲育種 72


北陸農 ・作物開 ・稲育種 78


中国農 ・作物開 ・稲育種 110


九州農 ・水田利 ・稲育種 542


熱研セ ・沖　 縄 ・作物育 50


計 1，6 06


－122－


麦　　 類 小　　 麦 農研セ・作物二・小麦育


′′　　　 ′′　　 麦導入


東北農・作物開・麦育種


九州農・水田利・小麦育


120


1，371


150


30


小計 1，671


大　　　 麦
l農研セ．作物二．大麦育


′′　　　 ′′　　 麦導入


四国農・作物開・畑作育


九州農・水田利・大麦育


100


107


30


30


小計 267


え　 ん　 麦 北農試・作物開・麦育種


種苗セ・農　 場・中　 央


′′　　　 ′′　　 後　 志


〃　　　 〝　　 胆　 振


′′　　　 ／／　 十　 勝


′′　　　 ′′　　 嬬　 恋


100


40


50


50


40


70


小計 350


計 2，2彿







植物種類 植　　 物　　 名 機　 関 ・ 部 ・ 室 再増殖点数


豆　　 類 大　　　 豆 生物研 ・遺資二 ・遺筆科


北農試 ・畑生産 ・気象反応


東北農 ・作物開・成分育


九州農 ・作物開・大豆育


種苗セ ・農 ．場 ・八　 岳


′′　　　 ′′　　 雲　 仙


20


30


100


50


95


30


計 ． 325


雑穀 ・


特用作物


しこくびえ
l農研セ ・作物一 ・資源作物


70


あ　　　 わ 農研セ ・作物一 ・資源作物


北農試 ・畑生産 ・厳寒資源


30


32


小計 62


き　　　 び 農研セ ・作物一 ・資源作物


種苗セ ・農　 場 ・後　 志


40


10


小計 50


な　 た　 ね 生物研 ・細育部 ・ヘテロ育


東北農 ・作物開 ・資源作育


40


40


小計 80


て　 ん　 菜 二 北農試 ・畑生産 ・てん菜育 5


あ　　　 ま 北農試 ・畑生産 ・厳寒資源 5


ひまわり 北農試 ・畑生産 ・厳寒資源 5


こ　 う　 ま 九州農 ・畑生産 ・さとうきび 5


ぼ　 う ・ま 九州農 ・畑生産 ・さとうきび 1


計 283







植物種類 植　 物　　 名 機　 関 ・ 部 ・ 室 再増殖点数


牧草 ・


飼料作物類


オーチャー ドグラス 草地試 ・育種部 ・育種 1 42


北農試 ・飼資源 ・イネ科牧育 7


家改セ ・牧　 場 ・十　 勝 10


小計　　　　　　 59


マメ科牧草 草地試 ・育種部 ・育種素材 23


北農試 ・飼資源 ・マメ科牧育 22


小計　　　　　　 45


イタリアンライグラス 北陸農 ・水田利 ・飼料作 19


ペ レニアルライグラス 草地試 ・育種部 ・育種素材 31


家改セ ・牧　 場 ・十　 勝 10


小計　　　　　　 4 1


フェスク類 北農試 ・飼資源 ・イネ科牧育 20


メ ドゥフェスク 家改セ ・牧　 場 ・十　 勝 3


ハニカム 九州農 ・草地部 ・牧育法 50


リー ドカナ リーグラス 家改セ ・牧　 場 ・十　 勝 9


ギニアグラス 家改セ ・牧　 場 ・熊　 本 27


大豆 （青刈） 草地試 ・育種部 ・育種素材 28


やまはぎ． 種苗セ ・農　 場 ・上　 北 50


家改セ ・牧　 場 ・十　 勝 10


小計 －　　　　　　 60


あかクローバ 家改セ ・牧　 場 ・十　 勝 10


とうもろこし一 草地試 ・育種部 ・育種 2 36
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植物種類 植　　 物　　 名 機　 関 ・ 部 ・ 室 再増殖点数


牧草 ・


飼料作物類


とうもろこし 北農試 ・飼資源 ・飼作育 60 r


種苗セ ・農　 場 ・十　 勝 20


〝　　　 〃　　 八　 岳 15


家改セ ・牧　 場 ・長　 野 50


小計　　　　　 181


ソルガム 草地試 ・育種部・ 育種 2 14


中国農 ・作物開 ・育工学 78


家改セ ・牧　 場 ・長　 野 50


小計　　　　　 142


計 694


野 菜 類 メロン 野茶試 ・野育部 ・育種 2 5


きゅうり 野茶試 ・野育部 ・育種 2 5


かぼちゃ 野茶試 ・野育部 ・育種 2 5


ピーマン 野茶試 ・野育部 ・育種 3 15


トマ ト 野茶試 ・野育部 ・育種 3 20


な　 す 野茶試 ・野育部 ・育種 3 25


キャベツ 野茶試 ・野育部 ・育種 4 20


つ．けな 野茶試 ・野育部 ・育種 4 20


はくさい 野茶試 ・野育部 ・育種 4・ 20


だいこん 野茶試 ・野育部 ・育種 4 15


たまねぎ 種苗セ ・農　 場 ・後 志 12


′／　　 〃　　 胆　 振 10







植物種類 植　 物　　 名 機　 関 ・ 部 ・ 室 再増殖点数


野 菜 類 小計 22


ね　 ぎ 種苗セ・農　 場 ・胆　 振


′′　　　 ′′　　 十　 勝


10


20


小計 30


ごぼう 種苗セ ・農　 場 ・後　 志 8


にんじん 種苗セ ・農　 場 ・胆　 振 10


ほうれんそう 種苗せ ・農　 場 ・十　 勝 10


いんげん 生物研 ・遺資二 ・遺管科 77


計 307


合　　　　　　 計 5，503







7）　植物遺伝資源の配布実績（平成元年度）


植　　　　 物　　　　 名
国立研究機 関 公立研 究機 関 大学関係 民 間その他 外　　 国 計


件　 数 l点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数


稲　 類


水　　 稲 28 6818 2 1 10 7 96 25 2 43 7 29 ・ 6 9 1，16 6


陸　　 稲 5 6 7 1 ．1 1 2 1 4 8 7 4


水稲野生種 2 7 2 7


小　　　　　 計 35 7 62 3 11 1 7 96 26 2 45 8 3 3 7 9 1，24 7


麦　　 類


小　　 麦 17 2，3 5 1 1 1 4 120 3 5 2 5 ・ 2 7 2，4 82


小麦近縁種 2 155 2 155


大 r ・麦 14 1，0 47 1 1 ・3 5 18 1，0 53


大麦近縁種 2 8 2 8 ‾


二条大 麦 8 2 0 1 2 2 10 2 03


ラ　 イ　麦 3 5 3 5


ライ小麦 4 19 4 1＿9


え ん 麦 2 2 2 1 11 2 1 1 5 34


えん麦近縁種 1 2 1 2


小　　　　　 計 53 3，8 10 1 1 4 120 5 7 9 2 3 7 2 3，96 1


豆　　 類


大　　 豆 21 8，17 2 1 8 3 2 27 2 5 5 3 4 3 2 8，44 6


大豆近縁種 1． 1 1 1


らっかせ い 1 20 1 2 2 2 2







r植　　　　 物　　　　 各
国立研究機関 公立研究機関 大学関係 民間その他 外　　 国 計


件　 数 ：点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　数 件　 数 点 数


豆　　 類 ＿
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l植 ・　　 物　　　　 名
国立研究機関 公立研究機関 大学関係 民間その他 外　　 国 計


件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数


雑穀 ・特用作物


ひまわり 1 10 1 10


あ ま 2 1’1 2 11


ご ま 2 38 2 38


てんさい 11 4 ニ 1 83 2 87


ぼ　う　ま 1 1 1 1


せんにんこく 3 37 1 3 4 40


はりびゆ 1 1 1 ’1


はげいとう 1 1 1 1＿


ベにばな 2 ．4 2 4


こ　う　ま 1 8 1 8


へ ち　ま 1 10 1 10


さとうきび 1 1 1 1


小　　　　　 計 32 430 5 19 4 88 4・1 53‾7


牧草 ・飼料作物類


レスグラス 1 2 1 ‘2


オー チャー ドグラス 1 2 1 1 2 3


オーチャー ドグラス近縁種 1 2 1 2


トールフェスク ・1 2 ‘1 2


メ ドゥフェスク 1 2 1 2


レッドフェ スク 1 2 1 2


イタリアンライグラス 3 5 1 2 1 1 ° 5 8


ウエスタウオルズライグラス ，1 2 1 2


ペ レニアルライグラス 1 2 1 2


ー
】
N
の
ー







植　　　　 物　　　　 名‾
国立研究機関 公立研究機関 大学関係 民間その他 外　　 国 計


件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数


牧草 ・飼料作物類


ス ミログラス 1 2 1 2．


リトルカナリーグラス 1 2 1 2


ハーディンググラス 1 2 1 2


ビッグブルーグラス 1 2 1 2


カナダブルーグラス 1 2 1 2


ウッドメ ドウグラス 1 2 1 2


ブッフェル グラス 1 2 1 2


サンドバー 1 2 1° 2


パープル トップクロリス 1 2 1 2


ウィーピングクロリス 1 2 1 2・


ローズグラス 1 2 1 2 2 4


コース トバ トングラス 1‾ 2 1 2


ディジタ リア 1 2 1 2


ウィーピングラブグラス 1 21 1 2


アフリカンラブグラス 1 2 1 2


レーマンラブグラス 1 2 1 2


ロ ブスタ ラブグラス 1 2 1 2


エラグロスチス 1 －2 1 2


ウィルマンラブグラス 1 2 1 2


テフグラス 1 2 1 3 2 5


ブルーパニック 1 2 1‾ 2


バルブパニック 1 2 1 2


カラー ドギニアグラス 1 2 1 2


カブラブラグラス 1 2 1 2


マカリカリグラス 1 2 1 2


ー
ー
〕
○
－







植‾　　　 物　　　 名
国立研究機関 公立研究機関 大学関係 民間その他 外　　 国 計


件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 ∴点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 ∴点　 数


牧草 ・・飼料作物類


おお くさきび 1 2 1 2


ギニアグラス 2 26 1 1 1 1 4 28


グリーンパニ ック 1 2． 1 2


ミリオイデス 1 2 1 ．2


クー ルグラス 1 2 1 2


ブラウントップミレッ卜 1 2 1 ・2


パニカム 1 2 1 2


スイッチグラス 1 2 1 2


ダ リスグラス 1 2 1 2


バ ヒアグラス 1 2 1 2


れ ん げ 3 46 3 46


アルファルファ 3 4 3 4


ファセイビーン 1 2 1 1 2 3


あかクローバ 1 ・2 1 、2


しろクローバ 1 2 1 2


か らすのえんどう 1 2 1 2r


まるぼやはずそう 1 2 1 2


めどはぎ 1 2 1 2


やはずそう 1 2 r 1 2


とうもろこし ．6 20 1 2 1 27 8 49


ソルガム 3 18 3 18


ルタバガ 1 2 1 2


小　　　　　 計 69 217 2． 3 1 1 3 30 5 、‾9 8P 260
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植 一　　　 物　　　　 名‾
国立研究機関 公立研究機関 大学関係 民間その他 外　　 国 計


件 ‾数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数


果 樹 類


も　 も 1 1 1 1


な　　 し


かんきっ類


rl 1


1 4


1


1


1


4


小　　　　　 計 2 2 1 4 3 6


野 菜 類


す い か 2 16 2 16


メ　ロ　ン 2 8 2 2 4 10


しろうり 2 7 1 1 1 3 4 11


まくわうり 2 13 2 13


きゅうり 4 17‘ 2 20 1 1 7 38


異種かぼちゃ 1 1 1 1


西洋かぼちゃ 2 13 1 4 1 2 4 19


まがりくびかぼちゃ 1 2 1 2 2 4


日本かぼちゃ 2 14 1 2 3 16


ペぽかぼちゃ 1 4 1 2 2 6


かぼちゃ近縁種 1 2 1 3 2 5


ゆうがお 1 2 1 2


にがうり 1 1 1 1 2 2


あれちうり 1 1 1 1


とうがらし 2 8 1 3 3 11


ピーマン 2 8 1 5 3 13


とうがらし近縁種 1 2 1 2


トマ ト 3 8 3 19 6 27


ー
ー
∽
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植　　　　 物　　　　 名
国立研究機関 公立研究機関 大学関係 民間その他 外　　 国 計


件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数


野 菜 類


ピアー トマ ト 1 2 1 2


チェリー トマ ト 1 2 1 2


トマ ト近縁種 1 2 1 2


な　　 す 2 12 2 ・2 4 14


なす近縁種 1 3 1 3


ア ビシニアか らし 1 4 1 4


くろか らし 1 1 1 1


ケ　ー　ル 1 2 1 2


キ ャベツ 1 6 2 10 1 4 4 20


めキャベツ 1 1 ． 1 1


からしはくさい 1 1 1 ．．1


つ　け　な 1 20 2 6 3 26


はくさい 1 8 1 2 2 18 4 28


か　　 ぶ 1 16 1 5 2 21


だいこん 3 37 1 3 1 1 1 1 1 3 7 45


さやだいこん 1 1 1 1


たまねぎ 1 10 1 3 2 13


ね　 ぎ 1 10 1 10


アスパラガス 1 5 1 5


ひらまめ 1 1 1 1


ひ　ゆ　な 1 1 1 1


ご ぼ う 1 10 1 10


ふだんそう 1 8 1 r 8


しゅんぎく ・1 、6 1 6


み つ ば 1 4 1 4


ー


ー


∽


∽
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植　　　 物　　　　 名
国立研究機関 公立研究機関 大学関係 民間その他 外　　 国 計


件　 数 点．数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数 件　 数 点　 数


にん じん 3 8 3 8


ふ じまめ 1 8 1 8


し　　 そ 1 6 1 5 2 11


いんげんまめ 1 5 1 5


えんどう 2 21 2 21


しか くまめ 1 2 1 2


ほ うれんそう 1 10 1 10


そらまめ 1 10 1 10


さ　さ　げ 2 19 3 9 5 28


き　ま　め 1 1 1 1


い　ち　ご 2 ．21 2 21


小　　　　　 計 58 353 13 42 5 15 24 80 14 63 114 553


桑


桑 1 1 1 1


小　　　　 計 1 1 1 1


合　　　　　　　 計 275 13，915 22 167 28 480 70 、 397 48 254 443 15，213


ー
ー
〕
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4　遺伝資源情報管理・運営


1）　情報管理運営の実施状況


①　パスポートデータ管理システムの開発


このシステムは，遺伝資源管理の基本となるパスポートデータ管理を効率的に行うため開発整


備しているものである。DBMSとしては，informix－SQL，開発言語としては，SQL，4GL，C


を使用している。


今年度，引き続きパスポートデータの整備を行った結果，センターバンク保存分として約6万


点，サブバンク保存分として約5万点がデータベースに記録された。これは前年度に比べそれぞ


れ約1万点ほど増加している。


またパスポートデータ管理システムをC言語で書き直し，機能と操作性を向上させた。機能面


では，マウスのサポート，別プログラムで実現していた，dBASEⅢとのデータ変換，印刷機能


を統合した。操作性では，従来の記述言語4GLでは不可能であった検索時の割り込みによる多重


検索を可能にした。


作成したC言語版のプログラムは次のものである。


・センターバンクパスポートデータ管理プログラム


・サブバンクパスポートデータ管理プログラム


②　在庫管理システムの開発


このシステムはジーテンバンクでの在庫管理システムを開発することによって，ジーンバンク


事業の円滑な遂行を図ることを目的として開発を行っているものである。今年度は，新規受入種


子，増殖種子の入庫プログラムを開発した。開発言語はCである。


作成したプログラムは以下の通りである。


・新規受入種子仮ラベル発行プログラム


・新規受入種子入庫プログラム


・増殖種子仮ラベル発行プログラム


・増殖種子入庫プログラム


③　特性データ管理システムの開発


従来特性データは共同利用の大型計算機でデータベース化されており，ジーンバンクのコンピ


ュータシステムには移植されていない。遺伝資源の効率的な管理，利用には，パスポートデータ，


在庫管理データとともに特性データが不可欠であり，ジーンバンクのシステムに移植するための


開発を今年度から開始した。


特性データ管理システム開発の最大の問題点は，ジーンバンク事業が多数の植物種を取り扱う
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ことから，多数の異なる様式データを管理することにある。このようなデータを管理するシステ


ムを効率的に開発するためには，データ構造から最大限抽象化したプログラムの記述が必要にな


る。今年度は，可能な限り抽象化したモジュールの開発を行い。プロトタイプを作成した。現


時点では，約20のモジュールの内，データ構造に依存する部分は3モジュール，総ステップ数


10，000の内500ステップほどが，データ構造に依存する部分である。


また，特性マニュアルが制定されていないことも開発の大きな障害であった。今年度，植物遺


伝資源ワーキンググループにおいて，平成2年度7月に特性マニュアルを刊行することを決定し


たことを受けて，特性マニュアル作成システムの検討を行った。


表　平成元年度開発プログラム


開　 発　 プ　 ロ ．グ　 ラ　 ム 記述言語 ステップ


センターバ ンクパスポー トデータ管理プログラム C ． 10，000


サブバ ンクパスポー トデータ管理プログラム C 11，000


新規受入種子仮ラベル発行プログラム C 800


新規受入種子入庫プログラム C 4，000


増殖種子仮ラベル発行プログラム C 900


増殖種子入庫プログラム C 4，000


特性データ管理プログラム （プロ トタイプ） ・C 10，000


2）　特性評価情報のデータベース化


特性評価情報データベース化については，植物種類別と機関別にわけて別表に


示す。
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平成元年度特性評価データのデータベース化の状況（平成2．2．16）


（植物種類別）


植　 物　 種　 類 分 担 研 究 室 数 品 種 系 統 数


特 性 調 査


の 形 質 数


そ の 他 の


項 目 数


フ ァ イ ル の


保 存 形 態 数


最 小 最 大 最 小 最 大 AC ds PC


稲　　　　　　　 類 6 2 ，4 80 1 59 4 10 6 1


麦　　　　　　　 類 7 7 ，126 5 23 4 11 1 9


ま　　　 め　　 類 6 2 ，3 30 5 36 7 9 2 0


い　　　 も　　　 類 1 9 14 10 2り 0 2 2 3


雑 穀 ・ 特 用 作 物 8 7 54 9 27 0 12 8 ． 4


牧 草 ・ 飼 料 作 物 4’ 55 7 85 1 14 7 2


果　　　 樹　　　 類 7 306 2 由 0 1 1 8 2


野　　　 菜　　　 類 2 1，87 5 8 77 5 10 19 1


花 き ・ 緑 化 植 物 2 14 5 ．10 43 3 1 1 1 3


桑 8r 80 8 27 ′28 4 9　r 3 0


合　　　　　　　 計 16，79 3 57 25
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平成元年度特性評価データのデータベース化の現況（平成2．2．16）
（場所別）


試 験 研 究 機 関 植 物 種 類
分　 担


研 究 室


品　 種


系 統 数


特 性 調 査


の 形 質 数


そ の 他 の


項 目 数


フ ァ イ ル の


保 存 形 態 数


畢 小 最 大 最 小 最 大 A C O S P C


農 業 研 究 セ ン タ ー 麦 類 3 6 ，0 4 1 5 2 3 4 1 1 1 6
い も類 1 9 1 4 2 0 2 0 2 2 2 3


雑 穀 ・特 用 作 物 1 1 5 0 9 1 2 1 0 1 0 4
農 業 生 物 資 源 研 究 所 稲 類 3 1，0 5 7 1 1 5 9 4 1 0 3 1


桑 1 1 5 2 7 2 7 9 9 （1）
草 地 試 験 場 牧 草 ・飼 料 作 物 1 5 7 3 8 3 9 2 （1） 1
果 樹 試 験 場 果 樹 類 7 3 0 6 2 2 9 2 1 1 8 2
野 菜 ・茶 業 試 験 場 野 菜 類 2 1，8 7 5 8 7 7 5 1 0 19 1


花 き類 2 1 4 5 1 0 4 3 3 1 1 1 3
北 海 道 農 業 試 験 場 雑 穀 ・特 用 作 物 3 2 1 4 2 7 2 7 3 9 1（4 ）


牧 草 ・飼 料 作 物 3 5 0 1 6 3 8 6 9 5
東 北 農 業 試 験 場 麦 類 1 1 0 5 1 6 1 6 1 1 1 1 （1）


ま め 類 1 9 8 6 5 3 6 7 9 2
雑 穀 ・特 用 作 物 2 2 6 5 1 2 1 4 1 0 1 2 1（1）
桑 1 1 4 0 2 7 2 7 9 9 （1）


北 陸 農 業 試 験 場 稲 類 1 2 0 6 5 6 6 2 7 7 2
中 国 農 業 試 験 場 雑 穀 ・特 用 作 物 1 1 2 5 8 1 3 9 1 0 2 4
四 国 農 業 試 験 場 麦 類 1 3 3 4 1 0 1 6 5 1 1 （1） 2
九 州 農 業 試 験 場 稲 類 1 5 8 6 1 1 6 ． ．6 1


麦 類 1 5 2 6 1 5 1 6 7 1 1 （3 ） 2
桑 1 3 0 2 7 2 7 9 9 （1）


蚕 糸 ・昆 虫 農 業 技 術 研 究


所


熱 帯 農 業 研 究 セ ン タ ー


桑 4 6 1 3 2 7 2 8 4 ・ 9 3


桑 1 1 0 2 7 2 7 9 9 （1）


小　　　　　 計 43 1 4 ，6 9 8 5 7 2 5


栃 木 県 農 試 麦 類 1 1 2 0 16 1 6 1 1 1 1 （1）
福 井 県 農 試 稲 類 1 6 3 1 5 6 5 6 7 7 （1）


種 菌 管 理 セ ン タ ー ま め 類 4 1 2 0 3 6 3 6 9 9 （4 ）
北 海 道 十 勝 農 試 ま め 種 1 1，2 2 4 3 6 3 6 9 9 （1）


小　　　　　 計 7 2 ，0 9 5 （6）


合　　　　　 計 50 1 6 ，7 9 3 5 7 2 5


注：ファイルの保存形態の欄の「ACOS」，「PC」はそれぞれ農林水産研究計算センター，分担


研究室のファイルにデータを保存していることを示し，「ACOS」の欄の括弧内の数値は，同
一植物種類の他のファイルに共有されて保存されている数を示している。
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参考資料







（参　考）


1．　農業生物資源研究所試験研究用植物遺伝資源配布規程


第17684号官　　　　　報土曜日昭和61年1月25日


○
農
林
水
産
省
告
示
第
百
五
十
七
号


農
業
生
物
資
源
研
究
所
試
験
研
究
用
植
物
遺
伝
資
源
配


布
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。


昭
和
六
十
一
年
一
月
二
十
五
日


農
林
水
産
大
臣
　
羽
田
　
　
孜


農
業
生
物
資
源
研
究
所
試
験
研
究
用
植
物
遺
伝
資


源
配
布
規
程


（
趣
　
旨
）


第
一
条
　
農
業
生
物
資
源
研
究
所
（
以
下
「
研
究
所
」
と


い
う
。
）
が
行
う
試
験
研
究
用
の
植
物
遺
伝
資
源
の
配
布


に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
程
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。


（
定
　
義
）


第
二
粂
　
こ
の
規
程
に
お
い
て
、
「
植
物
遺
伝
資
源
」
と
は
、


種
子
、
塊
茎
、
苗
木
そ
の
他
の
植
物
体
の
全
部
又
は
一


部
で
農
業
上
有
用
な
遺
伝
形
質
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。


（
植
物
遺
伝
資
源
の
配
布
及
び
価
格
）


第
三
条
　
研
究
所
は
、
そ
の
保
管
す
る
植
物
遺
伝
資
源
を
、


別
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の


下
欄
に
掲
げ
る
配
布
単
位
量
に
つ
き
五
千
円
で
配
布
す


る
も
の
と
す
る
。


（
配
布
の
申
請
）


第
四
条
　
植
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受
け
よ
う
と
す
る
者


は
、
別
記
様
式
第
一
号
に
よ
る
申
請
書
（
以
下
単
に


「
申
請
書
」
　
と
い
う
。
）
を
農
業
生
物
資
源
研
究
所
長


（
以
下
「
研
究
所
長
」
と
い
う
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば


な
ら
な
い
。


（
配
布
の
制
限
等
）


第
五
条
　
研
究
所
長
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の


提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
植


物
遺
伝
資
源
の
不
足
そ
の
他
の
相
当
な
理
由
が
あ
る
と


き
は
、
植
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
拒
み
、
又
は
そ
の
数


を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。


（
代
金
の
納
付
）


第
六
条
　
植
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受
け
よ
う
と
す
る
者


は
、
そ
の
代
金
を
、
研
究
所
長
の
定
め
る
期
日
ま
で
に
、


現
金
を
も
っ
て
又
は
そ
の
発
行
す
る
納
入
告
知
書
に
よ


り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


（
譲
渡
等
の
制
限
）


第
七
条
　
植
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受
け
た
者
は
、
当
該


植
物
遺
伝
資
源
を
自
己
の
試
験
研
究
の
用
に
供
す
る
も


の
と
し
、
第
三
者
に
使
用
さ
せ
、
又
は
譲
渡
し
て
は
な


ら
な
い
。


（
変
更
の
届
出
）


第
八
条
　
植
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受
け
た
者
は
、
当
該


植
物
遺
伝
資
源
を
用
い
て
行
お
う
と
す
る
試
験
研
究
に


つ
い
て
申
請
書
に
記
載
し
た
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と


き
は
、
遅
滞
な
く
、
別
記
様
式
第
二
号
に
よ
る
届
出
書


を
研
究
所
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


（
試
験
研
究
結
果
等
の
報
告
）


第
九
条
　
植
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受
け
た
者
は
、
当
該


植
物
遺
伝
資
源
に
係
る
試
験
研
究
が
終
了
し
た
と
き
は
、


遅
滞
な
く
、
別
記
様
式
第
三
号
に
よ
る
報
告
書
を
研
究


所
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


第
十
条
　
研
究
所
長
は
、
植
物
遺
伝
資
源
の
配
布
を
受
け


た
者
に
対
し
、
当
該
植
物
遺
伝
資
源
に
係
る
試
験
研
究


の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き


る
。


別
表
（
第
三
条
関
係
）


備
考
　
こ
の
表
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
種
類
の
植
物
遺


伝
資
源
の
配
布
単
位
量
は
、
そ
の
属
す
る
科
、
属


又
は
種
に
類
似
の
種
類
の
植
物
遺
伝
資
源
の
配
布


単
位
量
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。


ー


ー


∽


∽


－


キ
ウ
ィ
フ
ル
ー
ツ
・
ぶ
ど
う


果
樹


（キ
ゥ
ィ
フ
ル
ー
ッ
及
び
ぶ
ど


う
を
除
く
0）桑
、
さ
と
ぅ
き
び
、


茶 ゆ
り


い
ち
ご
、
き
く
、
つ
つ
じ


ば
れ
い
し
ょ


あ
ず
き
、
大
豆
、
と
う
も
ろ
こ
し


え
ん
ど
う
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
す
い
か


小
麦
、
飼
料
用
ピ
ー
ト
・
多
胚


稲
、
え
ん
麦
、
大
麦


飼
料
用
ピ
ー
ト


・
単
胚
、
そ
ば


ラ
ィ
グ
ラ
ス
類


・
4
n


ラ
ィ
グ
ラ
ス
類


・
2
n
、
れ
ん
げ


ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
、
き
ゅ
ぅ
り
、
ご


ぼ
ぅ
、
飼
料
用
か
ぶ
、
ト
マ
ト
、
だ


い
こ
ん
、
や
は
ず
そ
ぅ
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別記様式第三号（第九条関係）


試験研究用植物遺伝資源試験


研究結果報告書


年　月　日


農業生物資源研究所長　殿


住所


氏名（法人にあっては，名


称及び代表者の氏名）


団


年　月　日付けをもって配布を受け


た試験研究用植物遺伝資源に係る試験研究


が終了したので，農業生物資源研究所試験


研究用植物遺伝資源配布規程第9条の規定


により，下記のとおり提出します。


記


1　配布を受けた試験研究用植物遺伝資


源の種類及び品種名並びに種子類，塊


茎類，首木類及びその他の区分


2　試験研究の目的及び内容


3　試験研究の実施期間


4　試験研究の成果の要約


備考　用紙の大きさは，日本工業規格B5


とすること。


別記様式第二号（第八条関係）


試験研究用植物遺伝資源配布


申請書記載事項変更届出書


年　月　日


農業生物資源研究所長　殿


住所


氏名（法人にあっては，名


称及び代表者の氏名）


匝］


年　月　日付けをもって提出した試


験研究用植物遺伝資源配布申請書の記載事


項に下記のとおり変更を生じたので，農業


生物資源研究所試験研究用植物遺伝資源配


布規程第8条の規定により，下記のとおり


届け出ます。


記


1　変更した年月日


2　変更した事項


3　変更した理由


備考　用紙の大きさは，日本工業規格B5


とすること。


別記様式第一号（第四条関係）


試験研究用植物遺伝資源配布


申請書


年　月　日


農業生物資源研究所長　殿


住所


氏名（法人にあっては，名


称及び代表者の氏名）


匠団


農業生物資源研究所試験研究用植物遺伝


資源配布規程第4条の規定により，下記の


とおり試験研究用植物遺伝資源の配布を申


請します。


記


1　配布を受けようとする試験研究用植物


遺伝資源の種類及び品種名


2　配布を受けようとする試験研究用植物


遺伝資源の種子類，塊茎類，面木類及び


その他の区分


3　配布を受けようとする試験研究用植物


遺伝資源を用いて行おうとする試験研究


の概要


（1）目的


（2）内容


（3）実施期間


（4）実施場所


備考　1　用紙の大きさは，日本工業規格


B5とすること。


2　塊茎類には，りん茎，塊根，球


茎，根茎及びは状茎を含む。


3　苗木類には，種木を含む。
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2．植物遺伝資源取扱要領の制定について


植物遺伝資源取扱要領の制定について


61農会第51号


昭和61年1月25日


農　蚕　園　芸　局　長


畜　　産　　局　　長


農林水産技術会議事務局長


この度，農業生物資源研究所試験研究用植物遺伝資源配布規程（昭和61年1月25日農林水


産省告示第157号。以下「配布規程」という。）が制定されたことに伴い，植物遺伝資源の管


理，利用を円滑に推進するため「植物遺伝資源取扱要領」を別紙のとおり定めたので，今後，そ


の取扱いに当たって遺憾なきを期されたい。


なお，これに伴い，「生殖質保存管理室における種子の受け入れ及び配布について」（昭和4


3年8月1日付け43農会第2034号農林水産技術会議事務局長通達），「国内希少遺伝資源


の緊急収集保存事業実施要領について」（昭和56年11月12日付け56農会第1920号農


林水産技術会議事務局長通達）及び「作物遺伝資源導入保存協議会の運営要領の制定について」


（昭和56年12月1日付け56農会第2082号農林水産技術会議事務局長通達）は廃止する。
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別　紙


植物遺伝資源取扱要領


第1趣　旨


農林水産省が行う生物遺伝資源の総合的な収集，管理，利用システムにおける植物遺伝資源の


取扱いについては，配布規程，農林水産省ジーンバンク事業実施要綱（昭和60年7月16日付


け60農会第1510号農林水産事務次官通達。以下「事業実施要綱」という。）及び農林水産


省ジーンバンク事業実施要領（昭和60年7月16日付け60農会第1511号農蚕園芸局長，


畜産局長，農林水産技術会議事務局長，林野庁長官及び水産庁長官通達。以下「事業実施要領」


という。）に定めるはか，この要領に定めるところによる。


第2　用　語
ノ


この要領において使用する用語は，配布規程，事業実施要綱及び事業実施要領において使用す


る用語の例による。


第3　植物遺伝資源の受入れ


1研究所において保管する植物遺伝資源の受入れ


（1）研究所長が受け入れる植物遺伝資源は，次に掲げる要件のすべてを満たすものとする。


一　育成品種，在来品種，近縁野生種又は野生種であって，植物の種類，品種名及び来歴


が明らかにされていること。


二　形態的特性等のいわゆる一次特性が明らかにされていること。


三　保存に必要な一定量の確保がなされていること。


四　現在又は将来の育種等の試験研究に有用であると認められるものであること。


（2）植物遺伝資源部門のサブバンクの長（以下単に「サブバンクの長」という。）は，（1）の


要件に該当すると認められる植物遺伝資源を別記様式第1号（植物遺伝資源送付書）によ


り研究所長に送付するものとする。


（3）サブバンクの長は，（2）により植物遺伝資源を送付しようとするときは，あらかじめ送付


する植物の種類，品種名，送付時期及び送付量を研究所長に協議しなければならない。


2　サブバンクにおいて保管している植物遺伝資源の取扱い


（1）サブバンクの長は，1の（1）の要件に該当すると認められる植物遺伝資源であって，当該


サブバンクにおいて保管しているもの（1の（2）により送付したものを除く。）について植


物の種類，品種名，来歴，所在地等の情報を別記様式第2号（植物遺伝資源所在報告書）


により研究所長に報告するものとする。


（2）サブバンクの長は，当該サブバンクにおいて保管している植物遺伝資源について，別記


様式第2号の記載事項に変更を生じた場合は，速やかにその旨を報告するものとする。
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第4　維持及び管理


1　維　持


（1）研究所長は，研究所で保管している植物遺伝資源のうち，在庫量が少なくなったもの又


は発芽力の低下したものについては，必要に応じサブバンクの協力を得て，増殖し，補充


するものとする。


（2）サブバンクの長は，研究所長の依頼に応じ増殖を行うとともに，当該サブバンクにおい


て保管している植物遺伝資源について，適宜増殖を行い，研究所長から第5の3の（3）によ


る送付依頼があった場合，速やかに応じられるようにするものとする。


2　管　理


（1）研究所長は，研究所で保管している植物遺伝資源及び第3の2により情報を受け入れた


植物遺伝資源について，植物番号及び品種番号を付した上で植物の種類，品種名，来歴等


を把握整理するものとする。


（2）研究所長及びサブバンクの長は，相互に緊密な連携の上，それぞれが保管する植物遺伝


資源の適正な管理に務めるものとする。


第5　配　布


1配布対象とする植物遺伝資源


配布対象とする植物遺伝資源は，次に掲げる要件のすべてを満たすものとする。


一　増殖能力が十分あり，配布に必要な量の確保が容易であること。


二　発芽力が十分認められる等品質上問題がないこと。


三　農林水産省の機関以外の者が種苗法（昭和22年法律第115号）第7条の登録の出


願を行っている品種又は同法第12条の4第1項の品種登録を受けている品種（以下


「登録品種等」と総称する。）に係るものでないこと。


四　農林水産省の機関以外の者の提供にかかわる植物遺伝資源について，当該提供者が当


該植物遺伝資源の配布に同意しているものであること。


2　配布目録の作成


（1）研究所長は，配布に係る事務の円滑な処理に資するため，配布対象とする植物遺伝資源


についての目録（以下「配布目録」という。）を作成するものとする。


（2）研究所長は，植物遺伝資源の保存状況等を勘案し，必要に応じ配布目録の見直しを行う


ものとする。


（3）研究所長は，（1）の作成及び（2）の見直しに当たって，あらかじめ，農林水産技術会議事務


局長に協議しなければならない。


（4）配布目録は，農林水産技術会議事務局，研究所及びサブバンクに備え置くものとする。


－144－







3　配布の手続き


（1）研究所長は，配布規程第4条に基づく申請があった場合において，配布規程第5条に掲


げる事実がないと認めるときは，速やかに配布を決定するものとする。ただし，申請のあ


った植物遺伝資源がサブバンクの長の保管に係るものである場合にあっては，当該サブバ


ンクの長に配布可能量等を確認の上，配布の決定を行うものとする。


（2）（1）により配布を決定した植物遺伝資源が研究所の保管に係るものである場合は，研究所


長は，別記様式第3号による試験研究用植物遺伝資源配布通知書（以下単に「配布通知書」


という。）を添付して，配布申請者に当該植物遺伝資源を配布するものとする。


（3）（1）により配布を決定した植物遺伝資源がサブバンクの保管に係るものである場合は，研


究所長は，配布通知書を添付の上別記様式第4号（植物遺伝資源送付依頼書）により当該


サブバンクの長に，当該植物遺伝資源の配布申請者への送付を依頼するものとする。


（4）（3）の送付依頼を受けたサブバンクの長は（3）により送付された配布通知書を添付して当該


植物遺伝資源を配布申請者に送付するとともに，その旨を別記様式第5号（植物遺伝資源


送付報告書）により，毎四半期ごとに研究所長に報告するものとする。


4　配布の制限


配布規程第5条の規定する「その他の相当な理由があるとき」とは，次に掲げる場合とす


る。


1の配布対象とする植物遺伝資源でないとき。


二　配布を受けようとする者が配布規程に違反したことがあるとき。


三　登録品種等（登録品種等が交雑品種である場合は，その親品種を含む。）について，


「植物の新品種の保護に関する国際条約」加盟国への申請が行える期間内における配布


であるとき。


四　その他我が国の農業に重大な悪影響を及ぼすおそれがあるとき。


第6　試験研究結果の報告


1報告書の送付


研究所長は，第5の3の（3）により送付した植物遺伝資源について，配布規程第9条の規定


による試験研究結果の報告があった場合には，当該報告書の写しを当該サブバンクの長に送


付するものとする。


2　特性情報等の報告の徴収


研究所長は，植物遺伝資源の配布を受けた者に試験研究の結果，明らかとなった特性情報


等について報告を求めることができる。


3　試験研究成果の公表等


植物遺伝資源の配布を受けた者が，当該植物遺伝資源を用いた試験研究の成果（新たに品
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種を育成した場合を含む。）を公表するときは，当該植物遺伝資源を用いた旨を明記させる


ものとする。


第7　実施状況の徴収


研究所長は，植物遺伝資源の配布を受けた者から配布規程第9条の規定による試験研究結果の


報告がない場合には配布規程第10条の規定に基づく報告の徴収を行う等，配布した植物遺伝資


源の利用状況等の把握に努めるものとする。


第8　国の機関の配布申請の取扱い


（1）国の機関からの配布申請に係る配布に伴う植物遺伝資源の物品上の取扱いについては，


物品管理法（昭和31年法律第113号）第16条の管理換により行う。


（2）国の機関からの配布申請に係る配布については，（1）のはか配布規程（第3条，第5条及


び第6条の規定を除く。）及びこの通達（第5の4の規定を除く。）の規定を準用する。


第9　外国政府等との交流


研究所長は，植物遺伝資源研究における国際協力の重要性にかんがみ，外国政府，外国の地方


公共団体，国際機関及び外国の大学との植物遺伝資源に関する研究協力その他の交流について，


国際慣行等に十分配慮しつつその積極的な推進に努めるものとする。
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別記様式第1号


番　　　　　　号


昭和　年　月　日


場　（所）　長　田


植物遺伝資源送付書


農業生物資源研究所長　殿


下記の植物遺伝資源を「植物遺伝資源取扱要領」（昭和61年1月25日付け61農会


第51号農蚕園芸局長，畜産局長及び農林水産技術会議事務局長通達）第3の1の（2）の規定


により送付する。


記


植物の種類 品種名 配布の可否 送付量 備　考


（備考）


1「配布の可否」欄の記載において配布を可とするものは，第5の1の要件のすべて


を満たすものとする。


2　来歴等に関しては，農業生物資源研究所が作成する「植物遺伝資源カード」に詳細


を記入の上，本様式に添付する。


3　「植物遺伝資源カード」は申し出により，あらかじめ必要枚数を農業生物資源研究


所から送付する。
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別記様式第2号


番　　　　　　号


昭和　年　月　日


場　（所）　長　田


植物遺伝資源所在報告書


農業生物資源研究所長　殿


下記の植物遺伝資源を「植物遺伝資源取扱要領」（昭和61年1月25日付け61農会


第51号農蚕園芸局長，畜産局長及び農林水産技術会議事務局長通達）第3の2の規定によ


り報告する。


記


植物の種類 品種名 ・配布の可否 送付量 備　 考


（備考）別記様式第1号の（備考）1，2及び3の規定はこの様式について準用する。
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別記様式第3号


番　　　　　　号


昭和　年　月　日


農林水産省農業生物資源研究所長　岡


試験研究用植物遺伝資源配布通知書


配布申請者　殿


昭和　　年　　月　　日付けで配布申請のあった試験研究用植物遺伝資源については，農


業生物資源研究所試験研究用植物遺伝資源規程第3条の規定により下記のとおり配布する。


記


植物の種類 品種名 配布形態 配布量


（備考）


申請のあった○○の試験研究用植物遺伝資源については，


△△理由により，配布できない。


（備考）1　この様式の（備考）の記載は，該当がある場合に限る。


2　この様式の「配布形態」の欄には「種子類」，「塊茎類」，


「苗木類」及び「その他」の区分により記載すること。
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別記様式第4号


番　　　　　　 号


昭和　 年　 月　 日


○○場 （所）長　 殿


農業生物資源研究所長　 固


植物遺伝資源送付依頼書


下記の植物遺伝資源につい七　配布申請のあったので，貴職から送付されたく， 「植物遺


伝資源取扱要領」 （昭和6 1年1月 2 5 日付け6 1農会第5 1号農蚕園芸局長，蚕産局長及


び農林水産技術会議事務局長通達）第 5の3の（3）の規定により依頼する。


記


配　 布　 申　 請　 書 配 布 す る植 物遺 伝 資 源


氏名 （又は名称） 住所 （送付先） 植物の種類 品種名 配布形態 配布量


（備考）　別記様式第3号の（備考）2の規定は，この様式について準用する。
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別記様式第5号


番　　　　　　号


昭和　年　月　日


場（所）長　岡


植物遺伝資源送付報告書


農業生物資源研究所長　殿


貴職から送付依頼のあった植物遺伝資源を下記のとおり送付したので，「植物遺伝資源取


扱要領」（昭和61年1月25日付け61農会第51号農蚕園芸局長，畜産局長及び農林水


産技術会議事務局通達）第5の3の（4）の規定により報告する。


記


送 付 依 頼


年　 月　 日


配布 申請書


配 布 し た 植 物 遺 伝 資 源


送付先 送付年月 日


植物の種類 品種名 配布形態 配布量 ・


l l l


（備考）　別記様式第3号の（備考）2の規定は，この様式について準用する。
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